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K陥s ·月刊切抜き速報@シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用していただきやすい形で提供し、幅広さと
深さを兼ね備えた情報誌として 1970年の創業以来多くの方にご愛読いただいております。

日本の新聞貴賓女新しい魅力、提案します。
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教育版
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AIの可能性
医療の質は向上するか

@ 
人工知能 (AI)やloTといったデジタル技術を駆使した「次世代型病院」構築を目指す動

きが広がっています。膨大な医療情報を共有することで、予防医療につなげたり、より適切

な治療選択ができたり。慢性的な人材不足を解消する取り組みもあります。様々な場面で

活用が望まれ研究が進められる一方で、利用に向けたルールやAIが分析するビッグデータ

にはまだ課題があります。

外科医を育てる @ 
かつて医師の花形とされていた外科医を目指す学生が減っ

ています。 敬遠される原因はいろいろあるようですが、一つ

は人命を預かる手術の難しさでしょう。 首都圏でも地方でも

充実した研修を行うヒントとなる記事を集めました。

医療者視点、ものづくり
現場で実際に医療機器を使っている医師や看護師ならでは

の「こんな医療機器があったら便利J というアイデア。常識

にとらわれない発想や常に疑問を持つことが、新しいものっ

くりにつながるようです。

長期的な緩和ケアヘ @ 
患者は緩和ケア=終末期というイメージが根強く、見捨てら

れたと誤解する乙ともありますが、早期から取り組む乙とが

生活の質の維持・向上には重要です。診断直後から終末期ま

で、長期かつ幅広い緩和ケアが求められています。

医療機器の安全 @ 
ICIJ (国際調査報道ジャーナリスト連合)の調査で、医療機

器の不具合の情報を各国で共有できていないととが明らか

になりました。医療機器の安全性を通して、医療の安全につ

いて考えます。

KEZOKU 丁opcs e
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、1'NSE マークは「読み比べシリーズ比している topic です。 詳細は表 3(裏表紙の裏)をご覧ください。
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の
鍵
討
論

:
:
:
j
i
-
-
:
-
J
J

・
-
J
J

・
-
:
:

竹
・
8

静
岡
新
聞
:

35 

連
載
・
支
え
る
医
療

1 

福
井
・
緩
和
ケ
ア
病
篠
初
年
福
井
新
聞

が
ん
告
知
患
者
と
信
頼
関
係
築
く

:
j
i
-
-
:
:

刊
-
M・:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:

お

日
常
の
継
続
が
最
橿
先
・
:
:
:
:
刊
・
お

:
-
j
i
-
-:
j
i
-
-
-
:
:

幻

1

6

8

 

4
.

。
ι
q
M

1

7

9

 

1

2

3

 

2 

生
き
方
を
共
有

3 

ヨ
サ
コ
イ
思
い
貫
く

仲
間
に
最
終
レ
ッ
ス
ン

4 

休
ま
ず
続
く
演
奏
会

笑
顔
と
感
謝
最
期
ま
で

口
腔
ケ
ア
で
尊
厳
を
守
る
:
j
i
-
-
:

・
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:

:

刊
・
引
東
京
新
聞
:

40 

連
載
・
安
心
の
設
計

緩
和
ケ
ア

読
売
新
聞
(
東
京
)

上

心
不
全
患
者
も
「
生
活
の
質
」
保
つ

-
-
j
i
-
-
:
:

刊
・
お:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

伺

下

が
ん
治
療
と
並
行
生
き
方
考
え
る

j
i
-
-
:
:
:

刊
・
幻:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-・
位

[
身
じ
ま
い
自
習
室
]
病
気
で
な
く
「
そ
の
人
」
を
:
:
:

刊
・
行
毎
日
新
聞
(
札
幌
)

埋
め
込
み
医
療
機
器

不
具
合
対
応
国
ご
と
に
差

:
:
:

刊
・
お
朝
日
新
聞(東
京
)

不
具
合
情
報
他
国
届
か
ず

:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-

・
:

什

-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)

埋
め
込
み
医
療
機
器
欧
州
緩
い
規
制

:
:
:
・:
:
:
:
:
:
:

什

-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)

人
工
股
関
節
か
ら
金
属
粉

:
:
:
:
j
i
-

-j
i
-
-
:
:
:
:
:
:

刊

-
m伊
勢
新
聞

(共
同
)

医
療
機
器
再
使
用
解
禁
探
る

什
・

初
日
刊
工
業
新
聞・・

医
療
従
事
者

[
ひ
と
]
福
井
県
で
「
健
康
の
ま
ち

“

つ
く
り
」
に
奔
走
す
る
医
師
什
-
m朝
日
新
聞

(東
京
)

[
医
人
伝
]
男
性
中
心
の
医
療
に
異
議
:
-
j
i

--
:
:
:

:

叩
・

問
中
日
新
聞
:

患
者

、

後
進
に
寄
り
添
い
続
け
:
・
:
-
J
J

・-
:
j
i
-
-
-
:

刊
・
市
長
崎
新
聞
:

学
び
直
し
悲
願
の
卒
業
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:

・

什
・
日
南
日
本
新
聞・
:

看
護
学
生
他
分
野
と
交
流

・
:
:
:
:
・

j
i
-
-
:
:
:
:

什
-

U
読
売
新
聞
(
東
京
)

ハ
ア
1

温
泉
効
能
た
っ
ぷ
り

:
:
・
:
:
:
:
:

:
:

:

:

什
・

日
読
売
新
聞
(
和
歌
山
)

看
護
師
ら
過
労
の
悩
み
共
有

・:
j
i
-

-:
・j
i
-

-
:
:
:
・
:
:

什

-
m中
日
新
聞

・

看
護
師
2

交
代
最
高
に

病
棟
の
夜
勤
調
査

・:
:
:
:
:
・
什

・

ほ
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

子
育
て
中
の
医
師

サ
ポ
|
夕
|
募
集
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:

什
・
お
中
国
新
聞:

43 44 44 46 48 48 50 50 51 52 53 53 54 55 55 
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養
成
・
研
修

医
学
部
地
域
枠
制
度

位
大
、2
割
超
の
欠
員

・
:
:
:
:

什

-
m東
京
新
聞
(
共
同
)

・

「
地
域
枠
」
医
学
生
は
優
秀国
家
試
験
合
格
率
全
国
平
均
上
回
る
什
・
巧
毎
日
新
聞
(
東
京
)

フ
ン
チ
中
奉
仕
の
心
学
ぶ

-

什
・
1

福
井
新
聞
・
:

入
学
生
減
少
閉
校
も

一
一
|
ズ
低
下
各
校
定
員
割
れ
:
・

刊
・
2

山
陰
中
央
新
報

:

「
患
者
の
た
め
」
活
動
初
年
「
模
擬
患
者
」
派
遣
:・
:
:
:

什
・
6

静
岡
新
聞
:
:
:

技
術
・
療
法

i
p
S

、
脳
に
移
植

世
界
初
:
:
:
--
J
J

・-
j
i
-
-
:
:・

什
・
叩
京
都
新
聞
:
・

脊
髄
損
傷
で
世
界
初

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
什
・
2
北
海
道
新
聞

・

性
適
合
手
術
保
険
適
用
進
ま
ず

・
:
:
・-
J
J

・
--
・
:

什
・
リ
円
高
知
新
聞
(
共
同
)
:
・

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

は
り
治
療
に
有
効
性
j
i
-
-
-
:
:
:

什
・
問
福
島
民
友
:•• 

腸
内
細
菌
整
え
体
調
改
善
を

医
療
機
関
が
取
り
組
み
・
:
什
・
幻
中
日
新
聞
:

病
院
運
営

熱
中
症
予
防
活
動
で

2

度
目
の
最
優
秀
賞
:
:
-
j
i
-
-
:

什
・
5

大
分
合
同
新
聞
:
:

ベ
ベ
口
ン
チ
|
ノ
風
そ
ば
い
か
が

・
:
:
-
J
J

・
-;
:

刊

-
m信
濃
毎
日
新
聞

・:
:
:
:

青
色
は
専
用
駐
車
場
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

什

-
m燭
玉
新
聞

・

提
携
医
療
機
関

タ
ッ
チ
で
検
索
:
:
・
:
:
:
:
:
:
・

什
・

幻
東
奥
日
報
:

M
m時間
薬
局
や
ホ
テ
ル

・:
:
:

:
-
J
J

・
-:
:
:
・
:
:
・

什
・
沼
産
経
新
聞
(
大
阪
)・
:

飲
料
に
と
ろ
み
自
販
機
が
登
場

:
:
:
j
i

-
-
:
:
:
:;
:

什

-
U朝
日
新
聞
(
東
京
)

:
・

旅
行
透
析
広
が
る

ク
ル
ー
ズ
客
も
受
診
:
:
:
-

J
i
-
-

竹
・
刊
北
園
新
聞
:
:
:
j
i

-
-
-

56 57 57 58 59 60 61 62 62 63 64 64 64 65 65 66 67 

地
域
医
療
を
支
え
る

防
災
・
雇
用
で
地
域
振
興
に
貢
献

j
i
-
-
j
i
-
-
:・
:
:
:
:

什
・
リ
円
京
都
新
聞
:
:

海
部
の
医
療
充
実
に
尽
力

常
勤
医
の
増
加
要
望
へ
:
:
:

什
・
幻
徳
島
新
聞

応
援
医
師
送
迎
し
ま
す

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:

什
・
7

東
奥
日
報
:

古
民
家
で
自
然
な
お
産
を
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

刊
・
市
山
陰
中
央
新
報
:・

在
宅
医
療

離
島
で
学
ぶ
地
域
の
看
護

「
自
宅
で
最
期
ま
で
」
支
え
る
什
・
叩
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

単
身
高
齢
者
1

割
を
突
破

在
宅
ケ
ア
シ
フ
ト
急
務
・
:
刊
・
お
日
本
経
済
新
聞

:
・
:

「
地
域
密
着
」
ま
わ
ら
ぬ
現
場
:
・:
-
j
i
-
-
:
:
:

・
・
:

什
・
お
日
本
経
済
新
聞

・

患
者
・
家
族
支
援

[
社
説
]
広
告
医
学

ア
ー
ト
力
で
健
康
保
持
を
:
・
:
・
・

什
・
お
神
奈
川
新
聞ji
-
-
:
:

サ
ッ
カ
ー
の
力
患
者
に
勇
気

:
:
:
:

j
i
-
-
-
:
:
:
:

竹
・
7

新
潟
日
報
:
:

入
院
中
パ
ラ
柄
で
明
る
く

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
-
j

i
--:

什
・
叩
高
知
新
聞
・

[
葦
]
患
者
パ
ワ
ー
:
:
:
:
:
:
::
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

什
・
昨
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
・

丁
字
誌
の
ラ
ス
ク
な
ど
5

品
J

J

・
-・
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:

什

-
m京
都
新
聞
(
滋
賀
)

:

移
植
医
療

臓
器
移
植
正
し
い
知
識
を

:
:
j
i
-

-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-

什
・
引
北
日
本
新
聞
・
:

中
学
の
兄
と
仲
間
パ
ン
ク
登
録
運
動

:
:
:
:
:
:
:
・
:
・

什
・
2
京
都
新
聞
j
i
-
-
-

4 

68 68 69 69 70 71 72 74 74 76 76 77 78 78 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など 部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 

医
療
倫
理

「
人
体
実
験
」
非
難
相
次
ぐ

・:
:
:
j
i
-
-
J
J

・
-・
:
:
:
什

-
m神
戸
新
聞
(
共
同
)

代
理
出
産
「
容
認
」
刊
%「
出
自
知
る
権
利
あ
る
」
特
%
竹
・

1

読
売
新
聞
(
東
京
)

問
わ
れ
る
従
事
者
モ
ラ
ル

:
j
i
-
-

・
:
:
j
i
-
-
:
:

・
什

-
m山
陰
中
央
新
報
:

精
神
医
療

精
神
疾
患
地
域
で
支
え
る

-
什
・
リ
門
信
濃
毎
日
新
聞
:

医
師
の
説
明
「
不
十
分
」
4

割

精
神
疾
患
患
者
:
:
:
:
・

刊
・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

救
急
医
療

ル
ー
ル
順
守
再
発
防
止
に

j

i
-
-
:
:
:
:
-
j
i

-
-
-
:・
:
:

什
・
什
山
形
新
聞

・

不
要
不
急
を
減
ら
す
こ
と
か
ら

:
:
:
・:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
什
・
叩
西
日
本
新
聞
:
:
:

:
:
:

救
急
蘇
生
拒
否
相
次
ぐ

:
・:
:
j
i
-

-:
・j
i
-
-
:
:
:
:
:

什
・
氾
山
梨
日
日
新
聞
・
:
:

:
:

非

7
1
1
9

導
入

救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
:
・

什
・
叩
日
本
経
済
新
聞

人
材
の
壁

洋
上
救
急
船
員
の
命
支
え

-
n

・
叩
神
奈
川
新
聞:
・

予
防
医
療

子
宮
が
ん
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
j
i
-
-
:
:
:
J
J

・
-
:
:
:
:
什
・
お
高
知
新
聞
(
共
同
)

ウ
マ
く
手
拍
子

リ
ハ
ビ
リ
効
果
検
証

・
:
:
・
:
:
:

什
・

5

中
日
新
聞

リ
ハ
ビ
リ
栄
養
面
か
ら
支
援

脳
梗
塞
患
者
ら
対
象
に
実
証
研
究
刊
・
旧
日
経
産
業
新
聞

・
:

受
動
喫
煙
防
止
条
例
で
心
疾
患
減
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:

:
:
:
:
刊
・
市
東
京
新
聞

・

医
薬
品

勝
臓
が
ん
治
療
薬
開
発
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:

:

・
什
-
6

大
分
合
同
新
聞
:
:

80 80 81 82 82 83 84 85 86 87 88 88 89 90 92 

配
置
薬
ア
フ
リ
カ
で
好
評

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:

什
・
2

北
日
本
新
聞
:

・

「
フ
レ
イ
ル
」
漢
方
で
緩
和
:
:

:
:
:

:
:

:
:
:
:

-
j
i
-
-
:

什
・
9

日
経
流
通
新
聞
M
J
-

医
療
行
政

健
康
保
険
海
外
の
家
族
制
限
へ

j
i
-
-

:
:
:
:

・

刊
・
7

朝
日
新
聞
(
東
京
)

薬
害
第
三
者
が
監
視

設
置
提
言
か
ら
8

年
:
:
:
:
:
:

什
・
9

朝
日
新
聞
(
東
京
)

消
費
増
税
に
対
応

初
診
料
引
き
上
げ

--J
J

・
-・
:
:
:
:
什
・2
読
売
新
聞
(
東
京
)

・

妊
婦
加
算
対
象
明
確
化
へ

:
:
:
:
:
・
:
:
:
什-m読
売
新
聞
(
東
京
)
・

意
見
・
社
説

[
潮
流
]
医
療
人
類
学
と
地
域
医
療

・:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・

叩
・
氾
日
本
海
新
聞:

[
千
夜
一
夜
]
薬
局
で
受
け
た
注
射
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

刊
・
悶
産
経
新
聞
(
東
京
)・
:

[
く
ら
し
と
つ
な
ぐ
]
生
き
づ
ら
さ
皆
で
解
決
:
:
:
:
:
:

叩
・3
毎
日
新
聞
(
東
京
)

霊
療
ニ
ュ
ー
ス

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
国
際
団
体

:
j
i
-
-
:
:
:
:

・
:
・
:
・

什
・

引
熊
本
日
日
新
聞

・

ゆ
り
か
ご
什
年
の
記
録
本
に

什
・

幻
熊
本
日
日
新
聞::

乳
児
虐
待
の
逮
捕

法
医
学
決
め
手
に
:
:
-
j
i
-
-
:
:

・
:

什
・
ロ
日
本
経
済
新
聞・
:

[
カ
ネ
ミ
油
症
切
年
]
次
世
代
影
響
尽
き
ぬ
不
安
・

:
:
:
:

刊
・
げ
長
崎
新
聞:
・

募
集
要
項
明
記
せ
ず

医
学
部
特
別
枠
入
試

:
:
:
:
:
:

什
・
幻
神
戸
新
聞::
:
:
:
:
:

「
若
手
、
来
て
く
れ
な
い
」

「
制
度
の
趣
旨
、
説
明
を
」
・
:

刊
・
幻
神
戸
新
聞ji
-
-
:
:
:
・

性
別
・
年
齢
で
差
「
不
適
切
」

医
学
部
入
試
で
規
範

:
・

刊
・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

92 92 94 95 95 95 96 96 97 98 98 98 99 100 100 101 
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医
療
事
故
・
訴
訟

脳
に
後
遺
症
の
可
能
性

手
術
後
措
置
:
・

:
:
:
:
j
i
-
-

刊
・
7

西
日
本
新
聞
:

カ
ル
テ
・
医
師
証
言
な
く
和
解

患
者
側
「
画
期
的
」
・
:

什
・
市
北
海
道
新
聞
(
共
同
)

日
赤
責
任
認
め
解
決
金

・:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:
什
・

市
佐
賀
新
聞
:

げ
年
に
医
療
ミ
ス
、
死
亡
事
故
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:

・
什

-
m東
奥
田
報
:
:
:

医
師
ら
書
類
送
検
へ

-
什

-
m神
戸
新
聞
・
:

手
術
ミ
ス
で
人
工
庇
門
に

j
i
-
-
:

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:

什
・
2
東
奥
田
報
・
:
:
:

男
性
死
亡
の
医
療
事
故

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
J
J

・-
n

・

2
東
奥
日
報
:
:

体
内
に
ガ
ー
ゼ
市
年
放
置
手
術
ミ
ス
、
謝
罪

:
j

i
-
-

什
・
包
新
潟
日
報::

診
療
不
備
で
右
脚
切
断

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
-

什
・
お
東
奥
田
報
:

画
像
確
認
改
善
求
め
る

什
-

m
m上
毛
新
聞
:

松
本
市
5
0
0

万
円

支
払
う
和
解
案
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
什

-
U信
濃
毎
日
新
聞
:

医
療
安
全

画
像
判
定
体
制
見
直
し
へ

-

什
・
市
東
京
新
聞
:・

「
異
常
な
し
」
の
理
由
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-

什
・
沼
産
経
新
聞
(
東
京
)
・

損
賠
訴
訟
と
原
告
の
思
い
:
:
:
:
:
-
J
J

・-:
:
:
j
i
-
-
:

什
・
伴
大
分
合
同
新
聞:

[
憂
楽
帳
]
医
療
の
安
全
:
-
-
j
i
-
-

・
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:

竹
・
引
毎
日
新
聞
(
東
京
)

豊
胸
手
術
合
併
症
相
次
ぐ

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:

什

-
m読
売
新
聞
(
東
京
)

・
:

抗
生
物
質
使
用
量

格
差
は
日
・5
倍
に

・
・
:
・
・
・

什

-
m
M信
濃
毎
日
新
聞
(
共
同
)
附

子
供
へ
の
薬
誤
投
与
1
3
6

件

入
力
ミ
ス
目
立
つ
:
:
:

什
・
9

日
本
経
済
新
聞
:
:
・
:
:

102 102 102 102 103 103 104 104 104 105 105 106 106 106 107 107 108 

溶
剤
か
ら
ヒ
素
検
出

・
・
・
・
・
・
什
・
3

信
濃
毎
日
新
聞
(
共
同
)
悦

B
C
G

ワ
ク
チ
ン
の

[
藍
が
め]
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:

什
・
吃
徳
島
新
聞
:

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
誤
投
与
:
j
i

-
-:
:
j
i

-
-
:
j

i
-
-

什
・
引
福
島
民
報
・
:

院
内
で
抗
菌
薬
デ
ー
タ
共
有
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:

什
・
7

神
戸
新
聞
:
:

エ
ボ
ラ
輸
入
使
命
と
懸
念

B
S
L
4

施
設
:

・
:
:
・

什
・
氾
西
日
本
新
聞・

患
者
守
る
見
舞
客
制
限

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:

刊
・
お
十
勝
毎
日
新
聞・:

医
薬
品
の
安
全

サ
リ
ド
マ
イ
ド
奇
形
化
回
避

:
:
:

・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

什
・
引
中
日
新
聞
:

災
害
に
備
え
る

全
域
停
電
7

割
が
透
析
不
可
能

:
:
-
j
i
-
-・
:
:
・
:
・
:

什

-
m北
海
道
新
聞
・
:
:

支
え
る
側
の
心
理
的
ケ
ア
必
要

j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:

・
:
:
:

什
・
市
釧
路
新
聞
:

生
活
再
建
へ
「
手
帳
」
使
っ
て

受
診
結
果
や
困
り
事
記
入
什
・
9

山
陽
新
聞
・
:
・

災
害
医
療
に
客
船
新
指
針

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:

什
・
市
産
経
新
聞
(
大
阪
)
:

被
ば
く
医
療
の
対
応
確
認
:
:・
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-

-
:
:

・

什
・
5

茨
城
新
聞
:

地
域
の
医
療
機
関
奮
闘
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:

・
:

什
・
3

北
海
道
新
聞
・
:

純
白
花
か
れ
ん

サ
ツ
マ
ノ
ギ
ク
:
:
-
j
i

--
-
:
:
j
i
-
-

什
・
日
南
日
本
新
聞
:
:
:
:

キ

ワ

ド
検
索

6 

109 109 109 110 1
 

1
 

1
 

112 112 114 114 115 116 116 
表
紙119 
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デ
ジ
タ
ル
病
院
実
現
急
ぐ

病院間で共有シーメンス系患者データ

画
像
診
断
機
器
メ
ー
カ
ー
が
医

療
機
関
と
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
駆
使
し
た
「
次
世
代
型
病
院
」

構
築
を
目
指
す
動
き
が
相
次
い
で

い
る
。
独
シl
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ

ア
や
日
立
製
作
所
な
ど
が
取
り
組

み
を
開
始
。
人
工
知
能(
AI
)

や
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
「I
o
T

」
、

ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
て
医
療
現
場
の
課

題
を
解
決
し
、
効
率
化
や
働
き
方

改
革
に
つ
な
げ
る。

シ
ー

メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
日
本

法
人
(
東
京・
品
川
)
は
高
度
急

性
期
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
テー
シ
ョ

ン
病
院
を
運
営
す
る
渡
辺
高
記
念

会
(
兵
庫
県
西
宮
市
)
と
の
提
携

を
発
表。
5

年
間
に
わ
た
り「地

域
医
療
連
携
を
トー
タ
ル
で
支
援

す
る
」
(
シl
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ

ア
日
本
法
人
の
森
秀
顕
社
長
)
。

渡
辺
高
記
念
会
は
急
性
期
医
療

か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
医

療
ま
で
に
対
応
す
る
医
療
介
護
施

設
を
運
営
し
て
い
る
。

生
活
支
援

AI で手術全体を効率化立日

型
の
地
域
医
療
の
実
現
に
向
け
て

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
踏
み
出
す
。

連
携
内
容
は
大
き
く二
つ
あ

る
。

ま
ず
病
院
内
外
で
患
者
デ
ー

タ
を
共
有
で
き
る
情
報
基
盤
の
構

築
だ
。
第1
弾
と
して
、
渡
辺
高

記
念
会
の二
つ
の
病
院
闘
で
検
体

検
査
の
結
果
を一元
管
理
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
将
来
は
画
像
検
査

や
心
電
図
な
ど
を
含
め
、
患
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
デー
タ
を
病
院
闘
で

や
り
取
り
す
る。

近
隣
の
医
療
機

関
と
も
情
報
を
共
有
し

、

地
域
包

括
ケ
ア
の
環
境
を
整
え
て
い
く
。

も
う

一
つ
は、
健
常
者
を
合
め

て
「
未
病
の
段
階
か
ら
地
域
住
民

メーカーと病院が

デジタル技術で連携

シーメンスヘルスケア

/渡辺高記念会

を
サ
ポ
ー

ト
す
る
」
(
森
社
長
)

取
り
組
み
だ。
健
診
結
果
な
ど
を

ビ
ッ
グ
デ
l

タ
と
し
て
A
I

で
解

析
し
、
予
防
医
療
に
つ
な
げ
る
。

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

と
次
世
代
医
療で
連
携
協
定
を
結

ん
だ
の
は
日
立
製
作
所
だ
。

A
ー

や
I

o

T
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し

て
手
術
室
の
高
度化
や
医
療
従
事

者
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
。

国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
2
0

1
9

年
1

月
に
連
携
拠
点
を
設
け

て
同
人
ほ
ど
を
派
遣
す
る

。

手
術
室
内
の
医
療
機
器
を
連
携

さ
せ
て
手
術
ナ
ビ
ゲl
シ
ョ
ン
の

機
能
を
持
た
せ
た
り
、
人
や
物
の

日立製作所

/国立国際医療研究センター

A

ー
の
可
能
性

i

医
療
の

質
は
向
上
す
る
か

i

地域で患者デー タ共有の基盤構築

1 0 Tや A I で手術室を高度化

GE ヘルスケア/倉敷中央病院

機器の稼働最適化、 働き方改革も

NEC/医療法入社団KNI

A I で入院患者の合併痕を予測

動
き
を
含
め
て
手
術
全
体
を
効
率

化
し
た
り
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
す
る
こと
で
「
(
執
万
医

一人
で
こ
な
す
)
ワ
ン
マ
ン
手
術

を
実
現
で
き
れ
ば、

外
斜
医
不
足

の
解
消
に
貢
献
で
き
る」
(
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
国
土

典
宏
理
事
長
)と
も
く
ろ
む。

ま
た
ロ
ボ
ット
や
音
声
認
識、

静
脈
認
証
な
ど
の
技
術
を
活
用
し

た
働
き
方
改
革に
も
挑
む。
医
療

従
事
者
が
多
く
の
時
間
を
割
く
ペ

ー

パ
ー

ワ
l

ク
や
患
者
へ
の
説
明

な
ど
を
一
部ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
で
置

き
換
え
る。
目
立
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
「エ
ミ
ュ
l

-

ス
リ
l

」
を
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー

内
で
患
者
へ
の
説
明
業
務

に
使
う
こ
と
を
検
討
中
だ
。

同
年

内
を
め
ど
に
実
証
を
始
め
る
。

G
E

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・

ジ
ャ
パ
ン

(
東
京
都
日
野
市
)
は
院
内
の
医

療
機
器
の
稼
働
を
最
適
化
し
た
り

働
き
方
改
革
を
進
め
た
り
す
る
取

り
組
み
で
、
倉
敷
中
央
病
院
(
岡

山
県
倉
敷
市
)
と3
年
間
の
包
括

契
約
を
結
ん
だ。
医
療
機
器
に
セ

ン
サ
ー

を
設
置
し
た
り
院
内
シ
ス

テ
ム
と
連
携
さ
せ
た
り
し
て
稼
働

デ
ー

タ
を
収
集
。
医
療
機
器
の
台

数
や
場
所
を
最
適
化
し
た
り
、
稼

働
率
の
高
い
医
療
機
器
に
か
か
わ る

業
務
負
荷
を
軽
減
し
た
り
す

る
。

G
E

ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
か
ね
て

I

o

T
や
A
I
を
医
療
現
場
で
活

用
す
る
取
り
組
み
に
注
力
。

ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
病
院
を
倉
敷
中

央
病
院
を
舞
台に
構
築
す
る
。

I

T
企
業
も
病
院
と
の
協
業
を

強
化
し
て
い
る
。

N
E
C
は
北
原

国
際
病
院
(
東
京
都
八
王
子
市
)

な
ど
を
運
営
す
る
医
療
法
人
社
団

K
N
I

と
連
携
。
医
療
現
場
で
の

A
I

活
用
に
関
す
る
検
証
を
進
め

て
い
る
。
入
院
患
者
の
不
穏
行
動

や
合
併
症
をA
I

で
予
測
し
、
入

院
期
間
の
長
期
化
を
避
け
る
こ
と

を
狙
う。
具体
的
な
成
果
と
し
て
、

誤
腕
(ご
え
ん
)
性
肺
炎
の
リ
ス

ク
が
高
い
患
者
を
町
%
の
精
度
で

抽
出
で
き
た
と
発
表
し
た
。

医
療
機
器
の
進
化
が
下
支
え
す

る
形
で
、
病
院
を
丸
ご
と
パ
ッ
ケ

ー

ジ
化
し
て
効
率
的
に
運
営
す
る

試
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
も

様
々
な
プ
レ
ー
ヤー
を
巻
き
込
ん

で
、

同
様
の
取
り
組
み
が
加
速
し

そ
う
だ
。
(

大
下
淳
一
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
引
日
(水
)

7 
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| 消防局管内 |25年の救急出動3万件予測

A
i

の
可
能
性

ー
医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

長
崎
市
の
高
齢
者
数
が
ピ
l

ク
を
迎
え
る2
0
2
5

年
、
市
消
防
局
管一

内
の
救
急
出
動
件
数
は
約
3

万
件
と
な
り
、
げ
年
よ
り
も
約
4

千
件
増
加

す
る
|。
市
中
央
消
防
署
警
防
1

課
の
有
志
が
、
ビ
ッ
グ
デ
l

タ
を
使
っ

た
分
析
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
予
測
を
導
き
出
し
た

。

日
常
生
活
の
中
で

市
民
自
ら
注
意
し
て
事
故
を
防
ぎ
、
救
急
車
を
本
当
に
必
要
な
人
へ
向
か

わ
せ
る
「
予
防
救
急」の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

同
局
は
高
齢
者
向
け

の
「
啓
発
か
る
た」
を
配
る
な
ど
し
て
、P
R
に
力
を
入
れ
る。

口
年
か
ら
棚
件
増
加

中
央
署
有
志

ビ
ッ
グ
デ
!
タ
分
析

市
消
防
局
は
、
同
市
と
西
彼

長
与
、
時
津
両
町
を
管
轄
し
て

い
る
。
同
課
に
よ
る
と
、
救
急

出
動
件
数
は
凶
年
連
続
で
増
加

し
、
げ
年
は
過
去
最
多
の
2

万

5
7
4
1

件
。1
日
平
均
初
回
、

加
分
に1
回
出
動
し
て
い
る
計

算
に
な
る。

分
析
を
始
め
た
の
は
、
昨
年

9

月
の
「
第
お
団
長
崎
救
急
医

学
会
」
で
メ
ン
バ
ー
が
発
表
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け。
出
動
ご
と
に
入
力
し

て
い
る
通
報
時
間
や
患
者
の
疾

患
名
な
ど
の
デl
タ
を
活
用。

長
崎
大
医
学
部
の
近
藤
久
義
准

教
授
の
協
力
を
得
て
、
統
計
学

の
手
法
で
分
析
し
た

。

分
析
の
結
果
、
高
齢
者
数
と

救
急
件
数
に
は
強
い
相
関
関
係

が
あ
る
と
判
明。

お
年
に
は
、

管
内
の
救
急
出
動
件
数
が
今
よ 「注意 して事故防止」呼び掛け

り
約
4

千
件
増
加
し
、
そ
れ
以


降
は
徐
々
に
減
少
す
る
見
込
み
一

と
明
ら
か
に
し
た

。

活
用
し
た
デ
一

l

タ
を
見
る
と
、
高
齢
者
の
通一

報
の
原
因
は
、
転
倒
や
窒
息
な
一

ど
で
、
本
人
や
家
族
な
ど
の
注
意
一

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
一

多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た

。

一

長
崎
市
が
先
月
、
市
内
で
開
一

い
た
「市
職
員
業
務
改
善
事
例一

発
表
会
は
っ
て
ん
改
善K
I

一

K
O
U

会
」

で
も
同
課
の
前
川
一

賢
一郎
さ
ん
(お
)が
発
表。

分
一

析
結
果
に
つ
い
て「未
然
に
防
一

ぐ
こ
と
が
で
き
た
事
故
を
減
ら
一

す
た
め
の
予
防
救
急
の
取
り
組
一

み
の
重
要
性
を
裏
付
け
、
確
信
一

と
信
念
を
与
え
てく
れ
た
」
と
一

話
し
た。
(

川
添
も
な
み)

一

長
崎
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
6

日
(
火
)

で予測A 救急出動地域
年
々
増
え
る
救
急
出
動
に
対
応
す
る
た

め
、
名
古
屋
市
は
総
務
省
消
防
庁
と
協
定
を

結
び
、
人
工
知
能(
A
I
)で
救
急
事
案
が

ど
の
地
域
で
発
生
し
や
す
い
か
を
予
測
し
、

需
要
に
応
じ
て
救
急
車
の
配
置
場
所
を
決
め

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
研
究
に
全
国

で
初
め
て
協
力
す
る。
市
内
の
出
動
件
数
は

八
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
。

救
急
隊
を

効
果
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
現
場
到
着
時
間

の
短
縮
を
目
指
し
た
い
考
え
だ
。

システムのイメージ

弓区18伊
達誌でみ

名
古
屋
市
効
率
化
ヘ
研
究
参
加

l セす
名古屡市の出動件数の推移 タンる実

• をタ 。 証

::|(万件) ~ 震 LL E 霊
， ι| ー・ρ...."，0-~ ~ 0 過消歪

コ去防虫
~~I 〆 ン九大貫

ピ年学中
ユ分校旬
l の消か
タ出防ら

l 動研聞
がデ究始

0 
2010 11 12 1 3 14 1 5 1 6 1 7 
(年)

出
動
地
域
や
内
容
な
ど
の
デ
l

タ
を

分
析
し
、
天
候
や
曜
日
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
の
条
件
も
加
味
し
て
、
ど

の
地
域
で
救
急
事
案
が
発
生
し
や
す

い
か
予
測
す
る。

予
測
結
果
は
市
の

指
令
セ
ン
タ
ー
と
二
台
の
救
急
車
内

の
携
帯
端
末
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

市
は
予
測
が
当
た
っ
て
い
た
か
ど
う

か
や
使
い
や
す
さ
を
評
価
す
る
。

実

験
で
は
実
際
に
救
急
隊
を
再
配
置
す

る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
二O
二

二
年
度
末
の
実
用
化
を
目
指
す
。

市
内
で
は
一O
年
か
ら
八
年
連
続

で
出
動
件
数
が
過
去
最
高
と
な
り
、

e 
e 

今
年
は
十
月
末
時
点
で
前
年
比
七
千

七
十
九
件
増
の
十
一
万
一
千
六
十
三

件
。

救
急
車
は
現
在
、
予
備
を
含
め

五
十
八
台
あ
る
が
、
五
年
ほ
ど
前
か

ら
救
急
隊
の
出
動
が
重
な
り
、
急
病

人
な
ど
の
近
く
に
出
動
で
き
る
隊
が

い
な
い
状
態
も
生
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た

。

市
の
担
当
者
は
「
件
数
が
こ
れ
だ

け
増
え
て
い
る
中
、
限
ら
れ
た
救
急

隊
を
い
か
に
効
果
的
に
運
用
す
る
か

が
大
事
に
な
っ
て
い
く
」
と
新
た
な

シ
ス
テ
ム
に
期
待
す
る。
河
村
た
か

し
市
長
も
二
十
六
日
の
定
例
会
見
で

「
一
分
一
秒
で
も
早
く
病
院
に
着
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
磨
き
を
か
け

た
い
」
と
述
べ
た。

中
日
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
日
(
火
)

8 



オ
プ
テ
ィ
ム
(
暗
)
活
用
本
格
化

oT 
シ
ス
テ
ム
開
発
「
オ
プ
テ
ィ
ム
」

(本
店
・
佐
賀
市
、
官
谷
俊
二
社
長
)が

医
療
分
野
で
のA
I
(人
工
知
能)、

I
o
T
(モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

の
活
用
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る

。

病

院
の
院
内
感
染
防
止

、

在
宅
医
療
支

援
な
ど
の
サー
ビ
ス
を
提
供。
患
者

と
そ
の
家
族
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
医
療
従
事
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

、

佐
賀
銀
行
が
福
岡
市
で
開
い

た
医
療
福
祉
経
営
セ
ミ
ナ
ー

で
、
オ
プ
テ
ィ
ム
の
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
l

董
芸
部
リ
ー
ダ
ー
の

石
川
洋
子
氏(お
)が
事
業
内
容

を
説
明
し
た。

A
ー
に
よ
る
画
像
解
析
技
術

を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

の
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス

「A
I
カ
メ
ラ
」
を
叩
月
か
ら
始

め
た
。

医
療
機
関
で
は
院
内
感

染
を
防ぐ
た
め
、
看
護
師
が
病

室
に
入
る
際
の
画
像
を
撮
影
、

確
認
す
る。

消
毒
液
が
置
か
れ

た
場
所
と
看
護
師
の
動
き
を
も

医療に

と
に
き
ち
ん
と
消
毒
し
て
い
る

か
を
、
A
I

が
検
知
す
る
仕
組

み
だ
。

来
院
者
数
や
受
け
付
け

状
況
の
画
像
を
解
析
し
、
混
雑

を
凹
避
さ
せ
る
人
員
配
置
に
つ

な
げ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る。

7

月
に
発
表
し
た
の
が
、
医

療
機
関
が
患
者
を
遠
隔
地
か
ら

見
守
る
在
宅
医
療
支
援
シ
ス
テ

ム
。

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
テ
レ
ビ
で
通
話
す
る
シ
ス

テ
ム
で
、I
o
T
技
術
を
駆
使

す
る
。

テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い

る
途
中
で
自
動
的
に
診
察
に
切

り
替
わ
る
た
め
、
患
者
が
煩
雑

な
操
作
を
し
な
く
て
済
む
。

室

温
を
計
測
し
て
熱
中
症
予
防
に

つ
な
げ
る
機
能
も
あ
る
。

石
川
氏
は
「す
で
に
導
入
し

た
病
院
も
あ
り
、
在
宅
医
療
だ

け
で
な
く
、
福
祉
施
設
と
つ
な

ぐ
ケ
1

ス
も
出
て
き
た。
A
I

の
特
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
医

療
関
係
者
の
負
担
軽
減
な
ど
課

題
を
解
決
し
た
い
」
と
語
っ
た

。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
福
岡
県
の
一

般
社
団
法
人
「医
療
実
務
研
究

会
」
の
村
上
佳
子
代
表
の
講
演

も
あ
り
、
約
初
人
が
聴
講
し
た

。

(大
胆
浩
司)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
木
)

A

ー
の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

f
〉

名
古
屋
大
学
は
、
「
予
防
早
期
医
療
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

専
門
研
究
拠
点

の
「
予
防
早
期
医
療
創
成
セ
ン
タ
ー
」
が
主
導
し
て
、
医
工
連
携

・

産
学
官
連
携
で
展
開。

一
般
市
民
ら
研
究
へ
の
協
力
者
か
ら
収
集
し
た
健
診
結
果
や
毎
日
の
生
活
習
慣
情
報
な
ど

の
健
康
デ1
タ
を
基
に
、
病
気
の
予
防
や
健
康
維
持
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
予
防
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
阜
泊
し
て
い
る
。
(
桝
田
宏
行
)

予
防
早
期
医
療
創
成
セ
ン
タ
ー
は

2
0
1
0

年
に
開
設。
予
防
医
療
に

関
わ
る
複
合
的
な
研
究
課
題
に
対

し
、
名
大
病
院
や
行
政
、
一
焚
業

な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る。
中
部
入
量
で
は
ト
ヨ

タ
自
動
車
や
デ
ン
ソl
、
ラ
ク
オ
リ

ア
創
薬
が
名
を
連
ね
る
。

病
気
予
防
や
健
康
維
持
に
貢
献
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
主
な
目
的

。

医
療
・

介
護
に
依
存
す
る
こ
と
無
く

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
「
健
康
寿
命
」
や
「
社
会
参
加
寿

命
」
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
結
果
的
に

高
齢
化
で
膨
れ
上
が
る
医
療
費
の
削

減
に
つ
な
げ
る
考
え。

現
在
は
、
研
究
に
賛
同
す
る
一
般

市
民
がI
o
T

(モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
)
機
器
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
生
体
情
報
(
体
重
や
血
圧
な
ど
)

や
生
活
習
慣
(運
動
量
な
ど
)
な
ど

デ
l

タ
を
毎
日
収
集
蓄
積
し
、
分
析

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

セ

ン
タ
ー
側
が
健
康
デl
タ
を
管
理。

参
加
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
の
マ
イ
ペ
l

ジ
を
介
し
て
、
自
身

の
健
康
デ
!
タ
の
推
移
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
健
康
デ1
タ
に
基
づ
い
た

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る。
体
に

健康データ収集/サービス創出ヘ

優
し
い
料
理
レ
シ
ピ
や
食
に
関
す
る

ク
イ
ズ
な
ど
が
随
時
配
信
さ
れ
、
日

々
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る。

こ
れ
ま
で
に
ト
ヨ
タ
自
塾
阜
の
退

職
者
ら
1
3
0
0

人
ほ
ど
が
参
加。

年
齢
構
成
は
初
代
後
半
か
ら
初
代
と

幅
広
い。

今
年
か
ら
は
、
愛
知
県
内
の
機
械

器
具
製
造
業
が
加
入
す
る
愛
鉄
連
健

康
保
険
組
合(名
古
屋
市)と
連
携。

保
険
組
合
員
や
そ
の
家
族
の
参
加
協

力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

今
後
も
健
康
情
報
の
収
集
・
分
析

に
賛
同
す
る
企
業
、
参
加
者
を
増
や

す
方
針
で
、
最
終
的
に
は
1

万
人
の

参
加
を
目
指
し
て
い
る
。

予
防
早
期
医
療
創
成
セ
ン
タ
ー
の

吉
田
安
子
特
任
教
授
は
「
研
究
レ
ベ

ル
を
一
段
と
引
き
上
げ
る
に
は
、
衣

・
食・
住
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
業

種
の
企
業
が
持
つ
技
術
力
、
知
見
が

必
要
に
な
る
」
と
話
し
、
研
究
に
協

働
す
る
企
業
の
募
集
も
行
っ
て
い

る
。

中
部
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
9

日
(
金
)

9 



A
i

の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

医療と安全管理総集版 2019

がん患者 7割 薬物療法

横
浜
市
と
同
亙
斗
大
学
は
初
日
、
市
内
医
療
機
関
で
行
わ
れ
た
が
ん
治
療
の
実
態
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た。
治
療
を
受
け
た
串
山
者
数
は
年
間
約

5

万
2

千
人
で
、
初%
近
く
が
薬
物
療
法

を
受
け
て
い
た。

仕
事
と
治
療
の
両
立
が
課
題
と
な
る
中
、
通
院
治
療
に
よ
る
串
草
台
の
負
担
も

明
ら
か
に
な
っ
た。

市
は
結
果
を
踏
ま
え
、
患
者
の
就
労
支
援
な
ど
医
療
政
策
の
立
案
に
反
映

さ
せ
る
方
針。
代
表
的
な
医
療
ビッ
グ
デ
l

タ
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(N
D
B
)

を
特
別
抽
出
し
た
分
析
で
、
基
礎
自
治
体
で
は
初
の
試
み

。
(

宮
崎
功
一

)

仕
事
と
治
療
両
立
支
援
ヘ

調
査
対
象
は2
0
1
4

年
4

月
か
ら
同
年3
月
ま
で
の
問
、

市
内
医
療
機
関(1
3
4

病
院
、

2
9
9
3

診
療
所
)
で
薬
物
、

手
術
、
放
射
線
の
い
ず
れ
か
の

療
法
で
が
ん
治
療
を
受
け
た
患

者
。性

別
で
み
る
と
、
働
く
世
代

は
女
性
1

万
1
0
4
1

人
、
男

性
5
2
8
7

人
と
、
女
性
が2

倍
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
歳

以
上
の
高
齢
者
は
一
転
し
て
男

性
が
女
性
の1
・
5

倍
。

男
性

は
高
齢
者
を
中
心
に
前
立
腺
が

ん
が
、
女
性
は
働
く
世
代
に
多

く
見
ら
れ
る
乳
が
ん
が
最
も
多

く
、
「
男
女
の
年
齢
構
成
比
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
の
要
因
に な

っ
て
い
る
」
と
分
析
し
た。

治
療
法
に
つ
い
て
は
、
河%

近
く
の
患
者
が
薬
物
療
法
を
受

け
て
お
り
、
他
の
療
法
と
比
較

し
て
が
ん
治
療
に
関
し
役
割
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
っ
た。
外

来
化
学
療
法
を
受
け
た
串
著
の

治
療
期
間
は
平
均4
・
5

カ
月

間
で
、
投
与
類
度
は
出
%
の
患

者
が
月
2

回
以
下
だ
っ
た。

近
年
、
働
き
な
が
ら
通
院
す

る
が
ん
患
者
が
増
え
て
い
る

が
、
外
来
化
学
療
法
を
受
け
て

い
る
働
く
世
代
の
患
者
の
通
院

実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た。
年

間
平
均
日
・8
回
の
通
院
を
要

し
、
年
間
叩
回
以
上
通
院
し
て

い
た
患
者
は
九
%
、
加
回
以
上

の
通
院
は
日
%
だ
っ
た。

岡
市
医
療
局
の
担
当
者
は
課

題
と
し
て
マ
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
一
般
病
棟
や
在
宅
の
患
者
に

関
連
す
る
デl
タ
が
含
ま
れ
て

お
ら
ず
実
態
の
把
握
に
は
至
ら

な
か
っ
た
マ
が
ん
の
進
行
度
や

患
者
の
状
態
、
提
供
さ
れ
た
医

療
の
質
な
ど
の
情
報
は
含
ま
れ

ず
分
析
に
限
界
が
あ
っ
た!
と

い
っ
た
点
を
指
摘。

そ
の
上
で
、
薬
物
療
法
の
副

作
用
に
よ
る
脱
毛
な
ど
外
見
の

変
化
に
す
る
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ

(か
つ
ら
)
購
入
支
援
な
ど
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も

に
、
調
査
結
果
を
企
業
に
発
信

し
、
仕
事
と
治
療
の
両
立
支
援

と
い
っ
た
医
療
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

分
析
に
当
た
っ
て
は
、
横
浜

市
大
の
医
師
、
研
究
者
の
視
点

と
共
に
、
ビッ
グ
デ
l

タ
を
分

析
し
社
会
に
役
立
て
る
デl
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
反
映
さ

せ
た
。

確
認
さ
れ
た
患
者
数
や

治
療
の
方
法
・
期
間
に
つ
い

て
、
岡
市
医
療
局
の
担
当
者
は

「が
ん
治
療
を
受
け
た
患
者
に

焦
点
を
絞
り
網
羅
的
に
分
析
す

る
新
し
い
切
り
口
に
よ
っ
て
、

医
師
の
肌
感
覚
と
し
で
あ
っ
た

も
の
が
具
体
的
な
数
字
と
し
て

捉
え
ら
れ
た
」
と
説
明
し
た。

努

/

-
N
D
B

(レ
セ
プ
ト

d
ι

情
報
・
特
定
健
診
等
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス)

医
療
レ
セ
プ

ト

(珍
揺
報
酬
明
細
書)
や
特
定

健
診
の
デl
タ
を
国
が
一
元
的
に

管
理
、
集
計
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に

自
治
体
や
大
学
な
ど
が
利
用
で
き

る
。

10 

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
日
月
幻
自
(
水
)



健
康
指
南

奈
良
県
立
医
制
大
は
新
た
に
立
ち
上
げ

た
I
T

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
通
じ
、
年
内

に
職
場
や
家
庭
で
の
健
康
管
理
を
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
乗
り
出
す
。
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど
で
計
測
す
る
体
温
や

血
圧
と
い
っ
た
個
人
デ
ー

タ
や
、
気
温
な

ど
の
環
境
デl
タ
を
ま
と
め
て
収
集
す
る

通
信
機
器
を
開
発
。
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ

せ
て
ク
ラ
ウ
ド
上
で
解
析
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
(
ス
マ
ホ
)
や
人
工
知
能
(
A
I
)

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
利
用
者
に
助
言
す
る。

建
設
現
場
な
ど
の
従
業
員
や
在
宅
高
齢
者

の
健
康
管
理
に
役立
て
る。

t!¥Jki Sokuhou 

擦と安全管理総集版 2019年 2号

ス
マ
ホ
や
音
声
で

奈良県医大がスタートアップ

建設現場や家庭で

日
月
1

日
に
大
学
発
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
「M
B

T
リ

ン
ク
」
(
奈
良
県
橿
原
市
)

を
立
ち
上
げ
た
。
社
長
は
産

学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
の

梅
田
智
広
教
授
で
、
医
大
か

ら
起
業
す
る
の
は
珍
し
い

と
い
う
。
丸
紅
情
報
シ
ス
テ

ム
ズ
な
ど
と
、
あ
ら
ゆ
る
モ

ノ
が
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

「I
o
T

」
対
応
で
約7
4

四
方
の
通
信
機
器
を
開
発
し

た
。現

在
、
家
庭
な
ど
で
使
う

I
o
T

対
応
の
計
測
機
器
は

メ
ー
カ
ー
ご
と
の
専
用
ス
マ

ーーーーーーーーー・ーーー---ーーーーーーーーーー・ーー'・ーーー--・~ - .-ーーーー ーー ---ーー ー ーーー ー ー ーーー ーーーーー---、

ー

医療の知見
街に生かす

ホ
ア
プ
り
な
ど
で
デ1
タ
を

管
理
す
る
仕
組
み
が
ほ
と
ん

ど
。

体
温
や
血
圧
に
は
気
温

や
湿
度
も
関
係
す
る
が
、
他

の
デ
!
タ
と
付
き
合
わ
す
こ

と
は
あ
ま
り
な
く
「
医
師
の

立
場
か
ら
は
デl
タ
を
使
い

に
く
い
」
(
梅
田
教
授
)
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

M
B
T
リ
ン
ク
の
通
信
機

器
は
体
調
に
か
か
わ
る
パ
イ

タ
ル
デ
!
タ
に
加
え
、
室
温

や
気
温
、
湿
度
、
音
量
な
ど

周
辺
環
境
の
デl
タ
も
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
収
集
す
る
の
が

特
徴
だ。
集め
た
デ
l

タ
は

携
帯
電
話
の
通
信
規
格
「
L

T
E

」
で
ク
ラ
ウ
ド
上
の
シ

ス
テ
ム
に
送
信。
各
デ
!
タ

を
統
合
し
て
解
析
の
精
度
を

高
め
、
利
用
者
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

例
え
ば
気
温
が
高
い
日
に

A
I

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
体

温
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
水

分
補
給
を
」
な
ど
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
形
を
想
定
。
ス
マ

ホ
上
で
各
種
デ
ー
タ
を
確
認

し
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
た
り
も
で
き
る
。

す
で
に
企
業
向
け
は
導
入

を
前
提
と
し
た
実
証
実
験
を

進
め
て
い
る
。
大
和
リ
l

ス

は
9

月
、
建
設
現
場
の
作
業

員
向
け
の
熱
中
症
予
防
シ
ス

テ
ム
を
試
行。
作
業
員
が身

に
つ
け
た
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
セ

ン
サ
ー
も
活
用
し
、
ク
ラ
ウ

記奈づは合続り知ア団 6
M 念良く --， '"'けな見ム体年奈
B 大県り医空てどを」とか良
T 会橿」学 T いに商を「ら県
リが原のを回る生品立 M 約立
ン開市意基 2 0 か開ち B 1 医
クかで昧礎('!) M す発上 T 0 斜
はれ設。と同瓦取やげコ O 大
同た立 9 すづ T りま、ンのは
コ 。 3 月る=‘組ち医ソ企 2
ン 周にま主言みづ療|業 O
ソ 年はち )t をくのシや 1

企業連合で産業創出狙う

を異でる中ピか発種ネな|
生業、。央ジ、にセスるシ
ん種新大)ネ気はンに。ア
で連産学なス象東サ発分ム
い携業がどウ情洋|展斜か
るをの中 10 エ報紡やし会ら

(。促創核社ザ配やシたのの
岡 進出と以|信資スも活初
回 すにな上(の生テの動の
直 る向るが東ラ堂ムでが起
子 効けこ関京イのの、ビ業
) 果たとわ ・ フほ開各ジと

A

ー
の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

口;:ホ盗

ド
上
で
熱
中
症
危
険
度
を
解

析
し
て
現
場
管
理
者
ら
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
情
報

提
供
す
る
仕
組
み
だ
。

家
庭
向
げ
サ
ー
ビ
ス
で
は

収
集
し
た
デ1
タ
を
医
療
機

関
が
診
断
に
活
用
し
た
り
、

家
族
や
介
護
関
係
者
と
共
有

し
た
り
で
き
る。

全
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム
(
G
P
S
)に

も
対
応
し
、
通
学
時
の
子
供

や
高
齢
者
の
見
守
り
ゃ
、
異

常
時
の
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス

と
の
統
合
も
に
ら
む
。

近
距
離
無
線
通
信「ブ
ル

ー
ト
ゥ

l

ス
」
対
応
の
血
圧

計
、
体
重
計
な
ど
を
通
信
機

器
と
セ
ッ
ト
に
し
て
月
額
千

円
台
で
リ
ー
ス
す
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
予
定
。
血
圧
の

変
動
や
睡
眠
の
状
態
、
歩
数

な
ど
を
測
定
す
る
腕
時
計
型

の
測
定
器
も
発
売
す
る
。
ラ

イ
セ
ン
ス
収
入
な
ど
も
見
込

み
、
初
年
度
は2
千
万
円
、

2

年
後
に
叩
倍
の
売
り
上
げ

を
目
指
す。

11 

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日
(
水
)
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ー
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必
巳

,dl 占
H
H

4
h
u
 

a
涼

席
限
戸

明
、

守
1
1

<
HV

A

ー
の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

GEヘルスケア×倉敷中英病院

工
場
効
率
化
の
手
法
を
活
用

G
E
ヘ
ル
ス
ケ
ア・
ジ
ャ
パ
ン
(重
県
都
日

野
市
、
多
国
荘
一
郎
社
長
、
0
4
2

・
5
8
5

・
5
1
1
1

)
は
、
倉
敷
中
央
病
院(岡
山
県

倉
敷
市
)
にI
o

T

(モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

)
を
活
用
し
た
病
院
運
営
の
改
韮
麦
援
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
た。
医
療
機
器
に
セ
ン
サ
ー
を

取
り
付
け
、
位
置
情
報
や
稼
働
デ
l

タ
を
収
集

・
分
析
し
て
効率
化
。
病
院
内
の
資
産
の
ム
ダ

を
減
ら
し
、
成
長
領
域
へ
の
再
投
資
を
後
押
し

す
る
。

医
療
費
の
抑
制
で
診
療
報
酬
が
伸
び
悩

む
中
、
情
報
通
信
技
術(I
C
T
)
で
医
療
現

場
を
変
革
で
き
る
か。
(

清
水
耕
一
郎)

「リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
状

況
を
把
握
し
、
行
動
変
容

に
つ
な
げ
る」
。
多国
社
長

は
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

を
こ
う
語
る。
G
E
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
日
野
工
場
で
培

っ
た
生
産
改
善
の
手
法
を

医
療
現
場
に
応
用
し
、
病

院
運
営
に
役
立
て
る
の
が

狙
い
。
今回
の
事
例
は
、
そ

ん
な
未
来
型
の
病
院
「
ブ

リ
リ
ア
ン
ト
・

ホ
ス
ピ
タ

ル
」
構
想
の
具
現
化
に
向

け
た
第
1

弾
と
な
る。

倉
敷
中
央
病
院
は
県
西

部
圏
域
の
急
性
期
地
域
中

核
病
院
で
、
ベ
ッ
ド
数
は

1
1
6
6

床
、
年
間
の
新

入
院
患
者
は
約3
万
人
に

及
ぶ。
病
院
の
経
営
状
況

は
黒
字
を
維
持
す
る
も
の

の
、
延
患
者
の
減
少
や
固

定
費
の
負
担
な
ど
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
と
い

う
。
独
立
採
算
の
民
間
病

院
で
あ
る
た
め
、
日
々
の

改
善
が
欠
か
せ
な
い
。

同
病
院
の
山
田
庁
首
寸
院
長

ら
は
海
外
の
病
院
を
参
考

に
し
よ
う
と
、
口
年
に
米

国
の
総
合
病
院
「
メ
イ
ヨ

l

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
訪

問
。

山
形
院
長
は
「
日
本

の
医
療
はI
T
化
に
関
し

て
米
国
に
比
べ
初
年
遅
れ

て
い
る
」
と
強
く
感
じ
た

と
い
う
。

こ
の
経
験
か
ら

病
院
内
でI
T

化
を
加
速

し
、
そ
の

一環
と
し
て
今

回
の
取
り
組
み
を
始
め
る

こ
と
に
し
た
。

本
格
運
用
を
前
に
超
音

超音波診断装置など医療機器にセンサ
ーを取り付けて稼働状況を見える化

狭
診
断
装
置
を
対
象
に
試

験
的
に
導
入
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
院
内
に
あ
る
1
3

0

台
の
う
ち
約2
割
が
稼

働
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
維
持
費
だ
け
か
か

っ
て
い
た
」(山
形
院
長)

と
い
う
。

稼
働
率
の
低
い

機
器
を
洗
い
出
し
て
コ
ス

ト
を
平
準
化
し
た
り
、
患

者
が
増
え
て
い
る
診
療
科

に
機
器
を
追
加
し
た
り
す

る
な
ど
、
機
器
の
最
適
配

置
や
稼
働
率
向
上
を
進
め

機器の稼働分析、最適配置
る
。

超
音
波
診
断
装
置
を

手
始
め
に
手
術
器
具
や
医

療
デ
バ
イ
ス
な
ど
適
用
範

囲
を
順
次
拡
大
す
る
。

日
野
工
場
で
は
こ
の
仕

組
み
を
人
に
も
活
用
し
て

お
り
、
同
病
院
で
医
師
や

看
護
師
の
働
き
方
改
革
に

も
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
医

療
従
事
者
の
追
尾
と
電
子

カ
ル
テ
な
ど
の
院
囚
アl

タ
を
複
合
的
に
組
み
合
わ

せ
、
作
業
の
中
身
を
分
析

す
る
。

医
師
に
よ
る
検
査

時
間
の
パ
ラ
つ
き
を
減
ら

し
た
り
、
看
護
師
の
付
掃

作
業
を
減
ら
し
て
串
著
と

向
き
合
う
た
め
の
時
聞
を

増
や
し
た
り
す
る
。

両
者
の
契
約
は2
0
2

1

年
ま
で
の3
年
間
。
医

療
費
の
抑
制
や
人
手
不
足

が
課
題
に
あ
る
中
で
効
率

化
で
き
る
か
、
今
回
の
取

り
組
み
は
そ
の
試
金
石
と

な
る
。

12 

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
日
日
(
火
)



ブ
レ
イ
ン

1
9
8
2
年
病
理
診
断
シ
ス
テ
ム
の
も

創
業。
画
像
認
識
や
人
工
知
と
に
な
る
の
が
2
0
1
4
年

能
(
AI
)
技
術
に
強
み
が
に
商
品
化
し
た
パ
ン
の
自
動

あ
り
通
信
や
情
報
処
理
な
ど
会
計
シ
ス

テ
ム
だ。
来
店
客

の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
手
か
け

パ
ン
を
載
せ
たト
レ
ー

を

る
。
神
戸
寿
社
長
は
松
下
電
ヵ

工
(
現
パ
ナ
ソニ
ッ
ク
)
出
レ
ジ
前
の
台

に
置
く
だ
け
で

身
。

倒
年
に
製
作
し
た
プロ
A
I

が
瞬
時
に
種
類
を
判

野
球
結
果
や
円
相
場
を
知
ら
別

。

専
用
画
面
に
パ
ン
の
画

せ
る
画
面
表
示
がN
H
K

ニ
像
や
商
品
名、

金
額
が
瞬
時

ュ
!
ス
に
採
用
さ
れ
、
2
0
に
表
示
さ
れ
る

。

レ
ジ
係
の

1
4
年
に
商
品
化
し
たA
ー

大
幅
な
省
力
化
に
つ
な
T

り

を
使
っ
た
パ
ン
屋
の
会
計
ン

ス
テ
ム
は
国
内
外
の
メ
デ
イ
導
入
店
舗

ι全
国
約
4
50

ア
の
注
目
を
集
め
た。

売
上
店
に
上
る

c

有
名
パ
ン
店
の

高
は
同
年
7

月
期
で
約
3
億
ア
ン
デ
ル
セ
ン
グ
ル
ー
プ

円
。
従
業
員
はM
人
。
(
広
島
市
)
も
採
用
を
決
め

-
l
i
l
i

a
-
-

た
。

上
を
図
る。
ぼ
う
こ
う
が
ん
同
社
の
病
理診
断
シ
ス
テ

以
外
に
も
サ
ン
プ
ル
を
広
げ
ム
は
、
見
分
け
る
の
が
困
難

て
他
の
が
ん
に
も
対
応
で
き
な
場
合
は「識
別
不
能
」
、

る
よ
う
に
す
る。
画
像
の
読
画
像
が
不
鮮
明
な
ら「対
象

み
取
り
方
法
や
装
置
の
形
状
不
良
」
と
し
て
判
断
を
人
に

な
ど
病
理
診
断
の
現
場
で
の
委
ね
る
の
が
特
徴
だ

。

人
に

利
用
を
見
す
え
た
研
究
開
発
よ
る
判
断
を
A
I

に
フ
ィ
1

%
の
確
率
で
識
別
で
き
て
い
も
重
ね
、
2
1

3
年
で
の
実
ド
パッ
ク
し
て
識
別
能
力
を

る
」
と
プ
レ
イ
ン
の
神戸寿
用
化
を
目
指
す。

共
同
研
究
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

パ

社
長
は
説
明
す
る
。

今
後
は
の
相
手
を
他
の
医
療
機
関
や
ン
の
会
計
シ
ス
テ
ム
に
続
く

尿
内
の
正
常
細
胞
の
学
習
を
大
学
に
も
広
げ
、
導
入
先
の
収
益
の
柱
に
育
て
る
考
え

増
や
し、

さ
ら
な
る
精
度
向
開
拓
に
も
つ
な
げ
る
。

だ
。

る
の
は
医
師
の
補
完
役
で
、

A
I
、
医
師
の
補
完
役
に
専
門
医
の
高
い
知
見
と
組
み

合
わ
せ
て
業
務
の
効
率
化
と

政
府
が
今
年6
月
に
ま
と
進
め
て
い
る
。
精
度
の
向
上
を
め
ざ
す

。

神

め
た
未
来
投
資
戦
略
に
は
、
政
府
はA
I

を
使
っ
た
医
戸
社
長
は
「A
I

は
人
か
ら

次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア・
シ
ス
療
機
器
に
関
し
、診
療
の
最
職
を
奪
う
の
で
は
な
く
、
人

テ
ム
の
構
築
と
し
て
画
像
診

終
責
任
は
医
師
に
あ
り
、
機
を
手
助
け
す
る
も
の
だ
」
と

断
支
援
へ
の
人
工
知
能(
A
器
は
医
師
の診
断
を
支
援
す
信
念
を
語
る
。

(
小
嶋
誠
治
)

I

)
の
活
用
が
盛
り
込
ま
れ
る
役
割
と
す
る
規
定
を
整
備

た
。

大
手
や
ス
ター
ト
ア
ッ
す
る
方
針
。
ブ
レ
イ
ン
が
開

プ
が
実
用
化
に
向
け
開
発
を
発
す
る
シ
ス
テ
ム
も
想
定
す

ブ
レ
イ
ン
、
パ
ン
見
分
け
る
A
l

応
用

がん組胞識別

レジ技術で
シ
ス
テ
ム
開
発
の
プレ
イ
ン
(
兵
庫

県
西
脇
市
)は
人
工
知
能
(A
I
)
を

使
っ
た
病
理
診
断
の
支
援
事
業
に
乗
り

出
し
た
。

A
I

が
レ
ジ
で
パ
ン
の
種
類

を
瞬
時
に
見
分
け
る
会
計
シ
ステム
の

技
術
を
応
用
し、

尿
中
の
ぼ
う
こ
う
が

ん
細
胞
を
識
別
す
る
装
置
を
開
発
。
研

究
機
関、

大
学
と
の
共
同
研
究
で
1
0

0

%
近
く
に
識
別
の
精
度
を
高
め

、

対

象
を
他
の
が
ん
に
も
広
げて
2

1

3
年

内
に
医
療
機
関
へ
の
導
入
を
目
指
す

。

病
理
医
の
不
足
を
補
い
、
正
確
で
素
早

い
病
気
の
診
断
に
つ
な
げ
る
。

パン1苫で導入が進むシステ
ムを病理診断に応用する

尿
か
ら
瞬
時
製
品
化
ヘ

病
理
診
断
は
患
者
か
ら
採

取
し
た
細
胞
を
観
察
し
、
病

変
の
有
無
や
進
行
度
合
い
を

判
断
す
る。
治
療
方
針
や
使

用
す
る
薬
を
決
め
る
際
に
欠

か
せ
な
い。
東
大
大
学
院
の

佐
々
木
毅
特
任
教
授
に
よ
る

と
件
数
は
増
加
傾
向
で「画

像
装
置
の
性
能
向
上
な
ど
で

早
期
の
が
ん
検
出
率
が
上
が

っ
て
い
る
の
も
一
因
」
と
い

う
。

一
方
で
専
門
の
病
理
医

は
不
足
し
て
お
り
、Aー
に

よ
る
病
理
診
断
技
術
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
る。

プ
レ
イ
ン
は
昨
年
夏
か
ら

兵
庫
県
立
大
学、

ル
イ
・

パ

ス
ト
ゥ
l

ル
医
学
研
究セ
ン

タ
ー

(
京
都
市
)
と
の
共
同

研
究
に
入っ
た
。

病
理
医
で

同
セ
ン
タ
ー

臨
床
病
理
研
究

部
の
土
橋
康
成
部
長
は「人

材
が
足
り
な
い
の
でAI
を

使
っ
て
自
動
化
し
検
査
や診

断
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た

い
」
と
狙
い
を
語
る
。
保
有

す
る
ぼ
う
こ
う
が
ん
細
胞
の

サ
ン
プ
ル
画
像
約
2
50
枚

を
提
供
し
、
が
ん
細
胞
の
形

や
大
き
さ
、
核
を
染
色
し
た

際
の
濃
さ
な
ど
の
特
徴
の
数

値
化
に
成
功
し
た。

ぼ
う
こ
う
が
ん
に
つ
い
て

「
今
のと
こ
ろ
ほ
ぼ
1
0
0

パンの識別技術を病理診断に生かす

n�i Sokuhou 
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病理診断始動A 九大発

A

ー
の
可
能
性

j

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

九
州
大
起
業
部
の
第
1

号
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
「M
e
d
m
a
i
n

(
メ
ド
メ
イ
ン
)
」
(
福
岡
市
中

央
区
)
が
剖
日
、
人
工
知
能(A

I
)
を
使
っ
た
病
理
画
像
診
断
ソ

フ
ト
「
p
i
d
p
o
r
t
(ピ
ッ

ド
ボ
1

ト
)
」
の
試
験
運
用
を
始

め
た
。

国
内
外
の
約
加
の
医
療
機

関
で
実
施
す
る
予
定

。

医
師
不
足

な
ど
の
問
題
か
ら
、
厚
生
労
働
省

も
検
討
を
本
格
化
さ
せ
た
医
療
分

野
で
のA
I
活
用。

社
長
で
九
大

医
学
部
4
年
の
飯
塚
統
さ
ん

(
幻
)
は
「
医
療
現
場
で
検
証
し
、

来
年
叩
月
に
は
本
製
品
を
発
表
し

た
い
」
と
意
気
込
む

。

病
理
医
は
、
細
胞
や
組
織
を
顕
微
鏡

で
見
て
病
気
の
有
無
を
判
断
す
る

。

最

終
的
な
病
名
を
診
断
す
る
責
任
の
重
さ

や
数
多
く
の
症
例
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
不
足
し
て
い
る

。

日
本
病
理

r 1 年で、製品化」費用半分で解析数分

学
会
に
よ
る
と
、
全
国
に
あ
る
4
0
0

床
以
上
の
急
性
期
病
院
の
う
ち
お
第
で

常
勤
の
病
理
医
が
い
な
い
と
い
う

。

病
理
医
が
い
な
け
れ
ば
大
病
院
に
診

断
を
依
頼
す
る
が
、
結
果
が
出
る
ま
で

に
数
週
間
か
か
る。

飯
塚
さ
ん
は
腎
臓

病
を
患
い
病
理
医
診
断
を
受
け
た
経
験

が
あ
り
、
九
大
進
学
後
、
画
像
診
断
事

業
の
可
能
性
に
着
目

。

協
力
病
院
か
ら

提
供
さ
れ
た
細
胞
や
組
織
の
画
像
を
九

大
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l

シ
ス

テ
ム
「I
T
O
(イ
ト
)
」
を
使
っ
て

A
I
に
学
ば
せ
て
い
る

。

「
数
万
単
位

の
症
例
を
学
習
済
み
で
、
実
用
に
耐
え

得
る
診
断
精
度
」
と
誇
る

。

ソ
フ
ト
の
使
い
方
は
簡
単

。

デ
ー
タ

化
し
た
病
理
画
像
を
送
信
す
る
と
、
A

I

が
1

分
ほ
ど
で
解
析
し
、
疑
わ
し
い

病
名
や
病
変
の
部
位
を
指
摘
。

費
用
も

従
来
の
診
断
の
半
額
か
ら
3

分
の
1

程

度
で
済
む
と
い
い
、
「
試
験
的
に
現
場

で
運
用
し
、
改
善
点
を
探
り
た
い
」
と

話
す。

A
I
を
活
用
し
た
画
像
診
断
に
は
厚

労
省
も
高
い
関
心
を
寄
せ
、
本
年
度
に

有
識
者
やI
T

企
業
に
よ
る
チ
!
ム
を

設
置。

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
は

医
療
分
野
の
A
I

開
発
支
援
の
た
め

に
、
本
年
度
を
上
回
る
約
国
億
5

千
万

円
を
盛
り
込
ん
だ。

厚
労
省
厚
生
科
学

課
は
「
病
理
医
不
足
を
補
う
だ
け
で
な

く
、
病
変
の
見
落
と
し
率
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
」
と
し
、A
ー
に
よ
る
画
像

診
断
を
推
進
す
る
構
え
だ

。

今
年
1

月
に
立
ち
上
げ
た
同
社
も
注

目
を
集
め
、2
社
か
ら1
億
円
の
資
金

を
調
達
し
た。

飯
塚
さ
ん
は
「
ソ
フ
ト

が
普
及
す
れ
ば
、
診
断
結
果
を
待
つ
不

安
が
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
早
期

の
治
療
開
始
に
も
つ
な
が
る
」

。

病
理
診

断
が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
発
展
途

上
国
を
見
据
え
「
世
界
的
な
医
療
の
向

上
に
貢
献
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た

。

(
高
田
佳
典
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
1

日
(
木
)

病
理
診
断
A
I
が
支
援

学
会
、
シ
ス
テ
ム
開
発
実
験
ヘ

日
本
病
理
用
茎
は
幻
目
、
人

工
知
能
(
A
I
)を
使
っ
た
病

理
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
実
喜
夫
験
を
始
め
る
と
、

呉
市
内
で
あ
っ
た
同
学
会
の
秋

期
特
別
総
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
発
表
し
た
。
判
定
の
精
度
を

高
め
、
医
療
現
場
で
不
足
し
て

い
る
病
理
医
の
負
担
軽
減
に
つ

な
げ
た
い
考
え
だ
。

病
理
診
断
に
は
、
患
者
の
組

織
の
ガ
ラ
ス
標
本
を
ス
キ
ャ
ン

し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
活
用
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
記
者
会
見

し
た
学
会
理
事
長
の
北
川
昌
伸

.
墓
尽
医
科
歯
科
大
医
学
部
長

た
ち
に
よ
る
と
、
胃
生
検
で
学

習
し
、
が
ん
を
判
定
す
る
A
ー

を
開
発
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ロ

月
以
降
、
福
島
、
徳
島
県
の
地

域
病
理
診
断
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

移
行
。
病
理
医
の
見
落
と
し
が な

い
か
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
と
し
て
検
証
す
る
。

事
業
は2
0
1
8
1

初
年
度

の
3

カ
年
計
画
で
今
後
、
大
腸

が
ん
、
子
宮
頚
が
ん
も
対
象
に

加
え
る
。
同
様
のA
I
は
企
業

な
ど
も
開
発
を
進
め
て
い
る

が
、
学
会
は
多
様
な
症
例
や
画

像
で
よ
り
正
確
性
の
あ
る
シ
ス

テ
ム
を
目
指
す
。
北
川
理
事
長

は
「
病
理
医
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
で
、
全
国
の
医
療
機
関
に

も
手
を
差
し
伸
べ
る
契
機
に
し

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

(
見
田
崇
志
)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
金
)

14 
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患
者
か
ら
採
取
し
た
細
胞
や
組

織
の
画
像
を
人
工
知
能(
A
I
)

で
解
析
し
て
胃
が
ん
を
判
定
す
る

診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用

を
日
本
病
理
学
会
が
今
年
度
内
に

始
め
る。
福
島
な
ど4
県
の
計
詑

病
院
が
参
加
す
る。
2
0
2
0

年

度
ま
で
約3
0
0
0

件
の
症
例
を

診
断
し
、
が
ん
の
見
落
と
し
が
起

き
な
い
か
な
ど
を
確
か
め
る
。

が
ん
の
確
定
診
断
は
、
細
胞
の

形
状
な
ど
を
顕
微
鏡
で
詳
し
く
観

察
し
て
判
断
す
る
が
、
担
当
す
る

病
理
医
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い

る
。

そ
こ
で
、
同
学
会
は
、
細
胞

組
織
の
画
像
を
病
理
医
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
A
I
に
も
分
析

さ
せ
る
仕
組
み
を
考
案
。
病
理
医

が
少
な
く
て
も
、A
I
の
支
援
で

正
確
に
が
ん
を
見
つ
け
出
し
、
診

断
の
効
率
化
と
医
師
の
負
担
軽
減

の
両
立
を
目
指
す。

来
年
3

月
ま
で
に
福
島
、
徳
島

県
の
叩
病
院
で
シ
ス
テ
ム
の
試
験

運
用
を
開
始。
来
年
度
に
は
滋
賀
、

長
野
県
の
辺
病
院
も
参
加
す
る
予

定
だ
。

各
県
で
は
、
地
域
の
病
院

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

胃がん診断 AI 手助け

病理医の負担減

糖
尿
病
予
測

中
断

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
叩
月
下
旬
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
し
た
糖
尿
病
に
な
る
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
人
工
知
能

(
A
I)
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
未
承
認
の
医
療
機
器
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
公
開
を
中
断
し
た

。

AIが病理画像を解析

&県議

ジメイのム一
ア

スシ鵡断たし調
院
副
剛

志
満
つ
四E

A
跡
江
副
町
一

。

地

汀
川
U

大
学
病
院
な
ど
中
核
と
な
る
病
院

に
画
像
を
送
る。
中
核
病
院
はA

I

の
分
析
結
果
と
病
理
医
の
判
断

を
突
き
合
わ
せ
、
胃
が
ん
か
ど
う

か
を
診
断。
結
果
を
地
域
の
病
院

に
送
り
返
す。

診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
学
会

な
ど
が
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

か
ら
計8
億
2
0
0
0

万
円
の
補

助
を
受
け
て
開
発
し
た。
A
I
に

約
3
0
0
0

枚
の
画
像
を
学
習
さ

せ
た
結
果
、
胃
が
ん
を
関%
の
精

度
で
判
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。号士

ii7i! 

診断結果

l 健診基本項目入力r.:.1I 1 が計算 l

士
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
泣
日
(
木
)

A

ー
の
可
能
性

f
〉
匿
療
の
質
は
向
上
す
る
か

r
〉

開
「AIが予測

国立国際医療
研究センターが
公開していた
「糖尿病予測ツーJレ」

医
療
機
器

「
同
医
薬
品
医
療
機
器
法
で
「
病
気
の
診
断
・

「
民
治
療
・
予
防
、
易
体
の
構
造
や
機
能
に
影

響

を
及
ぼ
す
乙
と
が
目
的
の
機
械
器
異
等
」
と
定
義
さ

れ
、
製
造
販
売
に
は
届
け
出
や
国
の
京
認
が
必
要

。

メ
ス
や
体
温
計
の
よ
う
な
小
物
か
ら
、
心
臓
ぺ

l

ス

メ
ー
カ
ー
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
な
ど
大
型
の
も
の
ま

で
あ
り
、
患
者
へ
の
リ
ス
ク
の
高
さ
に
応
じ
た
規
制

が
あ
る。
2
0
1
4

年
の
同
法
改
正
で
、
診
断・治

療
な
ど
を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
単
体
で
医

療
機
器
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

。

ネット公開個人診断固「未承認医療機器』

「
糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測

ツ
l

ル
」
は
年
齢
、
身
長
、

体
重
、
腹
園
、
血
圧
、
喫
煙

習
慣
な
ど
健
康
診
断
の
基

本
項
目
を
入
力
す
る
と
、

3

年
以
内
に
発
症
す
る

「あ
な
た
の
リ
ス
ク
」
が
パ

ー
セ
ン
ト
で
表
示
さ
れ

る
。

同
セ
ン
タ
ー
が3
万

人
分
の
デl
タ
を
A
I
に

学
習
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
計

算
す
る
方
法
を
開
発
し
、

叩
月
担
日
に
公
開
し
た
。

し
か
し
公
開
翌
日
に
厚

労
省
の
担
当
者
か
ら
「
あ

な
た
の
リ
ス
ク」
と
い
う

表
現
は
診
断
と
み
な
さ

れ
、
国
の
承
認
が
必
要
な

医
療
機
器
に
当
た
る
可
能

性
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、

公
開
を
中
断
し
た。
厚
労

省
に
よ
る
と
「
同
じ
よ
う

な
健
康
状
態
の
人
の
リ
ス

ク
」
と
の
表
現
な
ら
ば
問

題
は
な
い
と
い
う。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
表
現

を
修
正
し
た
後
に
再
公
開

す
る
方
針。
溝
上
哲
也
・

疫
学
予
防
研
究
部
長
は

「
医
療
機
器
に
当
た
る
と

は
想
定
外
だっ
た
」
と
話

し
て
い
る。

ルー

胃

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日
(
水
)
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A
l

の
可
能
性

3

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か
く

J

医療と安全言E里総集版 2MLY

島
し
ょ
県
の
沖
縄
か
、
本
土
と
は
異
な
る
特
有
の
遺
伝
的
背
景
を
持
つ
と
の
指
摘
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
。
た
だ
、
県
内
で
は
大
規
模
な
ゲ
ノ
ム
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

県
民
を
対
象
に
解
析
す
る
こ
と
で
、
県
民
に
役
立
つ
ゲ
ノ
ム
情
報
の
発
見
が
期
待
で
き
る
。
さ

ら
に
、
遺
伝
学
的
に
特
徴
が
あ
る
集
団
か
ら
は
、
比
較
的
少
な
い
サ
ン
プ
ル
数
で
病
気
を
引
き

起
こ
す
新
し
い
要
因
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

効
率
的
治
療
に
期
待

沖
縄
ゲ
ノ
ム
解
析

人
の
顔
か
た
ち
ゃ
体
つ
き
な
ど
生
ま
れ

持
っ
た
性
質
は
、
遺
伝
情
報
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
多
く
の
病
気
の
発
症
に
は
、
個
人

の
生
ま
れ
な
が
ら
の
体
質
と
、
生
活
習
慣

や
加
齢
と
い
っ
た
環
境
因
子
の
両
方
が
絡

み
合
っ
て
起
き
る
。
病
気
の
な
り
や
す
さ
、

薬
の
効
き
方
も
遺
伝
子
の
個
人
差
が
関
係

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
を
あ
ら
か
じ

め
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
人
一
人
に

合
っ
た
最
適
の
治
療
や
予
防
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

研
究
責
任
者
の
琉
球
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
の
前
回
士
郎
教
授
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
標
準
ゲ
ノ
ム
配
列
は
分
か
っ
て
い

る
が
沖
縄
の
人
に
特
化
し
た
配
列
は
ま
だ

判
明
し
て
い
な
い
。
よ
り
効
果
的
な
予
防

や
治
療
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず
県
民
の

ゲ
ノ
ム
情
報
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

研
究
は
全
世
界
の
人
に
有
効
な
発
見
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
ゲ
ノ
ム
研
究

は
欧
米
を
中
心
に
大
規
模
に
行
わ
れ
て
き

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
な
り
や
す

さ
に
関
わ
る
原
因
遺
伝
子
が
特
定
さ
れ
て

き
た
。
現
在
、
さ
ら
に
新
し
く
見
つ
け
る

に
は
数
万
単
位
の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
と
な

る
。
た
だ
、
遺
伝
学
的
に
特
徴
が
あ
る
集

新たな病気要因特定も

団
で
は
病
気
の
発
症
を
叩
倍
高
め
る
よ
う

な
遺
伝
型
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
2

千
1
3

千
ほ
ど

の
サ
ン
プ
ル
で
も
要
因
を
特
定
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

前
例
も
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
領
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
の
先
住
民
族
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
ゲ

ノ
ム
解
析
で
は
、25
0
0

人
ほ
ど
で2

型
糖
尿
病
に
関
要9
る
原
因
遺
伝
子
の
一

つ
が
特
定
さ
れ
た
。
沖
縄
も
地
域
ご
と
に

特
徴
あ
る
集
団
を
形
成
し
て
い
る
上
、
か

つ
て
長
寿
日
本
一
を
支
え
て
い
た
高
齢
世

代
と
、
欧
米
型
の
生
活
習
慣
が
根
付
い
た

働
き
ざ
か
り
世
代
が
混
在
し
て
い
る
た
め

鮮
明
な
結
果
が
得
や
す
い
と
み
ら
れ
る
。

前
田
教
授
は
「
研
究
を
進
め
、
個
人
の

体
質
に
合
わ
せ
た
予
防
や
治
療
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
沖
縄
の
健
康
長
寿
復
活
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
自
(
水
)

が
ん
治
療
の
分
野
で
、
患
者
ご
と
に
最
適
な
方
法
を
提
供
す
る
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
型
」

の
道
が
聞
け
て
き
た
。
中
外
製
薬
は
遺
伝
子
を
分
析
し
て
抗
が
ん
剤
を
選
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を

2
0
1
8

年
度
内
に
も
始
め
る
。

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
は
発
症
リ
ス
ク
を
分
析
す
る
新
会
社

を
叩
月
に
始
動
さ
せ
る
。
究
極
の
個
人
情
報
と
も

言
え
る
遺
伝
子
の
解
析
は
米
グ
l

グ
ル

や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
な
ど
I
T
(情
報
技
術
)
勢
も
成
長
分
野
と
位
置
づ
け
る

。

ビ
ッ

グ
デ
l

タ
は
難
病
治
療
や
創
薬
な
ど
の
常
識
を
も
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

は
「
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
れ
ば
、
患
者
に
と
っ
て
は
治
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
欠

抗
が
ん
剤
を
選
べ
る
よ
う
に
療
の
確
実
性
や
安
全
性
が
高
か
せ
な
い

。

集
め
た
デl
タ

す
る
こ
と
で
患
者
中
心
の
医
ま
る
。
不
要
な
投
薬
を
減
ら
か
ら
付
加
価
値
を
生
み
だ
そ

療
を
実
現
で
き
る
」
と
話
す
。
せ
る
た
め
、
医
療
費
の
削
減
う
と
、

I
T

の
巨
人
も
遺
伝

医
療
に
遺
伝
子
を
活
用
す
に
も
つ
な
が
る
。
子
ビ
ジ
ネ
ス
を
活
発
に
し
て

る
動
き
は
他
に
も
相
次
ぐ

。

調
査
会
社
の
シl
ド
・
プ
い
る
。
米
グl
グ
ル
は
遺
伝

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
は
遺
伝
子
ラ
ン
ニ
ン
グ
(
東
京
・
文
京
)
子
分
析
で
は
米
国
最
大
手
の

や
た
ん
ぱ
く
質
の
分
析
を
通
に
よ
る
と
が
ん
治
療
の
た
め
幻
ア
ン
ド
・
ミ

l

や
、
血
液
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「自分だけの」がん治療
中
外
製
薬
が
始
め
る
の

は
、
が
ん
に
関
連
す
る
遺
伝

子
を
一
度
に
複
数
調
べ
る

「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」

と
呼
ぶ
サ
ー
ビ
ス
。
が
ん
は

遺
伝
子
の
変
異
で
発
症
す
る

場
合
が
あ
り
、
例え
ば
同
じ

肺
が
ん
で
も
変
異
し
た
遺
伝

子
の
種
類
に
よ
っ
て
効
く
薬

が
異
な
る
。
患
者
の
が
ん
組

織
か
ら
約3
2
0

種
類
の
遺

伝
子
変
異
を
調
べ
、
最
適
な

薬
の
情
報
を
医
師
に
伝
え

る
。

じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
型
の
医

療
を
支
援
す
る
新
会
社
を
始

動
さ
せ
る
。
買
収
し
た
米
社

分
析
手
法
は
親
会
社
で
あ
の
技
術
を
活
用
し
、
親
か
ら

る
ス
イ
ス
製
薬
大
手
口
シ
ュ
子
ヘ
遺
伝
す
る
タ
イ
プ
の
が

の
子
会
社
、
米
フ
ァ
ウ
ン
デ
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
予
想
す

l

シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
シ
ン
が
開
る
サー
ビ
ス
を
計
画
す
る
ほ

発
し
た
。
遺
伝
子
の
分
析
は
か
、
デ
l

タ
を
活
用
し
製
薬

同
社
に
委
託
す
る
。
同
社
は
会
社
の
創
薬
を
支
援
す
る
事

口
年
、
米
食
品
医
薬
品
局
(F

業
も
手
が
げ
る
。
新
会
社
の

最
適
な
抗
が
ん
剤

発
症
リ
ス
ク
分
析

由
人
外
制
套
朱

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

遺伝子検査などでがんを抑える新技術が相次ぐ
Cコは遺伝子を利用

治療診断

富士フィルム

CT画像などからがん
を探すAIを 19年度に
も実用化

る数セ己適新で研既だも承 あでし伝 D

」百多量雲 ?営 警矢手雪雲間 製 売記事室主
外に | 額受ビてン学信が申で 宋 万の)か
の下のはけスいタ病ぞ下請は 支 人承解ら
小が約国るはる|院ハ し中 金 以認析ゲ
坂る 47 立見初ががやネり、外 援 上をサノ
達と万が通め、自国ルる 18 が た の取|ム

社らか研。保外 診が査通内月 も 績。ス全
長れら究自険の療んはしにに がすと遺

適つ薬与沿択 んは医か 3 過新ンが い功益
なたをしつはこ剤約療ら 6 去たタ続国」確尾
薬。切て て 学れが 10 用 16 0 塁に | く内と率憲
を遺りみ医会ま 1 兆医% 0 高がの。の意向社
選伝替て師がで兆円薬増人水ん予国が気上長
ぷ子え効が決抗円で品えで準に測立ん込げは
こレるか判めがを、のる、のかでが 患 む L ー
とべこな断るん超う市 。 14 1 かはん者 。寄創
がルとけし指剤すち場国年 0 る 18 研は 与薬
ででもれ、針の 。抗規内実 1 人年究増 しの
き最あば投に選 が模の績万はにセ加 た成

発見

遺伝子から将来の
がんリスクを分析
する妓術を事業化へ

島津製作所

血液から大腸がんの
可能性を見つける
サービスを 10月開始

A
l

の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

1

の
遺
伝
子
解
析
の
世
界
の
市

場
規
模
は
お
年
に
泊
億
8
0

0
0

万
ド
ル
(
約
4
4
0
0

億

円
)
と
口
年
の
日
億
4
0
0

0

万
J
か
ら
3

・
4

倍
に
拡

大
す
る
見
通
し
だ
。

遺
伝
子
情
報
を
活
用
す
る

取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
背
景
に
あ
る
の
は
解
析

機
器
の
進
化
だ
。
米
イ
ル
ミ

ナ
な
ど
が
手
が
け
る
、
遺
伝

子
の
配
列
を
高
速
で
調
べ
る

装
置
「
次
世
代
シー
ケ
ン
サ

!
」
が
∞
年
代
後
半
か
ら
普

及
。
安
く
短
時
間
で
解
析
が

可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
5

年
ほ
ど
で
一
般
向

け
の
遺
伝
子
分
析
サ
ー
ビ
ス

が
急
速
に
普
及
し
て
き
た
の

は
こ
の
た
め
だ
。
圏
内
で
は

ジ
ェ
ネ
シ
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア

(
東
京・
渋
谷
)
や
デ
ィl

.

エ
ヌ
・
エl

(D
e
N
A

)

子
会
社
のD
e
N
A
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
(
東
京・
渋
谷
)

な
ど
が
大
手
。
ア
ル
コ
ー
ル

代
謝
な
ど
生
活
習
慣
に
関
す

る
体
質
や、

が
ん
に
か
か
る

リ
ス
ク
な
ど
を
利
用
者
に
伝

え
る
サー
ビ
ス
を
数
万
円
か

ら
提
供
し
て
い
る
。

I
T

巨
人
も
参
入

膨
大
な
遺
伝
子
情
報
の
保

存
・

解
析
に
は
ク
ラ
ウ
ド
や

人
工
知
能
(A
I

)
な
ど
最

中
の
遺
伝
子
か
ら
が
ん
を
見

つ
け
る
技
術
を
開
発
す
る
米

グ
レ
イ
ル
な
ど
に
出
資
。
遺

伝
子
情
報
で
も
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
1

マ
!
と
な
り
、
創
薬
や

広
告
な
ど
に
も
生
か
そ
う
と

し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

も
げ
年
、
血
液
を
使
っ
た
が

ん
遺
伝
子
検
査
を
手
が
け
る

米
ガl
ダ
ン
ト
・

ヘ
ル
ス
に

4
0
0

億
円
を
出
資
。
同
社

は
遺
伝
子
変
異
を
見
分
け
た

り
、
ど
の
が
ん
に
ど
の
遺
伝

子
が
関
与
して
い
る
か
を
探

っ
た
り
す
る
の
にA
I

を
使

う
。
孫
正
義
社
長
は
「
人
類

が
解
決
で
き
な
か
っ
た
病
気

に
解
決
の
手
立
て
を
提
供
す

る
会
社
だ
」
と
話
す
。

検
査
ビ
ジ
ネ
ス
が
脚
光
を

浴
び
る
も
の
の
、
究
極
の
個

人
情
報
で
あ
る
遺
伝
子
が
適

切
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
は
見

え
な
い
面
も
あ
る
。
さ
ら
に

技
術
を
持
つ
海
外
企
業
に
遺

伝
子
情
報
が
集
ま
り
、
日
本

企
業
が
取
り
残
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
る
。
(
秦
野
貫
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
呂
田
(
土
)
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A
i

の
可
能
性
〈

J

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

“" 4・失敗した創薬プロジェク卜を新たな手法で復活させる

iPS細胞で病気の細胞を再現して複数の薬のタネを投与し、
効果を確認

。+
最適な大きさのペプチドを細胞と
結びつける

先端技術で新用途発見

大日本住友製薬

+ 

砕心a、

新たな薬が誕生
薬のタネの特性を超高速で詳級に
分析し、最適な用途を湾発見

き
、
他
社
の
技
術
を
試
す
決

断
を
す
る
。
相
手
は
創
薬
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ペ
プ
チ
ド

リ
ー
ム

(
P
D
)だ
。

P
D

は
1

兆
種
類
を
超
え

る
ペ
プ
チ
ド
を
合
成
で
き

る
。
塩
野
義
は
同
社
の
創
薬

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
契
約

を
結
び
、
自
前
で
は
駄
目
だ

っ
た
研
究
を
再
開
し
た
。
担

当
者
に
よ
れ
ば
最
初
は
半
信

半
疑
だ
っ
た
と
い
う
が
「
常

識
外
れ
の
速
さ
で
有
効
な
薬

の
タ
ネ
が
見
つ
か
っ
た
」

医
薬
研
究
本
部
の
塩
田
武

司
本
部
長は
「
従
来
の
手
法

と
比
べ
て
ペ
プ
チ
ド
は
格
段

に
多
様
性
が
あ
り
、
少
し
探

す
だ
け
で
薬
の
タ
ネ
が
見
つ

か
る。
ヒ
ッ
ト

率
の
高
さ
に

興
奮
す
る
」
と
話
す
。
現
在

は
7

種
類
の
ペ
プ
チ
ド
創
薬

が
進
み
、
来
秋
に
大
阪
で
世

界
初
の
ペ
プ
チ
ド
量
産
工
場

も
稼
働
さ
せ
る
。
手
代
木
社

長
は
「
大
阪
か
ら
世
界
に
打

っ
て
出
る
」
と
意
気
込
む
。

失
敗
品
の
デl
タ
を
外
部

に
公
開
す
る
異
例
の
取
り
組

み
も
動
き
出
し
た
。

ア
ス
テ

ラ
ス
製
薬
と
第
一三
共
、
田

辺
三
菱
製
薬
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
3

社
で
共
有
し
、
圏
内

の
研
究
機
関
に
提
供
し
始
め

た
。
大
学
な
ど
に
失
敗
品
を

研
究
素
材
と
し
て
提
供
し
、

自
社
と
は
異
な
る
視
点
で
光

を
当
て
て
も
ら
う
。
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製
薬
各
社
が
ス
ー

パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
l

や
i

p
S

細

胞
な
ど
を
活
用
し
、
一
度
は
失
敗
し
た
薬
の
タ
ネ
の
開

発

に
再
び
挑
み
始
め
た
。

新
薬
開
発
の
成
功
確

率
は
約
3

万

分
の
1

。
一
つ
の
新
薬
の
陰
に
は
2

万
9
0
0
0

個
以
上

の
失
敗
品
が
山
積
み
に
な
る

。

そ
ん
な
失
敗
品
や
特
許
切

れ
薬
に
最
先
端
技
術
で
光
を
当
て
る

「敗
者
復
活
戦
」だ
。

こ
れ
ま
で
の

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

プ
ロ
セ
ス
で

医
薬
品
が
生
ま
れ
る

。

2
0
0

万
人
に1
人
が
発

症
し
、
根
本
的
な
治
療
法
は

な
い
。

そ
ん
な
病
気
の
患
者

を
印
年
近
く
前
に
で
き
た
薬

が
救
お
う
と
し
て
い
る
。

筋
肉
の
中
に
骨
が
で
き
て

し
ま
う
「
進
行
性
骨
化
性
線

維
異
形
成
症
(
FO
P
)
」

だ
。

関
節
が
固
ま
っ
て
手
足

を
動
か
し
に
く
く
な
り
、
最

悪
の
場
合
は
呼
吸
で
き
ず
に

死
に
至
る
恐
れ
も
あ
る
。

病
気
は
一
部
の
遺
伝
子
変

異
と
関
係
が
あ
る
と
も
い
わ

れ
る
が
、
詳
細
な
原
因
は
分

か
ら
な
い。
患
者
数
が
少
な

い
た
め
、
製
薬
会
社
が
薬
の

タ
ネ
を
服
用
し
て
も
ら
っ
て

効
果
を
確
か
め
る
臨
床
試
験

も
難
し
い
。

こ
れ
で
は
医
師
た
ち
が
医

療
現
場
で
患
者
の
た
め
に
打

て
る
手
は、

ほ
ぼ
な
い
。
こ

の
病
気
に
大
日
本
住
友
製
薬

と
京
都
大
学i
p
S

細
胞
研

究
所
(
C
iR
A
)
な
ど
が

挑
ん
だ
。

京
大
と
大
日
本
住
友
な
ど

の
研
究
チl
ム
は
F
O
P

患

者
の
細
胞
か
らip
S

細
胞

を
作
り
出
し
、
病
気
の
状
態

を
正
確
に
再
現
し
た
。

そ
こ

に
過
去
の
失
敗
品
や
特
許
切

れ
薬
を
片
っ
端
か
ら
投
与

し
、
反
応
の
有
無
を
み
る
。

そ
の
数
は
約7
0
0
0

種
類

に
お
よ
ん
だ。

切
年
前
の
薬
に
光

何
度
も
実
験
を
繰
り
返

し
、
人
間
の
免
疫
反
応
を
抑

え
る
「
ラ
パ
マ
イ
シ
ン
(
シ

ロ
リ
ム
ス
)
」
と
い
う
薬
に

光
明
を
見
つ
け
る
。

そ
し
て

F
O
P

状
態
の
マ
ウ
ス
に
投

与
し
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
効

果
を
確
認
し
た。

ラ
パ
マ
イ
シ
ン
は1
9
7

0

年
代
に
発
見
さ
れ
た
古
い

成
分
。
1
P
S

細
胞
で
無
数

の
実
験
を
繰
り
返
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
古

い
薬
に
ま
で
研
究
者
の
手
が

届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

京
大
は
中
堅
製
薬
の
ノ
ー

ベ
ル
フ
ァl
マ
な
ど
と
協
力

し
、
医
師
主
導
で
実
用
化
に

向
け
た
研
究
を
始
め
た
。
近

い
将
来
に
「
新
薬
」
と
し
て

治
療
に
使
え
る
日
が
来
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

大

日
本
住
友
は
今
回
の
成
果
を

踏
ま
え
て
「z
i
p
s

創
薬
」

を
加
速
さ
せ
る
考
え
だ。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
や
人
工
知
能(
AI
)
を

活
用
す
る
の
は
田
辺
三
菱
製

薬
や
N
E
C

、
理
論
創
薬
研

究
所
の
グ
ル
ー
プ
だ
。
製
薬

各
社
は
研
究
開
発
に
失
敗
し

た
薬
の
タ
ネ
の
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
大
量
に
蓄
積
し

て
い
る
が
、
使
い
道
に
は
乏

し
か
っ
た。
I

T

(情
報
技

術
)
の
力
で
新
た
な
用
途
を

見
い
だ
す。

ま
ず
膨
大
な
量
の
失
敗
品

の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
化

学
構
造
な
ど
か
ら
ス
パ
コ
ン

や
A
I

が
特
性
を
自
動
的
に

割
り
出
す。
そ
し
て
水
溶
性

や
脂
溶
性
、
溶
解
速
度
な
ど

様
々
な
物差
し
で
詳
細
な
ス

コ
ア
を
付
け
る。

こ
こ
か
ら
がI
T

の
真
骨

頂
だ。
抗
が
ん
剤
を
例
に
と

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
失
敗
し

た
薬
の
タ
ネ
が
が
ん
細
胞
を

十
分
に
攻
撃
で
き
な
か
っ
た

要
因
や
副
作
用
が
出
て
し
ま

っ
た
原
因
な
ど
を
ス
パ
コ
ン

や
A
I

が
推
定
す
る。

「偶
然
」を
必
然
に

そ
し
て
N
E
C

が
持
つ
検

索
技
術
や
高
速
処
理
シ
ス
テ

A

l

の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向

上
す
る
か

i

ム
も
生
か
し
、
失
敗
に
至
っ

た
原
因
を
避
け
ら
れ
る
よ
う

な
化
学
構
造
な
ど
を
割
り
出

す
。

こ
の
条
件
に
治
っ
て
ス

パ
コ

ン
が
「
推
薦
」
し
て
き

た
薬
の
タ
ネ
を
開
発
す
れ

ば
、
失
敗
品
が
新
薬
に
生
ま

れ
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
法
は
半
導

体
素
材
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
の

中
で
医
薬
品
を
生
み
出
す
と

い
う
意
味
で「イ
ン
シ
リ
コ

創
薬
」
と
呼
ば
れ
る

。

か
つ
て
医
薬
品
の
開
発
は

幸
運
な
偶
然
の
連
続
だ
っ

た
。

抗
生
物
質
のペ
ニ
シ
リ

ン
は
シ
ャ
ー
レ
に
偶
然
飛
び

込
ん
だ
ア
オ
カ
ビ
か
ら
生
ま

れ
た
。
大
正
製
薬
の
発
毛
剤

「
リ
アッ
プ
」
の
有
効
成
分

は
、
以
前
は
高
血
圧
の
治
療

薬
に
使
わ
れ
て
い
た
。

服
用

す
る
患
者
か
ら「髪
が
増
え

て
き
た
」
な
ど
の
声
が
上
が

り
、

発
毛
剤
と
し
て
改
め
て

開
発
さ
れ
た
の
だ。

現
代
で
は
ス
パ
コ
ン
の
内

部
で
、
こ
ん
な「偶
然
」
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
動
物
実
験
を
繰
り

返
す
従
来
の
手
法
と
は
桁
違

い
の
ス
ピ
ー
ド
と
効
率
だ
。

今
日
も
A
I

が
膨
大
な
薬
の

タ
ネ
を
分
析
し
、
新
た
な
使

い
道
を
探
し
て
い
る。

塩
野
義
製
薬
は
創
薬
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
組
み
、
数
個

か
ら
数
十
個
の
ア
ミ
ノ
酸
が

結
び
つ
い
た
「
ペ
プ
チ
ド
」

で
敗
者
復
活
戦
に
挑
む
。
ペ

プ
チ
ド
は
体
内
で
様
々
な
細

胞
と
結
び
つ
い
て
免
疫
力
を

高
め
た
り
内
臓
の
働
き
を
促

し
た
り
す
る
。

塩
野
義
は
体
内
で
感
染
症

や
メ
ン
タ
ル
分
野
の
病
気
の

原
因
と
な
る
細
胞
の
仕
組
み

を
研
究
で
割
り
出
し
た
。
そ

の
細
胞
と
結
び
つ
く
薬
の
タ

ネ
を
作
り
出
そ
う
と
長
年
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
と
ご

と
く
失
敗
に
終
わ
っ
た。

塩
野
義
が
合
成
し
た
薬
の

タ
ネ
が
細
胞
と
結
び
つ
か
な

い
の
が
失
敗
の
原
因。
細
胞

に
は
受
容
体
と
呼
ば
れ
る

「
受
け
皿
」
が
あ
り
、
受
け

皿
と
同
じ
よ
う
な
形
の
物
質

で
な
け
れ
ば
十
分
に
結
合
し

な
い
。
作
り
出
し
た
薬
の
タ

ネ
は
小
さ
す
ぎ
た
の
だ
。

「
我
々
の
技
術
だ
け
に
こ

だ
わ
っ
て
い
て
は
未
来
を
開

け
な
い
」
。
研
究
陣
の
苦
闘

を
見
た
手
代
木
功
社
長
は
自

前
路
線
か
ら
一
度
距
離
を
置

製
薬
各
社
は
数
十
万
種
類

の
薬
の
タ
ネ
を
持
つ
が
、
外

部
へ
の
公
開
に
は
消
極
的
だ

っ
た
。
自
前
で
の
新
薬
開
発

は
年
々
難
し
く
な
って
い

る
。
あ
え
て
自
社
の
秘
密
を

さ
ら
け
出
す
決
断
を
し
た
。

研
究
機
関
か
ら
有
望
な
結

果
を
出
せ
ば3
社
が
協
議

し
、
開
発
企
業
を
決
め
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
す
。

ア

ス
テ
ラ
ス
が
失
敗
し
た
薬
の

タ
ネ
を
第
一
三
共
が
復
活
さ

せ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
「
合

同
チ
l

ム
」
で
の
挑
戦
だ
。

武
田
薬
品
工
業
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
シ
ャ
イ
アー
を
約

7

兆
円
で
買
収
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
世
界
の
製
薬
各
社

は
薬
の
タ
ネ
を
求
め
て
高
額

で
の
企
業
買
収
を
競
う
が
、

実
は
自
社
の
足
元
に
眠
れ
る

宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
れ
を
丁
寧
に
掘

り
返
す
こ
と
も
製
薬
会
社
が

生
き
残
る
道
だ
。

(
高
田
倫
志
、
宮
住
達
朗
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
2

日
(
金
)
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りくつじの光と影A 

人
工
知
能(A
I
)
社
会
の
到
来
に

よ
る
利
点
と
課
題
を
考
え
る
授
業
が
福

井
市
の
羽
水
高
で
行
わ
れ
た

。

福
井
大

大
学
院
生
と
弁
護
士
が
、
医
療
分
野
と

自
動
運
転
を
テl
マ
に
授
業
を
立
案
。

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
見
つ
け
出

す
力
の
重
要
性
を
生
徒
に
伝
え
た

。

橋
本
康
弘
教
授
が
指
導
す
る
、
大
学

院
教
育
学
研
究
判
明
の
「協
働
実
践
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
同
糾

2

年

の
竹
津
優
善
さ
ん
、
上
野
仁
実
ヤ
ん
が

教
壇
に
立
っ
た
。

福
井
弁
護
士
会
法
教

育
委
員
会
委
員
長
の
後
藤
正
邦
弁
護
士

が
ゲ
ス
ト
講
師
を
務
め
た

。

授
業
は1
年
「
現
代
社
会
」
で
実
施

。

竹
津
さ
ん
が
担
当
し
た
ク
ラ
ス
で
は
、

医
療
分
野
でAI
を
導
入
し
た
際
に
起

こ
る
変
化
を
班
ご
と
に
考
え
た

。

紙
に

「変
化」を
雪
面
し
、
医
療
従
事
者
、

E 

医療、自動運転課題探る
患
者
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
「望
ま
し

い
」
か
「望
ま
し
く
な
い
」
か
を
価
値

判
断
し
、
色
分
け
し
た

。

あ
る
班
は
、
良
い
変
化
と
し
て
診
察

や
手
術
をA
I

が
行
う
こ
と
で「医
者

の
ス
ト
レ
ス
軽
減」が
図
ら
れ
、
生
き

生
き
と
働
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し

た
。

一
方
、
悪
い
変
化
と
し
て
、

A
I

に
任
せ
き
り
に
な
る
こ
と
で
人
間
の

H

応
急
処
置
力μ
が
衰
え
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
対
応
で
き
な
く
な
る
の
で
は

と
推
測
し
た

。

上
野
さ
ん
が
担
当
し
た
別
の
ク
ラ
ス

で
は
、
自
動
運
転
に
よ
る
利
点
と
課
題

を
班
ご
と
に
考
え
た
。

あ
る
班
は
、
自

動
運
転
の
普
及
で
高
齢
者
が
移
動
し
や

す
く
な
る
半
面
、
タ
ク
シ
ー
や
パ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
が
不
要
に
な
り
、

運
転
手
が
失
業
し
て
し
ま
う
の
で
は
と

予
想
し
た。

そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
最
後
に
後
藤
弁

護
士
は
「
医
療
で
も
運
転
で
も
仮
に
事

故
が
起
き
た
と
き
、
誰
が
責
任
を
取
る

の
か。

機
械
メ
ー
カ
ー
か
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
成
者
か
、
運
転
手
か
、
制
度
を
導

入
し
た
国
か。
ま
た
、A
I
が
下
し
た

判
断
を
心
情
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

人
間
とA
I

の
関
係
性
を
ど
う
築
く
か
は
難
し
い
問

題
だ
が
、
私
た
ち
自
身
が
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
指
摘
し
た

。

そ
の
上
で「こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く

上
で
大
切
な
の
は
、
答
え
を
出
す
こ
と
以

上
に
、
課
題
を
見
い
だ
す
力

。

課
題
が
見

つ
か
れ
ば
対
処
す
る
知
恵
は
出
て
く
る

だ
ろ
う。
社
会
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
見
て
、
想
像
し
て
、
ど
ん
な
問
題
が

起
こ
る
の
か
抽
出
す
る
力
を
伸
ば
し
て

ほ
し
い
」と
ま
と
め
た。
(宇
野
和
宏)

20 

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
呂
田
(
日)

す
な
ど
、
被
害
を
抑
え
る

方
向
に
も
機
能
す
る
。

議
長
を
務
め
る
須
藤
修

墓
京
大
学
教
授
は
「
こ
の

ま
ま
で
はA
I
や
デ
l

タ

で
途
上
国
な
ど
の
弱
者
を

食
い
も
の
に
す
る
国
や
企

公
的
利
用
に
向
け
ル
i

ル

人
工
知
能
(A
I
)
を
よ
り
良
い
形
で
社
会
に
生
か
す
に
は
|

。

A
I
の
研
究
開
発
や
利
活
用
の
基
本

原
則
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る

。

内
閣
府
の
「
人
間
中
心
の
A
I
社
会
原
則

検
討
会
議
」
で
試
案
が
さ
c
れ
た
。

年
内
に
原
則
案
を
ま
と
め
、
2
0
1
9

年
1

月
に
は
欧
州
と
の
す
り

合
わ
せ
を
始
め
る。
経
済
協
力
開
発
機
構(O
E
C
D

)
や
主
要
初
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議
(G
m
サ
ミ
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• 

業
が
力
を持
つ
勺

国
際
協

調
の
枠
組
み
と
し
て
世
界

に
提
案
し
て
い
く。
(
軍

事
利
用
禁
止
な
ど)
合
意

告
配
信
技
術
が
選
挙
結
果
恵
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
形
成
で
き
な
い
項
目
を
含

を
左
右
す
る
な
ど
、
民
主
社
会
」
「
公
正
な
競
争
」
め
る
の
は
リ
ス
ク
に
な

主
義
や
国
家
の
形
に
直
接
「
人
間
の
創
造
性
に
供
さ
る

」
と
す
り
合
わ
せ
を
急

日
本
で
A
I
原
則
の
議
わ
れ
た。

影
響
す
る
技
術
と
し
て
認
れ
る
A
I
」
と
い
っ
た
メ
ぐ

。

中
央
大
学
の
平
野
晋

識
が
本
格
化
し
た
の
は
約
現
在
は
企
業
の
昇
進
や
め
ら
れ
た

。

ッ
セ
l

ジ
が
込
め
ら
れ
る
教
授
は「グ
l

グ
ル
な
ど

3

年
前。
A
I
は
社
会
に
採
用
、
海
外
で
は警察
官
内
閣
府
の
検
討
会
で
も
予
定
だ。

一
方
で
軍
事
利
影
響
力
の
大
き
な
企
業
に

広
く
影
響
す
る
技
術
と
し
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
画
像
診
「公
正
」
や
「
説
明
可
能
用
禁
止
は
原
則
論
に
含
め
対
応
を
促
す
力
に
な
る

」

て
、
社
会
的
な
リ
ス
ク
と
断
な
ど
に
A
I
活
用
が
広
性
」
な
ど
が
重
要
課
題
に
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
と
期
待
す
る

。

メ
リ
ッ
ト
を
整
理
す
る
検
が
っ
た。
人
の
人
生
を
左
な
る。

「
誰
もA
I
の
恩
だ

。

A
I
で
誤
爆
を
減
ら

討
会
が
総
務
省
や
内
閣
府
右
し
か
ね
な
い
技
術
に
も

な
ど
で
立
ち
上
が
っ
た
。
か
か
わ
ら
ず
A
I
の
判
断

当
初
は
公
平
性
や
説
明
可
の
過
程
が
わ
か
ら
な
い
と

能
性
は
技
術
的
に
は
難
し
問
題
に
な
っ
た
。

く
、
技
術
開
発
の
阻
害
要
A
I
を
用
い
た
個
人
の

因
と
し
て
冷
た
く
あ
し
ら
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
や
広 「

有
ユ
一
一
口
実
行
」
世
界
に
示
せ

21 

備るツ
を 。 ト
始日 )

め本な
るのど
必政の
要府国
かか際
あ原会
る則率
。 室で、

存冨
る磁
単調
」言の

今話
i み
を :乍
管 n
Jミを
63 目
機指
関宮;
はー
/\T岡

歪理
さ青
島公

ど、~
3三 71五

畠重
( 保警
パ、すア

寺る l
貴のマ
之かに
) 準な

日
本
実
務
的
議
論
が
急
務

民
主
主
義
に
直
接
影
響

AI 社会原則の策定と国際協調へのスケジ、ユール

検討スケジュール 国際会議などへの発信

18年12月
原則案をとりまとめ、
公開

パブリックコメント
ユネスコハイレベル会合

19年 1 月 (~3月) OECDのAI に関する専
門家会合 (A1 GO) 

2月
コメントを受け、原則
案の修正・追記など

3月 原則を公開

6月 G20サミット (大阪)

8月 G7サミット (フランス)

内閣府資料を基に作成

で
、
難
し
い
技
術
を
開
発

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ

る
。

A
I
の
判
断
を
説
明

一
方
で
日
本
の
公
的
機A
I
が
学
習
す
る
デl
タ
す
る
可
視
化
研
究
が
進

関
の
A
I
活
用
は
道
半
ば
を
公
平
性
が
増
す
よ
う
に
み
、
基
礎
技
術
は
で
き
つ

だ
。
警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
で
整
備
し
続
け
る
努
力
を
誰
つ
あ
る

。

公
的
機
関
を
矢

は
A
I
の
予
測
が
摘
発
効
が
担
う
の
か
、
実
務
を
踏
面
に
立
て
て
試
せ
る

。

基

率
を
上
げ
る
例
は
あ
る
。
ま
え
た
議需
は
始
ま
っ
て
本
原
則
が
国
際
的
に
認
め

だ
が
デl
タ
の
偏
り
に
よ
い
な
い。

ら
れ
、
運
用
を
議
論
す
る

っ
て
特
定
の
地
域
や
人
種
須
藤
議
長
は
政
府
の
デ
段
階
で
、
日
本
か
ら
好
事

が
過
度
に警
戒
さ
れ
、
巡
ジ
タ
ル
ガ
パ
メ
ン
ト
計
画
例
を
提
案
で
き
れ
ば
実
務

回
ル
l

ト
と
摘
発
デl
タ
と
の
連
携
を
模
索
す
る
の
ル
l

ル
作
り
も
主
導
で

の
偏
り
が
助
長
さ
れ
る
リ
が
、
「
ま
だ
行
政
手
続
き
き
る
可
能
性
は
あ
る

。

ス
ク
が
指
摘
さ
れ
る
。

電
子
化
を
進
め
て
い
る
段
日
本
は
有言実
行
の
姿

司
法
や
警
察
、
医
療
な
階。
そ
の
先
の
先
にA
I

を
示
せ
る
の
か
岐
路
に
あ

ど
公
的
機
関
に
は
社
会
が
の
公
正
な
ど
が
あ
る
」
と
る

。

敏
感
な
業
務
が
少
な
く
な
説
明
す
る
。

い
。

何
を
も
っ
て
公
正
と
民
間
企
業
に
と
っ
て
は

社
会
に
説
明
す
る
の
か
、
公
的
な資
金
と
デ
l

タ

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
間
団
臼
(
月
)

A

ー
の
可
能
性

i

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か
く

J
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A
i

の
可
能
性

1

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

3

電
子
カ
ル
テ
、
レ
セ
プ
ト(診
療
報
酬
明
細
書)
、
健
康
診
断
デi
夕
、
身

に
着
け
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
で
の
計
測
な
ど
、
医
療
健
康
分
野
で
膨
大
な
デ

ジ
タ
ル
情
報
(ビ
ッ
グ
デ
l

タ
)
が
日
々
発
生
し
て
い
る。
グ
l

グ
ル
、
ア
ッ

プ
ル
な
ど
海
外
の
大
手I
T

(情
報
技
術)
企
業
の
こ
の
分
野
へ
の
進
出
も
目

立
ち
始
め
た。
長
年
デ
l

タ
の
重
要
性
に
着
目
、
蓄
積
し
て
き
た
永
井
良
三
・

自
治
医
大
学
長
に
、
ビ
ッ
グ
デl
タ
の
意
義
や
課
題
を
聞
い
た
。

(聞
き
手

知
野
恵
子)

メ
ー
カ
ー
ご
と
に
ば
ら
ば
ら

で
、
デ
ー
タ
に
互
換
性
が
な
か

っ
た
。

今
の
電
子
カ
ル
テ
も
同

じ
だ
」

ー
!

ビ
ッ
グ
デ
!
タ
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
か。

「そ
う
だ
。

閉
じ
メ
ー
カ
ー

の
製
品
で
も
、
病
院
に
よ
っ
て

デ
l

タ
の
形
式
や
デl
タ
の
保

「不
確
実
さ
を
分
析
す
る
こ

と
も
必
要
だ。

大
学
の
研
究
は

確
実
な
法
則
性
を
追
求
し
が
ち

だ
が
、
不
確
実
な
現
実
の
研
究

も
欠
か
せ
な
い。
デ
ー
タ
利
用

の
遅
れ
は
、
日
本
と
い
う
国
の

根
幹
に
関
わっ
て
い
る
」

不
利
益
の
懸
念

先
行
す
る
海
外
I
T

企
業

• デ
ー
タ
の
「
質
」
確
保
課
題

川
%
の
重
大
さ

ー
ー
グl
グ
ル
な
ど
の
「プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
i

マ
l

」
と
呼
ば

れ
る
大
手I
T

企
業
が
、
医
療

健
康
分
野
に
進
出
し
て
い
る
。

「医
療
や
健
康
デl
タ
は
、

か
つ
て
は
医
師
な
ど
の
専
門
家

し
か
採
れ
な
か
っ
た。
し
か
し

I
T

が
発
展
し
、
専
門
家
以
外

で
も
あ
る
程
度
は
採
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

大
手
I
T

企
業
が

デ
l

タ
を
生
か
そ
う
と
考
え
る

の
は
自
然
な
流
れ
だ」

ー
ー
ビ
ッ
グ
デl
タ
が
期
待

グデータ
ば
、
診
断
や
治
療
に
役
立
つ
と

考
え
た
」

|
|

そ
れ
を
実
現
し
た
の

カ
。

「約
初
年
前
に
明
治
以
来
の

東
大
病
院
の
カ
ル
テ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
っ
た。
最
近
は
数

万
例
の
症
例
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
。

類
似
し
た
症
例
の
検

索
や
、
A
I

(人
工
知
能)
に

よ
る
診
断
支
援
な
ど
に
役
立
て

て
い
る
」

遅
れ
る
日
本

ー
l

政
府
の
成
長
戦
略
な
ど

で
、
様
々
な
デl
タ
の
利
用
が

う
た
わ
れ
る

一方
、
日
本
の
遅

れ
が
指
摘
さ
れ
る
。

医
療
健
康

分
野
は
ど
う
か。

「や
は
り
遅
れ
て
い
る。
特

に
基
盤
と
な
る
電
子
カ
ル
テ
に

大
き
な
問
題
が
あ
る」

存
場
所
な
ど
が
違
う
」

|

|
共
通
化
で
き
な
い
の

A
N。

「膨
大
な
費
用
と
手
聞
が
か

か
る
。

最
初
か
ら
統

一し
て
デ

ー
タ
を
集
め
る
べ
き
だ
」

ー
ー
な
ぜ
統

一が
進
ま
な
い

の
か
。「メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
利
点

が
な
い
か
ら
だ。
現
状
は
、
少

数
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
電
子
カ

ル
テ
市
場
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
デ
l

タ
を
囲
い
こ
ん
で
い

る
。

電
子
カ
ル
テ
を
担
当
す
る

官
庁
も
は
っ
き
り
し
な
い。
政

治
主
導
で
やhり
な
い
と
い
つ
ま

で
も
ば
ら
ば
ら
だ
ろ
う」

|
|
医
療
だ
け
で
な
く
、
ビ

ッ
グ
デi
タ
で
日
本
が
遅
れ
る

背
景
を
ど
う
見
る
か。

「国
民
性
の
問
題
が
あ
る。

組
織
の
縦
割
り
が
強
い
と
、
デ

ー
ー
ー

ビ
ッ
グ
デ1
タ
で
後
れ

を
取
る
と
ど
ん
な
弊
害
が
出
て

く
る
か
。

「医
療
に
必
要
な
情
報
を
、

外
国
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。

ま
た
、
争
い
が
起
き
た

時
に
反
論
で
き
な
い
」

|
|

ど
う
い
う
こ
と
か。

「ビ
ッ
グ
デl
タ
が
常
に
正

し
い
と
は
限
"
り
な
い
。

前
提
と

な
る
デ
l

タ
や
解
析
が
不
適
切

だ
と
、
誤
っ
た
結
論
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
貿
易
摩
擦
の
よ
う

な
事
態
も
起
こ
り
う
る」

|

|

具
体
例
は
あ
る
か。

「日
本
製
の
糖
尿
病
治
療
薬

に
際
艇
が
ん
の
副
作
用
が
多

い
、
と
欧
州
か
ら
指
摘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る。

確
定
的
な
デ
ー

タ
は
な
か
っ

た
し
、
否
定
す
る

論
文
も
出
た。

だ
が
、
米
国
内

で
訴
訟
が
起
き
た
」

~科
学
技
術
綴
興
機
総・
研
究
開
発
戦
略r

一
セ
ン
タ
ー
のhM
m間
基
フ
エ
ロl
の
資
一

♂判
明
を
も
と
に
作
成
町

w主な海外大手 IT企業の医療健康分野への進出
ームー一 一・ーーフトウェアを開発。 研究

グーグル傘下の英 「デイー
英国民保健サービス CN HS ) などと協力。
AI などを利用して自の疾患の阜期発見、 患
者の血液検査モニタリング
米国の著名投資家が率いる投資会社 「パーク
シャ ー・ ハザウェイ 」 、 米金融大手の r J P 
モルガン ・ チ エース」 と組んで罷療サービス
会社設立を発表

い
な
い
と
反
論
で
き
な
い
。

今

は
そ
う
い
う
時
代
だ
」

|
|

デ
i

タ
の
質
を
ど
う
や

っ

て
保
証
す
べ
き
か。

「
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

大

学
や
病
院
で
専
門
家
が
研
究
や

検
証
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
が
な
い
と
デl
タ
ば
か
り

増
え
、
怪
し
げ
な
医
療
健
康
情

報
が
飛
び
交
い
か
ね
な
い」

ー
1
1
グ
l

グ
ル
な
ど
の
進
出

に
よ
っ
て
、
日
本
が
不
利
益
を

被
る
心
配
は
な
い
か。

「
大
手I
T
企
業
が
本
気
で

乗
り
出
し
た
ら
、
そ
う
い
う
問

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。 22 
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を
集
め
る
理
由
は。

「見
え
な
い
も
の
が
見
え
る

よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、
薬
の
重

い
副
作
用
は0
・
1

%
の
発
生

率
で
も
重
大
だ。
た
だ
、
1
0

0
0

件
程
度
の
デl
タ
で
は
わ

か
ら
な
い。
数
十
万
の
単
位
を

集
め
て
初
め
て
見
え
て
く
る」

ー
ー

ほ
か
に
は
ど
う
い
う
期

待
が
あ
る
か。

「日
本
の
医
療
研
究
に
変
革

を
も
た
ら
す
こ
と
だ」

ー
1
1

変
革
と
は。

「日
本
で
は
病
気
や
薬
効
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と

い
う
理
論
研
究
が
多
い。だ
が
、

現
実
は
理
論
通
り
で
な
く
、
ぱ

ら
つ
き
が
あ
る。
治
療
結
果
が

良
い
よ
う
に
見
え
て
も
た
ま
た

ま
か
も
し
れ
な
い。

ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
が
あ
る
と
、
様
々
な
前
提

条
件
で
原
因
を
推
測
し
た
り
、

将
来
を
予
測
し
た
り
で
き
る」

ー

ー

か
な
り
前
か
ら
デl
タ

の
重
要
性
に
着
目
し
た。
な
ぜ

ふ
M
。

「日
本
の
医
学
界
は
昔
か
ら

た
く
さ
ん
症
例
報
告
を
し
て
き

た
。
一
部
は
論
文
と
し
て
公
表

さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
デ
ー

タ
は
埋
も
れ
て
い
る。

一
定
の

仕
様
で
蓄
積
し
て
共
有
す
れ

ビッ医療に生かす
ー
ー
ー

ど
う
い
う
問
題
か。

「昔
の
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
は
、
ー
タ
の
共
有
が
難
し
い」

ー

l

縦
割
り
だ
け
か。

自
治
医
大
学
長永

井
良
ゴ
一氏
ω

鈴
木
竜
三
撮
影

A

ー
の
可
能
性

j

医
療
の
質
は
向
上
す
る
か

i

1
1

日
本
の
対
応
は。

「
製
薬
企
業
は
因
果
関
係
は

認
め
な
か
っ
た
が
、
高
額
な
お

金
で
和
解
し
た。
相
手
か
ら
数

百
万
例
も
の
デl
タ
を
分
析
す

る
と
こ
う
だ
と
言
わ
れ
た
時

に
、
ビ
ッ
グ
デl
タ
を
持
っ
て

ながい・ υ ょうぞう
医療の質 ・ 安全学会

副理事長、 日本学術会
議会員。 群馬大教授、
東大教授、 東大医学部
付属病院長などを歴
任。専門は循環器内科。
2009年、紫綬彊章。

題
も
出
て
く
る。
例
え
ば
、
日

本
は
心
臓ぺ
l

ス
メ
ー
カ
ー
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

長
年
、

欧
米
の
製
品
を
使
っ
て
き
た
た

め
だ
。

作
動
状
況
や
不
具
合
な

ど
、
日
本
人
の
デl
タ
は
欧
米

メ
ー
カ
ー
が
握っ
て
い
る
。

デ

ー
タ
を
持
た
な
い
日
本
が
今
か

ら
作
ろ
う
と
し
て
も
無
理
だ
」

ー
ー
な
ぜ
欧
米
に
押
さ
え
ら

れ
る
前
に
、
日
本
で
作
ら
な
か

っ
た
の
か
。

「国
内
の
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー
の
規
模
は
小
さ
く
、
リ
ス
ク

を
避
け
て
い
る
う
ち
に
こ
う
な

っ
た
。

ビ
ッ
グ
デ1
タ
で
も
同

様
の
こ
と
が
起
き
な
い
か
心
配

だ
」

多角的な 「検証」不可欠

産業界、政府、研究者な

どからビ ッグデ}タへ熱い
視線が注がれる。 医療健康

分野は、まさにそのど真ん
中にある。 同...iì:1

日本はデータ利用全般で後れを取る。
背景には、縦割り、理論優先の国民性が
ある、と永井氏は分析した。 データを採
られる側には、個人情報拡散という不安
もつきまとう 。

不確実なビ ッグデータがまかり通るよ
うになれば、社会に混乱や損失をもたら
す。 永井氏は、専門家による 「検証」 の
重要性を挙げた。 データの確かさ、効用
に加え、人々にどんな思恵があったか。
検証が必要だ、ろう。(知野)

読

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月3
日
(
水
)

23 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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敬遠鮮明に若手、女性

外
科
医
を
育
て
る

手
術
室
で
華
麗
に
メ
ス
を
さ
ば
き
、
患
者
の
命

を
救
うl
。

漫
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
外
科
医
が
花
形
だ
っ
た
時
代

も
今
は
昔。

き
つ
い
勤
務
や
訴
訟
リ
ス
ク
か
ら
、

若
手
医
師
が
外
科
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
続
い
て
い

る
。

高
齢
化
が
進
み
、
が
ん
な
ど
外
科
手
術
が
必

要
な
患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

「
針
先
を
自
分
の
方
に
向
け
な

い
と
う
ま
く
い
か
な
い
よ
」
。

8

月
白
日
夜
、
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー

(
福
岡
市
中
央
区
)
が
若
手
医
師

を
対
象
に
開
い
た
外
科
技
術
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
。

ベ
テ
ラ
ン
の
指

導
を
受
げ
な
が
ら
、
医
師
1

、

2

年

目
の
研
修
医
ら
若
手
口
人
が
、
縫

合
や
切
開
な
ど
外
科
医
に
求
め
ら

れ
る
繊
細
な
作
業
に
挑
戦
し
た

。

若
手
に
外
科
へ
の
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
今
回
初
め
て
企

画
。

自
身
も
心
臓
外
科
医
の
森
田

茂
樹
院
長
は
成
績
上
位
者
に
表
彰 状

を
渡
し
「
ぜ
ひ
外
科
に
来
て
」

と
呼
び
掛
げ
た。

日
本
外
科
学
会
に
よ
る
と
、
医

師
全
体
の
数
は
毎
年
増
加
し
て
い

る
の
に
外
科
学
会
入
会
者
は
減

少
。

ω
年
ほ
ど
前
は
入
会
者
が2

千
人
を
超
え
る
年
も
あ
っ
た
が
近

年
は
8
0
0
1
9
0
0

人
台
に
と

ど
ま
っ
て
い
る。

3

年
目
以
降
の
若
手
医
師
が
希

望
の
診
療
科
と
研
修
場
所
を
選
ぶ

「
専
門
医
養
成
制
度
」
で
今
年
、

外
科
を
選
ん
だ
人
数
は
福
岡
ぬ
人

(
定
員1
2
7

人
)
マ
佐
賀3
人

研修医呼び込みヘ活動も
(
同
ロ
人
)マ
長
崎
6

人
(
同
お

人
)
マ
熊
本
ロ
人
(
同
初
人
)
マ
大

日本外科学会への入会者数
3000 
(人)

2017 

分
8

人
(
同
日
人
)マ
宮
崎
3

人

(
同
ロ
人
)マ鹿
児
島
日
人
(
同
泊

人
)
ー
な
ど
、
全
都
道
府
県
で
定
員

を
大
き
く
下
回
っ
た

。

学
会
内
で

は
「
今
は
中
堅・ベ
テ
ラ
ン
に
支
え

ら
れ
て
い
る
が
、
日
年
、
加
年
後

に
外
科
医
不
足
が
深
刻
に
な
る
」

と
の
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る

。

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
研
修

1

年
目
の
田
中
里
住
さ
ん
(
お
)
は

「
外
科
は
格
好
よ
く
て
や
り
が
い

が
あ
る
一
方
で
、
大
変
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
」。

病
院
に
勤

務
す
る
外
科
医
は、

緊
急
の
患
者

に
対
応
す
る
た
め
の
当
直
や
呼
び

出
し
が
あ
り
、
他
の
診
療
科
よ
り

も
長
時
間
勤
務
に
な
り
が
ち
だ

。

患
者
の
命
を
左
右
す
る
手
術
の
重

圧
に
も
さ
ら
さ
れ
る

。

福
岡
市
の
ベ
テ
ラ
ン
外
科
医
は

「
か
つ
て
は
命
を
救
い
た
い
と
い

う
単
純
な
思
い
で
外
科
を
目
指
す

若
手
が
多
か
っ
た

。

毎
晩
病
院
に

泊
ま
り
込
ん
で1
件
で
も
多
く
手

術
を
任
せ
て
も
ら
い
、
経
験
を
積

も
う
と
必
死
だ
っ
た
が
、
働
き
方

改
革
の
風
潮
で
今
の
若
手
は
勤
務

時
間
が
終
わ
る
と
帰
る
し
、
無
理

強
い
も
で
き
な
い
」
と
嘆
く

。

外
科
医
が
少
な
い
傾
向
は
、
特

2010 2000 1990年
。

に
女
性
医
師
に
顕
著
だ
。

厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
2
0
1

6

年
末
時
点
で
全
国
の
医
師
の
う

ち
女
性
の
割
合
は
約
幻
匁
だ
っ
た

が
、
外
科
に
限
る
と
約
9
務
。

長

時
間
労
働
と
出
産・
子
育
て
の
両

立
の
難
し
さ
が
要
因
と
み
ら
れ

る
。

女
性
が
外
科
な
ど
特
定
の
診

療
科
目
を
敬
遠
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
が
、
東
京
医
科
大
で
明
る
み

に
出
た
「
男
子
優
遇
」
問
題
の
背

景
に
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る

。

コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
し
た
九
州

医
療
セ
ン
タ
ー
の
竹
尾
貞
徳
統
括

診
療
部
長
は
「
外
科
医
が
減
れ
ば

一
人
一
人
の
負
担
が
増
え
、
労
働

環
境
が
さ
ら
に
過
酷
に
な
る
悪
循

環
に
陥
っ
て
し
ま
う

。

昔
の
よ
う

に
根
性
論
で
教
育
す
る
の
で
は
な

く
、
子
育
て
支
援
な
ど
若
手
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る

。

(
宮
崎
拓
朗
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)
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外
科
医
は
?
り
い
よ

医
師
の
中
で
も
花
形
の
印
象
が

強
い
の
だ
ろ
う
。

石
川
県
立
中
央

病
院
が
先
日
、
中
学
生
向
け
に
開

催
し
た
外
斜
医
体
験
セ
ミ
ナ
ー

は
、
定
員
を
上
回
る
必
人
が
参
加

し
た
。

企
画
し
た
医
師
は「
予
想

以
上
だ
っ
た」
と
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
た。

快
晴
の
日
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず

足
を
運
ん
だ
と
あ
っ
て
、
ど
の
生

徒
も
縫
合
や
電
子
メ
ス
の
実
習
に

張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

。

内
視
鏡
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
聞
に

器
具
の
扱
い
に
慣
れ
、
指
導
役
の

医
師
が
舌
を
巻
く
ほ
ど
だ
っ
た

。

3
K

の
イ
メ
ー
ジ

県
立
中
央
病
院
が
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
た
の
は
、
外
糾
医
の
な
り
手

が
少
な
い
現
状
を
危
倶
し
、
早
い

う
ち
か
ら
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
だ。

人
の
命
を
自
ら
の
手
で

救
え
る
届
蕎
な
仕
事
も
、
最
近
は

危
険
、
汚
い
、
き
つ
い
の
「
3
K
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
医
学
生

に
敬
遠
さ
れ
る
と
い
う

。

昼
夜
を
間
わ
ず
緊
急
手
術
が
舞

い
込
み
、
ミ
ス
が
あ
れ
ば
訴
訟
の

リ
ス
ク
も
あ
る。
何
よ
り
人
命
を

木曜手帳，

慶彦

社会部

水口

預
か
る
責
任
は
重
い
。

知
り
合
い

の
外
糾
医
は
、
他
の
診
療
制
名
を

幾
っ
か
口
に
し
な
が
ら「最
近
の

学
生
は
楽
な
と
こ
ろ
ば
か
り
選
ぶ

か
ら
な
あ」
と
ぼ
や
く。

医
師
の
中
で
も
、
外
糾
医
は
長

時
間
労
働
の
傾
向
が
強
い

。

厚
生

労
働
省
の
調
査
で
は
、
1

週
間
の

勤
務
時
間
は
平
均
日
時
間
お
分
に

上
っ
た。

こ
の
結
果
も
、
現
場
に

言
わ
せ
れ
ば「
か
な
り
マ
イ
ル
ド

な
数
字」
。

実
際
の
労
働
時
間
は

も
っ
と
長
い
は
ず
だ
と
い
う

。

「
も
ん
も
ん
と
」

長
時
間
労
働
が
常
態
化
す
る
の は

、
手
術
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の

仕
事
を
抱
え
て
い
る
か
ら
だ
と
い

う
。

外
来
に
救
急
業
務
、
病
棟
業
・

務
に
書
類
作
成・:。
医
師
で
な
く
一

て
も
で
き
る
仕
事
も
多
く
抱
え
、
一
I
l
-


忙
建
」
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
F
'
h
r

「
み
ん
な
昔
か
ら
ず
っ
と
お
か
一
E
T
a
t
n

し
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
一
E
・
4
・

ど
う
に
も
な
ら
ず、

も
ん
も
ん
と
一
司
‘
白
h
』
司

し
な
が
ら
き
て
い
る」

一
川
目
バ
ヨ
也

金
大
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
判
明
一

L
F
-，
、
工
ι
J

長
の
竹
村
博
文
医
師
の
言
葉
に
一
園
田
t

，
石
弓

は
、
労
働
時
間
短
縮
が
容
易
で
な
一

F
悶
r
E
E
川

い
実
情
が
に
じ
む
。

若
い
頃
は
今
一
副
首E
E』F
句
、

-

一a
初
回
目E
E
U

同
社
は
昨
年3
月
、
烏

一吸
気
に
よ
っ
て
胃
を
膨
ら一
開
発
に
は
鳥
取
大
医
学

以
上
に
ハ
ー
ド
だ
っ
た
そ
う
だ
一
イ1
1
-

一
一

一
r
t

・
-
取
大
医
学
部
と
共
同
開
発

一ま
せ
た
り
縮
ま
せ
た
り
し一部
と
付
属
病
院
の
複
数
の

が
、
「苦
し
む
人
を
助
け
る
」と
い
一
-
-
-
N
M句

一
一

一
』
=
-
M
V

し
た
気
管
挿
管
や
内
視
鏡一て
、
臨
床
に
近
い
感
覚
で
診
療
糾
が
関
わ
り
、
内
部

う
信
念
で
耐
え
て
き
た
そ
う
だ

。

一a
倍
、
，
ム
ア

一
一

一
4
司
司

J
J
検
査
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

一ポ
リ
1

プ
な
ど
を
観
察
で一臓
器
や
生
体
反
応
な
ど
に

医
療
技
術
が
進
歩
し
、
患
者
の
一
色
・

一
一

一
・
!
岡
-
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l

「
m
i

一発
迄
。

カ
か
っ
た
時
間
や一つ
い
て
幅
広
い
知
見
を
取

期
待
は
ま
ず
ま
ず
高
ま
る
。

医
療
一
-
E
F回
・

一
一

一
ー
ー
'
置
、
十
K
o
t
o

」
を
発
売。
ヒ

一圧
力
な
ど
で
不
快
感
や
痛

一り
入
れ
た。

現
場
は
医
師
ら
の
使
命
感
に
支
え
一
・11
1
M
V

一
一

一
-
z
園
間
'
E
L

ト
に
近
い
構
造
や
ロ
ボ
ッ

一み
な
ど
を
採
点
す
る
機
能

一
楢
山
康
明
社
長(判
)は

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
映
る
が
、
少
一
回

E
p
m両
・

一
一

一
団
同
開
閉
山
'
L

ト
技
術
を
駆
使
し
た
生
体

一も
備
え
る。
一

「人
間
の
代
わ
り
を
す
る

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
疲
弊
し
て
一
目

n

ニ
反
応
な
ど
従
来
の
機
器
に

一
気
道
管
理
ト
レlニ
ン

一の
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
語。

し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

セ
ミ
ナ
一SZ

ミ
は
な
い
高
い
再
建
が
評一グ
が
で
き
る上
半
身
の

一多
く
の
内
視
鏡
医
の
育

弘
は
取
ザ
緑
町
長
以
一
品
川
シ
価
訪
問

E
11
7U
3
2
4開設
計
r

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

一
回
圃
結
束
咽
喉
頭
部
に
加
え
、
ヒ
ト

一と
し
て
気
管
支
を
追
加。
一さ
る
こ
と
で
研
修
医
の
不

一
・
圃
臼
ザ

ψ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

一気
管
支
内
視
鏡
を
挿
入一安
を
解
消
し
、
自
信
を
つ

一
圃
芹
芳
一
撮
影

(C
T

)
画
像
を
基一し
、
末
端
ほ
ど
細
く
な
る一け
ら
れ
る」
と
話
し
て
い

1
.

司E
l

l

l

に
新
た
に
胃
・
十
二
指
腸

一気
管
支
の
分
岐
を
正
確
に一る
。

バ
'
と
気
管
支
を
再
現

υ
た
。
一選
ぶ
な
ど
の
練
習
が
可
能

ー
全
身
の

「マ
ル
チ
タ
ス一に
な
っ
た。

ク
モ
デ
ル」
に
は
胃
と
十一

二
指
腸
を
導
入
。

送
気
と

米
子
の
M
I
C
O
T
O

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
修
医
の
不
安
解
消

内
視
鏡
操
作
リ
ア
ル
に

M
I
C
O
T
O
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(米
子
市
旗
ケ
崎)
は
医
療シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

!

「
m
i
k
o
t
o

」
に
胃
・
十二
指
腸
と
気
管
支
を
追
加
し
、
8

月
か
ら
販

売
を
開
始
し
た。
送
気
や
吸
気
に
よ
る
胃
の
伸
縮
な
ど
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
、

臨
床
に
近
い
感
覚
で
内
視
鏡
操
作
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
と
医
療
関
係
者

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(渡
部
ち
ぐ
み)

北
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
話
回
(
木
)

一
国
同

2
0
1
8

年
9

月
白
日
(
月
)

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

外
科
医
を
青
て
る
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育態勢から腕を磨きやすい

といわれる首都圏や大学関

係の医療機関以外では唯一

のファイナリスト。 1"地方

の総合病院でも、しっかり

トレーニングを積めば良い

手術ができる」 との自負を

胸に、優勝に照準を定めて

いる。(河内慎太郎)

国立病院機構岡山医療セ

ンター (岡山市北区回益)

の宮本陽介医師(33)が、全

国の若手J心臓外斜医が手術

技術を競う 「チャレンジャ

ーズ・ライブ・デモンスト

レーションズJ の決勝(17

日・熊本市)に出場する。

患者数の多さや充実した教

福
島
市
内
に2
0
1
6

年

8

月
に
開
所
し
た
「
イ1
ピ

1

エ
ム
ふ
く
し
ま
製
造
開
発

セ
ン
タ
ー
F
I
S
T

」
。
医

療
関
連
機
器
開
発
・
販
売
の

「
イl
ビ
l

エ
ム
」
(
夏
原

・
大
田
)
の
主
要
拠
点
で
、

様
々
な
手
術
用
の
訓
練
機
器

を
製
造
し
て
い
る
。
国
内
外

が
注
目
す
る
の
が
心
臓
外
糾

-F I ST (福島市)

l 岡山医療センター 宮本医師 | 

り
、
白
壁
の
建
物
が
目
に
飛

び
込
む
。
手
術
用
の
訓
練
機

器
の
開
発
、
製
造
で
最
先
端

を
行
く
「F
I
S
T

」
。
住

宅
街
の
一
角
に
建
つ
、
そ
の

斬
新
な
外
観
に
驚
い
た
。

心
臓
の
弁
膜
症
や
、
腸
管

の
疾
患
:
:
:
。
F
I
S
T

で

は
、
様
々
な
手
術
用
の
訓
練

機
器
に
つ
い
て
高
度
な
専
門 外

科
医
を
育
て
る

心臓の冠動脈バイパス手術心臓の冠動脈
が狭くなる 「狭窄 (きょうさく ) J が起きた
際、血液の流れが滞らないように体の別の場
所から採取した血管を移植して迂回 (うかい)
路をつくる手術。心臓を動かしたまま行う「オ
フポンプ」 と呼ばれる術式が主演官で、天皇陛
下が2012年 2月に受けられたことで有名にな
った。
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地
方
で
も
手
術
の
腕
磨
け
る

大
会
は
関
係
学
会
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ
、
若
手
心

臓
外
税
医
の
登
竜
門
と
さ
れ
る

。

2
0
0
9

年
以
降
の
大
学
医
学
部

や
医
糾
大
の
卒
業
者
が
対
象

。

プ

タ
の
心
臓
で
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
を
行
い
、
縫
う
、
結
ぶ
な
ど
の

基
本
技
術
を
ベ
テ
ラ
ン
医
師
ら
が

若
手
心
臓
外
科
医
大
会

審
査
す
る。

9

月
の
予
選
に
は
位
人
が
出
場

し
、
心
臓
血
管
外
判
明
医
の
宮
本
さ

ん
ら8
人
が
決
勝
に
進
ん
だ
。

他

は
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

や
筑
波
大
付
属
病
院
な
ど
の
医
師

で
、
川
崎
医
糾
大
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
(
岡
山
市
)
の
渡
辺
達
也
医

中
で
も
特
に
難
し
い
、
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
手
術
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
た
め
の
も
の

だ
。心

臓
血
管
外
糾
の
手
術
は

近
年
、
人
工
心
肺
は
使
わ

ず
、
心
臓
を
動
か
し
た
ま
ま

行
う
方
法
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

の
際
に
行
う
バ
イ
パ
ス
手
術

師
も
含
ま
れ
る
。

宮
本
さ
ん
は
心
臓
に
穴
が
開

い
て
い
る
先
天
性
疾
患
の
た

め
、
2

歳
で
手
術
を
受
け
た
経

験
が
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ

た
。

三
重
県
出
身
で
、
岡
山
大

を
卒
業
後
、
福
山
市
民
病
院
や

高
知
市
の
民
間
病
院
な
ど
を
経 易

度
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う

中
で
、
一
流
と
さ
れ
る
医
師
の

手
術
動
画
を
何
度
も
視
聴
す
る

な
ど
し
、
日
頃
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ

を
頭
に
た
た
き
込
ん
で
い
る

。

わ
ず
か
な
空
き
時
間
を
使
っ
て

手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
i

で
の
練

習
も
繰
り
返
し
て
い
る

。

ロ
日
、
決
勝
出
場

て
臼
年4
月
に
岡
山
医
療
セ
ン

タ
ー
に
赴
任。

現
在
は
専
門
技

術
や
知
識
を
学
ぶ「後
期
研
修

医
」
の
立
場
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

手
術
経
験
は
助
手
を
含
め
る
と

約
1
5
0
0

例
を
数
え
る。

医
療
技
術
が
高
度
化
し
、
若

手
医
師
が
任
さ
れ
る
手
術
の
難

ト
ど
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
な
る

こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
だ
。

だ
が
、
心
臓
と
血
管
を
縫

い
合
わ
せ
る
手
術
は
、
ミ
リ

単
位
の
作
業
の
上
、
生
死
に

直
結
す
る
危
険
性
も
あ
り
、

極
め
て
難
し
い
。
経
験
の
浅

い
医
師
ら
は
手
術
を
任
せ
て

も
ら
え
な
い
と
い
う
実
情
が

あ
り
、
若
手
の
医
師
ら
は
紙

ポー

3
度
目
の
挑
戦
で
初
の
決
勝

に
臨
む
宮
本
さ
ん
は「優
勝
を

持
ち
帰
り
、
そ
の
技
術
で
地
元

の
患
者
さ
ん
に
貢
献
し
た
い

。

岡
山
で
心
臓
外
糾
医
と
し
て
働

き
た
い
人
の
増
加
に
も
つ
な
が

れ
ば」
と
話
し
て
い
る
。

ヨ
!
カ
ン
を
開
発
し
、
最
初

に
製
品
を
購
入
し
た
の
が
当

時
、
福
島
県
立
医
制
大
学
付

属
病
院
副
院
長
だ
っ
た
横
山

斉
氏H
同
大
学
心
臓
血
管
外

糾
教
授H
だ
っ
た
。

二
人
は
意
気
投
合
し
、
共

同
で
医
師
の
技
術
促
進
へ
の

取
り
組
み
に
夢
を
膨
ら
ま

す
。
日
年
、
東
日
本
大
震
災 山

陽
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
8

年
刊
月
M
日
(
水
)

高
い
評
価
を
受
け
た
。

独
立
行
政
法
人
・
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
「
九
州
病

院
」
心
臓
血
管
外
斜
診
療
部

長
の
徳
永
滋
彦
医
師
は
「
熟

練
の
医
師
で
も
心
臓
血
管
の

難
し
い
手
術
で
は
、
事
前
に

練
習
の
機
会
が
ほ
し
い
も

の
。
朴
社
長
、FI
S
T

の

開
発
は
多
く
の
医
師
の
力
に



医療・介護

e前線

手
術
用
の
訓
練
機
器
だ
。
手

術
の
安
全
性
に
は
、
実
際
の

状
況
に
近
い
訓
練
が
重
要
と

さ
れ
、
医
療
関
係
者
か
ら
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

福
島
市
の
中
心
部
に
位
置

す
る
J
R
福
島
駅
の
西
口
か

ら
車
で
約5
分
。
幹
線
道
路

を
曲
が
る
と
、
ガ
ラ
ス
張

ki Sokuhou 

と安全管理総集版 2019年 2 号

|イービーエムふくしま製造開発センタ
貝塚で「ブラック・ジャックセミナーJ

技
術
を
持
つ
日
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
日
々、

研
さ
ん
を
続
け

る
。
国
内
外
か
ら
も
、
多
く

の
医
師
や
医
療
機
関
関
係

者
、
企
業
関
係
者
ら
が
見
学

や
相
談
、
商
談
な
ど
に
訪
れ

て
い
る
。

数
あ
る
訓
練
機
器
の
中
で

最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
心

臓
の
動
き
を
再
現
し
た
「
B

E
A
T
(ピ
l

ト
)
」、
血

管
を
模
し
た
シ
リ
コ
ー
シ
製

の
「
Y
O
U
C
A
N
(ヨ
!

カ
ン
)
」
。
ビ
ー
ト
は
拍
動

の
速
度
や
強
弱
を
微
調
整
で

き
、
ヨl
カ
ン
は
太
さ
や
強

度
が
異
な
る
タ
イ
プ
が
あ

る
。
心
臓
血
管
外
判
明
手
術
の

も
同
じ
。
術
後
に
合
併
症
な

〈施設栂要〉
: マ所在地 福島市野田町 3 の 5 の15
;マ電話番号 024 ・ 573 ・ 1125
; マ職員数 11人 i 
i マ概要 手術用の訓練機器の製造 ・ 販売を手掛 :

げる。国内外の医師、医療関係者、企 :
業関係者らから、製品開発のほか、手:
術トレーニングなどの相談を受ける。

心臓手術、訓練サ
や
布
を
縫
う
な
ど
し
て
、
自

ら
の
技
術
を
高
め
よ
う
と
し

て
き
た
。

だ
が
、
実
践
で
は
多
く
の

状
況
が
異
な
り
、
こ
う
し
た

努
力
は
必
ず
し
も
効
果
が
出

る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
点

に
着
目
し
、
ピ1
ト
、
ヨ
ー

カ
ン
を
生
み
出
し
た
の
が
、

イ
i

ピ
l

エ
ム
社
長
、
朴
栄

光
氏
だ
。

朴
氏
は
芝
浦
工
業
大
学
で

学
び
、
進
学
先
の
早
稲
田
大

学
大
学
院
で
人
工
心
臓
の
権

威
、
梅
津
光
生
教
授
に
師

事
。
学
生
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

と

し
て
イl
ピ
1

エ
ム
を
創
業

し
た
。
そ
の
後
、
ビlト
、

高
校
生
が
模
擬
手
術
体
験

切
開
や
縫
合
、
内
視
鏡
に
挑
戦

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
手

術
室
で
医
療
機
器
を
使
い
、
手

術
を
模
擬
体
験
す
る「ブ
ラ
ッ

ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
が

貝
塚
市
立
員
塚
病
院
で
開
催
さ

れ
、
医
療
に
関
心
を
持
つ
泉
州

エ
リ
ア
の
高
校
生M
人
が
手
術

の
模
擬
体
験
に
挑
戦
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
同
病
院
が
医
療

機
器
大
手
ジ
ョ
ン
ソ
ン・
エ
ン

ド

・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
協
力
を
得

て
実
施。
医
療
従
事
者
を
目
指

す
若
者
に
、
実
際
の
医
療
現
場

や
医
療
従
事
者
と
触
れ
合
う
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
医
療
へ

の
関
心
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う

地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
平
成
お
年
度
か
ら
始
ま

り
、
今
年
で6
回
目
と
な
る
。

生
徒
M
人
は
術
衣
に
着
替

外
科
医
を
育
て
る

ぇ
、
同
病
院
の
手
術
室
を
会
場

に
、
8

人
組
の3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
手
術
の
模
擬
体
験
を

し
た
。

外
引
料
、
産
婦
人
税
の
医

師
6

人
を
含
む
医
療
ス
タ
ッ
フ

ら
の
指
導
の
も
と
、
電
気
メ
ス

や
超
音
波
メ
ス
を
使
い
、
人
体

に
見
立
て
た
鶏
肉
の
切
開
に
挑

ん
だ
ほ
か
、
医
療
用
の
針
と
糸

を
用
い
て
模
型
に
縫
合
す
る

「手
術
縫
合
体
激
」
\モ
ニ
タ

ー
を
見
な
が
ら
紺
子
を
駆
使
し

ピ
l

ズ
を
つ
ま
ん
で
移
動
さ
せ

が
発
生
。
そ
の
後
、
朴
氏
は

福
島
市
で
、
心
臓
外
税
手
術

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
世
界
的

拠
点
と
す
る
た
め
の
施
設
開

設
の
準
備
を
始
め
、
凶
年
、

F
I
S
T

の
誕
生
で
実
現
し

た
。ビ

ー
ト
、
ヨ
!
カ
ン
を
購

入
た
い
と
い
う
医
療
機
関
は

増
加
。
今
秋
、
朴
氏
、
横
山

氏
は
、
訓
練
機
器
を
使
っ
た

医
師
ら
の
技
術
を
精
密
機
器

を
使
っ
て
評
価
す
る
バ
イ
パ

ス
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
国
際
標
準
化
の
試

み
と
そ
の
精
度
の
高
さ
に
つ

い
て
東
京
都
内
で
発
表
し
、

国
内
外
の
医
療
関
係
者
か
ら

る

「内
視
鏡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体

験
」
な
ど
に
取
り
組
ん
だ。

本
当
の
手
術
さ
な
が
ら
の
体

験
に
生
徒
ら
は
「実
際
に
や
っ

て
み
る
と
、
す
ご
く
難
し
か
っ

た
が
、
楽
し
か
っ
た。
看
護
師

な
ど
医
療
従
事
者
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た。

産

経
(
大
阪
)・朝
刊

2
0
1

8

年
刊
月
加日
(
土
)

な
っ
て
い
る
」
と
話
す

。

「
病
気
で
苦
し
む
人
を
、

一
人
で
も
救
え
る
よ
う
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
立
場
で
努
力
を

続
け
る
。
心
臓
血
管
手
術
の

分
野
で
、
国
内
外
の
医
師

が
、
自
ら
の
技
術
を
客
観
的

に
判
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
福
島

か
ら
発
信
す
る
」
。
朴
社
長

は
言
葉
を
強
め
た。

(
福
島
支
局
長
田
村
竜
逸
)
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日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
8

年
刊
月
1

日
(
木
)
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R で熟練医の技学ぶV 

外
科
医
を
育
て
る

医
療
現
場
の
教
育
に
V
R

(
仮
想
現
実
)
技
術
を
採
り

入
れ
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
ゴl
グ
ル
型
端
末
を
装

着
す
る
だ
け
で
、
熟
練
医
の

手
技
を
そ
の
場
で
見
て
い
る

か
の
よ
う
な
臨
場
感
で
体
感

で
き
る
。
時
間
や
場
所
を
問

わ
ず
に
学
習
で
き
る
利
点
は

大
き
い
。
特
に
専
門
医
が
不

足
し
て
い
る
疾
患
領
域
で
ニ

ー
ズ
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

医
療
機
器
大
手
の
ジ
ョ
ン

ソ
ン
・
エ
ン
ド
・

ジ
ョ
ン
ソ

ン

(J
&
J
)は
、
専
門
医

に
よ
る
心
房
細
動
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
を
体
感
で
き
る
V

R
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
。

日

月
か
ら
医
療
機
関
向
け
に
無

償
で
提
供
を
始
め
た
。

心
房
細
動
は
不
整
脈
の
一

種
で
圏
内
患
者
数
は
約
加
万

人
。
心
筋
に
カ
テl
テ
ル
で

高
周
波
電
流
を
流
す
ア
プ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
治
療

法
が
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
こ

の
治
療
を
指
導
で
き
る
専
門

医
は
全
国
で
千
人
に
満
た
な

い
水
準
だ
。
そ
こ
で
V
R
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
専
門
医

が
近
く
に
い
な
い
環
境
で
も

心臓のカテーテル治療J&J 

腰痛和らげる注射技術C&R 

ス
キ
ル
を
学
べ
る
よ
う
に
す

る
。
J
&
J

に
と
っ
て
は
自

社
製
品
の
ユ
ー
ザ
ー
を
広
げ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
は
V

R
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
ジ

ョ
リ
ー
グ
ッ
ド
(
墓
泉
・
中

央
)
が
協
力
し
た
。
専
門
医

に
よ
る
ア
プ
レl
シ
ョ
ン
治

療
の
様
子
を
複
数
台
の
3
6

0

度
カ
メ
ラ
で
撮
影
。
各
場

面
に
専
門
医
の
解
説
を
加

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
技
の
勘

所
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

研
修
な
ど
の
際
に
若
手
医
師

が
ゴl
グ
ル
型
端
末
で
こ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
こ

と
で
、
専
門
医
の
す
ぐ
そ
ば

で
見
て
い
る
感
覚
で
手
技
を

学
べ
る
。
「V
R
な
ら
で
は

の
没
入
感
が
学
習
効
果
を
高

め
る
」
とJ
&
J

の
担
当
者

は
話
す
。
ゴl
グ
ル
型
端
末

に
は
「
オ
キ
ュ
ラ
ス
・
ゴ
l

」

な
ど
の
市
販
品
が
使
え
る
。

J
&
J

は
医
療
者
教
育
用

V
R

の
対
象
を
整
形
外
斜
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
広
げ

る
考
え
だ
。
「
遠
隔地
の
手

術
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
な

感
覚
が
味
わ
え
るV
R
サ
ー

ビ
ス
も
検
討
し
た
い
」
と
担

当
者
は
話
し
て
い
る
。

腰
痛
な
ど
体
の
痛
み
の
治

療
技
術
に
着
目
し
たVR
サ

ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る
。

腰
痛
な
ど
を
和
ら
げ
る
「
筋

膜
リ
リ
ー
ス
注
射
」
と
呼
ぶ

手
技
をV
R

で
学
べ
る
サ
ー

ビ
ス
だ
。
ク
リ
ー
ク・
ア
ン

ド

・

リ
パl
社
(
東
京・
港
)

が
日
本
整
形
内
副
科
学
研
究
会

と
協
力
し
て
開
発
し
た
。

四
年3
月
か
ら
全
国
の
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
向
け
に
販

売
す
る
。
「
高
齢
他
で
体
の

痛
み
に
悩
む
患
者
が
増
え
、

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
需
要

が
高
ま
る
」
(
ク
リ
ー
ク
・ ア

ン
ド
・
リ
パl
社
)
と
見

込
ん
で
開
発
し
た
。

筋
膜
リ
リ
ー
ス
注
射
は
、

筋
膜
が
癒
着
し
て
痛
み
が
生

じ
て
い
る
箇
所
に
生
理
食
塩

水
を
注
入
し
て
痛
み
を
和
ら

げ
る
。
医
師
や
理
学
療
法
土

が
協
力
し
、
問
診
や
超
音
波

(
エ
コl
)
検
査
で
痛
み
の

原
因
を
探
り
な
が
ら
施
術
す

る
。V
R
を
使
う
こ
と
で
「
施

術
者
と
患
者
の
適
切
な
位
置

関
係
や
超
音
波
プ
ロ
ー
ブ
の

当
て
方
、
注
射
器
の
角
度
な

ど
を
効
果
的
に
伝
え
ら
れ

る
」
(
ク
リ
ー
ク・
ア
ン
ド

・
リ
パl
社
)。
映
像
を
見

な
が
ら
遠
隔
で
対
話
可
能
。

簡
単
な
操
作
で
視
点
を
変
え

ら
れ
る
機
能
も
搭
載
し
た
。

V
R
用
の
ゴ1
グ
ル
型
端

末
は
中
国
企
業
製
で
ク
リ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
リ
パ
!
社
が

J
&
J

は
ゴ
l

グ
ル
型V
R

端
末
(
写
真
上
)で
実
際
の
治
療
室
を
再
現
す
る

(
V
Rで
見
た
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
)

医療向けVRjAR!MRの
層内市場は伸びている

億円

400 

300 

200 

医
療
向
げ
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
た
。
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

は
2

種
類
。

一
つ
は
あ
ら
か

じ
め
収
録
し
た
映
像
を
使

い
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
指

導
医
と
受
講
者
の
聞
で
研
修

を
行
うV
R
シ
ス
テ
ム
。
も

う
一
つ
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
指

導
医
を
結
び
施
術
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
指
導
す
る
た
め
の

V
R
シ
ス
テ
ム
だ
。
導
入
費

用
は
前
者
が
却
万
円
前
後
、

後
者
が2
0
0

万
円
台
。

こ
の
ほ
か
ホ
ロ
ア
イ
ズ

(
東
京・
港
)
は
医
療
画
像

か
ら
V
R

用
ア
プ
リ
を
自
動

生
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
今
年

4

月
か
ら
提
供
し
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

装
置
(
C
T
)画
像
か
ら
作

成
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
専
用
サ

イ
ト
に
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
す
る

100 

2017年 21年 26年

(注) VR=仮想現実、 AR=鉱張現実、
MR=復合現実の総数。 21、 26年は予想

(出所)シード ・ プランニング

。だ
け
で
画
像
をV
R

化
で
き

る
。
術
前
の
検
討
や
手
術
映

像
を
使
っ
た
教
育
に
利
用
可

能
だ。

富
士
通
は
心
筋
の
動
き
や

血
流
な
、
と
心
臓
の
詳
し
い
挙

動
を
V
R

で
学
べ
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
し
た
。
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タl
を
使
い
東

京
大
学
と
共
同
開
発
し
た
心

臓
の
挙
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用。今
年

4

月
か
ら
大
学
医
学
部
な
ど

を
対
象
に
販
売
し
て
い
る
。

(
大
下
淳
一
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
水
)
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手
術
ロ
ボ

藤田医科大「ダピンチj

献
体
で
訓
練

愛
知
県
豊
明
市
の
藤
田
医
科
大
病
院
は
、来

年
一
月
に
も
、
献
体
さ
れ
た
遺
体
を
使
っ
て
内

視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「ダ
ピ
ン
チ
」
の
訓

練
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

開
胸
手
術
な
ど

の
訓
練
で
献
体
を
使
う
事
例
は
あ
る
が
、
ダ
ピ

ン
チ
で
の
取
り
組
み
は
圏
内
で
初
め
て
。

国
内

外
の
医
療
現
場
で
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
執
万

医
の
技
術
向
上
を
図
る
目
的
。

圏
内
各
地
の
医

師
の
参
加
を
見
込
む。

(安
田
功
)

同
病
院
は
、
遺
体
を
扱
う
訓

練
施
設
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
来
年
一
月
二
十
六
日
に
開

所
す
る
予
定。
施
設
で
は
、
ダ

ピ
ン
チ
以
外
に
内
視
鏡
や
開
胸

な
ど
の
手
術
訓
練
も
行
う。

県

内
の
大
学
に
遺
体
を
提
供
す
る

「不
老
会
」
(名
古
屋
市)
の

協
力
を
受
け
、
年
間
二
十
件
ほ

ど
の
実
施
を
目
指
す。
院
内
の

倫
理
委
員
会
の
承
認
も
受
け
て

い
る
。

愛
知
県
は
、
県
議
会
十

二
月
定
例
会
に
提
出
す
る
補
正

予
算
案
に
、
設
備
整
備
を
補
助

す
る
三
千
五
百
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
。

同
病
院
は
、
圏
内
で
は
東
京

の
二
カ
所
を
含
め
計
三
カ
所
し

か
な
い
ダ
ピ
ン
チ
用
の
訓
練
施

来年1月にも開始

設
を
二
O
一
二
年
に
開
設
。

現

在
は
ブ
タ
を
使っ
て
操
作
方
法

を
学
ば
せ
、
昨
年
度
は
百
四
十

件
の
訓
練
実
績
が
あ
る
。

欧
米

で
は
、
す
で
に
遺
体
を
使っ
た

訓
練
を
し
て
い
る。

ダ
ピ
ン
チ
は
米
メ
ー
カ
ー
が

開
発
。

医
師
は
離
れ
た
場
所
の

装
置
を
操
作
し
、
小
型
カ
メ
ラ

か
ら
送
ら
れ
る
三
次
元
映
像
を

見
な
が
ら
、
先
端
に
メ
ス
な
ど

が
付
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
アl
ム
を

動
か
し
て
手
術
す
る
。

前
立
腺

が
ん
、
直
腸
が
ん
な
ど
の
切
除

に
使
わ
れ
、
手
ぶ
れ
が
な
く
、

傷
口
も
小
さ
く
済
む
が
、
名
古

屋
大
病
院
で
一O
年
に
胃
が
ん

患
者
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

す
る
な
ど
、
専
門
的
な
技
術
の

習
得
が
課
題
だっ
た
。

ド
イ
ツ
で
献
体
を
使っ
た
訓

練
経
験
の
あ
る
藤
田
医
科
大
の

須
田
康
一
准
教
授
は
「
遺
体
は

実
際
の
手
術
の
感
覚
に
近
く
、

ダ
ピ
ン
チ
の
特
性
を
知
る
こ
と

に
つ
な
が
る。
明
日
の
医
療
に

つ
な
げ
る
た
め
、
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る。

必
要
だ
が
丁
寧
に
対
応
を

北
海
道
大
の
石
井
哲
也
教
授

(生
命
倫
理学
)
の
話
現
場

に
通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め

に
必
要
と
考
え
る。

た
だ
日
本

に
は
、
死
後
も
体
に
魂
が
残
る

と
の
考
え
が
あ
る
点
が
西
洋
と

は
違
う。
人
の
手
で
は
な
く
、

ロ
ボ
ッ

ト
ア
l

ム
で
の
実
施
に

抵
抗
感
が
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。

訓
練
後
に
可
能
な
限
り
き

れ
い
な
状
態
で
弔
う
た
め
に
、

外
科
医
だ
け
で
な
く
、
解
剖
医

の
参
加
が
必
要
だ。
高
額
機
器

で
あ
り
、
業
者
と
の
癒
着
を
防

ぐ
体
制
も
整
備
す
る
な
ど
丁
寧

に
対
応
し
て
ほ
し
い。

中
日
新
聞

・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
四日
(
木
)

外
科
医
を
育
て
る

【
さ
い
た
ま
】
寿
技
研(埼
玉
県
八
潮
市
、
高
山
成
一
郎
社
長
、

0
4
8

・

9
9
7

・
1
7
9
4

)
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
由
来
の
医
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
臓

器
モ
デ
ル
を
本
格
発
売
す
る
。

同
モ
デ
ル
は
若
手
医
師
や
学
生
に
欠
か
せ
な
い

外
科
手
術
の
練
習
を
手
軽
に
安
価
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
模
擬
臓
器

。

拡
販
に

向
け
新
会
社
の
設
立
を
含
め
た
体
制
整
備
を
急
ぐ

。

拡
販
ヘ
新
会
社
検
討

こ
ん
に
ゃ
く
を
原
料
と

す
る
臓
器
モ
デ
ル
は
、
肝

臓
、
胃
腸
を
は
じ
め
ヒ
ト

の
内
臓
と
よ
く
似
た
感
触

や
軟
ら
か
さ
が
得
ら
れ
、

モ
デ
ル
の
中
に
腫
蕩
を
埋

め
込
む
よ
う
な
こ
と
も
、

簡
単
な
色
づ
付
で
行
え

る
。

電
気
メ
ス
や
翌
日
波

メ
ス
の
訓
練
に
う
っ
て
つ

け
で
、
従
来
用
い
ら
れ
て

い
る
動
物
や
シ
リ
コ
ン
樹

指
製
と
比
べ
て
コ
ス
ト
面

や
廃
棄
処
理
の
手
間
暇
を

減
ら
せ
る
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う。

国
内
外
の
学
会
、
展
示

会
に
出
展
・

実
演
し
手
応

え
を
得
た
こ
と
か
ら
、
人

や
資
金
な
ど
経
営
資
源
を

集
め
て
拡
販
体
制
を
整
え

る
。

現
在、
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
ク
ラ
ス
の
践
斡
を
進

め
て
お
り
、
出
資
の
受
け

入
れ
や
新
会
社
設
喜
信
検

討
し
て
い
る。

寿
技
研
は
主
に
ラ
ジ
コ

ン
カ
l

用
タ
イ
ヤ
と
測
量

企

:

臓
器
モ
デ
ル
を
使
っ
た
手

術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

関
係
の
機
械
を
製
造
販
売

し
、
5

年
ほ
ど
前
に
開

発
、
発
売
し
た
腹
腔
鏡

手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

品
と
の
3

部
門
で
売
上
高

は
数
億
円
規
模
の
中
小
メ

ー
カ
ー

。

今
回
の
開
発
品
は
医
療

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
分
野
の
第

2

弾
と
な
り
、
高
山
社
長

は
コ
訓
練
用
模
造
臓
器
の

潜
在
市
場
は
大
き
い
。

う

ま
く
育
て
ば
年
間5
億
円

の
売
り
上
げ
も
見
込
め

る
」
と
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る。

日
刊
工
業
新
聞
・
朝刊

2

0
1
8

年
9

月
4

日

(
火
)
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医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

ダブルバルーン内視鏡開発

小
腸
の
検
査
や
治
療
の
質
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
「
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
内

視
鏡
」
は
、2
0
0
3

年
に
市
販
さ
れ
、
世
界
中
に
普
及
し
た

。

先
端
に
付
い

た
二
つ
の
風
轡
笠
父
互
に
膨
ら
ま
せ
、
小
腸
の
壁
を
固
定
し
な
が
ら
進
む

。

開

発
し
た
高
知
市
出
身
の
山
本
博
徳
医
師
(
日

)
H自
治
医
科
大
学
教
授
H

が
こ
の

ほ
ど
帰
郷
し
、
「
『
な
ぜ
』
安
」
う
し
て
』
と
常
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
新
し
い
も

の
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
た

。
(

山
本
仁
)

-
常
識
を
疑
う

小
腸
は
口
か
ら
も
旺
門
か
ら
も
遠

い
上
、6
1
7

M
と
長
く
曲
が
り
く

ね
っ
て
い
る。
従
来
の
押
し
込
む
タ

イ
プ
の
内
視
鏡
で
は
検
査
が
難
し

く
、
長
ら
く
「
雷
雨
の
臓
器
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

山
本
医
師
は
約
叩
年
間
に
わ
た
っ

て
高
知
で
地
域
医
療
に
従
事
し
た

後
、
初
代
半
ば
か
ら
自
治
医
科
大
で

勤
務。
「
内
視
鏡
は
小
腸
の
奥
に
は
入

ら
な
い
」
と
い
う
当
時
の
常
識
に
対

し
、
「
お
か
し
い
」
「
ど
う
し
て
な
ん

だ
」
と
疑
問
を
持
ち
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
新
し
い
内
視
鏡
の
仕
組
み
を

考
案
し
た。

ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
は
、
内

視
鏡
を
チ
ュ
ー
ブ
の
内
側
に
通
し
た

二
重
構
造
で
、
内
視
鏡
と
チ
ュ
ー
ブ

を
H

尺
取
り
虫u
の
よ
う
に
交E
に

進
ま
せ
る。

そ
の
際
、
先
端
の
バ
ル

りの原点疑問がものづく
ー
ン
を
膨
ら
ま
せ
、
腸
管
の
壁
に
密

着
さ
せ
て
固
定
す
る

。

腸
管
に
固
定
し
た
内
視
鏡
と
チ
ュ

ー
ブ
を
一
緒
に
手
前
に
引
く
と
、
内

視
鏡
が
進
入
し
て
い
る
部
分
の
小
島

が
縮
む
た
め
、
内
視
鏡
を
さ
ら
に
奥

に
進
め
や
す
く
な
る
。

こ
れ
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
小
腸
全
体
を
長
さ
約

2
M
の
内
視
鏡
で
検
査
で
き
る
と
い

Fつ
。

-
似
た
も
の
を
応
用

山
本
医
師
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
『
な
ぜ
』
『
ど
う
し
て
』
と
疑
問
を

持
ち
、
人
の
言
う
こ
と
を
う
の
み
に

し
な
い
性
格
だ
っ
た
」
と
笑
う

。

従
来
の
小
腸
検
査
に
疑
問
を
抱

き
、
問
題
を
分
析
し
て
解
決
方
法
を

考
え
た。
そ
の
際
、
血
管
内
を
ガ
イ

ド
ワ
イ
ヤ

(細
い
針
金)
に
沿
っ
て

進
む
カ
デ
ー
テ
ル
の
仕
組
み
な
ど
を

参
考
に
し
た
と
い
う
。

「
似
た
問
題
で

解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
流
用
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
」

ア
イ
デ
ア
を
メ
ー
カ
ー
に
持
ち
込

ん
だ
が
、
当
初
は
「
そ
ん
な
簡
単
な

も
の
じ
ゃ
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。

諦

め
き
れ
ず
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
水

道
用
の
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
買
っ
て
自

作
。

バ
ル
ー
ン
の
部
分
に
は
コ
ン
ド

ー
ム
を
使
っ
た
と
い
う
。

試
作
品
に
よ
る
研
究
結
果
を
発
表

し
た
と
こ
ろ
、
内
視
鏡
な
ど
を
製
造

す
る
富
士
フ
ィ
ル
ム
子
会
社
の
フ
ジ

ノ
ン

(現
在
は
親
会
社
に
吸
収
合

併
)
が
製
品
化
に
乗
り
出
し
、
ω
年

に
発
売
さ
れ
た
。

小
腸
内
の
診
断
と

治
療
に
対
し
て
効
果
を
発
揮
し
、
今

ダブルHルーン内視鏡の仕組み

図

• .. 
で
は
園
内
の
約
制
施
設
、
世
界
約
刈

カ
国
の
堕
設
に
普
及
し
た
と
い
う

。

現
在
は
講
演
な
ど
で
国
内
外
を
飛

び
回
る
山
本
医
師
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
の
「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
・

ザ
・
ド
ッ
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
引
き

合
い
に
出
し
、
郷
里
の
若
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

「
点
と
点
を
精
ひ
付
け
る
発
想
が

大
事。
既
に
存
在
し
て
る
も
の
を
応

用
す
れ
ば
新
し
い
も
の
が
で
き
る

。

若
い
こ
ろ
は
『
こ
ん
な
勉
強
が
何
の

役
に
立
つ
ん
だ
ろ
う
』
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
将
来
的
に
結
び
付
く

点
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

自
分
で
自

分
の
限
界
を
設
け
な
い
で
」

A 

信内視鏡を入れ、Aのバルーンを膨らませて箆定する

窃外側のチューブを進め、 Bのバルーンを膨らませる

図両方制|つ張って小腸を縮め、Aをしぼませて内視
鏡をさ5に進める

|高知新聞・朝刊 I 2018年11 月 23 日(金) I 
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医
師
用
「
歩
け
る
し
す
」

艦長証言理総集版 2019年 2号

立ったままの長時間手術楽に

手術で長時間立ちっぱなしの医師が楽に姿勢

を保てるようにと、金属加工会社「ニットー」

(横浜市金沢区)が、脚に取り付けて腰を下ろ

すと座った感覚が得られる装置を千葉大と共同

で開発した。 1"歩けるいす」という意味を込

め、 「アルケリス」と命名。 医師の疲労が軽減

され、患者が受ける医療の質の向上につながる

と期待されている。 (加藤益丈)

同
社
は
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
社

員
約
四
十
人
で
、
独
自
の
製
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

四
年
前
、
医

療
機
器
販
売
会
社
の
社
長
を
通
し
て

知
り
合
っ
た
医
師
の
川
平
洋・
千
葉

大
准
教
授
(
現
自
治
医
科
大
教
授
)

か
ら
、
腹
に
小
さ
な
穴
を
開
け
る
腹

腔
鏡
手
術
は
患
者
の
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
一
方
、
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と

医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

壁霊祭肩望官講義 100台レンタル目標

、

が
あ
る
と
聞
い
た。

立
ち
姿
勢
の
維

持
を
強
い
ら
れ
る
医
師
の
負
担
を
減

ら
せ
れ
ば
と
、
千
葉
大
と
共
同
開
発

を
始
め
た。

ア
ル
ケ
リ
ス
は
サ
ン
ダ
ル
、
す
ね

当
て
、
い
す
の
座
面
に
そ
れ
ぞ
れ
似

た
パ
l

ツ
を
棒
状
の
部
品
に
つ
な

げ
た
構
造
で
、
左
右
の
足
に
一
つ
ず

つ
装
着
す
る。
棒
状
の
部
品
は
、
ひ

ざ
と
足
首
の
部
分
が
一
定
の
角
度
を

超
え
て
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
楽
に
中
腰
の
姿
勢
を
維
持
で

き
て
座
っ
て
い
る
感
覚
を
得
ら
れ

る
。

一
人
で
簡
単
に
着
脱
で
き
る
の
も

特
長
で
、
部
品
の
調
整
に
よ
り
身
長

一
六0
1
一
八
五4
、
体
重
八O
J

ま
で
の
人
に
対
応
で
き
る。

素
材
は

鉄
を
使
い
、
体
に
触
れ
る
部
分
は
、

他
社
の
技
術
を
基
に
作
っ
た
樹
脂
で

覆
っ
て
い
る。
横
浜
市
も
地
元
の
中

小
企
業
育
成
の
た
め
、
補
助
金
を
出

す
な
ど
し
て
支
援
し
た
。

追
求
し
た
の
は
、
ど
ん
な
体
形
の

人
で
も
着
け
心
地
が
良
い
と
感
じ
て

も
ら
え
る
形。
自
社
で
金
属
加
工
で

き
る
強
み
を
生
か
し
、
試
作
品
作
り

と
改
良
を
計
十
回
以
上
繰
り
返
し

た
。

千
人
以
上
に
体
験
し
て
も
ら

い
、
実
際
に
手
術
で
使
っ
た
医
師
か

ら
は
「
自
由
に
歩
け
、
座
る
と
安
定

感
が
あ
る。

手
術
後
の
疲
労
感
が
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
」
「
風
呂
に
漬
か

っ
て
い
る
感
覚。

腰
の
負
担
が
減

り
、
手
元
が
安
定
す
る
」
と
高
い
評

価
を
得
た

。

今
月
五
日
に
岡
市
中
区
で
開
い
た

製
品
発
表
会
で
藤
沢
秀
行
社
長
は

「
大
学
や
他
の
企
業
、
行
政
と
タ
ツ

グ
を
組
む
こ
と
で
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
た。
医
師
の
疲
労
軽
減
と
、
医

療
業
界
の
進
化
を
支
え
た
い
」
と
話

し
た
。

当
面
の
目
標
は
百
台
の
レ
ン
タ

ル
。

料
金
は
一
年
契
約
の
場
合
、
月

五
万
六
千
円
(
税
抜
き
)
で
、
既
に

多
く
の
医
療
機
関
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
来
て
い
る
と
い
う。

精
来
的
に
は
警
備
員
や
美
容
師
、

料
理
人
ら
立
っ
て
い
る
時
聞
が
長
い

職
種
の
人
に
利
用
対
象
を
広
げ
る
こ

と
や
、
海
外
で
の
事
業
展
開
を
考
え

て
い
る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
日
(
火
)
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Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

E郡司 @鼓岡
E三週

医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

り
手
術
時
の
視
野
が
確
保
し
や

す
い。

切
開
部
の
保
持
も
助
手

が
行
う
よ
り
安
定
し
、
執
万
医

の
負
担
が
か
な
り
軽
減
さ
れ

る
」

と
話
し
た。

新
し
い
手
形
板
は
、
け
が
や

病
気
の
治
療
な
ど
手
の
あ
ら
ゆ

る
手
術
で
使
え
る
。

第
3

種
医

療
機
器
製
造
販
売
業
の
免
許
を

持
つ
能
作
が
日
月
、
認
可
を
得

て
販
売
を
始
め
た
。

年
間1
0

0

枚
前
後
の
堅
室
見
込
む。

能
作
は
今
年1
月
、
関
節
の

痛
み
を
抑
え
る
医
療
器
具
の
指

輪
を
発
売
し
て
お
り
、
手
形
板

は
医
療
器
具
第2号
と
な
る。

同
社
は
「
ス
ズ
の
手
形
板
は
手

の
手
術
を
受
け
る
患
者
の
安
全

と
正
確
な
治
療
に
貢
献
で
き

る
」
と
し
て
い
る。
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抗
菌
性
あ
り
、
曲
げ
や
す
い

高
岡
の
伝
統
産
業
で
あ
る
鋳
物
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
鋳
物
メ
ー
カ
ー

能
作
(
高
岡
市
)
と
富
大
が
お
日
ま
で
に
、
手
の
手
術
に
使
う
医
療
器
異

「
ス
ズ
開
創
手
形
板
」

を
共
同
開
発
し
た
。

ス
ズ
の
曲
げ
や
す
い
特
性
を

生
か
し
、
医
師2
人
が
必
要
だ
っ
た
手
術
を

1

人
で
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た。

す
で
に
富
大
附
属
病
院
な
ど
で
数
十
例
の
実
績
が
あ
り
、
執
万

医
か
ら
「
便
利
で
使
い
や
す
い
」

と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

医師2→ 1 人に

手
の
手
術
は
、
手
形
板
に
患

者
の
手
を
乗
せ
て
行
う
。

手
は

麻
酔
を
か
け
る
と
、
自
然
に
閉

じ
て
し
ま
う
た
め
、
手
を
乗
せ

た
後
、
手
形
板
の
先
端
を
折
り

曲
げ
、
患
者
の
指
を
挟
ん
で
固

定
し
て
い
た。

能
作
は
昨
年6
月
か
ら
、
鋳

物
や
ス
ズ
製
品
の
用
途
拡
大
を

目
指
し
、
富
大
附
属
病
院
整
形

外
糾
の
荒
襲
診
療
聖
と

共
同
で
、
新
し
い
手
形
板
の
開

発
を
進
め
た。

能
作
に
よ
る
と
、
抗
菌
性
の

あ
る
ス
ズ
は
医
療
器
具
の
素
材

と
し
て
申
し
分
な
い
。

手
の
手

術
で
は
、
簡
単
に
曲
げ
ら
れ
る

ス
ズ
の
特
性
が
指
を
固
定
す
る

の
に
適
し
て
い
る
と
い
う

。

新
し
い
手
形
板
に
は
、
頭
川

助
手
の
ア
イ
デ
ア
で
曲
げ
ら
れ

る
棒2
本
を
取
り
付
け
た
。

棒

は
手
の
切
開
部
を
開
い
て
お
く

た
め
の
も
の
で
、
執
万
医
が
患

部
を
よ
く
見
て
、
1

人
で
手
術

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た。

従
来
は
、
切
開
部
を
別

の
医
師
や
看
護
師
が
医
療
器
具

を
使
っ
て
開
い
て
お
り
、
手
の

手
術
は2
人
一
組
で
行
っ
て
い

た
。頭

川
助
手
は「
こ
れ
ま
で
よ

富
山
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
日
月
白
日
(
土
)



工
業
用
圧
力
計
メ
ー
カ
ー
木
幡
計
器
製
作
所
時

医
工
連
携
で
異
業
種
参
入

工
業
用
圧
力
計
メ
ー
カ
ー
の
木
幡
計
器
製
作
所
(
大
阪
市
大
正
区
、
木
幡
巌
社
長
)
は
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
(
東
京
都
、
国
土
典
宏
理
事
長
)
と
の
医
工
連
携
で

「呼
吸
筋
力
測
定
器
」
を
共
同
開
発

し
、
医
療
機
器
認
証
を
得
て
販
売
を
開
始
し
た

。

全
く
の
異
業
種
か
ら
医
療
機
器
分
野
へ
の
参
入
に
成
功

し
た
中
小
企
業
の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る

。

(
木
下
功
)

川 Sokuhou

議と安全管理総集版 2019 年 2 号

同
社
は5
年
前
か
ら
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
事
業
登
録
、
四
年
に
第
二
種

工
業
用
圧
力
計
の
計
測
技
業
」
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
、
医
療
機
器
製
造
販
売
業
許

術
を
生
か
し
た
医
療
機
器
大
阪
商
工
会
議
所
の
次
世
可
と
高
度
管
理
医
療
機
器

分
野
へ
の
新
規
参
入
を
模
代
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化
等
販
売
業
・
貸
与
業
許
可

索
。

2
0
1
3

年
に
大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
医
療
機
器
を
取
得
し
、
同
セ
ン
タ
ー

府
の
「お
お
さ
か
地
域
創
相
談
な
ど
を
受
け
、
呼
吸
と
の
共
同
開
発
を
ス
タ
ー

造
フ
ァ
ン
ド
医
療
機
器
事
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
ト

。

今
年7
月
、
医
療
機

業
化
・
成
長
促
進
支
援
プ
野
の
医
療
機
器
開
発
に
取
器
の
製
品
認
証
を
取
得

ロ
ジ
ェ
ク
ト」
の
助
成
金
り
組
ん
で
き
た
。

し
、
今
月9
日
か
ら
「
呼

支
援
と
大
阪
市
の
「
大
阪
日
年
に
医
療
機
器
製
造
吸
筋
力
測
定
器

l
o
p

-

医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

能
測
定
器
と
し
て
は
圏
内

初
機
種
と
な
る
。

単
3

乾
電
池2
本
で
駆

動
し
小
型
軽
量
な
こ
と
か

ら
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も

0
1

」
の
販
売
を
開
始
し
利
用
で
き
る
。

液
晶
画
面

た
。

で
呼
吸
波
形
を
確
認
し
な

今
回
開
発
に
成
功
し
た
が
ら
の
測
定
が
可
能
で
、

新
製
品
はA
T
S
(米
国
本
体
メ
モ
リ
ー
機
能
で
複

胸
部
学
会
)
、
E
R
S
(欧
数
被
験
者
の
複
数
測
定
デ

州
呼
吸
器
学
会
)
の
推
奨
l

タ
も
取
れ
る。
す
で
に

法
に
基
づ
い
た
口
腔
内
圧
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
引

計
測
に
よ
り
、
呼
吸
筋
力
き
合
い
が
あ
り
、
日
本
人

の
測
定
が
可
能
な
医
療
用
の
呼
吸
筋
力
基
準
値
の
取

測
定
器。

携
帯
型
の
単
機
得
・
再
構
築
に
関
す
る
共

同
研
究
で
も
同
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
中
心
に
他
の

医
療
機
関
と
も
取
り
組
む

方
針
だ。

呼
吸
器
患
者
は
近
年
増

加
し
て
お
り
、
重
症
度
が

高
い
傾
向
が
あ
る
。

呼
吸

筋
力
測
定
器
は
、
呼
吸
訓

練
な
ど
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
分
野
の
呼
吸
機

能
測
定
装
置
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る。

希
望
小
売
価
格
は
四
万

円
。

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
医
療
施
設
を

中
心
に
初
年
度30
0

台

の
販
売
を
目
指
す
。

木
幡

社
長
は
「長
年
、
計
る
仕

事
の
見
え
る
化
に
取
り
組

ん
で
き
た。

医
療
の
分
野

で
も
安
全
安
心
の
見
え
る

化
を
届
け
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を示
す。
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大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
月
)



医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

琉
大
発
医
療
器
具

世
界
の
オ
ペ
室
ヘ

Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

琉
球
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

の
清
水
雄
介
教
授(必
)が
開
発
し

た
手
術
器
具
「
コ
ウ
プ
ラ
イ
ト
」

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

開
口
部

を
広
げ
る
筋
鈎
に
ラ
イ
ト
を
装
備

し
た
器
具
で
、
筋
鈎
そ
の
も
の
が

光
る
た
め
、
手
術
部
位
に
影
が
で

き
ず
、
手
術
し
や
す
い
と
好
評
だ

。

2
0
1
6

年
の
製
品
化
か
ら
圏
内

1
0
0

病
院
に4
0
0

本
以
上
を

販
売
し
、
今
年6
月
に
は
韓
国
へ

の
輸
出
も
開
始。
中
国
や
欧
米
へ

の
普
及
も
目
指
す。
(政
経
部
・

照
屋
剛
志)

清水教授特許「コウプライト」

筋
鈎
は
、
メ
ス
で
切
開
し
た

皮
膚
や
筋
肉
な
ど
の
開
口
部
を

広
げ
、
手
術
す
る
立
ぜ
佐
官
見
や

す
く
す
る
道
具
で
、
外
型
宇
術

で
よ
く
使
わ
れ
る
。

内
臓
な
ど
の
体
内
に
あ
る
部

位
の
手
術
は
、
開
口
部
を
筋
鈎

で
広
げ
、
ラ
イ
ト
で
体
内
を
照

ら
し
視
界
を
確
保
す
る
。

た
だ
、

ラ
イ
ト
の
光
で
メ
ス
や
医
師
の

手
の
影
が
で
き
、
見
え
づ
ら
く

な
る
難
点
が
あ
っ
た
。

清
水
教
授
は
、
筋
鈎
そ
の
も

の
が
光
れ
ば
影
が
な
く
な
り
、

開
口
部
か
ら
よ
り
奥
ま
で
照
ら

せ
る
と
発
案。
医
療
機
器
製
造

胃
カ
メ
ラ
負
担
軽
減

鳥
大
病
院
新
マ
ウ
ス
ピ
!
ス
開
発

鳥
取
大
医
学
部
付
属
病

院
(
米
子
市
西
町)は
5

日
、
内
視
鏡
挿
入
時
に
「お

え
っ
」
と
な
る
咽
頭
反
射

し
た
と
発
表
し
た
。

奥
歯

で
か
む
こ
と
で
舌
の
位
置

が
下
が
り
、
の
ど
が
広
が

る
反
応
を
利
用
し
た
馬
て 販

売
を
始
め
た
。

従
来
の
内
視
鏡
検
査
で

は
、
内
視
鏡
を
保
護
す
る

た
め
前
歯
で
か
む
筒
状
の

国内100病院導入海外に出荷
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藤
原
和
典
准
教
授
が
、
前

歯
で
か
む
と
緊
張
が
生
じ

の
ど
が
狭
く
な
っ
て
内
視

鏡
が
通
り
づ
ら
く
な
り
、

咽
頭
反
射
に
つ
な
が
る
こ

と
に
着
目
し
た。

同
病
院
が
企
業
と
の
共

同
開
発
を
推
進
す
る
た
め

2
0
1
4

年
度
に
開
講
し

た
「医
療
機
器
開
発
人
材

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
の

補
助
金
を
受
け
て
ギ
ャ
グ

レ
ス
を
開
発
し
た
。

奥
行
き
町、

ペ
幅
η
♂
、

厚
さ
お♂
で
、
軟
質
の
樹

脂
素
材
を
使
用
。

価
格
は

2

個
2
5
0
0

円
(
税
別
)

で
、
消
毒
す
れ
ば
再
利
用

で
き
る。
叩
人
の
被
検
者

で
試
し
た
結
果
、
従
来
型

く
な
り
使
用
範
囲
が
広
が
っ

た
こ
と
で
「
利
便
性
が
高
い
」

と
好
評
価
を
得
て
い
る
と
い

vつ
。

H
年
に
圏
内
で
特
許
を
取

得
。

海
外
出
荷
を
目
指
し
、
米

園
、
E
U
、
タ
イ
で
持
許
を
出

願
し
て
い
る。
意
匠
登
録
は
日

本
、
米
国
な
ど8カ
国
・
地
域

で
済
ま
せ
た。
医
療
機
器
販
売

の
イ
フ
ジ
エ
イ
(豊
見
城
市)

と
協
力
し
て
中
国
へ
の
展
開
も

目
指
し
て
い
る。

清
水
教
授
は
「
医
療
機
器
の

市
場
は
世
界
で
印
兆
円
に
も

上
る
と
さ
れ
る
が
、
日
本
は
輸

入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄

発
で
医
療
分
野
の
も
の
づ
く
り

に
も
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。
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沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
間
日
(
水
)

も
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

藤
原
准
教
授
は「広
く

使
用
し
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
が
楽
に
検
査
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
」
と
期
待
し
た
。

(
渡
部
ち
ぐ
み
)
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を
軽
減
す
る
「G
a
g
l

e
s
s
(ギ
ャ
グ
レ
ス
)

マ
ウ
ス
ピl
ス
」
を
開
発

握
っ
て

い
形
の
マ
ウ
ス
ピl
ス
。

1

日
か
ら
中
国
・
四
園
地

方
の
医
療
機
関
を
中
心
に

香
っ
て

に
お
い
や
湿
気
を
茶
葉
と
遠
州
綿
紬

(つ
む
ぎ)で
癒

や
す
l
。

静
岡
市
の
看
護
師
が
考
案
し
た
、
脳
梗
塞
な

ど
で
手
の
筋
肉
や
関
節
が
こ
わ
ば
る
拘
縮

(こ
う
し
ゅ

く

)を
起
こ
し
た
患
者
の
た
め
の
介
護
グ
ッ
ズ
「
に
ぎ

る
つ
茶
」
が
こ
の
ほ
ど
福
祉
機
器
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
1

8

(日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
協
会
主
催

)
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

静
岡
市
の
製
茶
問
屋
が
中
心
と

な
っ
て
商
品
化
し
た
。

静
岡
看
護
師
と
問
屋
タ
ッ
グ

県
西
部
特
産
の
遠
州
綿
紬

で
作
っ
た
専
用
の
袋
に
テ
ィ

ー
バ
ッ
グ
を
入
れ
る
。

握
る

こ
と
で
指
の
聞
や
手
の
ひ

ら
の
む
れ
や
に
お
い
を
防

ぐ
。

「
介
護
現
場
で
課
題
の

H

に
お
い
H
を
和
ら
げ
、
快

適
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

静
岡
市
駿
河
区
の
有
料
老
人

ホ
1

ム
「
ナl
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
あ
し
た
ば
」
の
看
護
師
古

川
睦
子
さ
ん
(
臼
)
が
考
案
し

た
。こ

れ
ま
で
患
者
に
は
タ
オ

ル
を
握
っ
て
も
ら
い
拘
縮
予

防
を
し
て
い
た
が
、
「
よ
り

効
果
の
あ
る
も
の
を
」
と
、

消
皐
矧
果
な
ど
の
あ
る
茶
葉

に
着
目。
相
談
を
受
け
た
製

茶
問
屋
の
山
梨
商
店(岡
市

葵
区
)
が
中
心
と
な
り
、
県

工
業
技
術
研
究
所
(
同
区
)

や
紫
屋
せ
ん
い
技
術
士
事
務

所
(
浜
松
市
中
区
)
な
ど
と

マ
ウ
ス
ピl
ス
を
使
用。

消
化
器
内
糾
医
か
ら
相
談

を
受
け
た
耳
鼻
咽
喉
糾
の 育

成
共
学
講
座」
に
参
加

し
て
い
た
イ
ナ
パ
ゴ
ム

(
大
阪
市
)
と
共
同
で
、 に

比
べ
咽
頭
反
射
がM%

軽
減。
苦
痛
や
内
視
鏡
医

が
感
じ
る
挿
入
し
や
す
さ 日

本
海
新
聞
・
朝
刊

予
防

連
携
し
て
完
成
さ
せ
た
。

綿
紬
は
吸
湿
性
や
消
臭
性

が
あ
っ
た
が
、
開
発
研
究
の

中
で
茶
葉
を
活
用
す
る
と
よ

り
機
鰻
が
高
ま
る
効
果
も
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

古
川

さ
ん
に
よ
る
と
、
使
用
者
か

ら
は
「
茶
の
香
り
が
し
て
快

適
」
と
喜
ば
れ
て
い
る
と
い

vつ
。山

梨
商
店
は
煎
茶
と
ほ
う

じ
茶
の
特
徴
を
生
か
し
た
専

用
の
ブ
レ
ン
ド
テ
ィ1
バ
ッ

グ
も
用
意
す
る
。

山
梨
宏
之

取
締
役(閃
)は
「
湿
気
ゃ
に

お
い
を
解
消
す
るH
身
に
つ

け
る
お
茶H
と
し
て
、
茶
の

可
能
性
を
広
げ
た
い
」
と
語

っ
た。(

経
済
部
・
牧
野
め
ぐ
み
)

静
岡
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
5

日
(
月
)

日
米
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
に
関
す
る
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
会
議
「2
0
1
8

日
米

医
療
機
器
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
」
(
実

行
委
員
会
な
ど
主
催)が

7

目
、
静
岡
市
駿
河
区
の

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
聞
か
れ

た
。

圏
内
で
は
5

回
目
の

開
催
で
、
本
県
で
は
初
。

両
国
の
起
業
家
や
研
究
者

な
ど
M
人
が
登
壇
し
、
新

事
業
成
功
の
鍵
と
な
る
六

つ
の
テ1
マ
で
パ
ネ
ル
討

論
を
繰
り
広
げ
た
。

中
小
入
量
宋
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
テ
1

医
療
者
視
点
も
の
づ
く
り

2
0
1
8

年
什
月
6

日
(
火
)討

論

技
術
主
導
で
は
な
く
、

現
場
の
ニl
ズ
か
ら
事
業

化
ヘ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手

法
の
有
効
性
も
強
調
し
、

「
い
か
に
ア
イ
デ
ア
を
生

み
出
す
か。
何
度
も
デ
ー

タ
を
見
て
失
敗
を
生
か

し
、
問
題
解
決
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

(浜
松
総
局
・
金
野
真
仁
)

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
8
B
(
木
)
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静
岡
で
日
米
医
療
機
器
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
成
功
の
鍵

マ
で
は
、
海
外
展
開
を
続

け
る
企
業
経
営
者
ら
が

「
決
定
と
行
動
の
迅
速
さ
」

の
喜
荏
を
述
べ
た。
そ

の
上
で
副
断
す
る
人
聞

が
尊
敬
さ
れ
る
存
在
に
な

る
」
「
専
門
家
の
言
う
ま

ま
で
は
な
く
、
自
社
で
ニ

ー
ズ
を
つ
か
む
目
が
必

E
E
と
訴
え
た。
日
米
連

携
も
取
り
上
げ
、
国
境
を

越
え
て
事
業
を
次
々
と
生

み
出
す
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
互
い

に
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
」
な
ど
と
語
っ
た
。
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え
る

療

福
井
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
初
年

「
ち
ょ
っ
と
先
生
来
て
」

。

個

室
に
い
る
患
者
か
ら
手
招
当
与
心
れ

た
。

県
済
生
会
病
院
緩
和
ケ
ア
税

の
土
田
敬
主
任
部
長
(
臼
)
が
研
修

1

年
目
の
と
き
だ。
日
歳
ぐ
ら
い

の
自
営
業
の
男
性
は
末
期
が
ん
だ

っ
た。

「
上
の
先
生
に
は
言
わ
ん

し
、
迷
惑
か
け
ん
か
ら
俺
の
病
気

を
教
え
て
く
れ
。

が
ん
で
な
い
ん

か
?
こ
れ
か
ら
悪
く
な
る
ん
か

?
死
ぬ
ん
か
?
」

土
田
部
長
は
「
2
、

3

カ
月
み

て
い
か
な
い
と
い
か
ん
で
す
ね
」

と
答
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。

男
性
は3
カ
月
ほ
ど
で
亡
く

な
っ
た。

「
本
当
の
こ
と
を
言
っ

て
あ
げ
ら
れ
ず
、
だ
ま
し
討
ち
の

よ
う
だ
つ
た。
痛
恨
の
経
験
」
と

1
9
8
0

年
代
を
振
り
返
る

。

が
ん
の
告
知
は
一
般
的
で
は
な

い
時
代
だ
っ
た
。

痛
み
を
和
ら
げ

る
手
法
も
遅
れ
て
い
た
。

初
代
の

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
へ

末
期
が
ん
の
女
性
は
ず
っ
と
「
痛

い
、
痛
い
」
と
叫
び
、
の
た
う
ち

回
っ
て
い
た。

夫
か
ら
「
何
と
か

し
て
」
と
頼
ま
れ
た
が
、
モ
ル
ヒ

ネ
の
使
い
方
が
周
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た。

で
き
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
た。

••• 何
年
、
第1
回
日
本
緩
和
医
療

学
会
が
札
幌
市
で
開
か
れ
「
が
ん

の
告
知
と
、
緩
和
ケ
ア
は
車
の
両

輪
」
と
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た

。

参
加
し
て
い
た
同
病
院
の
医
師
、

谷
一
彦
苧
ん(出
)は
「
告
知
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
た

。

う

ztコ聖

Jd品、

そ
を
つ
き
な
が
ら
患
者
の
信
頼
を

穆
Q
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
。

何
よ
り
命
に
か
か
わ
る
治
療
を
、

本
人
で
な
く
家
族
が
決
め
て
し
ま

う
こ
と
は
問
題
だ
っ
た
。

同
じ
頃
、
病
院
で
の
み
と
り
に

違
和
感
を
覚
え
て
い
る
看
護
師
も

い
た。

大
越
博
子
セ
」
ん
(札
)
H鯖

江
市H
は
み
と
り
の
際
、
家
族
が

部
屋
の
外
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
場

面
を
何
度
も
見
て
い
た
。

「
医
師

は
1

時
間
で
も
長
生
き
し
て
も
ら

お
う
と
必
死
だ
っ
た
。

誰
も
悪
く

な
い
。

で
も
家
族
は
蚊
帳
の
外
に

置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
」

m
m年
目
尺
同
病
院
は
末
期
が

ん
患
者
ら
の
ケ
ア
を
行
う
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
、
県
内
で
初
め
て
開
所

。

入
る
に
は
告
知
が
必
要
だ
っ
た

が
、
初
床
は
す
ぐ
に
埋
ま
っ
た

。

盟
即
時
看
護
師
長
を
務
め
た
大

越
さ
ん
は
「
病
棟
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
振
り
返
る

。

••• 日
本
で
は2
人
に
1

人
が
が
ん

に
か
か
り
、3
人
に
1

人
が
、
が

ん
で
亡
く
な
る

。

超
高
齢
化
に
よ

り
年
間
死
者
数
は
、
2
0
1
5

年

の
約1
2
9

万
人
か
ら
お
年
に
は

1
5
0

万
人
を
超
え
、
ピ
ー
ク
の

幼
年
に
は1
6
8

万
人
と
予
想
さ

れ
る。
緩
和
ケ
ア
の
推
進
は
国
の

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
も
盛

り
込
ま
れ
た。

身
体
的
苦
痛、
精
神
的
苦
痛
、

仕
事
や
医
療
費
や
家
族
の
こ
と
で

悩
む
社
会
的
苦
痛
、
死
ぬ
の
が
怖

い
と
い
っ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

苦
痛
|。
患
者
の
多
様
な
苦
し
み

に
寄
り
添
い
支
援
す
る
緩
和
ケ

ア
。

が
ん
性
摩
痛
看
護
認
定
看
護

師
の
山
田
仁
川
府
さ
ん

(お
)は
「例

『
え
は
自
分
の
つ
ら
さ
は
淡
々
と
語

っ
て
い
た
人
が
、
子
ど
も
の
こ
と

に
触
れ
た
瞬
間
、
感
情
を
高
ぶ
ら

せ
る
こ
と
が
あ
る

。

話
を
聞
い
て

い
く
と
、
そ
の
人
が
何
を
大
事
に

し
て
い
る
の
か
が
見
え
て
く
る

。

そ
れ
を
少
し
で
も
か
な
え
て
あ
げ

た
い
。
(
私
た
ち
の
仕
事
は)そ

の
繰
り
返
し
」
。

痛
み
を
和
ら
げ

る
の
は
薬
だ
け
で
は
な
い
と
い
う

。

病
を
押
し
て
娘
の
結
婚
式
に
出

席
す
る
人
、
家
族
と
一
緒
に
遺
影

を
選
ぷ
人
、
献
体
を
申
し
出
る
人
、

「死
ん
だ
ら
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
を
着
せ
て」
と
願
う
人:
・
。
土

田
部
長
は「患
者
『
」
ん
の
意
思
生

き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
、
そ
の

人
ら
し
い
人
生
を
支
『
与
匂
の
が
緩

和
ケ
ア
」
と
話
す
。

(堀
英
彦)

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

が
ん
患
者
の
ぺ
￥
急
￥
宏
苦
痛

を
和
ら
げ
る
医
療「緩
和
ケ
ア
」
。

県
内
で
病
棟
が
で
き
て
か
ら
初
年

が
た
つ
た。
高
齢
化
に
よ
る
多
死

社
会
を
迎
え
た
今
、
変
遷
や
現
状

を
紹
介
す
る。

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
割
目
(
土)
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圃

緩
和
ケ
ア
は
「
末
期
の
患
者
に

対
し
、
最
期
に
行
う
医
療
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
現
在
は

治
療
開
始
と
同
時
に
始
ま
る

。

医

師
、
看
護
師
、
ソl
シ
ャ
ル
ワ
!

カ
l

、
栄
養
士
、
薬
剤
師
と
い
っ

た
多
職
種
で
チ
l

ム
を
つ
く
り
、

ケ
ア
に
当
た
る。

患
者
は
緩
和
ケ

ア
病
棟
だ
け
で
な
く
、
一
般
病
棟

や
外
来
も
対
象
だ
。

一方
、
同
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病

棟
の
入
院
の
平
均
日
数
は
ω
年
は

日
・
6

目
だ
っ
た
が
、
現
在
は
約

羽
田
と
半
減
。

緩
和
ケ
ア
桝
の
土

田
敬
主
任
部
長(回
)は
「今
後
は

マ
病
棟
マ
一
般
病
棟
や
外
来マ在

宅
!

の
三
つ
を
患
者
ぺ
%
が
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
よ
う
な
形
に
な

る
」
と
説
明
す
る。

そ
う
し
た
中
、
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
が
厚
生
労
働
省
の
指
針
に

え
る

療

一
福
井
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
初
年

「お
薬
を
代
え
て
体
調
は
ど
『
つ

で
す
か
?
」。
県
済
生
会
病
院
の

一
室。
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
の

松
本
友
梨
子
さ
ん(詑
)が
、
乳
が

ん
の
愛
子
さ
ん(印
代
、
仮
名)

の
隣
に
座
り
、
問
い
か
け
る

。
「手

の
む
く
み
は
ひ
い
た
け
ど
、
石
手

が
上
が
り
に
く
い
の
。

パ
ン
(生

地
)
を
こ
ね
る
の
が
ち
ょ
っ
と
つ

ら
い
か
な
」

外
来
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
続
け

て
い
る
愛
子
セ
」
ん
は
、
手
の
む
く

み
で
家
事
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
。

そ
の
た
め
最
近
薬
を
代
え
た

。

そ
の
決
断
に
数
カ
月
を
要
し
た

。

「新
た
な
副
作
用
で
、
大
切
に
し

て
い
る
日
常
が
送
れ
な
く
な
っ
た

ら
:

」
。

そ
ん
な
悩
み
を
松
本
さ

ん
に
打
ち
明
け
て
い
た
。

「
痛
み
は
ど
う
で
す
か
?
」
「夜

中
に
痛
い
と
さ
が
あ
る
の
」
「
も

し
痛
み
の
予
兆
が
あ
る
な
ら
、
前

も
っ
て
薬
を
飲
ん
だ
方
が
い
い
か

も
」
「じ
ゃ
あ
、
そ
う
し
て
み
ま

す
」。
薬
の
こ
と
、
暮
ら
し
の
こ

と
、
治
療
の
こ
と
、
痛
み
の
こ
と

・
:。

松
本
『
」
ん
と
愛
子
さ
ん
の
会

話
の
内
容
は
幅
広
い
。

愛
子
『
」
ん

は
「先
生
(医
師
)
は
忙
し
く
て
、

な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
話
せ
な
い

。

松
本
さ
ん
は
先
生
と
私
の
橋
渡
し

役
」
と
感
謝
す
る

。
E-日

も
盛
り
込
ま
れ
た
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ(AC
P

)

だ
。

患
者
、
家
族
、
医
療
チ
1

ム

が
話
し
合
い、
今
後
の
治
療
法
な

ど
を
決
め
る
。

松
杢
」
ん
は「A
C
P

は
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
み
ん
な
で
考
え

共
有
す
る
プ
ロ
セ
ス
。

病
気
が
進

行
す
れ
ば
、
患
者
え
の
気
持
ち

は
揺
れ
る
か
ら
、
A
C
P

は
繰
り

返
し
行
う。
相
手
の
気
持
ち
を
全

部
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
し

で
も
寄
り
添
い
た
い
」
と
話
す。

••• 朝
起
き
て
ご
飯
を
食
べ
、
決
嵩

を
す
る。
愛
子
さ
ん
は「病
気
に

な
っ
て
、
べ
当
」
や
か
な
普
通
の
生

活
を
送
れ
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に

幸
せ
な
ん
だ
と
気
付
い
た
」
と
話

す
。

だ
か
ら
今
の
暮
ら
し
を
ど
れ

だ
け
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る か

が
、
治
療
を
決
め
る
上
で
の
最

優
先
事
項
だ
と
い
う
。

「最
後
の

最
後
は
き
っ
と
誰
か
の
お
世
話
に

な
る
と
思
う。で
も
そ
れ
ま
で
は

、

自
分
で
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
ト

イ
レ
に
行
っ
た
り
し
て
、
で
き
る

だ
け
自
立
し
て
い
た
い
。

ベ
ッ
ド

で
寝
た
き
り
っ
て
楽
し
く
な
い
じ

ゃ
な
い」

日
月
上
旬
に
は
、
庭
の
畑
に
タ

マ
ネ
ギ
の
苗
を
植
え
た
。

空
色
の

花
を
咲
か
せ
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
種

も
初
め
て
植
え
た
。

家
庭
菜
園
で

土
を
い
じ
っ
て
、
料
理
し
て
、
家

族
に
振
る
舞
い
、
友
達
に
お
裾
分

け
す
る。
愛
子
さ
ん
の
楽
し
み
の

一
つ
だ。

「雪
の
下
で
育
つ
タ
マ

ネ
ギ
は
甘
く
て
お
い
し
い
の

。

花

も
き
っ
と
き
れ
い
。

春
が
楽
し
み

ね
」
と
笑
っ
た。

(堀
英
彦)

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
ヘ

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
日
月
呂
田
(
日
)
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え
る
療

福
井
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
お

ヨ
サ
コ
イ
の
チl
ム
を
率
い
て

い
た
越
前
町
の
位
寄
由
紀
子
芝

H

享
年
(
日)
Hが
、
県
済
生
会
病

院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
っ
た
の

は
、
卵
巣
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
1

年
半
後
の2
0
1
5

年
4

月
上

旬
。

6

月
に
北
海
道
で
全
国
大
会

を
控
え
、
夏
場
は
祭
り
が
集
中
す

る
。

由
紀
子
さ
ん
は
、
長
女
の
絵

里
子
『
」
ん
(
泊
)
に

「練
習
に
行
き

た
い
。

踊
り
た
い
」
と
言
っ
た
。

衰
弱
が
激
し
く
、
車
い
す
や
酸

素
吸
入
器
が
手
放
せ
な
く
な
っ
て

い
っ
た。
弱
音
を
吐
い
た
こ
と
な

ど
な
か
っ
た
の
に
、
絵
里
子
『
」
ん

に
L
I
N
E
(ラ
イ
ン
)
で
「
寂

し
い
。

早
く
来
て」
と
漏
ら
す
よ

う
に
な
っ
た。

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
ヘ

あ
る
日
、
歌
が
好
き
だ
っ
た
由

紀
子
さ
ん
の
た
め
に
、
音
楽
療
法

土
が
カ
ラ
オ
ケ
を
用
意
し
て
く
れ

た
。

絵
里
子
さ
ん
と
、
妹
の
麻
美

子
『
」
ん(却)は
、
母
を
前
に
人
気

歌
手K
i
r
o
r
o

の
「未
来
ヘ」

を
歌
っ
た。
由
紀
子
さ
ん
は「こ

ん
な
に
幸
せ
な
時
聞
が
味
わ
『
号
令

ん
や
ね」
と
目
を
細
め
た
。

••• 「み
ん
な
の
生
演
舞
が
見
ら
れ

イ中

る
こ
と
を
夢
見
て
私
も
頑
張
り
ま

す
り
」
。

由
紀
子
さ
ん
が
病
床
か

ら
ヨ
サ
コ
イ
チl
ム
の
メ
ン
バ
ー

に
送
っ
た
〆l
ル
だ。

入
院
か
ら1
カ
月
後
、
由
紀
子

『
乞
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
病
院
の
許
可
を
得

て
、
院
内
の
研
修
ホ
l

ル
で
踊
り

を
披
露
す
る
こ
と
に
し
た

。

由
紀

子
守
」
ん
が
考
案
し
た
振
り
付
け
も

あ
っ
た。

そ
の
日
が
来
る
ま
で
絵
里
子
さ

ん
は
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
と
い

う
。
「
母
は
こ
の
日
の
た
め
に
頑

張
っ
て
き
た
け
ど
、
体
は
大
丈
夫

か
な
、
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た

」

当
日
、
ホl
ル
の
扉
が
開
く
と
、

1
0
0

人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
そ

ろ
っ
て
い
た。

絵
里
子
支
は
驚

き
の
あ
ま
り
声
を
上
げ
て
泣
い
た

EヨA

H又

来冬
が
、
由
紀
子
さ
ん
は
落
ち
着
い
た

様
子
で
踊
日
生
見
つ
め
「
温
か
な

ぬ
く
も
り
を
も
っ
と
大
き
く
、
み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
、
共
有
し

な
が
ら
踊
っ
て
ほ
し
い
。

何
が
起

こ
っ
て
も
、
み
ん
な
一
緒
、
み
ん

な
一
つ
で」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
た。
最
後
は
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
っ
た。

病
室
か
ら
ホ
ー
ル
ヘ
行
く
と

き
、
踊
り
を
見
て
い
る
と
き
、
ホ

ー
ル
か
ら
病
室
ヘ
戻
る
と
き
、
万

一
に
備
え
看
護
師
が
ず
っ
と
付
き

添
っ
て
い
た。

••• 「病
気
の
こ
と
だ
け
を
考
え
ず
、

患
者
さ
ん
が
何
を
大
事
に
し
て
い

る
の
か
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
も

重
要。
ゴ
ー
ル
ま
で
に
は
い
ろ
い

ろ
な
道
が
あ
る」
と
話
す
の
は
同

レ
?ソ

ス
病
院
緩
和
ケ
ア
糾
の
土
田
敬
主
任

部
長
(日
)。
絵
里
子
さ
ん
は
「
母

は
ず
っ
と
『
レ
ッ
ス
ン
を
し
な
き

ゃ
い
け
な
い
』
と
い
う
思
い
で
治

療
を
受
け
て
い
た
と
思
う
」
と
振

り
、事
匂。

病
院
で
のH
レ
ッ
ス
ンH
の
9

日
後
、
由
紀
子
セ
」
ん
は
家
族
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
旅
立
っ
た
。

絵
里

子
さ
ん
は
今
で
も
毎
日
母
を
思

い
出
す
と
い
う。

「
も
っ
と
最
先

端
の
治
療
を
受
け
さ
せ
て
や
れ

な
か
っ
た
の
か
、
も
っ
と
や
り
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
今
で
も
思
う
。

後
悔
が
な
い

と
言
え
ば
う
そ
に
な
る

。

で
も
母

ら
し
い
人
生
だ
っ
た
と
も
思
う

ん
で
す
よ
ね
」

ン
(堀
英
彦)

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
月
)
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0 ・

え
る

情
派

構
井
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
初
年

深
緑
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
千

号
瓦

(日
)
H福
井
市H
が
フ
ル

ー
ト
の
準
備
を
始
め
る
と
、
ベ
ッ

ド
に
横
た
わ
る
患
者
や
、
車
い
す

の
患
者
が
看
護
師
や
家
族
に
連
れ

ら
れ
病
室
を
出
て
き
た
。

演
奏
会
の
幕
開
け
は
「
ア
メ

l

ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
」
。

透
き
通
っ

た
音
色
が
県
済
生
会
病
院
の
緩
和

ケ
ア
病
棟
に
費
渡
る。

美
空
ひ
ば
り
の
「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」
が
始
ま
る
と
、
父
の
横

た
わ
る
ベ
ッ
ド
に
娘
が
突
っ
伏
し

て
泣
き
だ
し
た
。

演
奏
中
、
髪
が

抜
げ
た
父
の
頭
を
な
で
、
孫
は
背

中
を
さ
す
っ
た。

初
代
の
女
性
患

者
は
、
か
す
れ
る
よ
う
な
声
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
口
ず
さ
み
、
曲
が
終

わ
る
と
右
手
で
布
団
を
ゆ
っ
く
り

2

固
た
た
い
た。

盛
大
な
拍
手
と
は
無
縁
の
演
奏 会

。

千
品
ベ
ヤ
ん
は
病
棟
が
開
所
し

た
翌
年
の1
9
9
9

年
か
ら
、
毎

月
1

回
開
い
て
い
る。
時
々
、
患

者
が
控
室
ま
で
や
っ
て
来
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る

。

「
演
奏
の
後
『
す
ご
い
ね
』
『
う

ま
い
ね
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
『
あ
り
が
と
う
』
は
こ
こ

だ
け。
音
楽
を
や
っ
て
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
」

••• フ
ル
ー
ト
教
室
を
開
き
な
が

ら
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
結
婚
式
な
ど

に
呼
ば
れ
て
演
奏
し
て
い
た

。

高

FVEf 
Jノ、同p

額
の
報
酬
を
も
ら
っ
た
と
き
も
あ

っ
た
が
、
自
分
の
中
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
感
覚
が
あ
っ
た

。

人
生
に
悩
ん
で
い
た
こ
ろ
、
緩

和
ケ
ア
病
棟
が
で
さ
る
こ
と
を
知

り
、
病
院
に
「
演
奏
会
を
や
り
た

い
」
と
頼
ん
だ
。

病
状
に
よ
っ
て

は
観
客
が1

、

2

人
の
と
き
も
あ

る
。

次
の
月
に
は
亡
く
な
っ
て
い

る
人
も
い
る。
そ
れ
で
も
演
奏
会

を
休
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
な
い

。

「
『G
線
上
の
ア
リ
ア
』
を
ひ

い
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら
」

。

男

性
患
者
の
母
親
か
ら
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る。
男
性
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
で
、
毎
回
そ
の
曲
を
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
の
に
、
そ
の
日
は
い

な
か
っ
た。
病
室
の
ド
ア
は
開
い

て
い
た。

演
奏
後
、
母
親
が
や
っ
て
来
た

。

「
意
識
が
な
か
っ
た
息
子
が
、
涙

JE決
議す

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
ヘ

を
流
し
て
聞
い
て
い
た
。

本
当
に

あ
り
が
と
う
」
。

こ
の
曲
を
演
奏

す
る
と
き
は
、
今
で
も
涙
が
あ
ふ

れ
で
く
る。
••• 千

品
さ
ん
の
手
帳
に
は
、
名
刺

サ
イ
ズ
の
和
紙
が
挟
ん
で
あ
る

。

カ
l

ド
に
は
フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る

千
品
『
お
の
絵
に
筆
書
き
の
一
文

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
フ
ル
ー

ト
の
音
色
の
響
き
心
打
つ

涙
あ
ふ
れ
で
若
き
日
思
う
」
。

あ
る
女
性
患
者
が
演
奏
後
に
く
れ

た
も
の
だ。

こ
の
患
者
は
翌
月
に

は
亡
く
な
っ
て
い
た
。

当
時
の
看
護
師
長
だ
っ
た
大
越

博
子
さ
ん(札
)
H鯖
江
市H
の
カ

ー
ド
ケ
ー
ス
に
も
、
同
じ
患
者
か

ら
の
和
紙
カ
ー
ド
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

笑
顔
で
手
を
振
る
大
越
さ

ん
の
絵
に
は
「
新
し
き
ホ
ス
ピ

ス
の
婦
長
の
荷
を
し
よ
っ
て

看
者
を
見
舞
う
笑
顔
絶
や
さ

ず
」同

病
棟
が
開
所
し
た
1
9
9
8

年
叩
月
か
ら20
1
8

年
9

月
末

ま
で
の
入
院
患
者
総
数
は
3
3
6

7

人
。

開
所
時
か
ら
多
く
の
患
者

と
向
き
合
っ
て
き
た
医
師
の
谷
一

彦
守
ヤ
ん(臼
)
は
「
す
ご
く
つ
ら
い

の
に
笑
顔
を
忘
れ
な
い
人
、
冗
談

を
言
っ
て
笑
わ
せ
て
く
れ
る
人
、

誰
に
対
し
て
も
『
あ
り
が
と
う
』

と
言
っ
て
、
感
謝
の
言
葉
を
忘
れ

な
い
人
を
た
く
『
瓦
見
て
き
た

。

こ
の
病
棟
に
い
る
と
、
日
本
人
っ

て
ほ
ん
と
優
し
い
人
が
多
い
ん
だ

な
あ
っ
て
、
つ
く
づ
く
思
う
ん
だ

よ
ね
」。
(

堀
英
彦)

H

お
わ
りH

マ仁、
福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
訂
日
(
火
)
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長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
ヘ

口
腔
ケ
ア
で
尊
厳
を
守
る

うしたケアは、最期までその人ら

しく生きることにもつながってお

り、本人や家族の大きな支えとな

っている。 (五十住和樹)

病院や在宅で、終末期のチーム

医療に歯科医師が積極的に関わり

始めた。 口の中の衛生を保ち、口

臭や感染症にかかるのを防ぐ。 こ

E重量E盟E翠E誼車霊週
「
お
父
さ
ん
よ
か
っ
た
ね
。

口
を
き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て

安
心
し
た
よ
ね
」

東
京
都
八
王
子
市
の
陵
北
病

院
。

歯
科
衛
生
士
が
専
門
の
器

具
を
使
っ
て
口
の
中
の
汚
れ
を

落
と
す
と
、
既
に
意
識
が
な
い

男
性
(八
包
に
、
妻
が
声
を
掛
け

て
涙
ぐ
ん
だ。
男
性
は
脳
梗
塞

の
後
遺
症
で
要
介
護
に
な
り
、

誤
畷
性
肺
炎
で
入
院。

口
か
ら

で
な
く
点
滴
で
栄
養
を
摂
取
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
口

腔
ケ
ア
を
受
け
続
け
た。
意
識

が
あ
る
こ
ろ
は
「
口
で
食
べ
さ

せ
た
い
」
と
の
妻
の
強
い
希
望

も
あ
り
、
数
日
間
、
歯
科
医
師

ら
が
立
ち
会
い
、
一
日
一
回
、

く
だ
い
た
ゼ
リ
ー
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
た。

終
末
期
の
口
腔
ケ
ア
は
、
口

の
中
の
乾
燥
を
防
い
で
臭
い
が

出
る
の
を
抑
え
た
り
、
粘
膜
を

保
護
し
て
感
染
症
に
か
か
り
に

く
く
し
た
り
す
る
効
果
が
あ

る
。

「
人
生
の
最
終
段
階
に
歯

科
が
関
わ
る
と
、
患
者
が
安
楽

な
状
態
を
保
て
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
」。

同
病
院
副
院
長

で
歯
科
医
師
の
阪
口
英
夫
さ
ん

(
五
六
)
は
言
う

。

在
宅
診
療
で
も
、
歯
科
医
師

が
み
と
り
ま
で
関
わ
る
ケl
ス

が
広
が
っ
て
き
た。
東
京
都
世

田
谷
区
で
開
業
し
て
い
る
粟
屋

剛
さ
ん
(
四O)は
、
脳
梗
塞
で
寝

た
き
り
と
な
り
、
経
管
栄
養
の

男
性
H

当
時
(
七=UH
の
訪
問
診

療
を
し
た
こ
と
が
あ
る。

男
性
は
重
い
畷
下
障
害
で
口

の
中
の
乾
燥
が
ひ
ど
く
、
舌
の

上
や
上
あ
ご
な
ど
に
あ
か
の
よ

う
な
汚
れ
が
こ
び
り
っ
き
、
呼

吸
困
難
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

た
。

粟
屋
さ
ん
は
男
性
が
亡
く

な
る
三
目
前
ま
で
二
週
間
に
一

度
、
歯
科
衛
生
士
と
と
も
に
訪

問
し
、
汚
れ
を
除
去
す
る
処
置

を
し
た
。

す
る
と
、
男
性
は
穏

口
臭
や
感
染
症
防
ぐ
効
果

や
か
な
表
情
に
な
り
、
介
護
し

て
い
た
兄
も
男
性
に
「
ゆ
っ
く

り
眠
れ
る
ね
」
な
ど
と
声
を
掛

け
、
安
堵
し
た
様
子
だ
っ
た
と

い
う
。「

最
期
に
い
つ
も
の
口
腔
ケ

ア
を
」
と
、
病
院
で
の
臨
終
場
面

で
、
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

粟
屋
さ
ん
は
、
み
と
り
に
歯
科

医
師
が
か
か
わ
る
の
は
「
最
期

ま
で
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
と

い
う
思
い
を
か
な
え
る
こ
と
」

と
話
す。

高
齢
者
が
穏
や
か
に
暮
ら
す
た
め

の
介
護
・

医
療
の
多
職
種
に
よ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で

は
、
歯
科
医
師
の
関
与
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。

寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
食
べ
る

能
力
が
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
る
か
を

診
断
し
、
誤
聴
予
防
や
食
事
の
指
導

を
す
る
の
は
歯
科
医
師
の
仕
事
。

体

調
が
悪
化
し
、
食
べ
物
な
ど
を
の
み

下
せ
な
く
な
っ
た
後
も
、
誤
礁
性
肺

炎
の
防
止
や
、
穏
や
か
な
呼
吸
の
た

心
不
全
患
者
も

介護保険や歯科教育も対応

め
に
乾
燥
を
防
ぐ
な
ど
の
口
腔
ケ
ア

は
不
可
欠
だ。

介
護
保
険
で
も
口
腔
ケ
ア
は
重
視

さ
れ
て
い
る。

医
師
や
歯
科
医
師
、

介
護
職
、
礁
下
に
問
題
が
あ
る
人
を

支
援
す
る
言
語
聴
覚
士(S
T
)
ら

の
チ
l

ム
が
、
施
設
の
入
所
者
の
食

事
の
様
子
を
観
察
す
る
「ミ
l

ル
ラ

ウ
ン
ド
」
は
、
二O
一
五
年
度
の
報

酬
改
定
で
加
算
の
要
件
に
な
っ
た

。

大
学
教
育
で
の
対
応
も
進
み
始
め

た
。

大
阪
歯
科
大
の
高
橋
一
也
教
授

「
生
活
の
質
」
保
つ に

よ
る
と
、
歯
学
部
の
あ
る
国
公
私

立
大
全
部
で
老
年
歯
科
の
講
義
が
あ

り
、
ω
%
で
口
腔
ケ
ア
や
摂
食
聴
下

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
実
習
を
実
施
し
て

い
る
。

高
橋
教
授
は
「
歯
科
医
師
の

意
識
を
、
虫
歯
治
療
か
ら
口
腔
と
い

う
消
化
器
を
守
る
仕
事
へ
シ
フ
ト
さ

せ
た
い
」
と
話
す。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
日
(
水
)

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
、
日
年
に

は
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

が
国
内
初
の
循
環
器
緩
和
ケ
ア
チ

ー
ム
を
設
け
た。
国
も
、
ま
ず
は
、

心
不
全
を
中
心
と
し
た
循
環
器
疾

患
の
緩
和
ケ
ア
の
推
進
に
乗
り
出
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緩和ケア

病
気
に
伴
う
体
や
心
の
苦
痛
を
和
ら
げ
、
生
活
の
質(
Q
O
L
)

の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
「
緩
和
ケ
ア
」
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、

が
ん
へ
の
取
り
組
み
が
中
心
だ
っ
た
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
心
臓
の

働
き
が
低
下
し
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
心
不
全
国
へ
の
緩
和
ケ
ア

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
先
進
的
に
取
り
組
む
現
場
を
取
材
し
た
。

兵
庫
県
姫
路
市
に
あ
る
県
立
姫

路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心

不
全
に
対
す
る
「
患
者
支
援
・
緩

和
ケ
ア
チl
ム
」
が
活
動
し
て
い

る
。
緩
和
ケ
ア
の
必
要
性
を
感
じ

た
有
志
の
勉
強
会
が
発
端
と
な

り
、
医
師
や
看
護
師
、
栄
養
士
ら

多
職
種
に
よ
る
チl
ム
が3
年
前

に
発
足
し
た
。

「
呼
吸
苦
は
モ
ル
ヒ
ネ
の
対
応

5十
r71r、~~凡

主ゴL、ω5又

で
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
」
「
今

後
の
生
活
に
つ
い
て
、
本
人
、
家

園心不全心臓のポンプ機能が低
下し、全身に必要な血液を送り

出せなくなって、息切れや動停(ど
うき)、むくみなどの症状が表れる
状態。心筋梗塞(こうそく)や弁膜
症、不整脈など心臓の様々な病気が
行き着く段階とされる。薬などで進
行を遅らせることができるが、入退
院を繰り返しながら、心臓の状態は
徐々に悪くなっていく。

心不全の経過と緩和ケアのイメージ

心臓が ー 息切れやむくみが』入退院を繰り返しながう、
悪くなる F 起こる F だんだん懇くなる

画鶴繭盛

本人と家族の意思決定支える

時間経過

族
の
意
向
は
ど
う
?
」

こ
の
日
も
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
大
石
醒
悟
医
師
(
循
環
器
内

科
)
を
中
心
に
、
主
治
医
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
患
者
一
人
一
人
に
つ

い
て
、
息
苦
し
さ
や
う
つ
な
ど
の

症
状
緩
和
を
検
討
。
今
後
の
病
状

の
変
化
に
備
え
、
希
望
す
る
治
療

や
療
養
場
所
な
ど
、
本
人・
家
族

の
選
訳
へ
の
葛
藤
や
意
思
決
定
を

ど
う
支
え
る
か
、
議
論
が
続
い
た
。

-
「
痛
い
思
い
は
嫌
」

緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
患
者

の
一
人
、
大
野
恭
子
さ
ん
(
均
)
へ

の
支
援
が
始
ま
っ
た
の
は
昨
年
9

月
。
全
身
が
む
く
み
、
呼
吸
困
難

で
緊
急
入
院
し
た
時
か
ら
だ
。

大
野
さ
ん
は
お
年
前
に
心
臓
の

弁
膜
症
の
手
術
を
受
け
た
が
、
そ

の
後
、
徐
々
に
心
不
全
が
進
行
し

て
い
っ
た
。
主
治
医
は
再
手
術
か
、

心
機
能
を
助
け
る
た
め
人
工
透
析

の
治
療
を
提
案
し
た
が
、
大
野
さ

ん
は
「
も
う
痛
い
思
い
は
嫌
。
命

に
関
わ
る
か
ら
と
娘
に
泣
い
て
頼

ま
れ
た
け
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
覚
悟
は
あ
る
」
と
受
け
入
れ
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
、
緩
和
ケ
ア
チl
ム
が

加
わ
り
、
受
け
た
い
治
療
や
受
け

た
く
な
い
治
療
、
過
ご
し
た
い
場

所
、
心
肺
停
止
の
際
に
ど
こ
ま
で

治
療
す
る
か
な
ど、
家
族
も
含
め

た
話
し
合
い
を
繰
り
返
し
た
。

幸
い
、
少
量
の
モ
ル
ヒ
ネ
で
息

苦
し
さ
は
改
善
し
、
病
状
も
落
ち

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
ヘ

着
い
た
た
め
、
2

か
月
で
退
院
。

一
人
暮
ら
し
の
自
宅
か
ら
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
に
移
り
、
そ

の
後
も
入
退
院
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
在
宅
生
活
を
続
け
て
い
る
。

「
別
に
命
を
諦
め
た
わ
け
ゃ
な

い
。
け
ど
、
つ
ら
い
治
療
で
寝
た

き
り
に
な
る
よ
り
、
家
族
や
友
達

と
食
事
に
行
く
な
ど
し
て
過
ご
し

た
い
」
と
大
野
さ
ん
。
そ
う
し
た

思
い
を
引
き
出
し
、
家
族
や
医
療

側
と
の
調
整
役
を
担
う
看
護
師
の

田
中
奈
緒
子
さ
ん
は
「
苦
痛
の
緩

和
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
治
療

を
受
け
な
が
ら
ど
う
暮
ら
し
た
い

か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
職
種

で
連
携
し
て
支
え
る
の
が
、
こ
の

チ
l

ム
の
役
割
」
だ
と
話
す
。

-
が
ん
以
外
も

「
緩
和
ケ
ア
」
と
い
う
と
、
が

ん
の
終
末
期
に
受
け
る
も
の
と
い

う
、
か
つ
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く

人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

世
界
保
健
機
関
(
W
H
O
)は
2

0
0
2

年
、
緩
和
ケ
ア
を
行
う
対

象
を
「
生
命
を
脅
か
す
疾
患
に
直

面
し
て
い
る
患
者
と
家
族
」
と
し
、

痛
み
な
ど
の
身
体
的
な
つ
ら
さ
に

加
え
、
精
神
的
、
社
会
的
、
死
へ

の
恐
怖
な
ど
の
つ
ら
さ
を
早
期
に

見
い
だ
し
、
和
ら
げ
る
た
め
の
ケ

ア
と
定
義
。
治
療
の
早
期
か
ら
、

が
ん
以
外
の
疾
患
へ
も
必
要
だ
と

提
唱
し
て
い
る
。

圏
内
で
は
、
凶
年
に
日
本
循
環

器
学
会
が
末
期
の
医
療
や
ケ
ア
の

し
、
今
年4
月
か
ら
保
険
診
療
の

対
象
に
加
え
た
。

-
患
者
四
万
人
超
に

心
不
全
の
緩
和
ケ
ア
が
求
め
ら

れ
る
背
景
に
は
、
高
齢
化
に
よ
る

患
者
数
の
増
加
が
あ
る
。
現
在
の

約
1
0
0

万
人
か
ら
初
年
に
は1

3
0

万
人
超
に
増
え
る
と
み
ら

れ
、
大
石
医
師
は
「
進
行
し
た
心

不
全
は
治
療
が
難
し
い
ケ
!
ス
も

あ
り
、
呼
吸
困
難
や
痛
み
な
ど
の

症
状
に
苦
し
む
患
者
が
多
い
と
い

う
実
態
が
あ
る
」
と
言
う
。

ま
た
、
心
不
全
は
一
般
的
に
病

状
が
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
た

め
、
終
末
期
の
判
断
が
難
し
い
。

心
不
全
治
療
に
詳
し
い
北
海
道
大

の
安
斉
俊
久
教
授
(
循
環
器
内
科
)

は
「
こ
れ
ま
で
は
、
積
極
的
な
治

療
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
、
本
人

の
Q
O
L

が
置
き
去
り
に
な
り
が

ち
だ
っ
た
」
と
し
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
が
早
い
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
意

思
決
定
を
支
え
る
こ
と
が
、
最
後

ま
で
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
に
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
強
調
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
「
心
不
全
は
治

療
そ
の
も
の
が
症
状
緩
和
に
つ
な

が
る
。
治
療
と
緩
和
ケ
ア
を
並
行

し
て
行
う
こ
と
が
大
切
だ
。
今
後
、

人
材
育
成
な
ど
を
進
め
、
全
国
に

普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
、
安
斉
教
授
は
話
す
。

号士

� 

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
羽
目

(月
)
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1)0 緩和ケア
の設計

長
期
的
な

緩
和

ケ
ア
ヘ

が
ん
治
療
と
並
行

が
ん
の
緩
和
ケ
ア
は
、
早
期
か
ら
適
切
に
受
け
る
こ
と
で

症
状
緩
和
や
生
活
の
質(Q
O
L

)
の
改
善
に
つ
な
が
り
、

延
命
も
期
待
で
き
る
と
い
う。
国
も
「早
期
か
ら
」
を
推
進

し
て
い
る
。

診
断
後
の
早
い
段
階
か
ら
治
療
と
並
行
し
て
緩

和
ケ
ア
を
行
う
取
り
組
み
を
取
材
し
た

。

川
崎
市
立
井
田
病
院
か
わ
さ

き
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア
外
来
」

を
2
0
1
5

年
に
開
設。
他
の

病
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
中
の
患

者
も
受
け
入
れ
て
い
る。

「
そ
れ
ま
で
は
終
末
期
の
患

者
を
緩
和
病
棟
や
在
宅
で
診
る

の
が
中
心
で
、
緩
和
ケ
ア
外
来

の
申
し
込
み
が
あ
る
と
『
が
ん

治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
来
て
』

と
断
っ
て
い
た」
と
、
同
セ
ン

タ
ー
の
西
智
弘
医
師
は
言
う
。

だ
が
、
国
は
仰
年
か
ら
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
に「早
期
か

ら
の
緩
和
ケ
ア
推
進
」
を
盛
り

込
ん
で
お
り
、
「
国
が
進
め
て

い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
患
者
が

行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
う」と

考
え
、
開
設
を
提
案。
院
内
の

態
勢
を
整
え
、
他
院
で
治
療
中

の
患
者
に
も
、
治
療
と
並
行
し

た
早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア
を
始

早期から 「いざという時にj

め
た
。

-
「心
が
フ
ワ
ッ
と
軽
く」

こ
の
取
り
組
み
に
支
え
ら

れ
、
今
年3
月
、
自
分
ら
し
く

生
を
全
う
し
た
の
が
、
鈴
木
か

お
る
さ
ん
(
事
年
日)
だ
。

鈴
木
さ
ん
に
豚
艇
が
ん
が
見

つ
か
っ
た
の
は
日
年5
月
。

日

歳
だ
っ
た。

東
京
都
内
の
大
学

病
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
、
が
ん
が
縮
小。
手
術
を
し

た
も
の
の
、
翌
夏
に
再
発
し
た
。

「大
学
病
院
で
抗
が
ん
剤
治

療
を
続
け
な
が
ら
、
緩
和
ケ
ア

も
始
め
た
い
」。
看
護
師
だ
っ

た
鈴
木
さ
ん
は
、
主
治
医
か
ら

「完
治
は
難
し
い
」
と
言
わ
れ
、

将
来
や
っ
て
く
る
「い
ざ
と
い

う
時
」
に
向
け
て
、
治
療
が
効

か
な
く
な
っ
た
時
の
過
ご
し
方

を
相
談
し
た
り
、
つ
ら
い
時
に

弱
音
を
吐
い
た
り
で
き
る
関
係

生
き
方
考
え
る

「見捨てられ感」消え

生命を脅かす疾患に伴う四つのつらさは、
軍い!こ影響しあっている

身体的なつらさ
息苦しさ、痛み、だるさ、
日常生活の支障

治
療
を
行
う
腫
境
内
科
と
、
生

き
方
を
一
緒
に
考
え
る
緩
和
ケ

ア
外
来。
私
の
中
で
使
い
分
け

て
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
る
の
だ
と
思
う
」
と
話
し
て

い
た
鈴
木
さ
ん。

こ
の
3

年
ほ
ど
の
問
、
看
護

師
の
仕
事
を
再
開
し
た
り
、
家

族
と
大
好
き
な
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
た
り
と
、
前
向
き
に
過
ご

し
て
い
た
が
、
昨
秋
頃
か
ら
体

調
が
悪
化。
が
ん
治
療
は
断
り
、

痛
み
の
ケ
ア
の
た
め
緩
和
病
棟

生きる愈昧への聞い、
死への，刺布芯どの

つらさ

会
が
増
え
て
き
た
」
と
、
永
寿

総
合
病
院
(東
京
都
台
東
区)

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
廉
橋
猛

医
師
は
言
う
。

治
療
と
並
行
し

て
関
わ
る
こ
と
で
「適
切
な
症

状
緩
和
で
治
療
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
。

ど
こ
ま
で
治
療
を
続
け

る
か
を
相
談
で
き
る
。
治
療
が

効
か
な
く
な
っ
た
後
の
過
ご
し

方
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
っ
た
効
果
を
指
摘
す
る。

背
景
に
は
、
世
界
保
健
機
関

(W
H
O
)
が
ω
年
に
提
唱
し

療
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
と
、
早
期

か
ら
緩
和
ケ
ア
も
受
け
た
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、

緩
和
ケ
ア
も
受
け
た
方
が
Q
O

L
が
よ
く
、
生
存
期
間
も
約
3

か
月
長
か
っ
た。

-
受
診
で
き
な
い
実
態
も

「早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア」

が
注
目
さ
れ
る一方
、
圏
内
で

は
、
ど
う
受
診
す
れ
ば
い
い
の

か
患
者
に
は
分
か
ら
な
い
の
が

実
情
だ。
実
際
、
希
望
し
て
も
、

が
ん
治
療
の
主
治
医
に「ま
だ

緩
和
ケ
ア
は
早
す
ぎ
る
」「体

の
痛
み
が
な
い
と
受
診
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
緩
和
ケ

ア
外
来
の
あ
る
病
院
に
連
絡
し

て
も
、
緩
和
病
棟
へ
の
入
院
予

約
し
か
受
け
付
け
て
く
れ
ず
、

受
診
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と

い
う
。

国
も
実
態
を
把
握
で
き

て
お
ら
ず
、
全
国7
0
0
0

か

所
以
上
の
病
院
に
対
し
、
緩
和

ケ
ア
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い

て
調
査
に
乗
り
出
す
。

「
も
う
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
て
移
行
す
る
古
い
緩

和
ケ
ア
に
対
し
、
患
者
は
「
見

捨
て
ら
れ
た
」
と
負
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
、
必
要
な
ケ
ア
を
受

け
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
対
し
、
「
治
療
と
並
行
し

た
緩
和
ケ
ア
は
、
患
者
に
と
っ

て
主
治
医
が2
人
い
る
こ
と
に
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JC、
⑫ 
警守

係鰻

一
切

-湖
町

がんに対する治療

がんに対する治療に反応しなく芯ってから、緩
和ケアを行う

早期かう、がんに対する治療と並行して緩和ケ
アを行い、状況に合わせて割合を変えていく

現在の I ti'んに対する治療
考え方

判
身
じ
ま
い
同
制

ザ

白
留
室

P

制

と
の
夏
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
や
ホ
ス
ピ
ス
に
勤
め
る

看
護
師
さ
ん
と
話
す
機
会

が
何
度
か
あ
っ
た
。

患
者

の
み
と
り
に
か
か
わ
る
現

場
で
私
が
会
っ
た
専
門
職

た
ち
は
、
医
師
よ
り
む
し

ろ
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た。

「
死
」
と
向
き
合
う
し
ん

ど
い
職
業
な
の
に
、
明
る

い
表
情
を
し
て
い
た
。

「
ホ
ス
ピ
ス
に
来
た
途

端
、
患
者
さ
ん
に
全
島
で

ド
l

ン
と
ぶ
つ
か
っ
て
来

ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
」

。

ベ
テ
ラ
ン
女
性
看
護
師
の

言
葉
で
あ
る。

な
り
た
て
の
こ
ろ
は
ま

だ
、
が
ん
の
本
人
告
知
は

性
を
、
緩
和
ケ
ア
医
と
築
き
た

い
と
考
え
た。

そ
こ
で
、
自
宅
近
く
に
開
設

し
て
間
も
な
い
西
医
師
の
外
来

を
知
り
受
診。
世
間
話
を
し
な

が
ら
、
ど
う
生
き
た
い
の
か
、

治
療
の
意
味
は
何
か
、
な
ど
の

対
話
を
重
ね
た。

「大
学
病
院
で
は
『
私
は
大

丈
夫
』
と
鮮
を
着
け
て
身
構

え
て
い
る
の
に
、
西
先
生
の
診

察
で
は
心
が
フ
ワ
ッ
と
軽
く
な

っ

て
、
毎
回
、
泣
い
て
い
た。

だ
け
ど
、
知
ら
な
い
う

ち
に
し
み
つ
い
て
い
た
、

自
分
の
「
上
か
ら
回
線
」

を
思
い
知
ら
さ
れ
る。
医

療
者
と
し
て
「
し
て
あ
げ

る
」
と
い
う
意
識。
そ
の

思
い
上
が
り
を
、
日
々
、

体
当
た
り
の
よ
う
に
末
期

が
ん
の
患
者
た
ち
は
突
き

上
げ
て
き
た。

へ
の
入
退
院
を
繰
り
返
す
中
、

夫
に
見
守
ら
れ
て
息
を
ひ
き
と

っ
た。「

納
得
い
く
医
療
を
受
け
、

病
気
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
活

動
を
続
け
る
な
ど
、
本
人
が
望

む
生
き
方
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
、
夫
は
振
り
返
る。

-
延
命
効
果
も
期
待

「
最
近
、
将
来
の
必
要
性
を

考
え
、
治
療
中
の
が
ん
患
者
が

緩
和
ケ
ア
外
来
を
受
診
す
る
機

か
ら
。ホ
ス
ピ
ス
は
違
う。

一人
の
人
間
と
し
て
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
、
相
手
に

さ
れ
な
い。
「
昨
夜
、
私
、

こ
れ
か
ら
の
乙
と
を
思っ

て
泣
い
て
い
た
の
」
「気

づ
い
て
ま
し
た
」
「じ
ゃ

あ
、
な
ぜ
理
由
を
聞
い
て

く
れ
な
か
っ
た
の
?
」
。

そ
ん
な
や
り
と
り
が
ず
っ

病
気
で
な
く

な
い
時
代。
自
分
の
病
を

知
ち
ず
に
亡
く
な
っ
て
い

く
患
者
や
家
族
の
乙
と
を

思
い
、
悩
ん
だ。
思
い
切

っ
て
、
ホ
ス
ピ
ス
を
仕
事

場
に
選
ん
だ。

「私
を
、
見
下
さ
な
い

で
!
」
と
言
わ
れ
て
気
づ

い
た
。

患
者
は
、
一
般
病

棟
で
は
何
も
言
え
な
か
っ

た
の
だ。
向
こ
う
は
、
病

気
を
治
す
と
こ
ろ
だ
っ
た

ホ
ス
ピ
ス
の
看
護
師
た
ち

「
そ

と
続
い
て
い
る。

「
私
は
、
患
者
さ
ん
の

正
面
し
か
買
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す」
と
言
っ

た
の
は
、
初
代
の
女
性
看

護
師
。
「
ホ
ン
ト
は
横
顔

も
背
中
も
あ
る
の
に。
そ

れ
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
カ

ル
テ
に
あ
る
デ1
タ
だ
け

長
期
的
な
緩
和
ケ
ア
へ

た
緩
和
ケ
ア
の
定
義
が
あ
る。

生
命
を
脅
か
す
疾
患
に
伴
う①

身
体
的
②
精
神
的③
社
会
的
④

死
へ
の
恐
怖
な
ギ
1

の
つ
ら

さ
に
対
し
、
早
期
か
ら
多
様
な

医
療
・
ケ
ア
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
と
強
調。
国
も
、
が
ん

対
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
推
進

し
て
い
る
。

ま
た
叩
年
に
は
、
米
研
究
チ

ー
ム
が
早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア

の
効
果
を
報
告。
進
行
し
た
肺

が
ん
患
者
に
つ
い
て
、
標
準
治

し
か
見
て
な
かっ
た
と
い

う
乙
と
か
も
」

5

年
前
、
私
は
思っ
て

も
み
な
い
大
病
を
し
て2

カ
月
半
入
院
し
た。
そ
の

病
気
は
き
ち
ん
と治
し
て

い
た
だ
い
た。
あ
り
が
た

か
っ
た。
だ
け
ど
、
主治

医
の
先
生
が
見
て
い
た
の

は
、
私
の
病
気
のデl
タ

一
般
病
院
と
い
う
の
は

た
ぶ
ん
、
そ
う
い
う
場
所

な
の
だ。

入
院
・
外
来
患

者
は
た
く
さ
ん
い
て
、
医

者
も
看
護
師
も
忙
し
い
。

す
べ
て
の
人
に深
く
か
か

わ
る
余
裕
は
ない
。
ド
ー

ン
と
ぶ
つ
かっ
て
来
ら
れ

た
ら
困
る
の
で
あ
る。

丞
ハ
輔
さ
ん
の大
ベ
ス

の
人
」

だ
け
だ
と
感
じ
た。
回
復

に
向
か
っ
た
入
院
生
活
の

終
盤
、
頻
尿
と
全
身
の
摩

み
と
、
そ
れ
が
ず
っ
と
続

く
不
安
を
訴
え
て
も
、
ほ

と
ん
ど
聞
い
て
も
ら
え

な
か
っ
た。
患
者
の
私
は

あ
き
ら
め
、
口
を
つ
ぐ
ん

だ

を

ト
セ
ラ
l

「
大
往
生」に

こ
ん
な

一節
が
あ
る。

〈
医
者
は
病
気
を
治
そ

う
と
す
る
。
/
し
か
し
大

切
な
の
は
、
病
気
を
治
す

と
と
で
は
な
く
て
病
人
を

治
す
乙
と
な
の
だ〉

カ
ル
テ
の
デ1
タ
と
し

て
で
は
な
く
、
一
人
の
か

な
り
、『見
捨
て
ら
れ
感
』
も
お

拭
さ
れ
る
」
と
唐
橋
医
師
は

話
す
。
「
患
者
の
よ
り
良
い
生

き
方
を
支
え
る
に
は
、
治
療
医

と
緩
和
ケ
ア
医
の
連
携
の
あ
り

方
や
、
看
護
師
の
役
割
な
ど
も

考
え
て
いく
必
要
が
あ
る」

(こ
の
連
載
は
、
生
活
部
・
本

田
麻
由
美
が
担
当
し
ま
し
た)

号士

� 

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
訂
日
(
火
)

け
が
え
の
な
い
人
間
と
し

て
接
し
な
け
れ
ば
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う。

そ
う
い
え
ば
、
出
会
っ

た
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
は

共
通
す
る
思
い
が
あ
っ

た
。

緩
和
ケ
ア
の
現
場
に

来
た
理
由
を
問
う
と
、
き

ま
っ
て
こ
う
返
っ
て
き

た
。

「
だ
っ
て
人
と
接
す
る

の
が
好
き
な
ん
で
す
。

そ

の
方
な
り
の
人
生
の
話
っ

て
、
勉
強
に
な
る
ん
で

す
」【

滝
野
隆
浩
・
間
歳
】

毎

日
(
札
幌
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
げ
日
(
土
)
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埋め込み医療機器

国ごとに差不具合対応

医
療
機
器
の
安
全

体
内
に
入
れ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
世
界

各
国
で
報
告
さ
れ
た
リ
コ
ー
ル
(
回
収
・
修

理
)
情
報
や
安
全
上
の
警
告
を
、
国
際
調
査
報

道
ジ
ャー
ナ
リ
ス
ト

連
合
(
I
C
I
J
)
H園

H

が
ま
と
め
た
。
医
療
機
器
が
国
境
を
越
え
て

流
通
す
る
一
方
、
各
国
で
不
具
合
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
仕
組
み
は
な
い
と
さ
れ
、
事
故

の
再
発
防
止
に
役
立
て
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

-ヨ 国際調査報道ジャ
E・ーナリスト連合

英語の略称は 1 C 1 J 0 1997年
に米国にできた非営利の報道機関
で、ワシントンに本部がある。多
国籍企業や富裕層がタックスヘイ
ブン(租税回避地)を利用する実
態を明らかにした「パナマ文書」、
「パラダイス文書」報道などでも
注目を集めた。 今回の調査は「医
療機器ファイル(原題インプラン
ト・ファイル) J と名付けられ、
提携する世界の記者が200を超え
る患者や企業に取材した。

叩
カ
国
7

万
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ま
ず
公
開

朝
日
新
聞
な
どI
C
I
J

と

提
携
す
る
計
部
カ
園
、
日
の
報

道
機
関
が
各
国
で15
0
0

以

上
の
情
報
公
開
請
求
を
行
い
、

計
8
0
0

万
超
の
記
録
を
得

た
。I
C
I
J

は
こ
の
う
ち
、
第

1

弾
と
し
て
米
国
や
豪
州
、
カ

ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
メ

キ
シ
コ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど

計
叩
カ
国
か
ら
得
た
リ
コ
ー
ル

情
報
や
安
全
上
の
警
告
に
つ
い

て
、
計7
万
件
超
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
佑。

米
東
部
時
間
お
日
正

午
(
日
本
時
間
部
日
午
前
2

時
)

に
公
開
し
、
専
用U
R
L
2
2

匂
宍
\
\
呂
⑦
品
目
。
巴
品
。
〈
目
。
。
∞
・

H

o
t-。
早
川
)
で
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
し
て
い
る
。
今
後
、

日
本
の
情
報
を
加
え
る
な
ど
、

分
量
を
増
や
す
方
針
と
い
う
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
者

は
、
国
や
メ
ー
カ
ー
、
機
器
の

聞
園
田

名
前
で
検
索
す
れ
ば
、
リ
コ
ー

ル
や
安
全
上
の
嘗
告
が
得
ら
れ

る
。

同
種
の
情
報
は
こ
れ
ま
で

国
ご
と
に
集
約
さ
れ
て
い
た

が
、
各
国
で
報
告
や
公
表
の
基

準
が
違
う
た
め
、
医
師
や
患
者

が
他
国
で
の
事
例
を
知
る
こ
と

は
難
し
か
っ
た。

I
C
I
J

の
調
査
で
は
、
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
は
同
じ
機
器

を
世
界
中
で
販
売
し
て
い
る
。

み

今
年
5

月
、
独
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
が
製
造
す
る
金
属
製
コ
イ

ル
状
の
子
宮
内
避
妊
器
具
を
手

術
で
入
れ
た。
だ
が
こ
の
器
具

に
は
、
子
宮
や
卵
管
に
穴
が
開

く
な
ど
と
い
っ
た
不
具
合
が
世

技
術
の
進
歩
に
よ
り
高
額
で
最

新
鋭
の
機
器
が
開
発
さ
れ
、
使

用
が
多
く
見
込
ま
れ
る
白
歳
以

上
の
人
口
も
、20
3
0

年
ま

で
に
世
界
で
叩
億
人
に
達
す
る

と
さ
れ
る
。
業
界
の
年
間
売
上

高
は
∞
年
の
1
1
8
0

億
J

(
約
時
兆
円
)
か
ら
今
年
は

4

千
億
J
(
約
必
兆
円
)
に
増
え

る
見
通
し
だ
。

一
方
で
、
あ
る
国
で
リ
コ
ー

ル
や
販
売
停
止
の
処
置
が
取
ら

れ
た
機
器
が
、
別
の
国
で
は
売

ら
れ
続
け
、
不
具
合
に
よ
る
健

康
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
I

C
I
J

は
、
メ
ー
カ
ー
の
対
応

を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
各
国

政
府
が
医
師
や
患
者
に
他
国
の

情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を

欠
い
て
い
る
と
指
摘
し
た

。

(
飯
島
健
太
、
軽
部
理
人
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
羽
田
(
月
)

の
理
由
」
と
し
て
欧
州
で
の
販

売
を
停
止
し
て
い
た。

そ
の

後
、
今
年7
月
、
米
国
で
も
同

様
の
理
由
で
年
内
に
販
売
を
停

止
す
る
と
発
表
し
た
。

ホ
リ
マ
ン
さ
ん
はI
C
I
J
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埋
め
込
み
医
療
機
器

他
国
で
す
で
に
販
売
禁
止
に
な
っ
た
医
療

機
器
を
手
術
で
体
に
入
れ、
体
調
の
異
変
に

悩
む
人
た
ち
の
存
在
が
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
連
合(
I
C
I
J
)の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た。

機
器
の
リ
コ
ー
ル
や
不
具

合
の
情
報
が
各
国
で
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

「
私
の
体
に
は
ま
だ
、

欠
陥

品
の
股
関
節
が
埋
ま
っ
た
ま
ま

だ
」
。
韓
国
に
あ
る
ご
み
処
理

施
設
の
元
職
員
チ
ョ
ン
・
ソ
ン

ホ
さ
ん
(
訂
)
は
嘆
い
た

。

2
0
0
8

年
7

月
、

大
腿
骨

の
壊
死
が
わ
か
り
、
手
術
で
米

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン

(
J
&
J
)の
子
会
社

が
製
造
す
る
金
属
製
人
工
股
関

節
を
手
術
で
入
れ
た。
し
か

し
、
1

年
半
ほ
ど
を
経
て
、
右

足
に
断
続
的
な
痛
み
が
出
た

。

と安全管理 総集版 2019 年 2 号

-販売が禁止 ・ 停止された
震療機器と施術の経緯
隷国のチョン ・ ソンホさん

2008年 | 米.J&.J の子会社の
7 F.l 1 人工股関節を入れる

09年 ! 豪州が同社製の人工
12月 | 股関節の一部を販売

禁止
叢州が販売禁止にし
た別の人工股関節を
入れる

同社が人工股関節を
リ コール

10年
8月

「
足
に
ず
っ
と
針
が
刺
さ
っ
て

い
る
よ
う
だ
つ
た
」
。
調
べ
る

と
、
人
工
股
関
節
が
壊
れ
、
大

腿
骨
が
削
ら
れ
て
い
た。

こ
の
機
器
はω
年
臼
月
、
不

調
を
訴
え
る
患
者
が
想
定
よ
り

も
多
い
と
し
て
、
聞
社
製
の
一

部
の
人
工
股
関
節
と
と
も
に
豪

州
政
府
が
販
売
を
禁
止
。

チ
ヨ

ン
さ
ん
は
そ
の
情
報
を
聞
か
さ

れ
ぬ
ま
ま
、
壊
れ
た
機
器
を
摘

出
後
、
日
年8
月
に
再
手
術
で

同
じ
く
禁
止
対
象
だ
っ
た
別
の

同月

米匿のミスティー・ホリマンさん

2017年 | 独医薬品メーカーが
9月 | 欧州で子宮内避妊器

具の販売を停止

販売停止された器具
を米国で入れる
米国でも販売を停止
するとメーカーが発
表

18年
5月

7月

人
工
股
関
節
を入
れ
た
。

再
手

術
の
ロ
日
後、
こ
れ
ら
の
人
工

股
関
節
を
世
界
で
リ
コ
ー
ル
す

る
と
同
社
が
公
表
し
た

。

チ
ョ
ン
さ
ん
はJ
&
J

か
ら

補
償
金
と
し
て6
0
0

J
(約

6

万
8

千
円
)
を
受
け
た
が
、

痛
み
で
長
時
間
の
作
業
が
困
難

に
な
っ
て
失
職。

子
ど
も
を
抱

く
こ
と
も
で
き
な
い。

今
も
リ

コ
ー
ル
さ
れ
た
機
器
は
入
っ
た

ま
ま
で
、

他
の
患
者
と
米
国
の

裁
判
所
に
同
社
を
提
訴
し
、
損

害
賠
償
を
求
め
て
争
っ
て
い

る
。

J
&
J

に
よ
る
と
、
チ
ヨ
ン

さ
ん
が
入
れ
た
機
器
は
い
ず
れ

も
、

日
本
で
は
売
ら
れ
て
い
な

い
。

J
&
J

は
工
C
I
J

の
取

材
に
「
個
々
の
患
者
に
つ
い
て

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
た

め
回
答
を
控
え
る
」
と
答
え
た

。

I
C
I
J

は
様
々
な
医
療
機

器
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
の
政

府
に
情
報
開
示
請
求
を
行
っ
た

ほ
か
、2
0
0

超
の
患
者
や
企

業
に
取
材。

別
の
医
療
機
器
で

も
類
似
の
ケl
ス
が
起
き
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た。

「
私
の
体
で
一
体
、
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
」。

米
南
部
テ

キ
サ
ス
州
に
住
む4
児
の
母
、

ミ
ス
テ
ィ
l

・
ホ
リ
マ
ン
さ
ん

(
部
)
は
取
材
に
対
し
、
骨
盤
へ

の
痛
み
や
極
度
の
疲
労
な
ど
の

悩
み
を
語
っ
た。

医
療
機
器
の
安
全

- 子宮内避妊具で痛人工股関節、骨削る

界
中
で
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

最

悪
の
場
合
、
子
宮
を
全
摘
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
性
も

あ
る
と
い
う。

メ
ー
カ
ー
は
、
ホ
リ
マ
ン
さ

ん
が
器
具
を
入
れ
た8
カ
月
前

の
汀
年9
月
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
取
材
に、
手
術
時
に
は
欧
州

で
の
販
売
停
止
に
つ
い
て
、

医

者
か
ら
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
と

説
明
。

体
の
不
調
と
器
具
と
の

関
係
を
疑
い
な
が
ら
、

不
安
な

日
々
を
送
っ
て
い
る

。

(飯
島
健
太
、
軽部
理人
)

規
制
機
関
持
た
ぬ
国
も

心
臓
の
拍
動
を
一
定
に
保
つ

ペ
l

ス
メ
ー
カ
ー
、
血
液
中
の

糖
を
処
理
す
る
の
を
助
け
る
イ

ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プl
l

。

今
年

の
医
療
機
器
の
売
り
上
げ
は
世

界
で
約
4

千
億
J

(約
必
兆

円
)
に
達
す
る
と
さ
れ
、
監
大

が
続
く。

背
景
の
一
つ
は
世
界
的
に
進

む
人
口
の
高
齢
化
と
、

生
活
習

慣
病
が
も
た
ら
す
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
拡
大
だ

。

医
療
機

器
は
こ
う
し
た
患
者
の
命
と
生

活
の
質
を
支
え
る
一
方
、
不
具

合
を
起
こ
せ
ば
深
刻
な
障
害
や

死
亡
に
も
つ
な
が
る

。

医
療
機
器
も
医
薬
品
と
同

様
、
販
売
す
る
に
は
固
な
ど
か

ら
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。

た
だ
、
欧
州
は
日
本
や
米

国
と
比
べ
て
規
制
基
準
が
緩
い

と
い
わ
れ
る。

こ
の
た
め
ま
ず

欧
州
で
認
証
を
受
け
、
い
ち
早

く
市
場
に
出
そ
う
と
考
え
る
メ

ー
カ
ー
は
少
な
く
な
い。

ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
、
独
自

の
医
療
機
器
の
規
制
機
関
を
も

た
ず、
欧
米
の
認
可
で
置
き
換

え
る
国
も
多
い。

安
全
性
の
確

認
を
必
ず
し
も
十
分
に
受
け
ず

市
場
に
出
た
医
療
機
器
に
よ
る

治
療
で
、
被
害
を
受
け
る
。

日

本
は
長
く、
医
療
機
器
の
承
認

が
欧
米
よ
り
も
遅
い
こ
と
が
む

し
ろ
問
題
視
さ
れ
て
き
た

。

世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
医

療
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
の
情
報
が

伝
わ
り
に
く
い
た
め
に
別
の
国

で
同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
こ

る
。

I
C
I
J

が
世
界
の
不
具

合
情
報
を
集
め
て
い
ち
早
く
公

表
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
故

を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
だ
。

(編
集
委
員
・
田
村
建二)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
月
)
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欧州緩い規制込み医療機器

医
療
機
器
の
安
全

体
内
に
入
れ
る
医
療
機
器
の
販
売
に
必
要
な
手
続
き
の
ハ
ー
ド
ル
が
、
日
米

欧
で
異
な
る
実
態
が
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連
合

(
I
C
I
J
)の

調
査
で
わ
か
っ
た。
欧
州
連
合
(
E
U
)が
先
行
し
て
承
認
し
た
機
器
は
リ
コ

ー
ル
率
が
高
か
っ
た
。
国
境
を
越
え
た
汚
職
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
り
、
各
国

政
府
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

。
(
飯
島
健
太
、
軽
部
理人
)

「
モ
ル
モ
ッ
ト
に
さ
れ
た
」

ド
イ
ツ
南
西
部
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
の
近
郊。
ワ
イ
ナ
リl
(
醸

造
所
)
で
働
く
ユ
ル
ゲ
ン・ト

l

マ
さ
ん
(
但
)
は
2
0
0
5

年

6

月
、
米
ジ
ン
マl
バ
イ
オ
メ

ッ
ト
社
製
の
金
属
製
人
工
股
関

節
を
入
れ
る
手
術
を
し
た
。

医

者
か
ら
「
革
新
的
だ
」
「
他
の

ど
ん
な
商
品
よ
り
も
素
晴
ら
し

い
」
と
薦
め
ら
れ
た
た
め
だ
っ

だ
が
、
術
後
す
ぐ
に
、
体
中

に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

診
察
を
受
け
る
と
、
機
器

の
金
属
が
は
が
れ
、
破
片
が
骨

に
食
い
込
ん
で
感
染
症
を
引
き

起
こ
し
て
い
た。

ω
年
に
こ
の

機
器
を
除
去
す
る
手
術
を
受
け

た
。

周
辺
の
骨
は
変
色
し
、

「
ま
る
で
穴
だ
ら
け
の
チ
l

ズ

認
証
は
民
聞
の
み

E
U
は
体
に
入
れ
る
医
療
機

器
の
う
ち
、
不
具
合
が
あ
っ
た

場
合
に
影
響
が
大
き
い
心
臓
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
股
関
節

な
ど
高
度
な
機
器
の
承
認
が
、

他
の
先
進
国
よ
り
も
「
緩
い
」

と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

と
、
E
U

で
認
証
が
得
ら
れ
た

機
器
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

ほ
か
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ほ
と
ん
ど
の
南
米
諸
国
な

ど
多
く
の
発
展
途
上
国
で
簡
単

に
販
売
で
き
る。
こ
の
う
ち
、

独
自
の
認
証
制
度
が
あ
る
国

だ
っ
た
」
と
い
う。

I
C
I
J

の
調
査
に
よ
る

と
、
ト
l

マ
さ
ん
が
装着
し
た

人
工
股
関
節
は
、
問
年
に
E
U

で
承
認
さ
れ
た。

一
方
、
米
国

で
は
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
と
し
て
未
承
認
だ
っ
た

。

ト
l

マ
さ
ん
は
叩
年
、
ジ
ン

マ
l

社
に
損
害
賠
償
を
求
め
て

ド
イ
ツ
で
提
訴。
今
年
同
月
、

8

年
間
の
訴
訟
を
経
て
、
同
社

に
2

万
5

千
回1
(約
3
2
0

万

円
)
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決

が
出
た。

判
決
は
、
同
社
が
十

分
な
治
験
を
行
わ
ず
、
「
欠

陥
」
商
品
を
入
れ
ら
れ
た
患
者

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

認
定。

「
商
品
が
販
売
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
し

た
。

同
社
は
「
人
工
股
関
節
に

不
具
合
は
な
か
っ
た
」
と
し
て

上
訴
し
て
い
る。

ト
l

マ
さ
ん
は
現
在
、
別
の

人
工
股
関
節
を
装
着
し
て
い

る
。

し
か
し
、
い
つ
ま
た
不
具

合
が
起
き
る
か
不
安
が
消
え
な

い
。

ト
l

マ
さ
ん
と
同
じ
製
品

は
日
本
で
は
未
承
認
だ
が
、
欧

州
で
は
数
千
人
が
装
着
し
て
い

る
と
い
う
。

ト
l

マ
さ
ん
はI

C
I
J

の
取
材
に
「
私
は
メ
ー

カ
ー
の
モ
ル
モ
ッ
ト
だ
」
と
憤

る
。

業
者
と
な
れ
合
い

は
課
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る

。

米
国
で
の
医
療
機
器
な
ど
の

承
認
を
行
う
食
品
医
薬
品
局
は

ロ
年
5

月
、
E
U
で
安
全
性
が

認
め
ら
れ
な
が
ら
、
米
国
が
未

承
認
と
し
た
機
器
を
報
告
書
に

ま
と
め
た
。

同
局
は
こ
の
報
告

方
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
承
認
制
度
の
違
い

な
ど
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
、

欧
州
委
員
会
はI
C
I
J

の
取

材
に
「
法
的
な
枠
組
み
の
違
い

は
さ
ら
に
詳
し
い
議
論
が
必
要

だ
」
と
回
答
し
た。
た
だ
、
危

I
C
I
J

の
調
査
で
は
、
米
国
内
外
の

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
、
自
社
製
品
の
販

売
数
を
伸
ば
す
た
め
、
機
器
の
承
認
や
購

入
に
影
響
力
を
持
つ
各
国
の
公
務
員
や
公

営
病
院
の
医
師
ら
に
賄
賂
を
贈
っ
て
い
た

ケ
i

ス
も
明
ら
か
に
な
っ
た。

米
当
局
に

摘
発
さ
れ
た
各
国
の
メ
ー
カ
ー
は
2
0
0

8

年
以
降
で
、
少
な
く
と
も
総
額
計
四
億

ド
ル(
約1
8
0
0

億
円
)
の
制
裁
金
を
制

さ
れ
た
と
い
う。

米
証
券
取
引
委
員
会
が
ロ
年
に
摘
発
し

た
事
例
で
は
、
米
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が

メ
キ
シ
コ
の
国
営
医
療
機
関
に
勤
め
る
公

務
員
に
、
子
会
社
を
通
じ
た
贈
賄
を
常
態

佑
さ
せ
て
い
た。
賄
賂
の
現
金
や
パ
ソ
コ

ン
、
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
」
と
い
う
符
丁
を
使
用
。

8

年
間
に
叩

万
J
超
を
賄
賂
と
し
て
支
出
し
、
5
0
0

万
♂
の
利
益
を
得
た
と
指
摘
さ
れ
た

。

ま
た
、
米
司
法
省
な
ど
が
日
年
に
摘
発

し
た
米
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
や
ポ

ー
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
国
の
公
営
病
院
医
師

ら
に
対
す
る
贈
賄事
件
で
は
、
現
金
の
ほ

か
豪
華
旅
行
を
製
品
購
入
の
見
返
り
と
し

て
贈
っ
た
ケl
ス
も
あ
っ
た。

摘
発
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
複
数
の
メ
ー
カ
ー
も
加
盟

す
る
在
米
の
業
界
団
体
はIC
I
J

の
取
材
に
「
業
界

全
体
と
し
て
正
当
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

。

(
汚

職
防
止
に
向
け
た
)
法
令
順
守
を
徹
底
す
る
た
め
、
金

銭
的
・

人
的
な
投
資
を
続
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た

。

I
C
I
J

は
、
医
師
へ
の
贈
賄
は
販
促
の
ほ
か
、
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
研
究
結
果
を
導
き
出
す

こ
と
も
あ
る
と
指
摘
。

「
金
融
や
医
療
と
い
っ
た
規
制

当
局
が
的
確
に
機
能
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
る

。

国境越え医師らヘ賄賂、摘発も
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I
C
I
J

の
調
査
に
よ
る

と
、

日
本
や
米
国
は
公
的
機
関

が
機
器
の
販
売
や
使
用
の
承
認

を
最
終
決
定
す
る
の
に
対
し
、

E
U
で
は
民
間
の
第
三
者
認
証

機
関
が
同
じ
役
割
を
担
う

。

認

証
機
関
は
民
間
の
み
で、
I
C

I
J

は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
審

査
依
頼
の
「
受
注
」
で
運
営
費

が
賄
わ
れ
て
い
る
と
批
判
。

メ

ー
カ
ー
と
認
証
機
関
の
な
れ
合

い
体
質
は
否
定
で
き
な
い
と

し
、
公
正
性
に
疑
義
を
呈
し

た
I
C
I
J

の
調
査
に
よ
る

埋め

も
、
E
U

で
安
全
性
が
証
明
さ

れ
た
以
上
、
よ
り
厳
し
い
検
査

欧州

民間

危蹟性の高い医癒嶋器の承認を巡り、
白米敵で輿tcf，る規制
米食品窓薬品局 1-
の資料などから |司，

自家

屋

臨一一
畑
国

国
外
の
不
具
合
情
報

朝
日
新
聞
な
どI
C
I
J

と

提
携
す
る
計
部
カ
園
、

回
の
報

道
機
関
は
今
回
、
各
国
で15

0
0

以
上
の
情
報
公
開
請
求
を

行
い、
医
療
機
器
の
不
具
合
や

リ
コ
ー
ル
情
報
な
ど、
8
0
0

万
件
超
の
記
録
を
得
た

。

こ
の
う
ち
、
米
食
品
医
薬
品

局
に
は
2
0
0
8
5

口
年
に
計

5
4
0

万
件
の
報
告
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
汀
年
の
報
告
数
は

m
m年
の
5

倍
だ
っ
た。
同
局
は

米
国
で
の
販
売
・
使
用
を
認
め

なしありあり

承認の主体は

承認情報の
公開は
事故情報の
公開は なしありあり

共
有
が
不
可
欠

た
機
器
に
つ
い
て
は、
圏
外
で

の
不
具
合
も
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

報
告
を
求
め
て
い
る
。

凶
年
間

の
報
告
の
内
訳
は
、
医療
機
器

と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
死
亡
が

8

万
2

千
件
、
負
傷
は1
7
0

万
3

千
件
、
機
器
の
不
具
合
は

3
6
0

万
6

千
件
だ
っ
た。

同
局
は
I
C
I
J

が
医
療
機

器
を
巡
る
問
題
を
報
道
し
た
後

の
お
目
、
機
器
の
承
認
に
関
す

る
新
た
な
方
針
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
承
認
済
み
の
既
製
品

と
似
た
機
器
を
販
売
す
る
の
に

治
験
な
ど
は
不
要
だ
っ
た
が
、

四
年
か
ら
は
既
製
品
が
承
認
か

ら
凶
年
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、

新
た
な
承
認
を
求
め
る
。

現
在
流
通
し
て
い
る
機
器
だ
と

却
%
が
該
当
す
る
と
い
う
。

他
方
、

日
本
の
厚
生
労
働
省

に
昨
年
度
ま
で
の
凶
年
聞
に
届

け
ら
れ
た
医
療
機
器
の
不
具
合

は
計
部
万9
6
5
0

件
で
、
米

国
の
統
計
と
同
様
に
増
加
傾
向

に
あ
る
。

厚
労
省
も
日
本
で
使

医
療
機
器
の
安
全

(万件)
1∞ 

米倉晶E藁晶局に寄ゼSれた底割信機器
との関連が媛われる不具合報告
ICIJの取材から

機
感
も
あ
る
と
み
ら
れ
、
機
器

の
認
証
過
程
で
専
門
家
の
意
見

を
求
め
る
こ
と
を
定
め
た
新
し

い
規
制
を
初
年
に
施
行
す
る
。

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
カ
i

ル
・
ヘ
ネ
ガ
ン
教
授
は

「
今
回
の
よ
う
に
規
制
を
少
し

変
え
る
だ
け
で
は
安
全
性
の
向

上
を
意
味
し
な
い。

単
な
る
煙

幕
だ。

施
行
後
の
機
器
は
よ
り

安
全
で
す
よ
、
と
い
う
印
象
を

与
え
る
だ
け
だ
」
と
述
べ
、

実

効
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

80 

60 

一僻

わ
れ
て
い
る
の
と
同
種
の
機
器

が
圏
外
で
不
具
合
を
起
こ
し
た

場
合
は
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
報
告

内容
制裁金

(親会社〉 年 主な場所相手 (ドル)

ジンマーパイ 2017 メキ 、 政府 贈賄 3000万オメツ卜 1 ン 職員

贈賄 1 1320万ストライカー 2013 ンーア、ルーマ医G師

オーソフィクス 2012 メキシコ
政府

贈賄 520万
職員

医。三師 1!! 贈賄 7000万ンド・ ジ ョ 2011 リン- ヤ、
ノ Jソノ、 ポーフンド

一一 品よ

メドトロニッ ク ， 201 1 米国
ら 1 ; て ッ ク

-主な米医療機器メーカーの汚職事例

(万件)
6 
5 
4 
3 
2 

0 

E
・
E
・
-
げ

E
・
E
・
-
向

田
E
・
E
・
-ほ川

勝
・
・
闘
同

た
の

・
・
・
・
3

抗
告

J
川
川
川1

6
輔

・
・
圃
恒

常
含

1
1
1

梅
異

ち
園
田

け

航
例制
盟

問

歯
器
時
属
。

持
機
郎
副

日

生
積
斯
・

時

摩
医
厚

E

仙

を
求
め
て
お
り、
最
近
で
は
圏

外
で
の
ケl
ス
が
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
る。

た
だ
、
こ
う
し
た
情
報
は
国

ご
と
に
集
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま

り
、

各
国
で
共
有
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い。
人
口
の
高齢

化
で、
高
度
な
医
療
機
器
の
利

用
は
今
後
も
各
国
で
増
加
し
て

い
く
と
み
ら
れ
、I
C
I
J

は

「
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は

、

国
々
が
情
報
共
有
を
し
た
り
連

携
し
た
り
す
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
」
と
し
て
い
る。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

書
で
「
E
U
で
は
利
益
重
視
の

民
間
認
証
機
関
に
よ
り
、
税
学

的
な
証
拠
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た

り
、
治
験
を
経
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
の
に
『
安
全
』
と
認
め

ら
れ
た
ケl
ス
が
あ
る
」
な
ど

と
指
摘
し
た。

英
医
学
誌B
M
J
は
同
年6

月
、
米
とE
U
の
双
方
で
承
認

さ
れ
た
医
療
機
器20
6

種
の

安
全
性
を
比
べ
た
結
果
を
公

表
。

E
U
が
米
に
先
行
し
て
承

認
し
た
機
按
か6
割
超
を
占
め

た
。

リ
コ
ー
ル
の
割
合
もE
U

が
先
行
し
て
承
認
し
た
機
器
の

2
0
1
8

年
刊
月
郡
日
(
水
)

(米司法省などの資約から)
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例
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
み

一周
し
て
い
る。

る
。

一
だ
が
実
際
の
登
録
は
医
療
機

日
本
人
工
関
節
学
会
が
ま
と一関
頼
み
で
、
全
患
者
把
握
に
は

一め
た
医
療
指
針
に
よ
る
と
、M

一ほ
ど
遠
い。
口
年
度
の
人
工
股

一o
M
の
う
ち
日
本
で
主
流
だ
っ一関
節
の
圏
内
出
荷
数
は
推
計
約

一た
タ
イ
プ
は
摩
耗
や
腐
食
を
原一6
万
1

千
台
だ
が
登
録
さ
れ
た

一因
と
す
る
壊
死
な
ど
の
発
症
率

一手
術
数
は
約2
万
3

千
件
に
と

一が
1

・
2

物
に
達
し
た
。
日
年一ど
ま
っ
た。

一ま
で
の
集
計
で
、
そ
の
後
の
発一
英
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

一症
は
反
映
し
て
い
な
い
。

一ど
の
同
種
制
度
に
は
国
も
闘

を
壊
死
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
る。

一節
を
M
o
M
に
交
換
し
た
が
、一
マ
登
録
進
ま
ず

一与
、
医
療
機
関
に
登
録
が
義
務

日
本
人
工
関
節
学
会
は
同
構
造一そ
の
後
チ
タ
ン
製
部
品
が
腐
食一
股
関
節
の
痛
み
を
治
療
す
る一付
け
ら
れ
る
な
ど
で
登
録
率
が

の
関
節
を
国
内
で2
万
人
が
埋

一し
て
結
合
部
が
緩
み
、
さ
び
の一最
終
手
段
が
人
工
物
へ
の
交
換一筋
物
を
超
す。
不
具
合
情
報
が

め
込
ん
だ
と
推
定
す
る
が
、
患一よ
う
な
金
属
粉
が
散
っ
て
周
り一だ
。

M
o
M
は
耐
久
性
に
優

一出
る
と
利
用
者
を
特
定
し
医
療

者
を
特
定
し
き
れ
ず
全
体
像
は一の
骨
や
肉
が
黒
く
な
っ
て
い

一れ
、
摩
耗
し
に
く
い
と
期
待
さ一機
関
に
情
報
提
供
す
る
仕
組
み

把
握
で
き
て
い
な
い。

一た
。

一れ
て
普
及
し
た
が
、
結
果
は
予一も
あ
る
。

マ
変
色

一
男
性
に
痛
み
や
歩
行
障
害
は一想
と
違
い
、
摩
耗
に
よ
る
問
題一

叩
月
末
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市一な
く
異
変
に
は
気
づ
か
な
か
っ一が
続
い
た。

一

の
湘
南
鎌
倉
人
工
関
節
セ
ン
タ一た
。

周
り
の
筋
肉
が
部
品
を
固一
リ
ス
ク
の
高
い
製
品
を
男
つ一

l

で
人
工
股
関
節
の
交
換
手
術一定
し
て
い
た
か
ら
だ。
問
題
が

一け
、
患
者
に
素
早
く
注
意
喚
起一

が
行
わ
れ
た。
平
川
和
男
セ
ン

一判
明
し
た
の
は
年
に1
度
の
定

一す
る
た
め
、
学
会
は
ロ
年
以

一

タ
l

長
に
よ
る
と
患
者
は
印
代一期
検
査
を
受
け
た
た
め。
平
川

一降
、
全
国
の
患
者
や
手
術
内
容一

の
男
性。
2
0
1
0

年
に
股
関

一民
は
「
今
後
も
同
じ
よ
う
な
症一の
情
報
を
登
録
す
る
制
度
を
運

医
療
機
器
の
安
全

圏
内
の
使
用
者

推
定
2

万
人

壊
死
も
、

人
工
股
関
節
が
摩
耗
し
、
体一が
金
属
で
で
き
た
「
メ
タ
ル
・

に
金
属
粉
の
影
響
が
出
る
ケl

一オ
ン
・
メ
タ
ル
(M
o
M
)
」

ス
が
後
を
絶
た
な
い。
接
ぎ
目

一と
い
う
構
造
で
、
周
囲
の
細
胞

病
院
会
が
厚
労
省
に
要
望
書

絡の人工綾IJI節の
仕組み

歩いているうちに・.

進
ま
ぬ
患
者
把
握

事
項
に
な
っ
て
お
ら
ず
法

的
根
拠
が
な
い
」
と
指
摘

す
る
。

さ
ら
に
厚
労
省
は

特
段
の
合
理
的
な
理
由
が

な
い
限
り
S
U
D
を
再
使

用
し
な
い
よ
う
通
知
し
た

〈共
同
通
信
〉

伊
勢
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
泊
日
(
水
)

い
っ
た
製
品
の
特
性
を
考

慮
し
て
S
U
D
を
決
め
て

い
る
。

た
だ
当
然
、S
U

D
の
再
使
用
が
広
が
れ
ば

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
収
益

へ
の
影
響
は
大
き
い
。
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替
取

V
 

病
院
で
は
安
全
性
を
担
保

し
た
上
で
S
U
D

を
再
使

用
す
る
実
態
も
浮
か
び
上

が
る

一
度
の
使
用
で
廃
棄
す
る
単
回
使
用
医
療
機
器

(S
U
D
)
の
再
使
用
を
め
ぐ
り
、
医
療

機
器
業
界
が
揺
れ
て
い
る
。

日
本
病
院
会
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
メ
ー
カ
ー
が

S
U
D
と

し
て
申
請
し
た
根
拠
の
明
確
化
な
ど
を
要
望
し
た

。

病
院
経
営
が
厳
し
い
中
で
コ
ス
ト
負
担

の
軽
減
か
ら
、
複
数
回
使
用
で
も
安
全
性
を
担
保
で
き
る

S
U
D
は
再
使
用
し
た
い
と
の
思

惑
が
あ
る。

一
方
でS
U
D
の
対
象
は
感
染
リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま
え
、
メ
ー
カ
ー
が
決
め
て

い
る
。
今
後
、
両
者
でS
U
D
の
再
使
用
の
可
能
性
を
模
索
す
る
方
向
だ
が
、
落
と
し
ど
こ

ろ
を
見
い
だ
せ
る
か
、
厚
労
省
を
含
め
柔
軟
な
対
応
力
が
問
わ
れ
る

。
(

清
水
耕
一
郎)

安
全
性
、

「単回使用の根拠明確化を」

あ
い
ま
い
な
解
釈

日
本
病
院
会
はS
U
D

に
し
た
理
由
や
再
使
用
品

と
し
て
製
品
化
で
き
な
い

理
由
の
明
確
化
な
ど
を
要

望
し
た。
厚
労
賞
がS
U

D
の
再
使
用
を
認
め
て
お

ら
ず
、
再
製
造
を
進
め
る

日本病院会の要望

・再製造単回使用機器の普及・促進につい
てエンドユーザーを含む検討の場を設置

方
向
に
動
い
て
い
る
こ
と

へ
の
危
機
感
が
強
い
よ
う

だ
。

S
U
D
は
製
品
の
添

付
文
書
に
再
使
用
禁
止
と

記
載
さ
れ
、
使
用
済
み
は

廃
棄
す
る
か
、
専
門
業
者

が
回
収
し
て
適
切
に
再
製

造
し
た
製
品
を
再
使
用
す

る
し
か
な
い。
再
製
造
品

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
も
安

価
に
入
手
で
き
る
が
、
院

内
滅
菌
な
ど
し
て
再
使
用

す
る
方
が
コ
ス
ト
は
か
か

ら
な
い
。

日
本
病
院
会
の
末
永
裕

之
副
会
長
は
添
付
文
書
の

記
載
事
項
に
つ
い
て
「
医

薬
品
医
療
機
器
法
で
承
認

-医療機器の審査に関連し、単回使用にし
た理由、再使用品として製品化できない
理由の明確化。 素材の研究、再製造に向
けて洗浄しやすい構造と滅菌法の提示、
耐用回数などを医療機器製造販売業者と
して提示する仕組みの創設と厚労省とし
ての審査基準の作成

-単回使用医療機器の再使用禁止だけでは
なく、素材改良や構造的にも洗浄しやす
い仕組みを考案し、「セミディスポーザプ
ルjや一部を除いて何度も使用できる「リ
ポーザプル」などの開発を促進すること

メ
ー
カ
ー
と
議
論
ヘ

医
療
機
器
の
安
全

も
の
の
、
「そ
の
解
釈
が

あ
い
ま
い
」
と
い
う。

半
数
が
実
態
あ
り

こ
れ
を
反
映
し
、
日
本

病
院
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
全
体
の5
割
強

が
「S
U
D
の
再
利
用
の

実
態
が
あ
る
」
と
回
答
。

病
院
に
お
け
る
医
療
材
料

費
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

病
院
に
よ
っ
て
は
薬
剤費

と
の
比
率
が
逆
転
し
て
い

る
。

そ
の
た
め
使
用
済
み

S
U
D
を
廃
棄
し
た
り
、

再
製
造
向
け
に
出
し
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、
再
使

用
を
進
め
た
い
意
向
だ。

複
数
回
使
用
で
も
安
全

性
を
担
保
で
き
る
と
考
え

る
S
U
D
と
し
て
ス
キ
ン

ス
テ
ー
ブ
ル
の
除
去
器
や

酸
素
吸
入
マ
ス
ク
、
電
気

メ
ス
の
ハ
ン
ド
ピ1
ス
な

ど
を
挙
げ
る。
S
U
D
の

根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
そ
の
対
象
を
再
検
証

す
る
必
要
性
を
訴
え
る

。

一
方
、
メ
ー
カ
ー
の
立

場
で
い
え
ば
「
構
造
が
複

雑
で
院
内
滅
菌
だ
け
で
は

洗
浄
し
き
れ
な
い
」
「
何

回
も
消
毒
滅
菌
す
る
と
部

材
が
劣
化
し
や
す
い
」
と

S
U
D

で
新
市
場

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成

す
る
業
界
団
体
、
単
回
医

療
機
器
再
製
造
推
進
協
議

会
の
武
藤
正
曹
喜
岡
顧
問

(国
際
医
療
福
祉
大
学
大

学
院
教
授)
は
「
メ
ー
カ

ー
は
S
U
D
に
し
た
理
由

を
明
ら
か
に
し
て
お
ら

ず
、
情
報
開
示
は
大
事
。

一
方
で
再
使
用
の
実
態
や

院
内
滅
菌
の
あ
り
方
な

ど
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
整
理
す
る
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
話
す

。

厚
労
省
は2
0
1
7

年

に
使
用
済
みS
U
D
を
適

切
に
再
製
造
す
れ
ば
、
再

使
用
を
認
め
る
制
度
を
導

入
。

今
後
、
新
た
なS
U

D
市
場
が
形
成
さ
れ
、
企

業
間
の
競
争
も
活
発
化
す

る
。

市
場
転
換
期
に
あ
る

中
で
S
U
D
の
あ
り
方
を

再
点
検
し
、
互
い
に
妥
協

点
を
探
し
な
が
ら
安
全
に

運
用
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
が
欠
か
せ
な
い。

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
初
日
(
火
)
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た
。

勤
め
た
兵
庫
県
の
病
院
は
「
地
域

か
ら
浮
い
て
い
た
」
。

違
和
感
を
ぬ
ぐ

え
ず
1

年
で
退
職。

「
人
々
の
生
活
が

見
え
る
医
療
を
や
り
た
い
」
と
、
日
年

前
に
今
の
診
療
所
に
移
っ
た
。

翌
年
、
町
が
設
け
た
福
井
大
学
地
域

医
療
講
座
の
教
員
に
。

当
時
は
医
師
不

足
で
町
唯
一
の
病
院
は
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た。

な
の
に
住
民
の
危
機
感
は

薄
い。

「
医
療
の
主
役
は
住
民
」
を
実

現
す
る
た
め
「
地
域
医
療
サ
ボ
l

タ
l

の
会
」
を
つ
く
り
、
か
か
り
つ
け
医
を

も
っ
人
を
増
や
し
て
い
っ
た

。

課
題
を

話
し
合
う
「
健
高
カ
フ
ェ
」
か
ら
は
、

独
居
の
人
が
集
ま
れ
る
ラ
ン
チ
会
な
ど

却
余
り
の
施
策
が
生
ま
れ
た

。

高
浜
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
赤
ふ
ん
坊

や
」
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
も
あ
る
。

講
演

会
に
行
く
と
き
は
、
い
つ
も
一
埼
大

学
の
上
司
に
「
プ
レ
ゼ
ン
は
3

分
に
1

回
笑
い
を
と
れ
」
と
言
わ
れ
、
講
義
で

試
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ

。

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

全
国
幻
自
治
体
の
連
盟
も
つ
く
っ
た

。

ク
イ
ズ
大
会
、
体
験
ツ
ア
l

、
町
民
「
医
療
に
無
関
心
な
層
も
、
い
ろ
ん
な

体
操。

人
口
約l
万
人
の
福
井
県
高
浜
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
う
ち
に
健
康
に

町
で
診
療
所
に
勤
め
な
が
ら
、
m
以
上
な
っ
て
い
る。

そ
ん
な
活
動
を
全
国
に

の
企
画
を
進
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
系
医
広
げ
た
い
」
文
佐
藤
陽

師
」
だ。

住
民
や
行
政
と
一
緒
に
地
域

を
丸
ご
と
健
康
に
し
よ
う
と
い
う
手
法

が
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

高
3

の
と
き
、
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し

た
塾
の
先
生
か
ら
「
命
と
向
き
合
え
る

職
業
に
」
と
勧
め
ら
れ
、
医
師
を
志
し

福井県で「健康のまちづくり J(こ奔走する医師

さん (38)
き

貴凶友井階ひと

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
月
)

産
婦
人
科
医
と
し
て
新
潟
県
や
富

山
県
の
救
急
病
院
で
勤
務
し
た
後
の

二
O
O
六
年
、
「
男
性
中
心
の
医
療
を

変
え
た
い
」
と
、
富
山
市
根
塚
町
で

「
女
性
ク
リ
ニ
ッ
クwe
!
T
O
Y

A
M
A
」
を
開
い
た
。

「
周
囲
は
男

性
医
師
ば
か
り
だっ
た
」
と
い
う
救

急
病
院。

去
り
際
に
「
女
性
だ
け
を

対
象
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
需
要
は

な
い
」
と
や
ゆ
さ
れ
た
が
、
女
性
な

ら
で
は
の
悩
み
を
丁
寧
に
診
察
す
る

こ
と
で
、
今
で
は
検
診
の
予
約
は
数

カ
月
待
ち
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

富
山
市
出
身。
も
と
も
と
男
性
中

心
で
女
性
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
医
療

に
疑
問
を
抱
い
て
い
た。

高
校
生
の

時
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
た
際
、
男

性
医
師
か
ら
い
き
な
り
「セ
ッ
ク
ス

の
経
験
は
あ
る
の
か
」
と
聞
か
れ

た
。

診
察
室
は
廊
下
と
カ
ー
テ
ン一

枚
で
仕
切
ら
れ
た
だ
け。
音
漏
れ
す

る
場
所
だ
っ
た。

「何
で
こ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
ん

だ
」
と
怒
り
が
こ
み
上
げ
た
。

次
第

女性クリニックWe! TOYAMA (富山市〉

恭子さん (54 )

に
「
自
分
が
医
療
界
を
変
え
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
富
山
大
医
学

部
の
前
身
の
富
山
医
科
薬
科
大
に
進

学
し
た。

今
も
女
性
医
師
を
取
り
巻
く
環
境

に
満
足
は
し
て
い
な
い。

今
夏
、
東

京
医
科
大
医
学
部
で
女
子
受
験
生
の

合
格
者
数
が
意
図
的
に
抑
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
し
た。
自
ら
の
経

験
か
ら
、
以
前
か
ら
そ
ん
な
傾
向
を

感
じ
て
い
た
と
い
う。
各
大
学
の
学

部
別
の
男
女
別
の
合
格
率
を
調
査
。

医
学
部
だ
け
が
男
子
の
合
格
率
が
突

出
し
て
高
か
っ
た
こ
と
を
調べ
上

げ
、
昨
年
八
月
、
「
女
性
医
師
を

『増
や
さ
な
い』
と
い
う
ガ
ラ
ス
の

天
井
」
と
い
→
コ
論
考
を
発
表
し
た

。

種部院長

門主差医療がより良い医療につ
ながる」 と話す種部恭子さん

論
考
で
は
、
医
学
部
の
受
験
で
は

意
図
的
に
女
子
の
合
格
率
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
。

「
受
療
者
の
半
数
は
女
性
。

当

事
者
性
を
持
つ
女
性
医
師
が
安
全
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
女
性

医
師
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る

。

た
だ
「男
性
中
心
に
な
る
背
景
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
も
語
る。豪
雪

地
帯
の
救
急
病
院
で
勤
務
し
て
い
た

こ
ろ
、
医
師
は
休
み
の
日
で
も
、
患

者
が
搬
送
さ
れ
れ
ば
出
向
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た
。

自
ら
の
出
産
時

「女
は
出
産
で
休
め
て
い
い
な
」
と

同
僚
に
言
わ
れ
た
こ
と
も。

腹
も
立

っ
た
が
、
多
忙
な
あ
ま
り
い
ら
だ
っ

同
僚
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
で
も

な
か
っ
た。

「
男
女
が
平
等
に
働
け
る
た
め
に

労
働
環
境
を
見
直
す
べ
き
だ
」
と
提

言
。

根
底
に
あ
る
の
は
「男
性
と
女

性
の
特
徴
の
違
い
を
考
慮
し
て
治
療

に
あ
た
る
性
差
医
療
の
発
展
が
よ
り

良
い
医
療
に
つ
な
が
る」
と
の
思
い

だ
。

「だ
か
ら
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
は

壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

そ
う

信
じ
て
い
る。
(

向
川
原
悠
吾)

男
性
中
心
の
医
療
に
異
議

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
丹
市
日
(
火
)

50 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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患
者
、

部
年
に
退
職
し
た
後
、
日
赤

県
支
部
の
看
護
師OG
で
つく

る
「
看
護
奉
仕
団
」
を
結
成

。

災
害
現
場
で
の
健
康
診
断
な

ど
、
現
役
の
医
療
従
事
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
た。
戦
地
で
の
殉
職

者
の
慰
霊
碑
建
立
に
も
奔
走
。

ω
年
の
碑
の
除
幕
式
で「い
ま

な
お
戦
争
の
記
憶
が
生
々
し
く

残
り
、二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
」

と
訴
え
た。

ω
年
以
上
の
付
き
合
い
が
あ

っ
た
県
看
護
協
会
名
誉
会
長
の

山
口
ミ
ユ
キ
さ
ん(叩
)は
「自

分
に
厳
しく
人
に
優
し
い
性
格

で
、『
仁
と
愛
と
に
富
む
婦
人
』

と
す
る
赤
十
字
の
心
を
貫
い

た
。

看
護
界
の
輝
き
を
失
っ
た
」

と
故
人
を
し
の
ん
だ。

(宮
本
祥太
)

51 

後
進
に
寄
り
添
い
続
け

戦
時
中
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
負
傷
者
救
護
に
尽
く
し
、
日
赤

長
崎
原
爆
病
院
の
看
護
部
長
を
お
年
間
務
め
た
久
村
キ
ヨ
さ

ん
U

長
崎
市
古
町H
が
叩
月
幻
目
、
老
衰
の
た
め
白
歳
で
死

去
し
た。

功
替
の
る
世
界
の
看
護
師
に
与
え
ら
れ
る

「
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
・

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
」
を
l
9
9
5

年
、
県

内
で
初
め
て
受
章。
本
県
看
護
界
のρ
母
。
と
し
て
患
者
や

後
進
に
寄
り
添
い
続
け
た

。

原
爆
病
院
看
護
部
長
を
お
年

二
体
何
を
食
し
て
い
た
か

記
憶
に
な
いγ
淋
力
は
衰
え
、

行
軍
の
時
は
大
腿
部
の
皮
を
つ

ま
み
あ
げ
一
歩一歩
進
ん
だ」
。

太
平
洋
戦
争
中
の
激
戦
地
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
の
体
験
を
県
看
護

協
会
の
印
周
年
記
念
誌(ω
年

発
刊
)
に
、
久
村
さ
ん
は
こ
う

寄
稿
し
て
い
る。

制
年5
月
、
日
赤
から
派
遣

さ
れ
、
首
都
マ
ニ
ラ
の
陸
軍
病

院
に
勤
務。

赤
痢
な
ど
伝
染
病

患
者
の
看
護
に
当
た
っ
て
い
た

が
、
連
合
軍
の
侵
攻
で
戦
況
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た

。

安

全
な
場
所
を
求
め
て
移
っ
た
フ ィ

リ
ピ
ン
・
バ
ギ
オ
の
陸
軍
病

院
分
院
も
連
日
の
浬
襲
を
受
け

た
。
「

昼
は
防
空
壕
、
夜
は
病

室
と
移
動
の
繰
り
返
し
」
'
。食

料
は

一日
1
4
1
2

食
の
粥
だ
け

だ
っ
た
。

バ
ギ
オ
も
包
囲
さ
れ
、
5

カ

月
の
逃
避
行
が
始
ま
る
。

芋
の

茎
や
バ
ナ
ナ
の
木
な
ど
で
命
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
夜
の
山
道
を
ひ

た
す
り
歩
い
た
。
一
緒
に
逃
げ

た
軽
症
患
者
の
多く
が
餓
死
、

救
護
班
白
人
の
う
ち
泊
人
が
命

を
落
と
し
た。

終
戦
後
、
マ
ニ

ラ
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
が

「1

カ
月
遅
れ
て
い
た
ら
餓
死

の
運
命
を
た
ど
っ
た」
と
述
懐

し
て
い
る。

久
村
さ
ん
は
、
そ
れ
で
も
な
お

看
護
の
道
を
生
き
る

。

日
明
年
に
帰
国
後
、
国
立
長
崎

病
院
な
ど
で
被
爆
者
救
護
に
尽

力
し
た。

日
赤
長
崎
原
爆
病
院

に
は
日
年5
月
の
開
院
時
から

勤
め
翌
年1
月
、
2

代
田
の
看

護
部
長
に
就
任。お
歳
だ
っ
た。

管
理
職
と
な
っ
た
が
、
自
ら
の

仕
事
の
合
聞
を
見
つ
け
て
は
病

室
を
訪
ね
、
重
症
患
者
に
積
極

的
に
声
を
掛
け
た
と
い
う

。

久
村
さ
ん
の
功
績
は
尽
き
な

い
。

看
護
師
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
連
携
体
制
を
強
化
さ
せ
て

被
爆
者
の
社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー

ト
。

患
者
第

一
の
看
護
を
実
現

す
る
た
め
、
勉
強
会
に
よ
る
人

材
育
成
や
託
児
所
導
入
な
ど
の

職
場
環
境
改
善
に
注
力
し
た
。

看
護
副
部
長
と
し
て
幻
年
間
と

も
に
働
い
た
米
倉
百
合
子
さ
ん

(似
)は
「
み
ん
な
の
相
談
役

。

後
輩
を
温
かく
見
守
っ
てく
れ

た
」
と
振
り
返
る。

医
療
従
事
者

戦時中に比で救護体験も

長

崎

新
聞
・
朝
刊

2
0
1

8

年
刊
月
沼
田

(
金
)
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びI貞

医
療
従
事
者

ヲー・
~・
と 1
~ 

石E
者l
tこE
伝l

3・・
えE

た1
いE

作
業
療
法
士

虞
瀧
功
さ
ん
(
的
〉

鹿
児
島
市

「大
学
を
中
退
し
、
心

に
、
く
い
が
打
ち
込
ま
れ

た
よ
う
な
人
生
を
送
っ
て

い
た
。

よ
う
や
く
今
日
、
く

い
が
抜
け
た
よ
う
で
す」。

鹿
児
島
市
で
叩
月
に
あ
っ

た
放
送
大
学
の
卒
業
証書

.
学
位
記
授
与
式
。

卒
業
生

代
表
と
し
て
あ
い
さ
っ
し

た
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
感
極
ま
っ
て

声
を
詰叩
ま
ら
せ
た。

1
9
8
9

(平
成
元
)

年
、
鹿
児
島
大
学
に
入
学

し
た
が
、6
年
後
に
退
学。

「す
か
す
か
の
学
生
時
代

だ
っ
た
。

世
の
中
を
な
め

3かどvtλ模様

て
逃
げ
て
い
た」
。そ
れ
か

ら
好
余
曲
折
を
経
て
作
業

療
法
士
と
し
て
働
き
な
が

ら
H

学
び
直
しu。

初
年
近

く
背
負
い
続
け
た
後
悔
と

決
別
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

熊
本
市
で
生
ま
れ
育

ち
、2
浪
し
て
鹿
大
理
学

部
数
学
科
に
進
ん
だ。
だ

が
講
義
が
面
白
く
な
い
。

専
門
課
程
は「マ
ニ
ア
ッ

ク
な
世
界。
も
う
だ
め
だ

っ
た
」
。授
業
は
欠
席
し
、

顔
を
出
す
の
は
音
楽
系
の

サ
ー
ク
ル
だ
け。
「
い
ず

れ
破
綻
す
る」
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た。

入
学
し
て4
年
後
に
は

実
家
か
ら
の
仕
送
り
が
止

ま
っ
た。
サ
ー
ク
ル
仲
間

の
紹
介
で
、
非
正
規
社員

と
し
て
海
洋
土
木
の
仕
事

を
始
め
、
西
日
本
各
地
の

現
場
へ。
職
人
ら
と
寝
泊

ま
り
し
な
が
ら
働
く
生
活

鹿児島県が生涯学習の
充実を盛り込んだ県総合
基本計画を策定

学

み
石
以

歩
玉
虫
リ

コ
工
エ

d
一
市
島

λ
一
本
児

さ
二
照
席
庇

諮
問
議

虞
一
明(

引(
(

が
叩
年
近
く
続
い
た
。

「正
社
員
に
な
ら
な
い

か
」
と
何
回
か
誘
わ
れ
た

が
断
っ
た。
卒
業
だ
け
は

し
た
か
っ
た。
吃
が
、
県

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
聞

に
、
母
親
が
退
学
の
手
続

き
を
し
て
い
た。

一
方
で「仕
事
を
通
し

て
人
間
と
し
て
鍛
え
ら
れ

た
」
と
今
振
り
返
る。

プ

ロ
意
識
や
誇
り
、
自
己責

任
、
他
人
の
立
場
で
広
い

視
野
で
考
え
る
こ
と
・
・
・

。

「職
人
た
ち
か
ら
叱
ら
れ

て
教
わ
っ
た」

大
学
入
学
か
ら
口
年

後
。

仕
事
ぷ
り
が
認
め
ら

れ
、
大
手
建
設
会
社
の
社

員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ

専門学校卒業、作業療
法士の資格を取得

7年ト鹿児島大を中退
(1回5) I 
14年ト医療専門学校に入学

(2002) 
17年

(2005) 

学
業
入
卒
に
を
円
子
円
子

大
大

婚
送
送

結
放
放

巴-砂
j
i

p
i
-
-
F

年
ω
年
心
年
同
切

8

ゅ
6

は
O

は

1
2
2
2
3
3
 

と
に
。

だ
が
一
転
、
取
り

消
さ
れ
た。
公
共
事
業
が

減
っ
て
い
た
た
め
だ
。

心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ

た
が
、
作
業
療
法
士
を
し

て
い
る
か
つ
て
の
サ
ー
ク

ル
仲
間
の
勧
め
で
、
い
ち

き
串
木
野
市
の
医
療
専
門

学
校
に
入
学
し
た。
お
歳

に
な
っ
て
い
た。

心
機
一
転
、
勉
強
や
病

院
実
習
に
励
ん
だ
。

し
か

し
、
し
ば
ら
く
た
つ
と
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た。
何
を
や

っ
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
。

年
配
の
知
人
に
相
談

す
る
と
、
「困
難
か
ら
逃

げ
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

ま
ず
親
に
会
う
こ
と

か
ら
始
め
れ
ば」
と
言
わ

れ
た。
振
り
返
れ
ば
凶
年

以
上
、
両
親
と
顔
を
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た。

実
家

に
帰
っ
て
謝
罪。
父
親
は

激
怒
し
た。

3

年
後
に
卒
業
し
、
作

業
療
法
士
と
な
っ
た

。

奨

学
金
を
受
け
た
北
薩
地
区

の
老
健
施
設
に
就
職
し
、

翌
年
に
は
結
婚
し
た
。

作
業
療
法
土
は
体
と
心

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事

だ
。

高
齢
者
と
関
わ
る
う

ち
、
心
的
サ
ポ
ー
ト
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
。

さ
ら

に
現
場
で
経
験
を
積
む
だ

け
で
な
く
、
技
術
を
理
論

で
裏
付
け
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た。

「
臨
床

心
理
土
を
目
指
そ
う」
。

衛
星
放
送
で
学
ぶ
放
送
大

学
に
入
学
し
た
。

日
制
歳
で

の
挑
戦
だ
っ
た
。

仕
事
で
疲
れ
眠
く
な
っ

た
り
、
内
容
が
頭
に
入
ら

な
か
っ
た
り。
鹿
児
島
市

の
病
院
に
転
職
し
、
勉
強

時
聞
を
確
保
で
き
な
い
時

期
も
あ
っ
た。
そ
れ
で
も

必
死
に
食
ら
い
つ
い
た
。

平
成
と
い
う
時
代
は

H

学
び
直
しuが
注
目
さ
れ

た
。

県
が
生
涯
学
習
の
充

実
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
基

本
計
画
を
策
定
し
た
の
は

平
成
2

年
。

こ
れ
を
意
識

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

平
成
が
終
わ
る
前
に
放
送

大
学
を
卒
業
で
き
た

。

今
は
臨
尿
心
理
士
の
資

格
取
得
に
向
け
、
大
学
院

進
学
を
目
指
す
。

そ
の
先

に
描
く
の
は
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
仕
事
だ。
臨
床

心
理
士
の
妻
と
一
緒
に
、

こ
ど
も
食
堂
と
児
童
ク
ラ

プ
を
合
わ
せ
た
施
設
を
運

営
し
た
い
と
考
え
る
。

「こ
れ
ま
で
学
ぷ
面
白

さ
と
あ
り
が
た
さ
を
実
感

し
、
充
実
し
た
時
聞
を
過

ご
し
て
き
た。
今
後
は
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
職
人

さ
ん
の
よ
う
に
、
生
き
る

上
で
大
切
な
こ
と
を
若
い

世
代
に
伝
え
た
い
」

(藤
崎
慎
二)

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
円
月
間
旧
日
(
木
)

52 
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他分野と交流
藤原怜峰さん

看護学生
24 筑波大4年PEOPLE 

すね」と力強く語った。

(新美舞)
患者の気持ち伝える最初は薬学部志望

「ミスマッチj 防ぐ

日本看護協会の調査によ

ると、 2016年度に新卒で看
護師として就職した人の 1
年目の離職率は7.6%だが、
99床以下の小規模な医療機
関では12.4%に上る。大都
市の小規模病院ほど、仕事
の予想外の忙しさなどから
早期の離職者が多い傾向に
あるという。
こうした「ミスマッチ」

を防ぐため、医療機関の採

用担当者らが13年、 「看護
職の採用と定着を考える
会Jを設立。看護学生が求め
る情報を積極的に提供する
ほか、学生の声を聞いて採
用に生かしたり、若手看護
師と直接話す機会を設けた
りする取り組みを進める。

2018年11 月 27 日(火)

売(東京)・朝刊

様 々な分野の学生らとの交流を通
じ、 「自分は、看護の専門性を

理解していないことに気付きましたj

と話す。看護師は「医師の指示通りに

患者の世話をする係」程度の認識だっ

たが、患者と接する機会が多い分、患

者の気持ちを知り、医師や薬剤師など

に伝えることが求められていると思う

ようになった。

「患者さんの目標が、自宅で階段を

上りトイレに行くことなのか、趣昧の

散歩を毎日 1 時間は楽しむことなのか

などで、医療チームの対処法や接し方

も変わってくることもわかりましたj

来年4月には神奈川県内の病院の看

護師として働き始める予定だ。将来は

大学院で、病気の予防や医療政策など

を広く学びたいと考えている。看護師

として働く間も、医療分野でも活用が

揖えそうなA I (人工知能)など、専

門タトの勉強会にも参加するつもりだ。

「看護の奥深さを知った今は勉強し

たいことが増え、何でも経験したいで

と目 E包六市会じ+ー.- ,,::-_0 , I 
瓜E乏R~)J 目白/ コノJ、三ノ

号士

関冗

全国の大学や専門学校の看護学生
で作る団体r I ONJの関東支部

代表を務める。団体名は「看護の養成」

を意昧する英語の略で、全国4支部か

ら成る。 IT企業の社員など異業種で

活躍する人の講演会や、薬学や理学療

法など他分野の医療系学生の団体など

と交流会を聞き、広い視野で自分のキ

ャリアを考える活動に力を入れる。

高校時代になりたかったのは薬剤師

だった。ドラッグストアでのアルバイ

トを通じ、忙しくて病院に行けない人

が頼る衝の薬局で、様々な相談に乗る

薬剤師こそが「健康管理の最前線にあ

る仕事」と感じていた。

だが大学受験では薬学部に落ち、看

護学部に進学。 r興昧を持てず自分の

キャリアを描けずにいました」。勉強

に身が入らず 2 回目の留年が決まった

後、 IONに加入した。業種、職種を

超えて交流する団体なら看護に関心を

持てるかもしれないと思ったからだ。

ハァ~
医
療
従
事
者 全

国
の
魅
力

-
冊

和
歌
山
の
医
師

佐
々
木
さ
ん

「温
泉
マ
ニ
ア」
を
自
称
す
る
和
歌
山
市
葵
町
の
消
化
器
外
科
医
佐
々

木
政

一さ
ん
(肝
)が
、
温
泉
の
魅
力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
本
「
心
と
体
に

効
く

温
泉
」
(中
公
新
書
ラ
ク
レ)を
出
版
し
た。
田
辺
市
本
宮
町
の
川
湯

温
泉
に
冬
場
だ
け
造
ら
れ
る「仙
人
風
呂
」
や
武
将
を
癒
や
し
た
秘
湯
な

ど
各
地
の
名
湯
を
雑
学
、
伝
説
も
交
え
て
解
説

。

医
学
面
か
ら
の
効
能
も

説
明
し
て
お
り
、
「
予
備
知
識
が
あ
る
と
温
泉
は
よ
り
楽
し
く
入
れ
る
」

と
語
っ
て
い
る。
(

浅
田
真
理
)

有
田
川
町
出
身。
県
立
医
大

大
学
院
在
学
中
に
熊
本
県
の
温

泉
を
訪
れ
、
自
然
豊
か
な
都
湯

の
魅
力
を
知
っ
た。
田
辺
市
の

病
院
勤
務
時
は
週
末
ご
と
に
県

内
の
温
泉
に
出
掛
け
る
な
ど
、

現
役
医
師
と
し
て
働
き
な
が
ら

巡
っ
た
温
泉
は
国
内
外
約
2
2

0

か
所
に
上
る。

温
泉
医
学
に
つ
い
て
も
研
究

を
続
け
、
日
本
で2
0
0

人
ほ

ど
し
か
い
な
い
「温
泉
療
法
専

門
医
」
の
資
格
も
持
つ
。

温

泉
に
ま
つ
わ
る
話
を
地
元
新

聞
の
連
載
で
披
露
し
て
い
た

が
、
「
ま
と
め
て
読
み
た
い
」

と
の
要
望
も
あ
り
、
出
版
が
決

ま
っ
た
。

「
お
気
に
入
り
ベ
ス
ト
辺
」

と
し
て
、
川
湯
温
泉
や
祖
谷
温

泉
(徳
島
県
)
な
ど
を
挙
げ
、

由
来
や
実
際
に
訪
れ
た
際
の
思

い
出
を
軽
妙
な
文
章
で
紹
介
。

泉
質
、
温
度
、
効
能
や
聞
い
合

ベスト 22に川湯
わ
せ
先
、
交
通
手
段
な
ど
の
デ

ー
タ
も
添
え
た。
道
後
、
有
馬
、

白
浜
の
「
日
本三
古
湯
」
、
戦

国
武
将
・
武
田
信
玄
、
上
杉
謙

信
の
「隠
し
湯」
も
取
り
上
げ

て
い
る
。

「温
泉
巡
り
は
ブl
ム
に
な

っ

て
い
る
が
、『何
が
温
泉
か』

を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
人
は

少
な
い
」
と
、
定
義
や
効
能
に

つ
い
て
も
解
説。
ま
た
、

「広

い
湯
船
で
『ハ
ァ
i

』
と
声
が

出
る
の
は
、
浮
力
作
用
に
よ
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果」
「
温
泉
の

成
分
は
皮
膚
か
ら
直
接
し
み
込

む
」
な
ど
、
医
学
面
か
ら
湯
治

の
効
果
を
説
い
て
い
る
。

佐
々
木
さ
ん
は
「読
み
物
と

し
て
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の

で
は
」
と
話
し
て
い
る。

2
6
4

守
、
税
別8
6
0

円
。

雑学や訪問記

社
一
肌
士
冗
(
和
歌
山
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
M
日
(
水
)
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看護師ら過労の悩み共有

医
療
従
事
者

患者の命を守る「白衣の天使」が過労で悲鳴を上げてい

る。 人手不足や患者の高齢化を背景に、不規則な長時間労

働で慢性的に体が疲れている上、常に患者の容体に神経を

とがらせ、心身共にストレスをためている。 名古屋市内で

は、看護師や助産師らが悩み事を話し合う「ナースカフェ 」

が聞かれ、つらい気持ちを共有し合った。 (花井康子)

十
月
下
旬
、
名
古
屋
市
東
区
の

飲
食
店
に
十
四
人
の
看
護
師
や
助

産
師
ら
が
集
ま
っ
た。
お
茶
を
し

な
が
ら
悩
み
事
を
話
し
合
う
「
ナ

l

ス
カ
フ
ェ
」
。

テ
ー
ブ
ル
を
囲

む
と
早
速
、
悩
み
を
打
ち
明
け
始

め
た
。

総
合
病
院
の
外
科
病
棟
に
勤
務

す
る
名
古
屋
市
中
村
区
の
看
護
師

(
四
ニ
)
は
「
残
業
が
多
す
ぎ
る
」
と

漏
ら
し
た
。

病
室
は
常
に
八
割
ほ

ど
埋
ま
っ
て
い
る。
日
動
の
場
合

は
、
朝
か
ら
午
後
五
時
ご
ろ
ま
で

は
患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
、
そ
の

後
、
時
間
内
に
書
き
切
れ
な
か
っ

た
賓
護
記
録
を
付
げ
る
な
ど
事
務

作
業
が
待
っ
て
い
る。
業
務
で
使

う
電
子
力
ル
テ
は
記
録
項
目
が
多

く
、
入
力
に
時
間
が
か
か
る
。

病
棟
の
看
護
師
は
二
十
数
人
で

夜
勤
は
三
人
体
制。「
せ
め
て
夜
勤

が
四
人
体
制
に
な
ら
な
い
と
追
い

つ
か
な
い
」
と
た
め
息
を
つ
い
た

。

患
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
ケ
ア

や
事
務
量
の
増
加
で
年
々
、
仕
事

量
が
増
え
て
い
る。

「
中
に
は
ナ

i

ス
コ
ー
ル
が
で
き
な
い
患
者
も

い
る
。

ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
た
り
、

点
滴
が
抜
け
て
も
気
付
か
な
か
っ

た
り
す
る
患
者
も
い
る
た
め
、
絶

え
ず
目
が
離
せ
な
い
」
と
訴
え
る

と
、
参
加
者
の
多
く
が
「
分
か
る
、

分
か
る
」
と
う
な
ず
い
た。

訪
問
看
護
で
終
末
期
の
患
者
と

関
わ
る
中
村
区
の
看
護
師
(
ニ
七
)
は

「
医
師
と
家
族
の
治
療
方
針
が
合

わ
ず
、
板
挟
み
に
な
る
こ
と
も
多

い
。

看
護
師
だ
っ
て
人
間。
寄
り

添
い
た
い
気
持
ち
が
失
わ
れ
る
ほ

ど
疲
弊
し
て
い
る
」
と
こ
ぼ
し
た
。

愛
知
県
大
府
市
の
助
産
師
(
三
七
)

は
十
四
年
ほ
ど
前
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
と
う
つ
病
を
発
症
し
た。
勤
め

て
い
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
常
勤
の
助

産
師
は
自
分
を
含
め
二
人
だ
け
。

お
産
の
最
中
に
、
別
の
妊
産
婦
か

ら
ナ
l

ス
コ
ー
ル
が
次
々
に
鳴

る
。

「
陣
痛
が
苦
し
い
」
「
母
乳

の
あ
げ
方
が
分
か
ら
な
い
」
:
・

。

優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
緊
急

を
要
し
な
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
声
が
降
り
注
ぐ。

「
お
産
に
関
わ
り
た
い
」
と
選

ん
だ
仕
事
だ
っ
た
が
「
(
母
体
と
胎

児
の
)
二
人
の
命
を
預
か
っ
て
い

る
と
い
う
責
任
感
が
常
に
あ
り
、

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
つ
た
が
、

元
気
な
自
分
を
演
じ
続
け
た
」
。

一
晩
の
夜
勤
中
に
四
人
の
制
御

と
帝
王
切
開
が
重
な
り
、
眠
れ
な

か
っ
た
こ
と
も。

「
病
院
の
規
模

患
者
の
高
齢
化

負
担
増
に
拍
車

に
も
よ
る
が
個
人
病
院
で
一
カ
月

の
分
娩
が
四
十
件
を
超
え
る
と
二

人
で
は
厳
し
い
」

「
ナ1
ス
カ
フ
ェ
」
は
八
月
に

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
開
催

。

主
催
し
た
元
看
護
師
で
、
日
本
疲

労
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
代
表
理
事

の
時
任
春
江
さ
ん
(
五
=
む
は
「
看
護

師
同
士
が
つ
な
が
り
、
悩
み
を
共

有
す
る
こ
と
で
心
が
軽
く
な
る
。

日
本
看
護
協
会
(東
京
)
の

調
査
で
は
、
回
答
し
た
交
代
制

勤
務
の
看
護
職
員
千
七
百
二
十

八
人
の
う
ち
、4
・
3

%
が
月

六
十
時
間
超
の
時
間
外
勤
務
を

こ
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

宇
一
旬
護
職
員
の
離
職
率
は
年

間
平
均
約
日%
で
、
原
因
は
夜

間
の
長
時
間
勤
務
や
教
育
体
制

の
不
備
が
大
半
を
占
め
る
。

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

に
よ
る
と
、
看
護
師
一
人
に
対

し
一
般
の
入
院
患
者
十
五
人
が

最
低
限
の
配
置
基
準。

一
人
で

入
手
足
り
ず
「
心
も
疲
弊
」

見
る
患
者
の
基
準
数
は
欧
米
の

倍
以
上
だ。
医
師
と
患
者
の
や

り
と
り
の
記
録
や
日
報
の
作
成

な
ど
自
に
見
え
な
い
仕
事
も
多

く
、
看
護
師
の
現
場
は
慢
性
的

な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

患
者
の
高
齢
化
も
負
担
増
に

拍
車
を
か
け
る。
時
任
さ
ん
は

「
目
が
離
せ
な
い
高
齢
の
入
院

患
者
が
増
え
、
病
院
で
は
医
療

よ
り
も
介
護
の
比
重
が
大
き
く

な
っ
て
い
る。

一
人
の
ケ
ア
に

時
間
を
取
ら
れ
、
仮
に
看
護
職

員
の
数
を
増
や
し
て
も
仕
事
が

楽
に
な
っ
た
と
い
う
現
場
の
実

感
は
乏
し
く
、
超
過
勤
務
は
な

く
な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。

看
護
師
自
身
が
疲
労
に
気
付
き
、

自
分
で
ケ
ア
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

。

次
回
の
ナl
ス
カ
フ
ェ
は
二
月

九
日
に
名
古
屋
市
東
区
で
開
催
予

定
。
@
時
任
さ
ん
H

電
0
5
0

(
3
5
9
1
)
1
6
7
4
 

中
日
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
却日
(
火
)
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看
護
師
2

交
代
最
高
に

病
棟
の
夜
勤
調
査
長
時
間
労
働
懸
念

日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会

(
医
労
連
)
は
ロ
目
、
今
年
度

の
看
護
師
ら
の
夜
勤
実
態
調
査

を
発
表
し
た。

長
時
間
労
働
に

な
る
「
2

交
代
制
」
の
病
棟
の

割
合
は
四
年
前
の
調
査
開
始
か

ら
最
高
のm
・
2

%
で
、
う
ち

6

割
は
勤
務
時
間
が
日
時
間
以

上
だ
っ
た。

医
労
連
は
「
患
者

の
安
全
と
職
員
の
健
康
被
害
が

危
慎
さ
れ
る
深
刻
な
事
態
」
と

し
て
、

改
善
を
求
め
て
い
る

。

調
査
は
医
労
連
加
盟
組
合
が

あ
る
医
療
機
関
を
対
象
に
6

月

に
実
施。

3
7
8

施
設
(
計2

6
1
6

病
棟
)
が
答
え
た。

2

交
代
制
の
1

カ
月
あ
た
り
の

夜
勤
は
平
均
4

・
ロ
回
だ
っ

た

夜
勤
の
形
態
は
、
記
録
の
あ

る
1
9
9
9

年
は
3

交
代
制
が

回
・
5

%
、

2

交
代
制
か6
・

5

%
だ
っ
た
が
、2
0
0
0

年

代
半
ば
か
ら2
交
代
制
か
増
え

て
い
る
。

患
者
7

人
に
対
し
看

護
師
1

人
を
配
置
し
、
高
い
入

院
基
本
料
を
医
療
機
関
が
と
れ

る
「
7

対
1

病
床
」
が
的
年
に

導
入
さ
れ
、
全
体
的
に
人
手
不

足
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

(
阿
部
彰
芳
)

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
日
日
(
火
)

急
患
や
実
業
こ
付
事
川
崎
J
M以
m
U

4
・

4
1
E
d

司

1
7
J
J
J
j
1
7
1
1
F

職
経
験
が
あ
る
」
と
回
答

。

サ
ボl
タ
l

は
資
格
、
に
迎
え
に
行
っ
て
ほ
し
い
理
由
は
、
出
産
・
育
児
が

経
験
不
問。
若
手
医
師
のマ
勤
務
す
る
病
院
が
遠
最
多
だ
っ
た

。

多
い
広
島
市
内
を
中
心
に
く
早
朝
に
家
を
出
る
た
県
医
師
会
の
園
田
哲
子

県
内
会
頭
で
募
り
、
「
サ
め
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
常
任
理
事
は
「
子
育
て
期

ポ
l

タ
ー
バ
ン
ク
」
に
登
送
り
届
け
て
ほ
し
い
ー
と
に
休
職
や
時
短
勤
務
を
し

録
し
て
も
ら
う。
県
医
師
い
っ
た
ケl
ス
を
想
定
す
た
女
性
が
十
分
に
技
術
を

会
に
常
駐
す
る
保
育
相
談
る
。

磨
け
ず
、
引
け
目
を
感
じ

員
が
橋
渡
レ
役
と
な
り
、
急
患
の
呼
立
出
し
ゃ
診
て
離
職
す
る
ケ

l

ス
も
あ

住
所
や
支
援
内
容
な
ど
で
療
が
長
引
く
こ
と
も
あ
る
る
」
と
指
摘

。

残
っ
た
医

条
件
に
合
う
サ
ボ
l

タ
1

医
師
の
働
き
方
に
合
わ
師
の
負
担
が
過
重
に
な
り

を
医
師
に
紹
介
。

料
金
は
せ
、
当
日
の
急
な
依
頼
に
か
ね
な
い
た
め
、
「
子
育

各
自
で
交
渉
す
る
。

応
じ
て
も
ら
え
る
「
最
後
て
中
も
働
き
続
け
て
も
ら

医
師
が
求
め
る
支
援
の
と
り
で
」
と
し
て
の
期
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
が

は
、
保
育
園
や
小
学
校
、
待
も
あ
る
。
不

可
欠
」
と
話
す

。

習
い
事
へ
の
送
迎
、
病
児
県
医
師
会
に
よ
る
と
、
同
様
の
制
度
は
、
広
島

の
預
か
り
、
家
事
支
援
な
県
内
で
は
医
師
に
占
め
る
県
よ
り
医
師
不
足
が
深
刻

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

院
内
女
性
の
割
合
は
初
、
初
代
な
山
口
県
で
は
ω
年
か

保
育
所
が
満
員
で
預
け
で3
割
を
超
え
る。ま
た
、
ら
、
岡
県
医
師A『
か
実
施

ら
れ
な
いマ
手
術
中
で
病
県
地
域
保
健
医
療
推
進
機
し
て
い
る

。

園
田
常
任
理

院
を
離
れ
ら
れ
ず
、
発
熱
構
の
2
0
1
3

年
の
調
査
事
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
広

し
た
子
ど
も
を
保
育
園
で
は
、
県
内
の
病
院
の
女
島
で
も
、
医
療
崩
壊
が
起

の
員
こ

き
か
ね
な
い。

一
人
で
も

切
除
服
町
議
雑
ん
げ
を
サ
ポ

l
タ
1
に
名
乗

z

i
A

介
|

〕

差
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

動
際
世

d
d
F〉
m
J
砂
血
呼
び
掛
け
る。

百

0

4
陵
l
糸
町

|
一

、
の
恥

』

1

f
u

保
育
士
免
許
の
な
い
人

託
は
、
事
前
に
研
修
が
必
要

。

サ
有
量
医
師
会
宮

0
8
η

ポ

-

(
5
68
)
1
51
1

0

サ

7
h
r

育
晶
僻
J
K

み

サ

相
談
員
が
橋
渡
し

広
島
県
医
師
会
は
、
急
な
出
動
や

残
業
の
あ
る
医
師
の
子
ど
も
を
預
か

る
「
保
育
サ
ポl
タ
l

」
を
募
集
し

て
い
る
。

女
性
医
師
が
増
え
る
中
、

子
育
て
期
の
離
職
防
止
策
が
不
可
欠

と
判
断
し
た。
広
島
市
内
で
数
十
人

を
確
保
で
き
次
第
、
ロ
月
に
も
医
師

へ
の
紹
介
を
始
め
る
。
(馬
場
洋
太
)

子育て中の医師
ー募集サボータ

| 離職防止の保育制度来月にも県医師会 | 

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
初
日
(
月
)
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医学部地域枠制度
22大、2割超の欠員

18年度、厚労省調査

地
方
で
の
医
師
不
足
解
消
に

向
け
、
都
道
府
県
か
ら
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
る
代
わ
り
に
、

卒
業
後
、
そ
の
地
域
で
一
定
期

間
働
く
大
学
医
学
部
の
「
地
域

枠
制
度
」
に
関
し
、
厚
生
労
働

省
は
二
十
八
日
、
二O
一
八
年

度
分
を
調
べ
た
結
果
、
全
国
の

二
十
二
大
学
が
設
け
た
募
集
枠

で
定
員
の
二
割
を
超
え
る
欠
員

が
出
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

地
域
枠
が
あ
る
六
十
六

大
学
の
う
ち
、
半
数
の
三
十
三

大
学
で
計
百
八
十
七
人
分
の
枠

が
埋
ま
っ
て
い
な
か
っ
た。

地
方
勤
務
を
希
望
す
る
学
生

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
。

地
方
と
都
市
部
の
医
師
偏
在
を

解
消
す
る
た
め
の
措
置
が
問
題

解
決
に
結
び
付
い
て
い
な
い
現

状
が
明
ら
か
に
な
っ
た。

制
度
が
導
入
さ
れ
たO
八
年

度
か
ら
一
八
年
度
の
通
算
で
は

学
生
を
勤
務
地
の
制
限
の
な
い

ご
般
枠
」
に
振
り
分
け
る
不
適

切
な
運
用
も
み
ら
れ
た。
医
学

部
定
員
は
地
域
枠
に
限
り
、
臨

時
の
定
員
増
が
認
め
ら
れ
て
お

養
成
・
研
修

り
、
厚
労
省
と
文
部
科
学
省
は

制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し

て
、
改
善
と
と
も
に
制
度
の
厳

粛
な
運
用
を
求
め
て
い
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
定
員
の

八
割
未
満
だ
っ
た
の
は
、
東
北

大
(
定
員
三
十
三
人
中
十
七

人
、
充
足
率
臼%
)
、
千
葉
大

(二
十
人
中
四
人
、
加%
)
、

信
州
大
(
十
八
人
中
二
人
、
日

%
)
、
久
留
米
大
(
五
人
中O

人
、
o
%
)
な
ど
。

地
域
枠
入
試
で
は
、
地
域
枠

と
一
般
枠
を
区
別
し
て
選
抜
す

同
園
医
師
の
偏
在
問
題
厚
生
労
一
し
、
最
少
の
埼
玉
県
は
1
6
0

・
1

岡
山
晶
働
省
に
よ
る
と
、
全
国
の
医
師
一
人
と
、
地
域
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
大
き

は
2
0
1
6

年
末
時
点
で
約
訂
万9
0

一
い。

0
0

人
と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
が
、
一
同
じ
都
道
府
県
内
で
も
偏
り
が
あ

人
口
叩
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、
一
り
、
過
疎
化
地
域
や
離
島
な
ど
医
師
不

最
多
の
徳
島
県
の3
1
5

・
9

人
に
対
一
足
が
深
刻
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

強協藍科大
子議大
東海大

信州大
近麓大

鳥取大

香川大

久留米大
佐賀大
慶縄大
111崎産科大
熊本大

※
厚
生
労
働
省
な
ど
の
調
査
に
よ
る

る
「
別
枠
方
式
」
と
、
一
緒
に

選
抜
し
入
試
前
後
に
希
望
者
を

募
る
「
手
挙
げ
方
式
」
が
あ

る
。

今
回
の
調
査
で
、
別
枠
方

式
だ
と
地
元
出
身
者
に
限
定
し

な
い
募
集
で
も
九
割
以
上
が
埋

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明。
充

足
率
が
低
か
っ
た
信
州
大
や
千

葉
大
、
東
北
大
は
手
挙
げ
方
式

で
、
入
学
後
に
希
望
者
を
募
る

「事
後
型
」
だ
っ
た。

厚
労
省
は
十
月
、
過
去
十
一

年
間
で
計
約
二
千
六
百
人
分
の

地
域
枠
が
埋
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
と
発
表。
文
科
省
と
合
同
で

調
査
し
、
今
回
初
め
て
大
学
名

ま
で
明
ら
か
に
し
た。
厚
労
省

は
既
に
、
二0
年
度
以
降
に
入

学
す
る
学
生
の
選
抜
に
関
し
て

別
枠
方
式
に
一
本
化
す
る
よ
う

都
道
府
県
ヘ
通
知。
文
科
省
も
、

充
足
率
が
低
い
医
学
部
の
地
域

枠
に
つ
い
て
は
、
定
員
を
削
減

す
る
方
針
を
決
め
て
い
る。

調
査
結
果
は
、
二
十
八
日
に

東
京
都
内
で
聞
か
れ
た
、
医
師

偏
在
対
策
を
議
論
す
る
厚
労
省

有
識
者
会
議
で
報
告
さ
れ
た
。

偏
在
解
消
ヘ
抜
本
見
直
し
必
要

町
叫
叫
-
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
一
る

。

-
解
説
-

一

同
信
省
の
医
学
部
地
域
枠
制
度
に
一
選
抜
方
法
に
も
問
題
が
あ

っ
た
。
二

関
す
る
調
査
で
、
制
度
を
導
入
し
て
い
一O
O
八
l

一
八
年
度
の
通
算
で
は
、
入

る
大
学
の
三
分
の
一
に
当
た
る
二
十
二
一
学
後
に
希
望
者
を
募
る
「
手
挙
げ
方
式

大
学
で
二
割
を
超
え
る
欠
員
が
生
じ
て
一
・
事
後
型
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
は
充

い
る
こ
と
が
判
明
し
た。

地
方
と
都
市
一
足
率
は
六
割
に
と
ど
ま
っ
た

。

不
適
切

の
医
師
偏
在
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
一
運
用
の
温
床
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が

が
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
か
っ
一
あ
り
、
抜
け
道
を
許
さ
な
い
対
策
を
早

た
こ
と
に
な
る
。

両
省
は
、
地
方
で
の
医
一
急
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る

。

師
確
保
に
向
け
抜
本
的
に
制
度
を
見
直
一
問
題
の
背
景
に
は
、
医
学
部
を
志
望

す
べ
き
だ。

一
す
る
若
者
た
ち
の
へ
き
地
で
の
勤
務
を

地
域
枠
は
、
卒
業
後
の
地
元
勤
務
を
一
忌
避
す
る
意
識
が
あ
る
の
で
は
な
い

条
件
に
都
道
府
県
が
奨
学
金
を
貸
与
す
一
か
。
両
省
に
は
、
へ
き
地
医
療
の
社
会

る
人
材
確
保
策。
各
大
学
の
医
学
部
は
一
的
意
義
や
や
り
が
い
を
伝
え
、
若
者
た

近
年
、
地
域
枠
に
限
り
、
定
員
増
を
認
一
ち
の
意
識
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
取
り

め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る。

地
域
枠
を
満
一
組
み
も
求
め
ら
れ
る

。

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
一
部
の
大
一
(
共
同
・
葛
西
謙

)

学
で
は
、
学
生
を
勤
務
地
に
制
限
の
な
一

〈
共同
通
信
〉

い
ご
般
枠
」
に
振
り
分
け
た
と
こ
ろ
一

も
あ
り
、
ま
さ
に
制
度
の
趣
旨
と
反
し
一

た
運
用
が
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
一

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
四
日
(
木
)

T
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m
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無
関
城
城
城
城
川
梨
木
管
市
野
岡
販
良
山
間
賞
鹿
島
取
口
川
間
賀
崎
崎
本

始
時
一
ホ
奈
歌

品
目
い
円四
千
静
茨
茨
茨
茨
神
山
栃
予
神
長
静
大
奈
和
静
習
さ
と
屑
山
空
砲
佐
長
長
熊

名
一
大
大
大

ま
北
形
京

:

議
山
帯
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「地域枠j医学生は優秀

地
域
医
療
に
従
事
す
る
人
材
を
養
成
す

る
大
学
医
学
部
の
地
域
枠
の
学
生
は
、
医

師
国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
平
均
よ
り

も
最
大4
湾
高
い
と
の
調
査
結
果
を
、
全

国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が
ま
と
め
た
。

地
域
枠
は
地
元
出
身
の
学
生
に
限
る
こ
と

が
多
く
、
学
力
低
下
の
懸
念
が

一
部
に
あ

っ
た
が
、
「成
績
優
秀
」
と
判
明
し
た

。

調
査
し
た
の
は
、
同
会
議
の
小
林
誠

一

郎
・
岩
手
医
科
大
副
学
長
の
グ
ル
ー
プ

。

地
域
枠
は2
0
0
8

年
度
に
本
格
導
入
さ

れ
、
国
公
私
立
回
大
学
に
広
が
っ
て
い
る

。

初
め
て
の
卒
業
生
が
出
た
日
年
度
以
降
、

4

年
間
の
卒
業
生
の
状
況
を
調
べ
た

。

医
師
に
な
る
に
は
医
学
部
卒
業
と
国
家

試
験
合
格
が
必
要
。
新
卒
学
生
の
合
格
率

が
最
も
高
い
の
は
日
年
度
の
m
m・
3

必

で
、
最
も
低
い
凶
年
度
で
も
悦
・

7

俗
だ

っ
た。
4

年
聞
を
通
じ
て
全
国
平
均
(
悦

・

5
5

剖
・8
物
)よ
り
も
3
ら

4

M
M高
い。

地
域
枠
の
合
格
率
が
高
い
理
由
ま
で
は

分
析
で
き
て
い
な
い
が
、
大
学
側
か
ら
は

「
モ
チベ
l

シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
を
確
保

で
き
る
」
と
の
意
見
が
出
た

。

地
域
枠
の

国家試験合格率 全国平均上回る
入
試
は
筆
記
試
験
に
加
え
て
志
望
動
機
を

尋
ね
る
面
接
を
し
、
在
学
中
に
は
過
疎
地

で
の
住
み
込
み
の
実
習
な
ど
独
自
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。

地
域
枠
導
入
が
学
力
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
形
だ
が
、
東

大
な
ど
「
旧
帝
大
」
と
呼
ば
れ
る
国
立
大

な
ど
9

大
学
は
、
地
域
枠
を
導
入
し
な
い

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

あ
る
大
学
は
「
日

本
中
か
ち
集
ま
る
学
生
に
質
の
高
い
教
育

を
行
い
、
世
界
レベ
ル
の
研
究
者
や
教
育

者
、
指
導
医
を
育
成
す
る
と
い
う
本
学
の

理
念
に
合
わ
な
い
」
と
答
え
た

。【熊
谷
豪
】

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1

8
年
刊
月

日
日

(
木
)

ラ
ン
チ
中奉
仕
の
心
学
ぶ

若
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
そ
う
と
、
県
は
紅
白
、

敦
賀
市
立
看
護
大
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た

。

気
軽
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、
ラ
ン
チ
を
取
り
な
が
ら
話
し
合
う

「ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
形
式
で
行
い

、

学
生
約
別
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意

義
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
た

。
(

藤
田
有
美)

2
0
1
6

年
調
査
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
過
去

1

年
間
に
経
験
し
た
県
民
の

割
合
は
犯%
で
全
国9
位
だ

っ
た
が
、
日i
M
歳
の
若
者

に
限
っ
て
み
る
と
四%で
同

世
代
だ
け
が
全
国
平
均
以
下

と
な
っ
た。
県
は
若
年
層
の

社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を

促
そ
う
と
本
年
度
、
県
内
大

学
と
協
力
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
て
い
る。

嶺
南
で
は
今
回

が
初。欧

米
で
は
ラ
ン
チ
を
取

り
な
が
ら
気
軽
に
話
し
合

う
セ
ミ
ナ
ー
を
、
ラ
ン
チ
を

入
れ
る
茶
色
の
紙
袋
に
ち

な
み
ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
グ
セ

ミ
ナ
ー
と
呼
ん
で
い
る
と
い

-
つ。コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
の

リ
ン
ク
メ
ー
カ
ー(あ
わ
ら

養
成
・

研
修

敦賀看護大県がセミナー

50人気軽に話し合い

市
)
の
大
連
達
揮
社
長
(出
)

を
講
師
に
招
い
た
。

大
連
さ

ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
得

た
人
脈
や
経
験
が
、
事
業
を

立
ち
上
げ
て
か
ら
役
に
立
つ た

と
話
し
、「明
確
な
目
的

が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
だ
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
積
ん
だ
り
人

脈
を
広
げ
た
り
で
苦
心
」
と

話
し
た。

セ
ミ
ナ
ー
中
に
学
生
か
ら

多
く
の
質
問
を
寄
せ
て
も

ら
お
う
と、

ネ
ッ

ト
を
介
し

て
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
募

集。

学
生
は
配
ら
れ
た
ブ

ラ
ウ
ン
バ
ッ
グ
に
入っ
た

昼
食
や
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
質
問
を
投
げ
掛
け
て

い
た。参

加
し
た
杉
坂
弘
美
さ

ん
(2
年
)
は
「ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
誰
か
の
た
め
に
行

う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
自
分
の
た
め
に
も
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

友
達

と
一
緒
に
申
し
込
ん
で
み

よ
う
と
思
う」と
話
し
て
い

た
。福

井
新
聞

・
戟
刊

2
0
1
8

年
刊
月
1
日
(
木
)
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養
成
・

研
修

山
陰
両
県
の
准
看
護
学
校6
校
で

入
学
生
が
減
少
し
て
い
る。
米
子
看

護
高
等
専
修
学
校
(
米
子
市
久
米
町
)

は
2
0
1
9

年
度
を
最
後
に
閉
校
を

決
め
、
同
年
度
の
入
学
生
が
定
員
の

半
数
に
満
た
な
か
っ
た
大
田
准
看
護

学
校
(
大
田
市
大
田
町
)
は3
日
に

開
校
以
来
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
聞
き
、
入
学
生
確
保
に
努
め
る
。

看
護
の
高
度
化
が
進
み
、
看
護
師
養

成
機
関
の
開
設
が
相
次
ぐ
一
方
、
医

療
現
場
で
准
看
護
師
へ
の
こl
ズ
が

低
下
し
て
い
る
の
が
背
景
に
あ
る
。

(
錦
織
拓
郎
)

ニ
ー
ズ
低
下

山
陰
両
県
の
准
看
護
学
校
は

鳥
取
、
倉
吉
、
米
子
、
松
江
、

大
田
、
浜
田
各
市
に
あ
り
、
各

地
域
の
医
師
会
が
運
営
す
る
。

こ
の
う
ち
1
9
5
2

年
設
立

で
鳥
取
県
西
部
医
師
会
が
運
営

す
る
米
子
看
護
高
等
専
修
学
校

(
定
員
犯
人
)
は
、
2
0
1
8

年
度
の
入
学
生
ロ
人
を
最
後
に

| 両県の准看護学校6校 !

降
の
募
集
を
停
止
し
、
閉
校
も

や
む
を
得
な
い
」
と
危
機
感
を

持
つ
。

他
校
の
同
年
度
入
学
生
も
、

鳥
取
看
護
高
等
専
修
学
校
(
間

的
人
)
同
人マ
倉
吉
看
護
高
等

専
修
学
校
(
同
鈎
人
)
お
人マ

松
江
看
護
高
等
専
修
学
校
(
同

お
人
)
幻
人マ
浜
田
准
看
護
学

校
(
同
初
人
)
凶
人!
と
、
い

ず
れ
も
定
員
割
れ
し
て
い
る。

志
望
者
の
減
少
は
、
医
療
現

場
で
の
准
看
護
師
減
に
直
結
す

る
。

日
年
度
の
准
看
護
師
数
は

島
根
が
3
0
7
8

人
、
鳥
取
が

2
2
8
5

人
で
、
叩
年
前
と
比

各
校
定
員
割
れ

募
集
を
停
止。
閏
年
度
を
最
後

に
閉
校
と
な
る。

1
9
6
6

年
設
立
の
大
田
准

看
護
学
校
(
同
お
人
)
の20

1
8

年
度
の
入
学
生
は9
人
。

運
営
す
る
大
田
市
医
師
会
は

「近
年
の
入
学
者
数
の
減
少
に

よ
り
、
経
営
困
難
な
状
祝
」
「
入

学
者
数
に
よ
っ
て
は
却
年
度
以

べ
て
l

割
近
く
減
っ
て
い
る。

一
方
で
、
医
療
や
看
護
の
高

度
化
が
進
む
現
場
の
ニl
ズ
に

応
じ
、
山
陰
両
県
で
は
看
護
師

養
成
の
受
け
皿
整
備
が
進
む
。

日
年
に
松
江
総
合
医
療
専
門

学
校
(
松
江
市
)
が
看
護
学
科

を
新
設。
ロ
年
に
は
島
根
県
立

大
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
(
出
雲
市
) 年

度
の
看
護
師
数
は
島
根
が8

3
3
2

人
、
鳥
取
が
6
7
5
2

人
で
、
叩
年
前
か
ら3
割
以
上

増
え
た
。

医
療
を
支
え
る
准
看
護
師
と

看
護
師
の
対
照
的
な
推
移
。

大

田
准
看
護
学
校
が
あ
る
大
田
市

の
医
療
拠
点
の
市
立
病
院
で

も
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
人
材

が
必
要
と
し
て
、
過
去
約
初
年

に
わ
た
っ
て
准
看
護
師
を
採
用

し
て
い
な
い
と
い
う。

位
置
付
け
認
識
に
違
い看護協
会
と

医
師
会

日
本
看
護
協
会
(
東
京
都
)

が
看
護
職
の
高
度
化
を
唱
え
、

准
看
護
師
に
看
護
師
資
格
の
取

得
を
促
す
の
に
対
し
、
日
本
医

師
会
(
同
)
は
人
材
確
保
や
看

護
の
「裾
野
」
の
拡
大
な
ど
を

理
由
に
、
准
看
護
師
養
成
の
継

続
を
求
め
て
お
り
、
位
置
付
け

に
違
い
が
あ
る。

島
根
、
鳥
取
の
両
県
看
護
協

会
な
ど
に
よ
る
と
、
准
看
護
師

制
度
は
、
戦
後
の
病
院
増
設
で

看
護
師
の
需
要
が
増
す
中
、
看

護
師
の
補
助
役
養
成
に
向
け
て

創
設。
両
者
に
は
給
与
水
準
な

ど
に
差
が
あ
る。

医
療
が
高
度
化
す
る
中
、
全

国
的
に
も
過
去
初
年
で
准
看
護

学
校
へ
の
入
学
者
数
は
激
減
。

よ
り
高
い
水
準
の
看
護
を
実
践

す
る
た
め
に
日
本
看
護
協
会
が

県
看
護
協
会
の
秦
美
恵
子
会
長

は
、
複
雑
化
す
る
医
療・
看
護

の
現
場
で
は
看
護
師
資
格
が
基

本
と
指
摘
し
、
現
状
を
過
渡
期

と
み
て
い
る。

一
方
で
、
医
師
会
側
は
、
診

療
所
や
福
祉
施
設
な
ど
で
、
准

看
護
師
へ
の
こl
ズ
は
一
定
程

度
あ
る
と
主
張。
実
際
、
大
田

市
で
グ
ル
ー
プ
ホl
ム
な
ど
を

展
開
し
、
准
看
護
師5
人
を
採

用
し
て
い
る
「百
年
く
ら
ぶ
」

の
高
橋
泰
子
社
長
は
「
戦
力
と

し
て
大
切
な
存
在
」
と
評
価
し
、

岡
市
内
の
診
療
所
の
医
師
も

「
准
看
護
師
と
い
う
『
選
択

肢
』
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

だ
」
と
強
調
す
る。

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
の
藤
井

秀
樹
部
長
は
「
医
療
に
関
わ
る

人
材
の
在
り
方
は
、
今
後
の
需
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問医療Jミ戸トシミシ民党斗
准
看
護
師
と
看
護
師
准
看

護
師
資
格
は
2

年
間
学
校
に
通

い
、
都
道
府
県
知
事
試
験
を
受

け
て
知
事
免
許
を
取
得
す
る
。

看
護
師
資
格
を
得
る
に
は
高
校

卒
業
後
、
3
3
4

年
制
の
看
護

学
校
、
大
学
な
ど
に
通
い
、
厚

生
労
働
省
の
国
家
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
条
件。
准
看
護
師

は
業
務
の
際
に
医
師
、
看
護
師

ら
の
指
示
が
必
要
に
な
る。

の
3

年
制
の
短
大
部
看
護
学
科

が
4

年
制
の
看
護
系
学
部
に
移

行
し
、
日
年
に
は
鳥
取
看
護
大

(
倉
吉市
)
と
鳥
取
市医
療
看

護
専
門
学
校
(
鳥
取
市
)
が
開

学
し
た
。

こ
う
し
た
状
祝
を
受
け
、
日

「
患
者
の
た
め
」
活
動
却
年

患
者
と
医
療
者
の
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
、
医
療
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
向
上
を
目
指
し
て
活
動
す

る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
静
岡
医

療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
(
S
M
C
)」
(静
岡

市
葵
区
)
が
発
足
初
年
を
迎

え
た
。

「
模
擬
患
者
」
を
研

修
会
な
ど
へ
派
遣
し
、
特
定

の
場
面
を
想
定
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
練
習

を
す
る。
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
「
患
者
の
た
め

に
」
と
の
強
い
思
い
か
ら
だ

o

m
月
、
岡
市
清
水
区
内
で

清
水
薬
剤
師
会
の
研
修
会
に 模

擬
患
者
を
派
遣
し
た
。

日

歳
女
性
が
母
の
薬
を
受
け
取

り
に
薬
局
を
訪
れ
る
場
面
設

定
は
事
前
に
周
知
し
、
女
性

が
自
身
の
健
康
相
談
を
す
る

こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。

模
擬
患
者
と
ア
ド
リ
ブ

で
や
り
と
り
す
る
中
に
、
日

頃
の
対
応
が
表
れ
る
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
終
え
た

後
、
模
醤
忠
者
を
務
め
た
森

田
み
つ
子
さ
ん(
ω
)は
気
持

ち
が
ど
っ
ホ
久
化
し
た
か
を
伝

え
た
。

「
医
療
者
の
考
え
方 と

患
者
の
感
じ
方
の
ず
れ
に

気
付
い
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

狙
い
を
話
す。

フ
ァ
シ
リ
テl
タ
l

を
務

め
た
S
M
C代
表
の
鈴
木
崇

代
さ
ん
(
臼
)
は
、
「
仕
事
が

大
変
だ
と
串
善
が
言
っ
て
い

た
の
に
、
つ
ら
い
で
す
ね
な

ど
の
共
感
が
な
か
っ
た
。

あ

れ
ば
患
者
と
の
距
離
を
縮
め

ら
れ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

他
人
の
や
り
と
り
を
見

て
「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か

振
り
返
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

目指す医療者とのずれ
養
成
・
研
修 認

定
す
る
「
専
門
看
護
師
」
や

「
認
定
看
護
師
」
の
志
望
者
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
神

奈
川
県
で
は
、
県
の
意
向
で
近

年
、
准
看
護
師
養
成
学
校
は
入

学
生
募
集
を
原
則
中
止。
島
根

SMC 静岡メデイカルコ
ミュニケーションの略。 医師

や看護師、薬剤師のほか、介護職や
事務職、主婦ら約20人で構成する。
厚生省 (当時) の事業として、静岡
市保健所を事務局にボランティアを
募って設立された。 同様のグループ
は全国に約200あるという。

-ぜ
び
掛
け
た。

S
M
Cは
依
頼
者
の
要
望

に
合
っ
た
設
定
を
考
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習

に
な
る
よ
う
シ
ナ
リ
オ
を
作

り
、
発
言
や
表
情
の
演
技
を

磨
く
。
模
擬
患
者
は
性
格
や

家
族
構
成
、
仕
事
内
容
、
既
往

歴
な
ど
細
か
な
設
定
に
沿
っ

て
演
じ
る
難
し
さ
が
あ
る
。

発
足
当
初
は
医
師
、
苧
一
旬
護

給
な
ど
も
踏
ま
え
、
関
係
機
関

で
慎
重
に
協
議
を
し
て
い
く
べ

き
」
と
話
す。

(
錦織
拓
郎
)

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
竹
月
2

日
(
金
)

師
、
薬
剤
師
を
対
象
に
模
擬

患
者
を
派
遣
し
て
い
た
。

初

年
の
聞
に
介
護
職
や
医
療
事

務
職
、
理
学
療
法
士
な
ど
対

象
は
広
が
り
、
死
亡
告
知
や

ク
レ
ー
ム
対
応
の
場
面
設
定

も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
対
象
者
や
設
定
は
毎
回

違
う
が
、
「
患
者
が
納
得
す

る
こ
と
が
一
番
大
事
」
と
声

を
そ
ろ
え
る。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
で
情
報
が
あ
ふ

れ
る
中
、
「
患
者
に
と
っ
て

最
適
な
医
療
に
な
る
よ
う
、

双
方
で
探
す
た
め
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
」
と

鈴
木
さ
ん
は
強
調
し
た
。

(文
化
生
活
部
・
野
島
純
子
)

静
岡
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
6

日
(
火
)
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技
術
・
療
法

京
都
大
医
学
部
付
属
病
院
は
9

日
、
i
p
s

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
か
ら
作
っ
た
神

経
細
胞
を
パl
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
の
脳
に
移

植
す
る
王
命
の1
例
目
を
実
施
し
た
と
発
表
し

た
。
i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療
で
パ
1

キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
脳
に
移
植
が
行
わ
れ
る
の

は
世
界
で
初
め
て
で
、
厳
密
な
検
証
が
必
要
な

油
田
験
の
枠
組
み
で
保
険
適
用
を
里
芋
。
手
術

自
体
に
特
に
問
題
は
な
く
、
患
者
の
経
過
は
現

在
、
良
好
と
い
う
。

パーキンソン病
の50代男性の
脳に移植

腕繍歯固圃

;.1.. ~蹴提供者

ieJi器の
?十証炉胞

• 

目歯
(.~ 

治験安全性確認ヘ
手
術
は
、
京
大ip
S

細
胞

研
究
所
の
高
橋
淳
教
授
や
京
穴

病
院
の
高
橋
良
輔
脳
神
経
内
科

長
ら
の
チ1
ム
が
先
月
、
日
代

男
性
に
同
病
院
で
実
施
し
た

。

拒
絶
反
応
を
起
こ
し
に
く
い
タ

イ
プ
の
ド
ナ
ー
か
ら
作
製
し
た

.
1
P
S細
胞
を
ドl
パ
ミ
ン
神

経
細
胞
に
変
化
さ
せ
、
患
者
の

左
の
大
脳
に
約24
0

万
個
を

本画
世界初

左
右
両
方
の
脳
に
移
植
す
る
方

針
。パ

l

キ
ン
ソ
ン
病
は
脳
の
黒

質
と
い
う
部
分
で
神
経
伝
達
物

質
ドl
パ
ミ
ン
を
出
す
細
胞
に

異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積
、

神
経
細
砲
が
失
わ
れ
て
発
症
す

る
。

国
の
指
定
難
病
で
、
根
本

的
な
治
療
法
は
見
つ
か
っ
て
い

な
しこ

の
目
、
京
都
市
左
京
区
の

京
大
で
あ
っ
た
会
見
で
、
泊
巌

責
任
医
師
の
高
橋
良
輔
脳
神
経

内
科
長
は
「i
p
S
細
胞
で
は

が
ん
化
の
愛
芯
が
あ
る
。

万
一

が
ん
化
し
て
は
い
け
な
い
の

で
、
十
分
な
画
像
評
価
を
中
心

に
移
植
の
経
過
を
追
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た。(

山
田
修
裕
)

冷
静
に
推
移
見
極
め
を

凡
φ
解
説

u

・1
P
S
細
胞
か
ら
で
き
た
神

経
細
胞
の
パ1
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
へ
の
移
植
は
、
計
7

人
に
対

し
て
順
次
実
施
さ
れ
る
。
新
た

な
治
療
法
の
確
立
に
向
け
た
大

き
な
一
歩
だ
が
、
根
治
に
は
、 注

入
。
今
後
、
免
疫
抑
制
剤
を

投
与
し
て
拒
絶
反
応
を
抑
え
な

が
ら
半
年
経
過
を
観
察
し
、

細
胞
の
が
ん
化
の
有
無
な
ど

を
慎
重
に
評
価
す
る。
安
全

性
や
効
果
が
確
認
で
き
れ
ば
右

の
大
脳
に
も
移
植
し
、
さ
ら
に

2

年
か
け
て
見
極
め
る
。
計
7

症
例
で
油
田
駿
を
行
う
計
画
で
、

2

例
目
以
降
は1
度
の
王
術
で

再
生
医
療
以
外
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
開
発
も
必
要
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い。
ほ
か
の
治
療

法
と
合
わ
せ
、
的
確
に
意
義
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

パ
1

キ
ン
ソ
ン
病
は
、
異
常

タ
ン
パ
ク
質
の
蓄
薄
札
よ
る
神

経
細
胞
の
減
少
が
原
因
と
な

る
。

現
状
の
治
療
は
、
神
経
伝

達
物
質
の
ドl
パ
ミ
ン
の
補
充

な
ど
を
目
的
と
し
た
薬
物
療
法

が
主
流
だ
が
、
完
全
に
は
神
経

細
胞
の
減
少
を
止
め
ら
れ
ず
、

叩
年
以
上
経
過
す
る
と
効
果
が

薄
れ
る
ケl
ス
が
多
い。

今
回
の
移
植
方
法
で
は
、
神 経

細
胞
を
補
う
こ
と
と
な
り
、

治
療
効
果
が
期
待
で
き
る

。

し

か
し
、
移
植
し
て
も
再
ひ
異
常

タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積
す
る
恐

れ
は
残
る
。
再
生
医
療
と
異

な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
異

常
タ
ン
パ
ク
質
の
蓄
積
の
予

防
や
、
ドl
パ
ミ
ン
を
産
生
す

る
遺
伝
子
を
脳
に
注
入
す
る
手

法
の
開
発
がi主
続
き
求
め
ら

れ
る。ま

た
、
移
植
し
忌
鐸
細
胞

が
が
ん
化
し
た
り
、
ド
l

パ
ミ

ン
が
山
山
曇
c
て
不
随
意
葺
を

引
き
起
こ
し
た
り
す
る
な
ど
、

副
作
用
の
可
能
性
も
見
極
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

京
都
大
・
1
P
S
細
胞
研
究
所

の
高
橋
淳
教
授
は
会
見
で
「
今

回
の
油
田
駿
で
早
覇
』
が
下
る

こ
と
に
な
る。
厳
粛
な
気
持
ち

だ
」
と
話
し
た
。

パ
l

キ
ン
ソ

ン
病
の
患
者
は
国
現
市
万
人

以
上
に
達
す
る
。

苦
し
ん
で
い

る
患
賓
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
過

剰
な
期
待
を
寄
せ
ず
冷
静
に
結

果
を
待
ち
た
い。(

広
瀬
一
隆)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
間
日
(
土)
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厚
労
省
部
会
脊
髄
損
傷
で
世
界
初

札
幌
医
科
大
と
医
療
機
器
・
医
薬
品
製
造
の
ニ
プ
ロ
(大
阪
市)
は
、
傷

つ
い
た
脊
髄
の
神
経
を
再
生
さ
せ
る
再
生
医
療
製
品

「ス
テ
ミ
ラ
ッ
ク
」
を

開
発
し
、
厚
倖
努
働
省
の
薬
事
食
品
衛
生
審
議
会
部
会
が
幻
目
、
条
件
付
き

で
販
売
を
承
認
す
る
意
見
を
ま
と
め
た

。

年
内
に
正
式
承
認
さ
れ
る
貝
通
し

で
、
そ
の
後
、
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る

。

厚
労
省
な
ど
に
よ
る

と
、
脊
髄
損
傷
の
再
生
医
療
製
品
が
承
認
さ
れ
る
の
は
世
界
で
初
め
て

。

(酒
井
聡
平
、
編
集
委
員
岩
本
進)

弱
っ
た
神
経
を
改
善
さ
せ
る
特
ひ
な
ど
の
機
能
障
害
改
善
に

性
が
あ
る。

「
有
効
性
が
期
待
さ
れ
る
」
と

臨
床
試
験
(治
験
)
で
は
患
判
断
し
た
。

者
ロ
人
に
投
与
し
、
ロ
人
が
一
脊
髄
損
傷
の
再
生
医
療
を
巡

定
程
度
改
善
し
た。
頚
椎
を
傷
つ
て
は
、
慶
応
大
が
人
工
多
能

め
て
首
か
ら
下
が
動
か
な
い
人
性
轟
細
胞(i
p
S

細
胞
)
を

に
運
動
機
能
や
感
覚
が
改
差
F
レ
使
っ
た
臨
床
試
験
を
計
画
し
て

た
例
な
ど
が
あ
り
、
部
会
は
ま
い
る。
こ
の
治
療
法
は
、
備
蓄

ス
テ
ミ
ラ
ッ
ク
は
患
者
本
人

の
腰
の
骨
に
針
を
刺
し
て
骨
髄

液
を
取
り
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る

間
葉
系
幹
細
胞
を
大
量
に
培
養

し
た
製
品。
腕
の
静
脈
へ
の
点

滴
で
投
与
す
る。
間
葉
系
幹
細

胞
は
損
傷
部
分
に
自
然
に
集
ま

っ
て
タ
ン
パ
ク
質
を
分
泌
し
、

細胞投与の流れ
脊髄損傷患者
骨髄液を採取

• 
幹細胞を分離、
増殖させる

し
た
他
人
の
細
胞
か
ら
作
ら
れ

た
神
経
幹
細
胞
を
使
用
し
た

り
、
細
胞
を
損
傷
部
に
直
接
移

植
す
る
点
な
ど
が
札
医
大
の
研

究
と
は
異
な
る。

実
用
化
に
向
け
て
ニ
プ
ロ

は
、
2
0
1
6

年
に
札
医
大
の

隣
接
地
に
開
発
拠
点
施
設
を
開

技
術
・
療
法

き
、
今
年6
月
に
審
議
会
に
承

認
を
申
請
し
た。
優
れ
た
新
薬

な
ど
を
世
界
に
先
駆
け
て
実
用

化
す
る
厚
労
省
の
新
制
度
の
対

象
に
選
ば
れ
、
審
賓
が
短
縮
化

。

通
常
は1
1
2

年
か
か
る
が
半

年
で
の
承
認
に
結
び
付
い
た
。

今
回
の
承
認
で
保
険
が
適
用

さ
れ
る
方
向
と
な
っ
た
。

製
品

の
安
全
性
は
確
認
さ
れ
た
が
、

有
効
性
が
推
定
の
段
階
の
た

め
、
7

年
間
で
有
効
性
を
証
明

す
る
と
い
う
条
件
付
き
の
承
認

と
な
っ
た
。

厚
労
省
な
ど
に
よ
る
と
、
日

本
で
は1
年
間
で5
干
人
が
脊

髄
損
傷
を
負
い
、
後
遺
症
な
ど

を
抱
』
え
る
患
者
は
叩
万
人
に
上

る
。

1
9
9
0

年
代
か
ら
研
究

の
中
心
を
担
う
札
医
大
の
本
望

修
教
授
は
北
海
道
新
聞
の
取

材
に
「
一
日
も
早
く
患
者
さ
ん

の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

札
医

大
は
同
じ
治
験
薬
で
脳
梗
塞
の

臨
床
試
験
も
行
っ
て
い
る
。

医
学
史
上
、
画
期
的

日
本
脊
髄
障
害
医
学
会
理
事

長
で
秋
田
大
学
大
学
院
教
授

(整
形
外
科
学)
の
島
田
洋
一

さ
ん
(臼
)H
札
医
大
医
学
部
卒

H

の
話
従
来
の
脊
髄
損
傷
の

治
療
は
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
残
っ
て
い
る

機
能
を
生
か
す
治
療
法
だ
。

今

回
の
再
生
医
療
の
治
験
薬
は
、

初
め
て
損
傷
し
た
脊
髄
そ
の
も

の
を
治
す
治
療
法
で
医
学
史

上
、
画
期
的
と
言
え
る
。

脊
髄

損
傷
で
確
実
な
効
果
が
得
ら
れ

る
再
生
医
療
の
薬
は
世
界
で
初

め
て
だ。
脊
髄
損
傷
に
限
ら
ず

今
後
、
脳
卒
中
や
認
知
症
な
ど

の
治
療
に
応
用
で
き
る
技
術

だ
。

そ
れ
が
日
本
の
北
海
道
か

ら
生
ま
れ
た
の
は
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
だ。北

海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
包
日
(
木)
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ホ
ル
モ
ン
投
与
で
対
象
外
に

高
知
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
M
日
(
水
)

技
術
・
療
法

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

は
り
治
療
に
有
効
性

一
一
沼
市
一
鈴

木
准
教
授
ら
発
表

福
島
医
大
会
津
医
療
セ
ン
タ

ー
漢
方
医
学
講
座
の
鈴
木
雅

雄
鋸
灸
学
・
呼
吸
器
学
准
教

授
(幻
)ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
ロ
目
、
た
ば
こ
が
主
な
原

因
と
さ
れ
る
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
(C
O
P
D

)
に
よ
る

栄
養
障
害
に
、
は
り
治
療
が

有
効
で
あ
る
と
の
研
究
結
果

を
発
表
し
た。
研
究
論
文
が
叩

月
泊
日
に
英
国
科
学
誌
「
B
M

C
C
o
m
p
l
e
m
e
n
t
 

a
r
y
a
n
d
A
l
t
e
 

r
n
a
t
i
v
e
M
e
d
i
c
 

i
n
e

」
に
掲
載
さ
れ
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
鈴
木
准
教

授
ら9
人
。

研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
と
、
は
り
治
療
を
行
っ
た

グ
ル
ー
プ
と
鋪
で
皮
膚
を
刺
激

し
た
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
C
O
P
D

患
者
を
治
療
し
た

結
果
、
は
り
治
療
が
胃
の
運
動

や
栄
養
吸
収
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
血
液
中
の
栄
養
や
体
重
の

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か

っ
た
と
い
う。
抗
炎
症
効
果
も

確
認
さ
れ
た。

鈴
木
准
教
授
は
「
は
り
治
療

は
副
作
用
が
少
な
く
、
安
全
・

安
心
な
長
期
的
な
治
療
が
可
能

だ
」
と
語
る。

福

島

民
友
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
日
日
(
火
)

心
と
体
の
性
が
一
致
し
必
要
な
た
め
、
手
術
が
「
混
だ
っ
た

。

こ
の
ケ
l

ス
は
早
期
に
実
施
で
き
る
。

一

な
い
性
同
雇
障
害
(G

合
診
療」
と
み
な
さ
れ
て
患
者
の
体
質
を
考
慮
し
て
方
、
渡
航
は
心
身
へ
の
負

I
D
)
の
人
が
受
け
る
性
医
療
保
険
の
対
象
外
と
な
例
外
的
に
ホ
ル
モ
ン
投
与
担
が
予
想
さ
れ
、
体
の
不

別
要
事
術
に
4

月
か
ら
る

。

費
用
が
大
き
く
変
わ
を
避
け
て
い
た
。

調
か
判
明
し
て
も
再
受
診

公
的
医
療
保
険
の
適
用
が
ら
ず
手
術
が
盛
ん
な
タ
イ
大
半
の
患
者
は
ホ
ル
モ
し
づ
ら
い
リ
ス
ク
が
指
摘

認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
へ
の
渡
航
に
つ
な
が
っ
て
ン
を
投
与
し
手
術
の
是
非
さ
れ
て
い
る

。

ら
ず
、
性
器
の
除
去
と
形
お
り
、
こ
の
分
野
の
医
師
が
診
断
さ
れ
る

。

体
の
一
厚
生
労
働
省
は
「ホ
ル

成
を
す
る
手
術
に
つ
い
て
は
「
ホ
ル
モ
ン
治
療
は
医
部
を
除
去
す
る
と
復
元
困
モ
ン
製
剤
の

G
I
D
に
対

は
、
保
険
適
用
の
事
例
が
学
的
に
避
け
ら
れ
ず
、
保
難
で
、
大
き
な
変
化
に
心
す
る
薬
事
承
認
が
取
得
で

半
年
で1
件
に
と
ど
ま
る
険
制
度
が
機
能
し
て
い
な
と
体
が
適
応
で
き
る
か
経
き
て
い
な
い

。

学
会
と
も

こ
と
がH
目
、
G
I
D
学
い
」
と
訴
え
て
い
る。

過
を
見
る
た
め
投
与
が
必
相
談
し
て
適
用
の
検
討
を

会
認
定
病
院
へ
の
取
材
で
G
I
D
学
会
な
ど
に
よ
要
と
さ
れ
る
。

進
め
て
い
る
」
と
し
て
い

分
か
っ
た。

る
と
、
性
器
に
関
す
る
手
性
別
適
合
手
術
に
は
ほ
る

。

ほ
と
ん
ど
の
串
箸
は
保
術
で
保
険
適
用
が
認
め
ら
か
に
乳
房
切
除
が
あ
り
、
日
本
精
神
神
経
笠
宮
な

険
が
適
用
さ
れ
な
い
ホ
ル
れ
る
の
は
学
会
認
定
病
院
こ
の
手
術
は
体
内
の
変
化
ど
に
よ
る
と
、

2
0
1
5

モ
ン
製
剤
投
与
の
治
療
も
の
み

。

そ
の
う
ち
実
際
に
が
比
較
的
小
さ
い
た
め
、
年
末
ま
で
に
全
国
で

少
な

れ

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
せ
ず
に
く
と
も
約

2

万
2

千
人
が

流
の
は
札
幌
医
大
病
院
、
山
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

G
I
D
患
者
と
し
て
医
療

初

梨
大
病
院
、
岡
山
大
病
事
い

。

機
関
を
思
議
し
、
国
内
外

j

院
、
沖
縄
県
立
中
部
病
院
全
額
自
己
負
担
の
際
の
で
計
約
3

千
人
が
性
別
適

の
4

施
設。

費
用
は
叩
万1
m
万
円
ほ
A
B芋
術
を
受
け
た
。

各
病
院
へ
の
取
材
に
よ
ど
で
、
タ
イ
は
渡
航
費
を

(共
同
通
信
)

る
と
4
1
m
月
中
旬
、
性
含
め
て
叩
万1m
万
円
程

器
に
関
す
る
手
術
は
計
初
度
。

圏
内
の
認
定
病
院
は

件
。

保
険
適
用
は8
月
、
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況

山
梨
大
病
院
の1
件
だ
け
だ
が
、
タ
イ
で
は
比
較
的
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腸
内
細
菌
整
え
体
調
改
善
を

食
生
活
を
通
じ
て
腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
便
秘
や
下
痢
な
ど
を
改
善
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
医
療
機
関
で
始
ま
っ
て
い
る

。

腸
内
細
菌
の
状
態
を
調
べ
た
上
で
、
医
師
や
管

理
栄
養
士
ら
が
栄
養
指
導
な
ど
を
し
て
お
り
、
専
門
外
来
を
設
け
る
病
院
も

。

ま
だ
不
明
な
点

も
多
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
臨
床
現
場
で
の
研
究
も
進
め

ら
れ
て
い
る。

(
山
本
真
嗣
)

「
腸
内
細
菌
を
整
え
る
と
、

セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

が
出
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る。

無
理
の
な
い
範
囲
で
指
導
内
容

を
続
け
て
く
だ
さ
い
」

愛
知
県
一
宮
市
の
山
下
病
院

で
腸
内
細
菌
外
来
を
担
当
す
る

消
化
器
内
科
医
長
の
泉
千
明
医

師
(三
八
)
は
、
経
過
観
察
で
来
院

し
た
女
性
(
五
邑
に
話
し
掛
け

た
。女

性
は
以
前
か
ら
排
便
が
不

規
則
で
お
な
か
が
張
り
、
体
重

も
高
止
ま
り
で
悩
ん
で
い
た。

六
月
に
同
外
来
で
腸
内
細
菌
を

調
べ
る
と
、
通
常
人
間
の
腸
に

多
く
生
息
し
、
免
疫
に
か
か
わ

る
と
さ
れ
る
細
菌
の
グ
ル
ー
プ

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
が
判

明
。

太
り
や
す
い
体
質
と
関
係

の
深
い
細
菌
の
比
率
が
高
い
こ

と
も
分
か
っ
た。

医療機闘が取り組み

食
生
活
で
は
、
免
疫
関
連
の

細
菌
の
エ
サ
に
な
る
野
菜
が
少

な
く
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
キ
ム
チ

な
ど
の
発
酵
食
品
と
野
菜
を
と

る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
症
状

は
改
善。

女
性
は
切
り
干
し
大

根
や
ゆ
で
た
野
菜
を
作
り
置
き

し
て
毎
日
食
べ
て
い
る
と
い

い
、
「
す
ご
く
楽
に
な
っ
た
」

と
喜
ぶ。

消
化
器
内
科
医
の
服
部
昌
志

理
事
長
(
五O)に
よ
る
と
、
腸
に

は
免
疫
細
胞
の
七
割
が
集
中

し
、
腸
内
細
菌
が
人
間
の
健
康

維
持
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い

る
。

「
善
玉
菌
」
が
二
割
、

「
悪
玉
菌
」
が
一
割
、
状
況
次

第
で
変
わ
る
「
日
和
見
菌
」
が

七
割
ほ
ど
と
さ
れ
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
体
調
不
良

や
疾
患
に
つ
な
が
る
と
い
う。

揚
内
細
菌
外
来
は
今
年
一
月

に
開
設。
お
な
か
の
調
子
が
悪

い
が
、
従
来
の
治
療
や
検
査
で

は
効
果
が
十
分
な
か
っ
た
り
、

原
因
が
不
明
だ
っ
た
り
す
る
人

を
主
な
対
象
に
、
便
に
含
ま
れ

る
腸
内
細
菌
の
構
成
を
調
べ
、

医
師
と
管
理
栄
養
士
が
食
生
活

や
運
動
の
習
慣
付
け
な
ど
を
指

導
す
る。

検
査
は
腸
内
細
菌
の
解
析
を

専
門
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社

「
サ
イ
キ
ン
ソl
」
(
東
京
)
が

実
施
。

結
果
は
大
き
く
五
つ
に

分
け
た
細
菌
の
グ
ル
ー
プ
の
比

率
と
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、
乳
酸
菌

な
ど
主
な
細
菌
の
割
合
、
多
様

性
や
太
り
や
す
さ
な
ど
を
示

す
。

栄
養
指
導
で
は
、
ピ
フ
ィ

ズ
ス
菌
や
納
豆
菌
と
い
っ
た
微

生
物
を
含
む
発
酵
食
品
と
、
オ

腸
内
細
菌
腸
内
に
生
息
す
て
い
る
。

が
ん
や
肥
満
、
糖
尿

一
る
細
菌
で
、
数
百
種
類

5
0
0

病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
骨
粗
し
ょ

一
兆
個
以
上
に
上
る
と
さ
れ
る

。

う
症
、
う
つ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

一
腸
内
に
び
っ
し
り
と
生
息
し
て
疾
患
と
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性

一
い
る
様
相
か
ら
花
畑
に
例
え
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
研
究
が

「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
進
め
ら
れ
て
い
る

。

リ
ゴ
糖
や
食
物
繊
維
な
ど
微
生
し
て
い
る。

物
の
エ
サ
と
な
る
物
質
を
含
む
浜
松
市
で
、
大
腸
や
虹
門
を

食
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
よ
専
門
と
す
る
松
田
病
院
は
二
O

う
促
す。

一
六
年
か
ら
毎
週
木
曜
日
に

全
て
自
由
診
療
で
、
同
院
で
「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
相
談
室
」
を

は
検
査
と
医
師
の
説
明
、
栄
養
開
設
。

腸
内
細
菌
の
検
査
や
食

指
導
を
合
わ
せ
て
現
在
は
一
万
事
な
ど
の
指
導
の
ほ
か
、
検
査

七
千
円。

毎
週
月
曜
日
で
、
十
を
活
用
し
て
病
気
と
腸
内
細
菌

一
月
初
め
ま
で
に
静
岡
な
ど
県
と
の
関
連
を
調
べ
る
臨
床
研
究

外
か
ら
も
含
め
百
十
八
人
が
利
に
も
取
り
組
ん
で
い
る。

用
し
、
経
過
観
察
で
訪
れ
た
四
五
月
に
は
、
原
因
不
明
の
下

十
八
人
の
う
ち
七
割
で
症
状
の
痢
や
便
秘
を
繰
り
返
す
「
過
敏

改
善
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

性
腸
症
候
群
」
の
患
者
と
健
康

泉
医
師
は
「
全
く
効
果
が
な
な
人
計
約
百
人
を
対
象
に
腸
内

い
人
も
お
り
、
ま
だ
分
か
ら
な
細
菌
の
検
査
を
実
施。
現
在
、
結

い
こ
と
も
多
い。
た
だ
、
腸
内
果
を
集
計
し
分
析
し
て
い
る
。

細
菌
と
い
う
観
点
で
自
分
の
体
担
当
す
る
川
上
和
彦
副
院
長

や
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
(
六

る
は
「
腸
内
細
菌
の
状
況
が

へ
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
わ
か
れ
ば
、
病
気
の
早
期
発
見

る
」
と
話
す。

や
治
療
、
予
防
に
つ
な
が
る
可

サ
イ
キ
ン
ソl
に
よ
る
と
、
能
性
が
あ
る
。

今
後
、
潰
蕩
性

十
一
月
現
在
、
消
化
器
系
を
中
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
、
が
ん

心
に
全
国
の
約
二
百
三
十
の
医
な
ど
と
の
関
連
も
調
べ
て
い
き

療
機
関
が
同
社
の
検
査
を
使
用
た
い
」
と
話
す

。

検
査
で
状
態
解
析

食
事
指
導
や
臨
床
研
究

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
自
(
火
)

技
術
・
療
法
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別
府
市
鶴
見
の
社
会
福
祉
法
人
農
協
共
済
別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
優
れ
た
熱
中
症
予
防
の
啓
発
活
動
を

表
彰
す
る
「
ひ
と
涼
み
ア
ワ
ー
ド2
0
1
8

」
(
叩
月
お
日
・

東
京
都
)
の
職
場
啓
発
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

。

同
賞

を
受
け
る
の
は
2
0
1
4

年
以
来
、2
回
目
。

ア
ワ
ー
ド
は
、
環
境
省
と
地
方
が
出
た
入
浴
介
助
時
の
対
策
を
強

自
治
体
、
企
業
な
ど
が
官
民
一
体
化
し
た。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テl
シ

で
熱
中
症
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
ョ
ン
「ふ
れ
あ
い
」
と
「み
ょ
う

指
し
、
予
防
の
声
掛
け
の
輪
を
広
ば
ん
」
で
、
職
員
の
服
装
を
見
直

げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
。
賛
し
て
吸
水
性
に
優
れ
た
シ
ャ
ツ
を

同
会
員
が
実
施
し
た
啓
発
活
動
を
着
用
し
、
冷
却
タ
オ
ル
を
首
に
巻

審
査
・
表
彰
す
る
取
り
組
み
で
、
く
よ
う
に
工
夫。
浴
室
で
水
分
や

ロ
年
か
ら
毎
年
開
い
て
い
る。

塩
分
補
給
が
で
き
る
よ
う
ウ
オl

今
年
は
官
民
連
携
部
門
、
企
画
タl
ク
ー
ラ
ー
や
塩
分
タ
プ
レ
ッ

・
ア
イ
デ
ア
部
門
、
外
国
人
お
も
ト
を
置
き
、
大
型
の
扇
風
機
を
設

て
な
し
部
門
な
ど
、8
部
門
に
全
置
す
る
な
ど
し
た。

国
か
ら
6
5
7

件
の
応
募
が
あ
セ
ン
タ
ー
全
体
の
取
り
組
み
と

り
、
最
優
秀
賞
はn
団
体
が
選
ば
し
て
4

月
以
降
、
暑
さ
指
数
(
W

れ
た
。

B
G
T
)
の
予
測
値
を
各
職
員
に

別
府
リ
ハ
で
は
、
昨
年
、
職
員
メ
l

ル
で
配
信
し
て
注
意
を
喚

1

人
に
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
起。
各
部
署
に
W
B
G
T
測
定

促そうと、
(下重敏子
春日部中央
青色に塗装
保坂直人〉

職場環境を改善職員の服装見直し
浴室に大型扇風機

病
院
運
営

器
を
設
置
し
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
の
啓
発
活
動
を
し
た。
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
っ
て
職
場
環
境
の
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
改
善
に

も
取
り
組
ん
だ。
本
年
度
は
熱
中

症
の
職
員
は
出
て
い
な
い
と
い

，
っ。長

岡
博
志
セ
ン
タ
ー
長
は
「
大

変
光
栄。
今
後
も
、
地
道
な
活
動

を
継
続
し
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る。(八

坂
啓
佑
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
5

日
(
月
)

青
色
は
専
用
駐
車
場

，
刀

，
刀

E
L
M
ｭ

ギ
J
m

そ風ノ
佐
久
総
合
病
院
内
3

日
か
ら

チンロベペ
かに盛り付け、抑えた塩分の代わり

に和風だしでうま味を出している。
豆腐サラダや果物も付いており、厚

生労働省が目標とする成人の 1 日の

野菜摂取量の 7割に当たる約250P
を食べられるという。

1 食1000円 (税別)。 同研究所は

「レストランで食べたことをきっか

けに家庭でも作り、健康な食事につ

なげてほしい」と話している。 問い

合わせは「白樺J(宮0267 ・ 82 ・ 3618)
へ。

県厚生連佐久総合病院本院 (佐久

市臼田)内にあるレストラン「白樺」
で12月 3 日、地元産ソパで、作った「き

のこたっぷり そばのベペロンチー
ノ風J の提供が始まる。 同病院内の
「日本農村医学研究所J が健康食普

及などのため2013年から始めた「長
寿の里『佐久』プロジェクトJ の一

環。 塩分を抑えつつ、そばやキノコ

の風昧を生かした優しい昧に仕上げ
た。

レストランと同研究所でレシピを
考案。 パプリカやピーマンを色鮮や

|信濃毎日新聞・朝刊 I 2018年11 月 29 日(木) I 
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…
を
部
の
を
(
…

解
支
町
画

理
県
緑
区
。
…

…
の
会
市
用
た
…

三
部
専
つ
…

ど
で
議
す
る
車
両
が
障
害
者
用
す
。
国
や
県
も
促
進
し
て
い
る
が
、
青
色
に
塗
装
。
震
利
用
者
に
啓

場
連
日
の
一7

・

問
中
者
春
場
ぞ
…
駐
車
場
に
駐
車
す
る
な
ど
、
不
適
塗
装
費
用
の
面
か
ら
民
間
施
設
を
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
障
害
者
用

…
駐
傷
、
軍
ト
…
切
な
使
用
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
中
心
に
十
分
に
広
が
っ
て
い
な
駐
車
場
の
マ
ナ

l

ア
ッ
プ
を
呼
び

…
用
闘
は
諭
ン
…
一
つ
。
こ
う
し
こ
ケ

l
ス
で
ま
障
害
、
。
掛
け
た
。

…
者
髄
〉
見
べH
J
ぺ

l
b

し

害
朝
長
側
イ
…
者
用
駐
車
場
カ
利
用
て
き
ず
、
車
支
部
で
は
、
こ
う
し
た
障
害
者
下
重
支
部
長
は
「
青
色
塗
装
の

障
園
部
合
る
…
い
す
使
用
者
が
乗
り
降
り
で
き
な
用
駐
車
場
に
つ
い
て
理
署
促
そ
蓄
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
に
障

…
全
支
総
す
…
か
っ
た
り
、
遠
く
の
駐
車
ス
ペ

l
一
っ
と
、
毎
年
県
内
の
駐
車
場
セ
対
害
者
用
駐
車
場
に
つ
い
て
ア
ピ

l

ス
か
ら
の
移
動
を
余
儀
委
\
さ
れ
象
に
「
青
色
塗
装
」
雲
蕗
し
て
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

病
院
や
公
共
施
設
、
店
舗
駐
車
る
。
い
る
。
る
。

場
な
ど
で
、
施
設
入
り
口
近
く
に
「
青
色
強
要
」
は
ス
ペ
ー
ス
を
こ
の
日
は
支
部
の
メ
ン
バ
ー
や

設
置
さ
れ
て
い
る
障
害
者
用
駐
車
目
立
た
せ
る
こ
と
で
、
障
害
者
専
県
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
悶
入

場
。
同
支
部
に
よ
る
と
、
送
迎
な
用
駐
車
場
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
が

1

日
が
か
り
で
区
画2
台
分
を

埼
玉
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
初
日
(
火
)

提携医療機関
タッチで‘検索

大
型
電
子
看
板
を
設
置

提
携
医
療
機
関
の
情
報
や
パ
ス
時
刻
な
ど
を
表
示
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
電
子
看
板
が
お

目
、
青
森
市
民
病
院
の
正
面
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た

。

高
齢
者
で
も
見
や
す
い
日
号
の
大
型
画

面
に
、
利
用
者
が
手
で
触
れ
て
操
作
で
き
る

。

電
子
看
板
は
交
通
機
関
や
自
治
体
へ
の
設
置
が

進
ん
で
い
る
が
、
医
療
機
関
へ
は
全
国
初
と
い
う

。
(

古
川
路
子
)

地
域
医
療
連
携
の
促
進
や
、

本
県
の
短
命
県
返
上
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
複
合
専
門
商

社
「
コ
セ
キ」
(
本
社
・

仙
台

市
)
と
総
合
広
告
代
理
業
「
表

示
灯
」
(
同
・
東
京
都
、
名
古

屋
市
)
が
共
同
で
設
置
。

ス
ポ

ン
サ
ー
の
広
告
収
入
で
運
用
す

る
。同

院
と
提
携
し
て
い
る
市
内

外
の
1
4
6

医
療
機
関
を
診
療

糾
ご
と
に
検
索
し
、
退
院
時
な

ど
に
自
宅
近
く
の
医
療
機
関
の

場
所
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

で
き
る。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
な
ど
病
院
か
ら
の
情
報
提
供

も
随
時
行
う。
電
子
看
板
と
合

わ
せ
て
、
大
型
の
フ
ロ
ア
案
内

図
や
周
辺
地
図
も
設
け
た
。

同
日
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
小
野
寺
晃

彦
市
長
は
「よ
り
利
用
し
や
す

い
病
院
に
な
る
よ
う
、
今
後
も

工
夫
し
て
い
き
た
い」と
語
っ

た
。

東

奥

日
報
・
朝
刊

病
院
運
営

健
都

中
核
施
設
が
開
業

吹
田

M
時
間
薬
局
や
ホ
テ
ル

吹
田
、
摂
津
両
市
に
ま
た
が
るJ
R

岸
辺
駅
前
に
、
両
市
が
医
療
拠
点
な
ど

を
集
積
さ
せ
る
「北
大
阪
健
康
医
療
都

市
(健
都
)
」
で
、
最
初
の
中
核
施
設

と
な
る
複
合
施
設
が
口
目
、
オ
ー
プ
ン

し
た
。

全
国
で
も
珍
し
いM
時
間
対
応

で
無
休
の
調
剤
薬
局
や
、
内
斜
、
歯

税
、
小
児
税
な
ど
各
制
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
入
っ
て
い
る。
健
都
は
、
吹
田
市
北

部
に
あ
る
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ

ー

(国
循
)
が
来
年
7

月
に
移
転
す
る

と
、
本
格
的
に
動
き
出
す。

複
合
施
設
は
9

階
建
て
の

「V
I
E
R
R
A
岸
辺
健
都」

(吹
田
市
岸
部
新
町)
で
、
6

1
9

階
が
「カ
ン
デ
オ
ホ
テ
ル

ズ
大
阪
岸
辺」
(1
1
1

室
)

で
、
ほ
か
に
ス
ー
パ
ー
や
カ
フ

ェ
、
健
康
診
断
が
で
き
る
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
プ
な

ど
叩
テ
ナ
ン
ト
で
構
成
。

ク
リ

ニ
ッ
ク
の
診
療
は
凶
日
か
ら。

J
R
西
日
本
の
敷
地
に
、J
R

西
日
本
不
動
産
開
発
が
開
発
し

た
。

こ
の
日
は
、
駅
と
複
合
施
設

を
つ
な
ぐ
デ
ッ
キ

(高
架
通

路
)
も
開
通。
デ
ッ
キ
上
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
吹
田
市
の

後
藤
圭
二
市
長
は「
一
連
の
ま

ち
づ
く
り
は
き
ょ
う
が
キ
ッ
ク

オ
フ
。

健
康
寿
命
を
延
伸
で
き

る
ま
ち
に
し
た
い
」
と
述
べ

た
。ま

た
、
ロ
月1
日
に
現
在
の

吹
田
市
片
山
町
か
ら
岸
辺
駅
前

に
移
転
す
る
市
立
吹
田
市
民
病

院
建
物
の
内
覧
会
も
行
わ
れ

た
。健

都
は
国
循
、
吹
田
市
民
病

院
、
v
I
E
R
R
A
岸
辺
健
都

が
中
核
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

で
、
医
療
・
健
康
関
連
の
企
業

や
研
究
機
関
の
誘
致
も
目
指
し

て
い
る
。産

経
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
日
)
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医療と安全管理総集版 2019

自販機が登場飲料にとろみ

高
齢
者
が
飲
み
や
す
く

千
代
田
の
業
者
な
ど
開
発

コ
ー
ヒ
ー
や
緑
茶
な
ど
の
飲
料
に
「
と
ろ
み
」
を
加
え
る
機

能
が
付
い
た
自
販
機
が
お
目
見
え
し
た

。

飲
み
込
む
力
が
衰

え
た
高
齢
者
で
も
、
と
ろ
み
が
つ
け
ば
飲
み
や
す
く
な
る
と

い
う
。

超
高
齢
他
社
会
を
控
え
、
開
発
業
者
は

2
0
2
1

年

に
は
病
院
な
ど
に2
万
台
の
設
置
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

「
飲
み
や
す
い
」
。

今
月
初

旬
、
小
金
井
市
の
日
本
歯
和
大

学
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク。

自
販
機
が

お
披
露
目
さ
れ
、
と
ろ
み
が
つ

い
た
緑
茶
を
口
に
し
た
調
布
市

の
男
性
(
肝
)
は
話
し
た
。

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
が
あ
り
、
昨
夏
か

簡でも、厳みたいもの奄. ~
....込みが・l，.. Ll，潟、ご一鮒1:・

・・ '&."111:0+*...刷凪

ら
、
物
を
う
ま
く
飲
み
込
め
な

く
な
っ
た
。

飲
食
物
が
誤
っ
て
嘆
漕
に
入

る
な
ど
し
て
起
き
る
誤
嚇
性
肺

炎
に
も
な
り
、
昨
年
同
月
、
腹

部
に
小
さ
な
穴
(
胃
ろ
う
)
を

あ
け
た。

チ
ュ
ー
ブ
で
直
接
胃

に
栄
養
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ

日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
置

か
れ
た
と
ろ
み
を
加
え
る
機
能
付
き
の
飲
料
自
販
機

H

小
金
井
市

医療機関や施設に売り込み
の
後
の
ケ
ア
で
、
ほ
ほ
口
か
ら

飲
食
で
き
る
ま
で
に
回
復
し

た
。

た
だ
、
「
飲
み
物
に
は
必

ず
と
ろ
み
を
つ
け
て
い
る
」
と

介
護
す
る
同
居
の
長
男
(
日
)
。

外
出
時
に
は
飲
み
物
に
と
ろ
み

を
つ
け
る
「
と
ろ
み
材
」
を
持

っ
て
い
く
と
い
う。

食
品
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ュl
ト

リ

1
(
三
重
県
四
日
市
市
)
に

よ
る
と
、
と
ろ
み
材
の
原
刺
は

食
物
繊
維
や
糖
類
な
ど
。

医
療

機
関
や
高
齢
者
施
設
で
は
飲
み

物
に
混
ぜ
る
な
ど
し
て
飲
み
や

す
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る

。

一
方
で
、
こ
う
し
た
現
場
は
慢

性
的
に
人
手
不
足
だ。

高
齢
者

ら
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
と

ろ
み
を
つ
け
る
の
は
、
手
間
も 時

間
も
か
か
る
。
担
当
者
は

「
人
手
を
必
要
と
し
な
い
方
法

を
模
索
し
て
い
た
」
。

同
社
は
自
販
機
の
管
理
運
営

な
ど
を
手
が
け
る
ア
ベ
ッ
ク
ス

(
千
代
田
区
)
と
共
同
で
、
購

入
者
が
と
ろ
み
の
有
無
を
選
べ

る
カ
ッ
プ
式
の
飲
料
自
販
機
を

開
発。
飲
む
力
に
応
じ
、
と
ろ

み
は
「
薄
い
」
「
中
間
」
「
濃

い
」
の
3
段
階
か
ら
選
択
で
き

る
。

と
ろ
み
を
つ
け
て
も
飲
料

の
値
段
は
同
じ
だ。

ア
ベ
ッ
ク
ス
は
今
秋
か
ら
、

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
に
自

販
機
の
設
置
を
売
り
込
ん
で
い

る
。

担
当
者
は
「
公
共
施
設
な

ど
に
も
置
い
て
も
ら
え
な
い
か

検
討
し
て
い
る
」
と
話
す

。

国
な
ど
に
よ
る
と
、
人
口
に

占
め
る
白
歳
以
上
の
割
合
(
高

齢
化
率
)
は
汀
年
日
月
時
点
で

幻
・
7
%
。

推
計
で
は
お
年
に

お
・
3
%
、
回
年
に
は
お
・
4

%
に
達
し
、
医
療
や
介
護
の
ニ

ー
ズ
増
大
も
見
込
ま
れ
る

。

多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
日

本
歯
耕
大
学
の
菊
谷
諸
教
授
に

よ
る
と
、
飲
料
の
種
類
や
温
度

に
よ
っ
て
も
、
と
ろ
み
が
つ
く

時
間
な
ど
は
異
な
る

。

好
み
や

飲
む
力
も
異
な
る
た
め
、
対
応

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
労
力
は
大
き

い
。

自
販
機
で
は
と
ろ
み
材
は

自
動
で
調
整
さ
れ
る
た
め
、
人

手
が
い
ら
な
く
な
り
、
安
全
性

も
高
ま
る
と
い
う。

「
利
用
者

も
自
分
で
好
き
な
時
に
好
き
な

飲
料
を
選
べ
る。

飲
む
楽
し
み

が
広
が
る
」
と
話
し
て
い
る
。

(河
井
健)

とろみがついた飲料
を飲む胃ろうの男性

とろみのついたコ

ーヒー。 あんかけ
のような食感だ

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
自
(
火
)
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金
沢
市
内
の
医
療
機
関
で
、
遠
方

の
患
者
に
人
工
透
析
を
施
す
「
旅
行

透
析」
の
受
け
入
れ
が
増
え
て
い
る

。

北
陸
新
幹
線
開
業
で
観
光
客
が
急
増

す
る
中
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
専
用

の
個
室
を
備
え
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
昼
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う

夜
間
受
け
付
け
を
行
う
動
き
も
見
ら

れ
る。
透
析
患
者
は
旅
先
で
も
「
命

綱
」

で
あ
る
通
院
先
の
確
保
が
欠
か

せ
ず
、
医
療
の
も
て
な
し
と
し
て
、

今
後
は
東
京
五
輪
に
向
け
て
増
加
す

る
訪
日
外
国
人
の
受
け
入
れ
も
進
み

そ
う
だ。

ク
ル
ー
ズ
客
も
受
診

h�i Sokuhou 
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昨
年
印
月
に
開
院
し
た
西
イ

ン
タ
ー
内
税
・
透
析
ク
リ
ニ
ッ

ク
(金
沢
市
高
畠2
丁
目
)は
、

旅
行
透
析
専
用
の
個
室
を
1

室

設
け
た。

利
用
は
昨
年
目
月
i

今
年3
月
の
半
年
間
で
計
4

人

だ
っ
た
が
、7
月
と
8

月
は
そ

れ
ぞ
れ3
人
、9
月
は
6

人
と

増
加
し
、
日
月
は
予
約
を
含
め

最
多
の9
人
に
上
っ
た。

人
工
透
析
慢
性
腎
臓
病
が
悪
化
し
た
患
者
の
血
液
か
ら
老
廃
物
を
除
去
す

)
J

る
治
療。1
回
3
1
5

時
間
ほ
ど
、
週
2
1
3

回
の
通
院
が
必
要
で
、

「
同
舞
付
や
出
頭
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
ど
体
へ
の
負
担
が
大
き
い

。

日
本

ヘ

透
析
医
空
会
に
よ
る
と
、
圏
内
の
人
口
透
析
患
者
は

2
0
1
6

年
末

d
L

時
点
で
担
万9千
人。
厚
生
労
働
省
は
今
年
、
透
析
患
者
+
乞
減
ら
す

た
め
の
計
画
を
ま
と
め

、

新
規
の
患
者
を
現
状
の
年

3

万
9

千
人
か
ら3
万
5

平
人
以
下
に
減
ら
す
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
英
語
と
中

星
回
で
も
告
知
し
、
先
月
に
は

台
湾
人
の
印
代
男
性
が
現
地
の

患
者
組
織
の
仲
介
で
訪
れ
た

。

月
・
水
・
金
曜
は
夜
間
の
透
析

を
受
け
付
け
て
お
り
、
愛
知
県 し

て
お
く
の
は
非
効
率
な
た

め
、
専
用
の
個
室
を
備
え
る
医

療
機
関
は
数
少
な
い
。

同
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
加
藤
象
三
郎
院
長
は

「
時
間
を
や
り
く
り
し
、
地
元

の
患
者
も
県
外
か
ら
の
患
者
も ス

も
あ
る。
金
沢
に
寄
港
し
た

ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
も
足
を
運

ぶ
と
い
う。

昨
年
目
月
に
開
院
し
た
マ
ッ

サ
ン
内
糾
・
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

(金
沢
市
直
江
東
1

丁
目
)は
、

最
新
の
機
器
を
備
え
て
旅
行
透

析
を
実
施
す
る
。

昨
年
訪
れ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
患
者
が
ロ
月

に
再
訪
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
中
川
卓
院
長
は「世
界
一

と
い
わ
れ
る
日
本
の
透
析
を
、

新
幹
線
開
業
で
増
加

か
ら
出
張
で
訪
れ
て
利
用
し
た

自
営
業
男
性(臼
)H
は
「
積
極

的
に
旅
一
筆
析
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
の
は
大
変
助
か
る
」
と

話
し
た。

透
析
患
者
ら
で
組
織
す
る
全

国
腎
臓
病
協
議
会
(
夏
原
)
に

よ
る
と
、
人
工
透
析
を
実
施
す

る
医
療
機
関
は
、
定
期
的
に
通

院
す
る
近
隣
の
患
者
が
多
い

。

通
院
が
不
定
期
な
旅
行
透
析
の

た
め
に
ベ
ッ
ド
や
器
材
を
確
保

病
院
運
営

大
切
に
し
た
い」と
強
調
し
た。

J
R
金
沢
駅
前
の
パ
ー
ク
ビ

ル
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク(金
沢
市

広
岡3
丁
目)
で
は
、
観
光
や

出
張
で
金
沢
を
訪
れ
た
透
析
患

者
が
毎
月3
1
4

人
通
院
す

る
。

新
幹
線
盟
需
は
、
県
外

か
ら
の
患
者
は
毎
月
1

人
い
る

か
い
な
い
か
だ
っ
た
。

月
・

水

・

金
曜
は
夜
も
診
療
し
て
い
る

た
め
、
昼
間
に
観
光
し
た
患
者

が
夕
方
以
降
に
立
ち
寄
る
ケ
! 海

外
の
患
者
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い」
と
受
け
入
れ
拡
大
を

模
索
す
る。

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
竹
月
刊
日
(
日
)
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京
都
市
東
山
区
の
京
都
第
一
赤
享
病
院
が
こ
の
ほ

ど
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
民
間
事
業
者
を
表
彰
す
る

「
ふ
る
さ
と
作
葉
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。
市
内
事
業
者

の
受
賞
は
初
め
て
。ふ

る
さ
と
企
業
大
賞
は
、
都
道

府
県
や
市
町
村
が
長
期
の
無
利
子

資
金
を
融
資
す
る
「
ふ
る
さ
と
融

資
」
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
活
動
を
す
る
企
業
や
団

体
に
、
融
資
の
事
務
を
行
う
地
域

総
合
整
備
財
団
か
ら
贈
ら
れ
る
。

京
都
第
一
赤
十
字
病
院
は
1
9

9
9

年
度
に
叩
億
円
の
融
資
を
受

ふるさと企業大賞を受賞した京都第
一赤十字病院

防災・雇用で地域振興に貢献市内初

け
、
病
棟
の
新
築
工
事
を
行
っ
た
。

現
在
は
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や
総

合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
備
え
る
。

受
賞
理
由
は
、
全
国
屈
指
の
内

視
鏡
に
よ
る
が
ん
治
療
や
、
基
幹

災
室
昂
拠
点
震
と
し
て
災
害
派
遣

医
療
チl
ム

(
D
M
A
T
)を被

災
地
に
派
遣
し
た
り
、
救
急
救
命

土
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
り
し
て

地
域
防
災
力
を
支
え
て
い
る
こ

と
、
1
5

0
0

人
以
上
い
る
職
員

の
う
ち
約
η
%
が
市
内
在
住
者

で
、
地
域
の
安
定
雇
用
に
貢
献
し

て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

池
田
栄
入
院
長
(
悦
)
は
「
認

め
ら
れ
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も

『
最
後
の
と
り
で
』
の
役
割
を
果

た
し
、
府
南
部
で
専
門
性
の
高
い

病
院
の
中
心
に
な
り
た
い
」
と
話

し
た
。
(
加
藤
華
江
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
同
日
(
水
)

地
域
医
療
を
支
え
る

分
娩
再
開
・医
師
の
通
勤
負
担
軽
減
実
現

海
部
の
医
療
充
実
に
尽
力

特急列車のダイヤ改正を JR四国に要望

し、医師の通勤にかかる負担軽減を図るな

どしてきた。 守る会のメンバーは「住民が

声を上げ、少しずつ医療環境が良くなっ

た」と手応えを感じている。

海部郡内の医療環境の充実を目指してい

る住民グループ「地域医療を守る会J が設

立10周年を迎えた。 産婦人科医不足の窮状

を県などに訴え、県立海部病院(牟岐町)

での分娩(ぷんべん)を再開させたほか、

「
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

」受
賞

地元住民団体「守る会」設立10年

常勤医の増加要望ヘ
守
る
会
は
、
海
部
病
院

が
2
0
0
7
1

悌
年
に
休

止
し
た
土
曜
の
救
急
患
者

受
け
入
れ
や
分
娩
の
再
開

を
求
め
、
牟
岐
町
民
を
中

心
と
す
る
約
加
人
で
悌
年

叩
月
に
結
成
し
た
。

地
方
の
医
師
不
足
や
医

療
環
境
の
悪
化
に
頭
を

痛
め
る
地
域
の
密
議
を
、

寸
劇
に
し
て
各
地
で
披

露
。
郡
内
人
口
の
約
半
数

に
当
た
る1
万
2
4
5
7

人
分
の
署
名
をJR
四
国

に
提
出
し
、
医
師
が
通
勤

時
間
帯
に
特
急
列
車
を
利

用
で
き
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改

正
を
求
め
た。

こ
う
し
た

活
動
の
結
果
、
凶
年
に
分

娩
の
再
開
と
ダ
イ
ヤ
改

正
、
日
年
に
土
曜
の
救
急

患
者
受
け
入
れ
が
実
現
し

た
住
民
と
医
療
関
係
者
の

橋
渡
し
役
と
し
て
も
活
動

す
る
。
医
療
環
境
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い

た
り
、
海
部
病
院
の
医
師

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め て

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
っ

た
り
し
て
い
る
。

今
後
は
、
救
急
搬
送
時

間
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る

阿
南
安
芸
自
動
車
道
・

海

部
道
路
(
牟
岐
町
内
妻
|

高
知
県
境
)
の
早
期
着
工

や
、
常
勤
医
の
増
加
な
ど

を
園
、
県
に
要
望
し
て
い

く
方
針
だ
。
守
る
会
の
メ

ン
バ
ー
は
約3
千
人
に
増

え
て
お
り
、
石
本
知
恵
子

副
会
長
(
侃
)
は
「
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
声
を
発
信
し

た
い
」
と
話
す
。

お
日
午
後1
時
半
か
ら

設
立
叩
周
年
記
塞
審
会

が
海
部
病
院
で
あ
り
、
病

院
の
医
師
が
禁
煙
の
こ
つ

や
関
節
症
な
ど
に
つ
い
て

話
す
。
守
る
会
の
活
動
報

告
も
あ
る。

(
潰
岡
幸
宏
)

徳
島
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
白
日
(
金
)

きょう記念講演
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負
担
減
で
医
療
充
実
図
る

む
つ
市
の
む
つ
総
合
病
院
は
1

日
か
ら
、
診
療
応
援
で
派
遣
さ
れ
る
弘
前
大
学
医
学
部
付
属

病
院
(弘
前
市)の
医
師
を
車
で
送
迎
す
る
実
証
運
行
を
始
め
、

6

日
、
報
道
陣
に
運
行
を
公
開

し
た
。

医
師
の
移
動
負
担
を
軽
減
し
、
医
療
態
勢
の
充
実
を
図
る
の
が
狙
い

。

1

カ
月
間
の
運

行
で
効
果
や
課
題
を
検
証
し
た
後
、
2
0
1

9

年
度
の
本
格
運
用
を
目
指
す
。

(工
藤
洋
平)

送迎します応援医師
弘大往復の車両実証運行E届E扇凋

運
行
は
む
つ
病
院
が
業
者
に

委
託
し
て
実
施。
平
日
限
定
で

同
病
院
と
弘
大
を1
日
2

往
復

す
る。
午
後
か
ら
む
つ
病
院
で

業
務
を
行
う
、
む
つ
市
内
に
前

日
入
り
し
て
翌
日
午
前
の
診
療

に
備
え
る
な
ど
、
医
師
の
働
き

方
に
合
わ
せ
て
ダ
イ
ヤ
を
設
定

し
た
。

む
つ
病
院
の
常
勤
医
は
日
人

(臨
床
研
修
医
含
む)
で
、
同

病
院
が
必
要
と
す
る
医
師
数
に

初
人
足
り
な
い。
応
援
の
た
め
、

汀
年
度
は
延
べ1
9
3

8

人
の

医
師
派
遣
を
受
け
て
お
り
、
う

ち
7

割
が
弘
大
病
院
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る。
医
師
は
鉄
道
や

自
家
用
車
な
ど
で
移
動
し
て
い

る
が
、
鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
に

よ
る
到
着
遅
れ
、
長
時
間
移
動

の
疲
労
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
と
い
う。

6

日
は
、
ミ
ニ
パ
ン
に
2

人

を
乗
せ
午
前8
時
に
弘
大
を
出

発
、
午
前
日
時
ご
ろ
に
む
つ
病 院

へ
到
着
し
た。
午
後
か
ら
の

麻
酔
斜
業
務
の
た
め
送
迎
を
利

用
し
た
木
村
太
医
師
は「車
内

は
快
適
で
、
論
文
を
一
つ
読
む

こ
と
が
で
き
た。
疲
れ
て
い
る

と
き
は
移
動
し
な
が
ら
休
め

る
」
と
話
し
た。
む
つ
病
院
の

坂
井
哲
博
副
院
長
は「安
全
に
、

安
定
し
て
移
動
が
で
き
れ
ば
医

師
の
負
担
が
減
る
。

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
れ

ば
」
と
語
っ
た。

む
つ
病
院
な
ど
を
運
営
す
る

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
管
理
者
を
務
め
る
宮
下
宗

一
郎
む
つ
市
長
は「医
師
が
来

や
す
く
な
れ
ば
、
患
者
の
待
ち

時
間
短
縮
や
医
療
水
準
向
上
が

期
待
で
き
る。
来
年
度
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
医
師
通
勤

の
実
証
に
も
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
た。

東
奥
田
報
・

朝
刊

2

0
1

8

年
刊
月
7

日

(
水
)

千要企三助産師・岡野さん

古
民
家
で
自
然
な
お
産
を

智
頭
に
産
院
開
設
ヘ
奮
闘

園
舎
を
持
た
な
い
「森
の
よ

う
ち
え
ん
」
で
注
目
さ
れ
、
移

住
者
が
相
次
ぐ
鳥
取
県
智
頭
町

で
、
札
幌
市
か
らI
タ
ー
ン
し

た
助
産
師
の
女
性
が
「森
の
産

院
」
開
設
を
目
指
し
、
奮
闘
し

て
い
る。
目
標
は
畳
の
上
で
の

昔
な
が
ら
の
お
産
が
で
き
る
施

設
の
開
設。
2

年
前
か
ら
町
内

の
病
院
の

一角
で
妊
婦
ら
の
相

談
業
務
を
始
め
、
来
年
に
築1

0
0

年
の
古
民
家
に
拠
点
を
移

す
考
え
で
、
産
婦
人
科
医
確
保

の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
地

道
に
活
動
を
広
げ
て
い
る。

助
産
師
の
女
性
は
岡
野
真
規

代
さ
ん
(侃
)。
開
設
を
目
指
す

森
の
産
院
と
同
様
に
、
自
然
な

お
産
が
で
き
る
愛
知
県
岡
崎
市

の
吉
村
医
院
で1
9
9
9

年
か

ら
5

年
問
、
師
長
を
務
め
た
経

験
が
あ
る。

同
医
院
は
、
体
力
づ
く
り
や

適
切
な
食
事
で
協
力
し
つ
つ
、

医
療
介
入
を
最
小
限
に
抑
え
て

妊
婦
を
見
守
る
乙
と
に
注
力
。

出
産
直
後
も2
時
間
近
く
赤
ち

ゃ

ん
を
母
親
の
胸
の
上
に
置
い

て
愛
着
形
成
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
き

め
細
や
か
な
対
応
を
す
る。

岡
野
さ
ん
は
「怖
い
、
つ
ら

い
、
痛
い
と
感
じ
る
お
産
の
在

り
方
を
変
え
た
い」
と
、
2
0

0
4

年
か
ら
北
海
道
を
拠
点
に

全
国
で
講
演
し
、
同
医
院
の
理

念
を
伝
え
て
き
た。

活
動
の
中
で
出
会
っ
た
の

が
、
県
内
の
森
の
よ
う
ち
え
ん

の
先
駆
け
と
な
っ
た
「ま
る
た

ん
ぼ
う
」
を
智
頭
町
で
運
営
す

る
西
村
早
栄
子
さ
ん
(紛
)。
町

の
出
産
環
境
充
実
を
求
め
、
活

動
理
念
が
似
通
う
西
村
さ
ん
か

ら
は
年
に
産
院
開
設
を
熱
望
さ

れ
、
そ
の
心
意
気
に
打
た
れ
て

同
年
に
移
住
し
た。

講
演
活
動
で
知
り
合っ
た
兵

庫
県
相
生
市
出
身
の
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
三
輪
よ
し
子

さ
ん
(日
)
5
3人
で
凶
年
に

一

般
社
団
法
人
「い
の
ち
ね
」
を

地
域
医
療
を
支
え
る

設
立
。

町
の
委
託
事
業
と
し
て

智
頭
病
院
で
相
談
業
務
に当
た

る
ほ
か
、
ま
き
割
り
や
森
林
セ

ラ
ピ
l

散
策
な
ど
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
妊
婦
の
心
身
の
ケ
ア

に
生
か
し
て
い
る。

た
だ
、
産
院
開
設
に
必
要
な

産
科
医
の
確
保
は
め
ど
が立
っ

て
お
ら
ず
、
帝
王
切
開
な
ど
緊

急
時
の
総
合
病
院
と
の
連
携
も

課
題
だ。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ

ィ
ン
グ
型
の
県
の
ふ
る
さ
と
納

税
で
集
め
た
2
9
3

万
円
な
ど

を
財
源
に
同
町
中
原
の
古
民
家

を
改
修
し
、当
面
は
出
産
以
外

の
産
前
、
産
後
ケ
ア
の
拠
点
と

す
る
考
え。
岡
野
さ
ん
は
「2

3

3

年
後
に
出
産
で
き
る
施
設

を
開
設
し
、
お
産
の
選
捉
肢
を

増
や
し
た
い
」
と
意
気
込
む。

(原
田
准
吏)

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
m
m日
(
月
)
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在
宅
医
療

離
島
で
学
ぶ
地
域
の
看
護

鹿
児
島
大
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム

離
島
や
へ
き
地
で
患
者
を
支
え
る
看
護
師
を
育
て
よ
う
と
、
鹿

児
島
大
医
学
部
が
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る

。

ど

の
よ
う
に
医
療
を
暮
ら
し
に
溶
け
込
ま
せ
、
患
者
が
望
む
生
活
を

実
現
す
る
か。

離
島
で
の
実
習
を
通
じ
、
在
宅
ケ
ア
に
生
か
す
看

護
師
が
誕
生
し
て
い
る。(

小
瀬
康
太
郎)

「
肺
か
ら
、
ど
ん
な
音
が
聞
こ

え
ま
す
か
」

日
月
上
旬
、
鹿
児
島
市
の
鹿
児

島
大
学
病
院
の
研
修
セ
ン
タ
ー
。

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

看
護
師
や
看
護
学
生
ら
が
患
者
役

の
人
形
に
聴
診
器
を
あ
て
て
い

同
大
医
学
部
「
島
唄・地
域
ナ

l

ス
育
成
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
コ
マ
。

医
療

設
備
や
人
手
が
足
り
な
い
離
島
や

へ
き
地
で
は
、
看
護
師
が
聴
診
器

を
使
い
こ
な
す
診
断
か
欠
か
せ
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
4

年
前
に
始
ま

り
、
今
年
度
が
最
終
年
度

。

参
加

者
は
、

保
健
学
税
看護
学
専
攻
の

学
生
や
現
役
の
看
護
師
ら
約
叩
人

で
、
こ
れ
ま
で
に
日
人
が
修
了
し

た
。

な
く
、
患
者
が
求
め
る
医
療
や
暮

ら
し
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、1
年
目
に
沖
永
良
部

島
で
あ
る4
日
間
の
実
習
で
は
、

参
加
者
は
島
の
飲
み
会
に
参
加

し
、
地
縁
血
縁
が
強
い
生
活
環
境

を
肌
で
感
じ
る。
島
民
の
自
宅
を

訪
れ、
話
を
聞
く。
地
域
で
暮
ら

す
「生
活
者
」
と
し
て
患
者
に
接

す
る
能
力
を
養
う
た
め
だ
。

島
や
へ
き
地
の
訪
問
看護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
数
日
間
滞
在
す
る
実

務
研
修
は
、
年2
回
程
度
あ
る。

食
習
慣
や
人
間
関
係
の
あ
り
方
に

対
す
る
価
値
観
の
違
い
を
学
ぶ

「
文
他
看
護
論
」
や
、
医
療
機
関

や
ヘ
ル
パ
!
と
連
携
の
仕
方
を
学

ぶ
和
田
も
あ
る。

働
き
な
が
ら
学

ぶ
現
役
の
看
護
師
た
ち
はeラ
l

ニ
ン
グ
が
中
心
と
な
る。

か/プー

/ん

西発見

方
言
を
使
う
の
は
本
音
で
話
し
や

す
く
な
る
と
感
じ
る
か
ら
だ

。

永
井
さ
ん
は
奄
美
大
島
の
出

身
。

現
役
の
看護
師
と
し
て
在
宅

ケ
ア
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
学
ぼ
う

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。

実
習
を

通
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
島
の
文
化

が
看
護
の
現
場
に
生
か
せ
る
と
気

づ
い
た。

「
島
唄
」
も
そ
の
一
つ

。

認
知
症

の
利
用
者
で
も
、
口
ず
さ
ん
だ
り

ス
マ
ホ
で
流
し
た
り
す
る
と
、
手

足
が
自
然
に
動
き
出
す
こ
と
が
あ

る
。

支
え
合
う
島
の
文
他
も
生
か

そ
う
と
、
利
用
者
と
知
り
合
い
の

ヘ
ル
パ
ー
や
近
所
の
人
と
積
極
的

に
話
し
合
い、
情
報
を
共
有
す
る。

「
離
島
は
不
便
な
こ
と
も
多
い

が
独
自
の
文
佑
や
伝
統
、
人
の
つ

「 自宅で最期まで」支える
同
じ
奄
美
市
の
看
護
師
、
富
田

智
子
さ
ん
(
必
)
は
今
年

5

月
、
看

護
師
が
常
駐
す
る
療
育
施
設
「
キ

ツ
ズ
ケ
ア
ホl
ム
に
こ
び
あ
」
を

島
に
初
め
て
設
立
し
た
。

病
気
の

子
ら
を
世
話
す
る
一
方
で
、
育
児

に
か
か
り
っ
き
り
の
親
を
少
し
の

時
間
、
解
放
し
て
あ
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
だ。

日
月
下
旬
、
富
田
さ
ん
は
心
臓

疾
患
な
ど
で
歩
行
も
会
話
も
で
き

な
い
男
児(
5
)を
訪
れ
、
歯
を
磨

い
た
り
顔
を
拭
い
て
あ
げ
た
り
し

た
後
、
施
設
で
数
時
間
預
か
っ

た
。

母
親
は
そ
の
問
、
買
い
物
な

ど
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
保
育
士

や
言
語
聴
覚
土
ら
と
の
連
携
が
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
な
子
供
を
抱
え
る

家
族
が
、
少
し
で
も
島
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
手
助
け
を
し

た
い
」
と
宮
田
さ
ん
は
話
す

。

長
野
・
山
形
で
も
養
成

鹿
児
島
県
は
人
口
叩
万
人
あ
た

り
の
看
護
師
数
は
全
国
2

位
と
多

い
が
、
地
域
の
偏
在
が
顕
著
だ

。

2
0
1
6

年
時
点
で
鹿
児
島
市
は

約
1
6
0
0

人
の
一
方
で
、
へ
き

地
や
お
あ
る
有
人
離
島
で
は
そ
の

半
数
に
満
た
な
い
場
所
も
少
な
く

な
い
。

鹿
児
島
大
の
取
り
組
み
は
、
文

部
判
明
学
省
が
比
年
に
始
め
た
「課

題
解
決
型
高
度
医
療
人
材
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一事
業
で
、
同
様

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
貢
献
す

る
看
護
師
の
養
成
を
目
指
す
大
学

が
他
に
四
つ
あ
る。

在
宅
で
治
療
や
看
護
を
受
け
な 方

法
な
ど
を
身
に
つ
け
る
。

高
齢

他
や
人
口
減
少
が
続
く
山
形
県
の

県
立
保
健
医
療
大
で
は
、
県
内
の

小
規
模
病
院
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
特
有
の
健
康
問
題
に
も
対
処
で

き
る
看
護
師
の
養
成
に
力
を
入
れ

る
。

鹿
児
島
大
の
「
島
唄・
地
域
ナ

!
ス
育
成
セ
ン
タ
ー
」
特
任
講
師

の
金
子
美
千
代
さ
ん
は
「
地
方
で

は
、
少
子
高
齢
化
や
医
療
現
場
の

人
手
不
足
な
ど
日
本
の
医
療
現
場

が
抱
え
る
課
題
を
先
駆
け
て
経
験

し
て
い
る。
地
域
で
暮
ら
し
、
地

域
で
最
期
を
迎
え
る
患
者
を
支
え

る
看
護
師
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
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「
地
域
で
の
暮
ら
し
を
最
期
ま

で
支
え
る
人
材
養
成
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
終

末
期
の
在
宅
ケ
ア
に
も
対
応
で
き

る
こ
と
が
目
標
だ。

技
術
だ
け
で

「
熱
測
っ
て
み
よ
l

い
l

」

日
月
下
旬
の
奄
美
市
名
瀬
。

看

護
師
の
永
井
美
紀
さ
ん
(
必
)
が
方

言
を
交
え
、
自
宅
ベ
ッ
ド
で
寝
た

き
り
の
女
性
(
竹
)
を
訪
問
し
た

。

な
が
り
を
生
か
し
た
在
宅
医
療
や

看
護
が
で
き
る。
病
院
で
は
な
く

住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
活
し
た
い

と
考
え
る
人
を
支
え
た
い
」
と
永

井
さ
ん。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

大
都
市
で
急
増
し
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
が
国
勢
調
査

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、三大

都
市
圏
(1
都
2
府
5
県
)

は
2
0
0
0
年
以
降
の
同
年

間
で
2
・

-
倍
の
2
8
9
万

人
に
達
し
、
同
年
に
初
め
て

世
帯
全
体
の
1
割
を
突
破
し

た
。

単
身
高
齢
者
は
介
護
や

生
活
保
護
が
必
要
な
状
態
に

陥
り
や
す
い。
社
会
保
障
の

財
政
運
営
が
厳
し
く
な
る
懸

念
が
強
ま
り
、
在
宅
を
軸
に

自
立
し
た
生
活
を
支
え
る

「地
域
包
括
ケ
ア(き
ょ
う

の
こ
と
ぱ)
シ
ス
テ
ム」の
構

築
が
急
務
と
な
る
。

最
新
の
同
年
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
関
歳
以
上
の
単
身

者
は
∞
年
比
9
割
増
の
5
9

3

万
人
。
長
寿
・
未
婚
化
の

| 三大都市圏、財政圧迫の懸念

ト急務シフ在宅ケア

が
ら
生
活
す
る
「
在
宅
療
養
」
に

力
を
入
れ
る
信
州
大
で
は
、
現
役

の
看
護
師
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
、
が
ん
や
難
病
の
患
者
ら
が

病
院
か
ら
在
宅
へ
と
移
行
で
き
る

市
で
の
増
え
方
が
深
刻
に
な

っ
て
い
る
実
態
だ
。

Fl.'IIUí1:1昼~亙mB3I互理

影
響
で
∞
年
時
点
の
予
測
よ

り
5
年
ほ
ど
早
い
勢
い
で
増

え
、
一般
世
帯
に
占
め
る
割

合
は
日
・
1
%
に
達
し
た。

日
経
新
聞
は
単
身
高
齢
者

の
動
向
を
探
る
た
め
、
全
国

1
7
4
1
市
区
町
村
の
デ
ー

タ
を
独
自
に
分
析
し
た
。

浮

か
ん
で
き
た
の
は
高
齢化が

先
行
し
た
地
方
よ
り
、
大
都

要
介
護
2
1
3

倍

同
年
間
で
単
身
高
齢
者
が

2
倍
以
上
に
増
え
た
自
治
体

は
4
割
弱。
三
大
都
市
圏
を

構
成
す
る
関
東
1
都3
県

、

近
畿
2府
1
県
、
愛
知
県
に

集
中
し
て
い
た。
団
塊
世
代

多くの期外都市では3倍超に
(2000-15年の単身高齢世帯の増加倍率)

3倍超

2.5 -3倍

2-2 . 5倍

1-2倍

15年間での緒方自倍率 2.3 倍
2015年の単身高働者 170，739 人

神奈川県
横浜市

在
宅
医
療

が
持
ち
家
を
求
め
た
埼
玉
や

千
葉
の
郊
外
の
多
く
が
3

倍

強
に
膨
ら
ん
だ。
三大
都
市

圏
の
単
身
高
齢
世
帯
比
率
は

叩
・
9
%
と
4

・

8
W
上
昇

し
た
。

実
数
で
最
も
増
え
た
の
は

横
浜
市
で、

2

・
3

倍
の
口

万
1
千
人
と
な
っ
た。
名
古

屋
市
は
ロ
万
人
に
倍
増
し
、

東
京
幻
区
全
体
は
8
割
増
の

臼
万
9
千
人
と
な
っ
た
。
い

ず
れ
も
単
身
高
齢
世
帯
比
率

は
1
割
を
超
え
た。
三
大
都

市
圏
で
1
割
を
超
す
自
治
体

は
日
倍
の
2
2
1
市
区
町
村

と
な
り
、
全
体
の6
割
を
占

男女計 170739

15年間の縫加推移

人

一一 0
2000年 る

だ
ろ
う
」
と
話
す
。

朝

日
(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
旧
日
(
土
)

2015 

め
た
。

都
市
は
地
域
で
助
け
合
う

基
盤
が
弱
く
、一人
暮
ら
し

を
支
え
る
自
治
体
の
負
担
は

地
方
よ
り
重
く
な
る
。

顕
著
な
の
は
大
阪
市
だ

。

単
身
高
齢
者
は
凶
年
に
1
割

を
超
え
、
い
ま
は
最
多
の
加

万
人
強。
介
護
保
険
課
は
「
単

身
高
齢
者
の
増
加
が
介
護
給

付
費
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
断言
す
る。

単
身
高
齢
者
の
げ
年
の
要

介
護
認
定
率
は
お
%
で
、
同

居
人
が
い
る
場
合
の
2
倍
強

だ
。

介
護
サー
ビ
ス
利
用
率

も
8
割
と
高
く
、
出i
m
年

度
の
介
護
保
険
料
は
月
8
千

円
弱
で1
千
円
以上
高
く
な

っ
た。
横
浜
市
も
認
定
率
に

3

倍
近
い
開
き
が
あ
っ
た。

公
共
政
策
に
詳
し
い
一
橋

大
の
小
塩
隆
士
教
授
は
「
単

身
高
齢
世
帯
の1
割
超
え
は

危
険
な
兆
候
」
と
訴
え
る
。

単
身
高
齢
者
は
低
年
金
が
多

く
て
生
活
保
護
の
対
象
に
な

り
や
す
く
、
影
響
は
社
会
保

険
に
と
ど
ま
ら
な
い
か
ら

だ
。
「対
象
は
少
数
と
想
定

2010 2005 

〔
次
ぺl
ジ
に
つ
づ
く
〕
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〔
前
ぺl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

し
た
生
活
保
護
制
度
の
財
政

基
盤
は
脆
弱
だ
」
と
語
る
。

市
町
村
決
算
や
総
務
省
の

デ
l

タ
と
重
ね
て
分
析
す
る

と
、
単
身
高
齢
者
の
増
加
は

老
人
福
祉
費
や
生
活
保
護
費

な
ど
扶
助
費
の
伸
び
と
強
い

相
関
が
あ
り
、
自
治
体
財
政

を
圧
迫
し
て
い
た
。

大
阪
市
は
閃
年
に
財
政
改

革
を
迫
ら
れ
、
人
件
費
や
公

共
投
資
の
ほ
か
、
新
婚
向
げ

家
賃
補
助
や
幼
稚
園
の
予
算

を
削
減
し
た
。
「
高
齢
者
へ の

義
務
的
支
出
は
簡
単
に
減

ら
せ
ず
、
財
政
の
硬
直
化
は

進
ん
で
い
る
」
(
財
源
課
)
。

支
出
に
占
め
る
扶
助
費
の
割

合
は
当
時
の
幻
%
か
ら
同
年

度
は
お
%
に
増
え
た
。

依
然
「
ハ
コ
」
重
視

国
立
社
会
保
障・
人
口
問

題
研
究
所
に
よ
る
と
、
判
年

の
単
身
高
齢
世
帯
比
率
は
凶

%
弱
の
見
通
し
。
み
ず
ほ
情

報
総
研
の
藤
森
克
彦
主
席
研

究
員
は
「
単
身
高
齢
者
の
質

が
変
わ
る
」
と、
都
市
で
の

未
婚
率
上
昇
を
注
視
す
る
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
急
増
す
る
中
、
在
宅
の
介
護

や
家
事
援
助
を
通
じ
て
自
立
を
支
え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
が
欠
か
せ
な
い
。
だ
が
、
横
浜
市
な
ど
単
身

高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
叩
市
の
主
な
生
活
密
着
型
サ

ー

ビ
ス
を
調
べ
る
と
、
大
半
で
利
用
者
数
が
計
画
比

4
1
8

割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
入
手
不
足
や
採
算
性
の
低
さ

か
ら
事
業
者
が
利
用
者
を
増
や
せ
な
い
実
態
や
、
制
度
が

抱
え
る
課
題
が
浮
か
ん
で
き
た
。

現場
「6
年
間
で1
億
円
以
上

の
赤
字
が
出
て
し
ま
っ
た
」
。

横
浜
市
で
介
護
施
設
を
営
む

男
性
は
こ
う
語
る
。
手
が
け

て
い
た
の
は
通
い
、
訪
問
介

護
、

短
期
宿
泊
を
組
み
合
わ

せ
る
「
小規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
(
小
多
機
)
」
。
利

用
は
叩
人
程
度
と
定
員
の
半

分
に
満
た
な
か
っ
た
。
今
年

4

月
、
認
知
症
患
者
を
対
象

と
す
る
グ
ル
ー
プ
ホl
ム
の

「
配
偶
者
や
子
供
が
い
な
い

人
が
増
え
、
想
定
以
上
に
介

護
保
険
の
需
要
が
高
ま
る
」

だ
が
各
市
の
介
護
保
険
事

業
計
画
を
み
る
と
、
特
別
養

護
老
人
ホl
ム
な
ど
「
ハ
コ

モ
ノ
」
に
重
き
を
置
く
事
例

が
目
立
つ
。
大
型
施
設
は
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
化
で
き
る

が
、
建
設
や
修
繕
の
費
用
負

担
が
重
い
。
都
市
部
は
適
地

も
限
ら
れ
、
施
設
中
心
の
政

策
は
早
晩
行
き
詰
ま
る
。

限
り
あ
る
財
源
を
在
宅
サ

ー
ビ
ス
に
シ
フ
ト
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
柱
が
住
み
慣

単身高齢者の滑加数が多い市トップ1 0
(2000年→ 15年)

単身高齢者

2000年
15年

14.9 
万人 T 
110.4% 9.5 

20トす
5.5% 

れ
た
場
所
で
介
護
、
医
療
、

生
活
支
援
を
継
ぎ
目
な
く
提

供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
だ
。

見
守
り
ゃ
介
護
予
防
も
ま
じ

え
、
単
身
高
齢
者
の
自
立
を

支
え
れ
ば
社
会
保
障
費
の
削

減
に
つ
な
が
る。

千
葉
県
相
市
の
豊
田
季
台

団
地
。
単
身
高
齢
者
の
増
加

に
危
機
感
を
抱
い
た
市
は
は

年
に
見
回
り
な
ど
の
サー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
に
建て

替
え
、
医
療・
介
護
施
設
を

集
約
し
た
。
住
民
は
訪
問
サ

ー

ビ
ス
を
受
け
、
入
院
し
て

も
再
び
自
宅
に
戻
れ
る
。
学

14.2 
T 
9.0 

11.3 
す 11 .4
6.8 . t 

6.1 

15 

10 
の
利
用
実
態
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
自
治
体
で
か
げ

声
倒
れ
に
な
っ
て
い
た
。

日
1

げ
年
度
の
介
護
保
険 在

宅
医
療

童
保
育
な
ど
で
高
齢
者
が
働

き
、
支
え
合
う
仕
組
み
を
取

り
入
れ
た
。
埼
玉
県
和
光
市

は
在
宅
型
の
介
護
予
防
や
地

域
交
流
に
注
力
し
、
要
介
護

認
定
率
を
引
き
下
げ
た
。

た
だ
、
こ
う
し
た
成
功
例

は
少
な
い
。
国
は
新
た
な
定

期
巡
回
事
業
を
介
護
保
険
に

導
入
す
る
な
ど
し
て
地
域
包

括
ケ
ア
を
促
す
が
、
使
い
勝

手
が
悪
く
、
浸
透
し
な
い
。

介
護
を
社
会
で
支
え
る
た

め
に
∞
年
に
創
設
し
た
介
護

保
険
。
負
担
軽
減
を
狙
い
給

付
ルー
ル
改
定
を
繰
り
返
す

。

定期巡回の訪問看護・介護サービスの実績は計画を下回る
(2017年度の実績)

一 % 1 100• 

く
及
ば
ず
、
毎
年4
千
万
円

前
後
の
赤
字
を
た
れ
流
し

た
。
担
当
者は
「地
域
包
括

ケ
ア
の
先
例
を
つ
く
る
た
め が

、
効
果
は
薄
く
、
む
し
ろ

利
用
者
の
実
態
か
ら
か
げ
離

れ
て
い
っ
た
。
国
の
推
計
で

は
羽
年
度
の
介
護
分
野
の
社

会
保
障
費
は
同
年
度
比
2

・

4

倍
の
お
兆
円
に
膨
ら
む
。

国
や
自
治
体
は
単
身
高
齢

者
の
実
態
と
向
き
合
っ
た
地

域
包
括
ケ
ア
の
仕
組
み
を
築

か
な
け
れ
ば
、
社
会
保
障
制

度
は
漂
流
し
た
ま
ま
持
続
性

を
失
っ
て
し
ま
う
。

(
前
村
聡
、

藤
川
衛
、
上
林

由
宇
太
)

. ーー…ーー 1 80• • 15年度時点 . 
の計画比 ・一一一一一一一・ 一一一一一一一一一一...-1 60

人
2500 。

日
本
の
社
会
保
障
が
人
口

一・・…. .... ー・守-一..... ...一一一一……ーマ J 40

2000 

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
利

用
先
の
人
材
に
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
。
「
慣
れ
親
し
ん

だ
ケ
ア
マ
ネ
と
関
係
が
切
れ -

世
帯
構
造
の
変
化
に
対
応

で
き
ず、
制
度
疲
労
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
介
護
や
医
療

の
需
給
不
均
衡
や
ム
ダ
を
放

置
す
る
と
財
政
は
崩
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
調
査
報
道
で
そ
の

原
因
を
明
ら
か
に
し
、
解
決

策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
月
)

利用者数
1500 

1000 

名
古
屋
市

(注) 月平均。各自治体への取材を墓に作成

札
幌
市

大
阪
市

館
前
浜
市

500 

。

あ
る
自
治
体
の
介
謹
保
険
担

当
者
も
「
園
、
事
業
者

、

利

用
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
と

現
実
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
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I!也域密着」ま
み
の
運
営
に
転
換
し
た
。

小
多
機
は2
0

0
6

年
に

介
護
保
険
制
度
に
導
入
さ
れ

た
剖
時
間
対
応
サ
ー
ビ
ス
。

あ
ら
か
じ
め
予
定
を
確
定
す

る
通
所
介
護
や
訪
問
介
護
と

違
い
、
自
ら
の
都
合
で
柔
軟

に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
。
利

用
頻
度
を
間
わ
ず
定
額
で
、

保
険
者
と
利
用
者
の
双
方
に

利
点
が
あ
り
「
在
宅
ケ
ア
の

切
り
札
」
と
い
わ
れ
た
。

だ
が
実
態
は
事
業
者
の
撤

退
が
相
次
ぎ、

利
用
者
も
伸

び
な
い
。
横
浜
市
は
叩
月
ま

で
に
累
計1
7
2

カ
所
の
事

業
者
を
指
定
し
た
が

、

う
ち

ロ
カ
所
が
撤
退
。
休
止
状
態

の
事
業
者
も
あ
る
。
市
は
施

設
整
備
に
最
大32
0
0

万

円
の
補
助
金
を
出
す
が

、

一

定
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
返
還
義

務
は
な
く
な
る
。
公
費
の
一

部
は
ム
ダ
に
終
わ
っ
た
。

国
は
同
年
に
へ
ル
パ
ー
や

看
護
師
が
利
用
者
宅
を
定
期

巡
回
す
る
ほ
か
、
い
つ
で
も

呼
び
出
し
に
応
じ
る
「
定
期

E.'llÁ1ít豆晶画函語盃函雇

|在宅利用者、計画の割台 l

柔軟さ欠く介護制度設計

巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
」
を
導
入
し
た
。
小

多
機
と
同
様
に
定
額と
し
、

施
設
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ
ト

を
後
押
し
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の
効
果
は
乏
し
い
。
日

本
経
済
新
聞
が
単
身
高
齢
者

の
増
加
数
の
上
位叩
市
を
対

象
に、

小
多
機と
定
期
巡
回

に
丁
寧
に
地
域
を
回
っ
た

が
、
コ
ス
ト
だ
け
が
か
さ
ん

だ
」
と
振
り
返
る
。

制
度
を
利
用
す
る
ハ
ー
ド

ル
も
高
い
。
一
事
業
者
を
蜜
え

て
小
多
機
を
利
用
す
る
場
合

事
業
計
画
を
分
析
す
る
と
、

口
年
度
の
利
用
者
数
は
さ
い

た
ま
市
や
札
幌
市
の
一
部
な

ど
を
除
き4
1
8

割
台
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
定
期
巡
回

の
場
合
、
神
戸
市と
京
都
市

の
利
用
は
必
%
。
仙
台

、

福

岡
、

名
古
屋
の3
市
は
約6

割
し
か
利
用
が
な
か
っ
た
。

主
因
は
採
算
性
の
低
さ

だ
。
事
業
者
は
ど
れ
だ
け
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
、
報

酬
は
変
わ
ら
な
い
。
利
用
者

が
増
え
な
け
れ
ば
利
益
を
得

ら
れ
な
い
。
人
材
不
足
で
十

分
に
職
員
を
抱
え
ら
れ
ず
、

要
望
に
応
じ
ら
れ
な
く
な
る

悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
。

昨
年3
月
に
定
期
巡
回
を

わ
ず
か4
年
で
廃
止
し
た
名

古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

運
営
は
綱
渡
り
だ
っ
た
。

「
国
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ

う
な
運
営
は
難
し
い
」
と
協

議
会
の
幹
部
は
指
摘
す
る
。

国
の
資
糾
が
示
す
事
例
は
1

回
あ
た
り
初
分
程
度
の
訪
問

を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
だ
が
実
際
は
平
均
品

分
。2
時
間
以
上
の
事
例
も

あ
っ
た
。
利
用
者1
人
に
対

し
、

訪
問
は1
日
3

・
5

回

で、
計
日
人
の
介
護
福
祉
士

で
は
「
利
用
者7
人
で
手
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
」
と
い
う
。

訪
問
時
聞
は
遅
れ
が
ち
に

な
り
、

利
用
満
足
度
も
上
が

ら
な
い
。
採
算
割
れ
を
防
ぐ

月
初
人
強
の
利
用
目
標
に
遠在

宅
医
療

る
の
を
嫌
が
る
利
用
者
は
多

い
」
(
横
浜
市
の
介
護
事
業

指
導
課
)
と
い
う
。

名
古
屋
市
の
介
護
事
業
者

社
長
は
「
柔
軟
な
制
度とい

う
の
は
幻
想
」
と
訴
え
る
。

マ
・
:
高
齢
者
が
要
介
護
状
態

に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。
亡
く
な
る
ま

で
病
院
で
過
ご
すこ
と
が
多
い
従
来
型

の
医
療
体
制
を
転
換
し

、

2
0

2
5

年

を
メ
ド
に
、
自
宅
な
ど
で
必
要
な
医
療

.

介
護
サー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
を
め
ざ
す
。
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
が
凶
年
に
提
言
し
た
。

マ
・
・
・
お
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
百
歳
以

上
に
な
り
、
国
民
の
5

人
に
1

人
が
後

医療や介護、在宅を中心に地域包括ケア

老
人
ク
ラ
ブ
や
N
P
O

が
生
活
支
援
な
ど
展
開

ぎ
る
」
と
嘆
き
、
サ
ー

ビ
ス

の
細
分
化
で
浸
透
し
な
い
と

指
摘
す
る
。
国
は
在
宅
ケ
ア

の
サ
ー
ビ
ス
を
根
本
か
ら
見

直
す
時
期
に
きて
い
る
。

(
鷺
森
弘
、

上
林
由
宇
太
)

期
高
齢
者
に
な
る
。
医
療
や
介
護
の
需

要
が
増
す
一
方
、
医
療
機
関
の
ベ
ッ
ド

数
の
大
幅
増
は
見
込
み
に
く
い
。
施
設

を
中
心
と
し
た
医
療
の
あ
り
方
で
は

、

必
要
な
サー
ビ
ス
を
高
齢
者
に
提
供
で

き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
「
地
域
完

結
型
」
を
後
押
し
す
る
仕
組
み

と
し
て

は
、
山
時
間
対
応
の
新
し
い
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
侃
年
に
導
入
さ
れ
た
。

マ
・
・
・
国
が
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
急

ぐ
の
は
、
不
要
な
入
院
や
施
設
入
所
を

減
ら
し、

社
会
保
障

費
の
増
加
を
抑
え
る

狙
い
も
あ
る
。
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り

、

年
組
兆
円
規
模
の
医

療
費
は
さ
ら
に
膨
ら

む
見
通
し
だ
。
各
都

道
府
県
や
市
区
町
村

は
医
療
計
画
や
介
護

保
険
事
業
計
画
で
、

在
宅
医
療・
介
護
の

推
進
を
打
ち
出
し
て

い
る
が、
目
標
通
り

に
整
備
が
進
ん
で
い

る
自
治
体
は
多
く
な

高齢者は住み慣れた地減で
暮らし続けることができる

き
ょ
う
の

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
月)
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社
会
に
あ
ふ
れ
で
い
る
健
康
情
報
を
知

っ
て
い
な
が
ら
十
分
活
用
し
切
れ
て
い
な

い
の
が
、
お
そ
ら
く
私
た
ち
の
大
半
で
は

な
い
か
。

そ
ん
な
人
た
ち
の
背
中
を
デ
ザ
イ
ン
の

力
で
そ
っ
と
押
そ
う
と
い
う
試
み
が
、
横

浜
市
大
先
端
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進

め
て
い
る
「
広
告
医
学
」
だ。

健
康
を
脅
か
す
主
要
因
が
感
染
症
か
ら

生
活
習
慣
病
に
移
行
し
た
今
、
ア
ー
ト
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
効
力
を
健
康
保
持
の
た

め
の
行
動
に
つ
な
げ
、
発
症
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

サ
ツ

広告医学

力
i

の
力

患
者
・
家
族
支
援

ア
!
ト
力
で
健
康
保
持
を

超
高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
イ
ル
と

も
言
え
よ
う
。

今
年
6

月
に
学
内
に
設
け
ら
れ
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン

タ
ー

(
Y
c
uー
c
D
C
)」
が
活
動
の

拠
点
に
な
る
と
い
う。
横
浜
発
の
新
た
な

研
究
の
今
後
に
期
待
し
た
い。

広
告
医
学
と
は
大
学
とA曇
来
、
自
治
体

が
、
E
い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

む
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
で
、

同
大
教
授
で
医
師
の
武
部
貴
則
さ
ん
が
2

0
1
1

年
に
提
唱
し
た。
こ
れ
ま
で
に
運

動
不
足
の
人
も
つ
い
上
り
た
く
な
る
デ
ザ

イ
ン
を
施
し
た
「
健
康
階
段
」
や
太
る
と

色
が
変
わ
る
「
ア
ラl
ト
パ
ン
ツ
」
な
ど

を
考
案
し
て
き
た。

昨
年
か
ら
は
誰
し
も
経
験
の
あ
る
病
院

の
長
い
待
ち
時
間
笠
刷
向
き
に
過
ご
せ
る

「
こ
こ
ろ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
展
開

中
だ
。

待
ち
時
間
が
苦
痛
で
病
院
か
ら
足

が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
と
治
療
が
遅
れ
、

病
状
が
進
行
し
て
手
遅
れ
に
な
り
か
ね
な

い
。

通
院
に
ま
つ
わ
る
精
神
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療
に
も

つ
な
げ
た
い。

院
内
の
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
を
和
ら
げ

る
「
い
な
い
い
な
い
白
衣
」
は
、
袖
か
ら

飛
2
ω
た
動
物
の
耳
が
患
者
の
目
を
引
き

つ
け
、
柚
を
折
り
返
す
と
ウ
サ
ギ
や
ネ
コ

な
ど
が
顔
を
出
す。
治
療
や
処
置
に
対
す

る
恐
怖
心
や
苦
痛
意
識
を
緩
和
さ
せ
る
ツ

ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
特
に
子

ど
も
た
ち
に
は
受
け
そ
う
だ。

従
来
の
医
学
は
発
症
後
に
治
療
法
を
研 究

す
る
の
が
主
流
だ
っ
た。
し
か
し
医
学

が
進
歩
し
た
現
代
は
、
疾
病
の
中
心
が
結

核
や
肺
炎
と
い
っ
た
感
染
症
か
ら
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
変
じ

て
い
る
。

橿
患
す
る
前
に
健
康
保
持
の
た

め
の
行
動
を
促
す
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う。

今
後
は
ク
リ
エ1
タ
l

ら
異
分
野
の
専

門
家
も
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
き

入
れ
、
実
験
や
製
品
化
も
視
野
に
新
し
い

医
科
学
研
究
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
。

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
新
た
な
医
療
の

あ
り
方
を
横
浜
か
ら
発
信
し
て
ほ
し
い
。

が
大
勢
と
感
情
を
共
有
で
き
れ

ば
、
や
る
意
義
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
考
え
た
。
必
人
が

参
加
し
盛
り
上
が
っ
た
と
い

vつ
。今

で
は
年
に
一
度
の
恒
例
行

事
と
な
っ
た
。
過
去4
年
の

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
金
)

合
で
発
表
。
希
望
者
に
は
開
催

資
料
な
ど
も
提
供
し
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
は
富
山
県
の
病
院

が
実
施
し
た
ほ
か
、
仙
台
市
の

N
P
O
関
係
者
も
興
味
を
示
し

て
い
る
と
い
う
。

同
年
か
ら3
年
連
続
で
行
つ
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い人々にも好評だ。病院をサッカー
の力で「ホームスタジアム」にして
盛り上げ、患者に勇気を与える取り
組みは現在、県内6病院で行われ、
県外にも広がっている。

(上越支社 ・ 渡辺伸也)

サッカー J2のアルピレックス新
潟の試合を、入院患者や医師らが一
緒に観戦する「病院内ビューイング
(院内V)J が本県で始まり 5年目
を迎えた。入院患者の孤独感や不安
の解消を狙い、サッカーに関心のな

ぐ孤独感り和ら交流深ま

@53 

「
一
緒
に
ア
ル
ビ
を
応
援
し3

病
院
内
ビ
ュ
l
イ
ン

ま
せ
ん
か
」

陪
阻

グ
本
県
で
始
ま
っ
た

日
月
却
日
、
上
越
市
の
県
立
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
新
大
医

中
央
病
院
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
歯
学
総
合
病
院
(
新
潟
市
中
央

協
力
者
の
ア
ル
ピ
サ
ボl
タ
区
)、

県
立
中
央
病
院
(
上
越

ー
が
院
内
V
の
1

時
間
前
に
市
)
、
県
立
新
発
田
病
院
(
新

病
室
を
回
り
、
入
院
患
者
を
誘
発
田
市
)
、
済
生
会
新
潟
第
二

っ
た
。
こ
の
日
は
印
人
近
い

病
院
(
新
潟
市
西
区
)
、
西
新

潟
中
央
病
院
(
同
)
、
魚
沼
基

幹
病
院
(
南
魚
沼
市
)
の6
病

院
で
開
催
し
て
い
る
。
日
日
の

徳
島
戦
は、

県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
新
潟
病
院
(
新
潟
市
中
央
区
)

で
初
め
て
聞
か
れ
る
。

参
加
者
の
う
ち
患
者1
7
4

人
が
答
え
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦
経

験
が
あ
る
人
は
わ
ず
か3
%。

試
合
結
果
は2
分
け
2

敗
の

白
星
な
し
だ
っ
た
が
、9
割

が
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
「
良

か
っ
た
」
と
回
答

。

理
由
は
「
多

評
判
上
々
、
県
内
外
に
波
及

患
者
が
参
加
。
最
初
は
静
か
に

じ
っ
と
画
面
を
見
詰
め
て
い

た
患
者
も
、
隣
で
プ
レl
に

一
喜
一
憂
す
る
サ
ボl
タ
l

の
姿
を
見
て
、
次
第
に
表
情

が
緩
む
。
得
点
シl
ン
で
は
笑

顔
を
浮
か
べ
、
一
緒
に
手
を

た
た
い
た
。

あ
る
男
性
患
者
(
倒
)
は
「
い

い
気
晴
ら
し
に
な
っ
た
。
病
室

で
1

人
で
見
る
よ
り
楽
し
い
」

と
満
足
そ
う
だ
つ
た
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
な
ど

に
よ
る
と
、
県
内
で
院
内V
が

始
ま
っ
た
の
は2
0
1
4

年

4
月
の
新
潟
大
医
歯
学
総
合
病 院

。
県
立
中
央
病
院
は
は
年
6

月
に
始
め
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ュ
l

イ
ン
グ
は
競
技
に
関
心

が
あ
る
人
向
け
に
行
う
の
が

一
般
的
だ
が
、
企
画
し
た
石
田

卓
士
内
科
部
長
(
訂
)
は
試
合
よ

り
も
交
流
を
重
視
。
「
ア
ル
ピ

に
詳
し
く
な
く
て
も
、
患
者 く

の
人
と
観
戦
で
き
た
」
「
雰

囲
気
が
良
か
っ
た
」
な
ど
が

大
半
。
一
緒
に
観
戦
し
た
ス
タ

ッ
フ
ら
と
の
「
親
近
感
が
増

し
た
」
と
答
え
る
人
も
多
か

っ
た
。

石
田
医
師
は
取
り
組
み
ゃ
成

果
を
、
学
会
や
サ
ッ
カ
ー
の
会 た

県
立
新
発
田
病
院
の
津
端
俊

介
内
科
部
長
(
必
)
は
「
医
療
と

は
別
の
形
で
貢
献
で
き
る
と
ス

タ
ッ
フ
に
好
評
。
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
(
相
互
利
益
)
の
事
業
だ
」

と
喜
ぶ
。

院
内
V
は
ク
ラ
ブ
が
主
催

し
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
D

A
Z
N
」
に
よ
り
無
償
配
信
さ

れ
る
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
担
当
者
は
「
新
潟
に
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
と
い
う
ク
ラ
ブ
が
あ

っ
て
良
か
っ
た
と
、
多
く
の
人

に
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が

た
い
。

ク
ラ
ブ
を
広
く
発
信
し
、

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

と
は
言
え
、
入
院
患
者
を
連
れ

出
す
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
っ

た
。
「
そ
れ
な
ら
、
自
分
た
ち
か

れ
て
い
く
活
動
を
ロ
、
日
年
と
ら
病
院
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
」

行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
サ
ッ
と
サ
ボl
タ
l

仲
間
の
提
案
に

カ
l

観
戦
は
初
め
て
だ
っ
た
車
共
感
し
、
発
案
。
知
人
の
病
院

い
す
の
小
学
生
の
姿
が
印
象
に
関
係
者
に
相
談
し
、
実
現
へ
と
導

残
っ
て
い
る
。
最
初
は
会
場
の
い
た
。

大
歓
声
に
気
お
さ
れ
、
耳
を
ふ
院
内V
を
実
施
す
る
病
院
が
年

さ
い
で
い
た
。
だ
が
、
応
援
が
始
々
増
え
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し

ま
る
と
一
緒
に
手
拍
子
し
、
表
い
。
「
ど
の
病
院
に
も
ア
ル
ビ
愛

情
も
変
わ
っ
た。

試
合
後
は
「
人
の
あ
る
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
い

が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
楽
し
い
」
る
。
ア
ル
ビ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

と
喜
ん
で
い
た
。
す
ご
い
」
と
感
じ
る
。

発
案
・
活
動
に
尽
力
小
山
さ
ん

(
ア
ル
ビサ
ポ
l

タ
l

)

2
0
1
4
年
4
月
に
新
潟
大
医

歯
学
総
合
病
院
で
行
わ
れ
た
初

の
院
内
V
は
、
ア
ル
ビ
サ
ボl
タ

l

小
山
厚
子
さ
ん
(
ぬ
)
ら
の
活
動

が
発
端
だ
っ
た
。
「
病
院
を
も
う

一
つ
の
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
に
し
よ

う
」
と
患
者
に
笑
顔
を
届
け
て

い
る
。

小
山
さ
ん
は
有
志
ら
と
「
え
が

お
応
援
団
」
を
立
ち
上
げ
、
入

院
患
者
を
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
に
連

アルビ縁に
笑顔の輸を

患
者

・

家
族
支
援

小
山
さ
ん
自
身
、
が
ん
を
患
い
、

入
院
し
た
経
験
が
あ
る
。
「
入
院

す
る
と
、
『
頑
張
れ
』
と
言
わ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
『
頑
張
れ
』

と
励
ま
す
機
会
は
な
い
。
ア
ル
ピ

を
き
っ
か
け
に
人
と
話
す
こ
と
、

笑
う
こ
と
、
そ
の
全
て
が
力
に
な

る
と
思
う
」
と
語
り
、
取
り
組
み

の
広
が
り
を
期
待
し
た
。

新
潟

日

報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日
(
水
)
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患
者
・
家
族
支
援

入
院
患
者
が
着
る
浴
衣
型
の
病
衣
は
な
ぜ
、
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
が
な
い
の
?
家
族
が
入
院
し
た
体
験
か

ら
、
そ
ん
な
疑
問
を
抱
い
た
吾
川
郡
い
の
町
天
王
南8
丁
目
の
井
上
美
穂
さ
ん(日
)が
、
華
や
か
な
バ
ラ
柄
の
病

衣
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
商
品
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
る

。

井
上
さ
ん
は
「入
院
中
、
着
る
も
の
で

少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る

。
(

松
田
さ
や
か)

入
院
中

病
衣
に
注
目
し
た
き
っ
か
け
は

4

年
前
、
義
母
の
和
子
さ
ん(故

人
)
が
子
宮
が
ん
の
後
遺
症
の
た

め
に
入
院
し
た
こ
と
。

お
し
ゃ
れ

好
き
だ
っ
た
和
子
さ
ん
は
、
病
院

で
レ
ン
タ
ル
し
た
無
地
の
病
衣
を

着
る
際
、
「
顔
映
り
が
悪
い
か
ら
」

と
首
元
に
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
い

た
と
い
う。

井
上
さ
ん
は
「
も
っ
と
き
れ
い

な
、
明
る
い
デ
ザ
イ
ン
の
病
衣
が

あ
れ
ば
」
と
探
し
た
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た。

そ
れ
な
ら
、
と
思
い

立
っ
た。
「
な
い
な
ら
自
分
で
作
ろ

F
つ
」自

身
が
大
好
き
で
、
義
母
に
も

似
合
い
そ
う
な
パ
ラ
柄
の
生
地
を

ノ、

いの町の井上さん

女性用病衣デザイン

ラ
柄
で
明
る
く

取
り
寄
せ
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
。

自

費
で
宿
毛
市
の
衣
料
メ
ー
カ
ー

「
マ
シ
ュl
ル
」
に
縫
製
を
依
頼

し
、
紫
や
ピ
ン
ク
、
ネ
イ
ビ
ー
な

ど
9

種
類
、m
着
ほ
ど
を
完
成
さ

せ
た
。「H

a
p
-
-
r
o
s
e」
と
名

付
け
、
昨
年8
月
か
ら
ネ
ッ
ト
販

売
し
て
い
る。
パ
ソ
コ
ン
編
集
で

チ
ラ
シ
も
自
作。
構
想
中
に
和
子

さ
ん
が
郎
歳
で
亡
く
な
り
、
着
て

も
ら
う
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た

が
、
「
知
人
の
お
見
舞
い
に
贈
り
た

い
」
「
娘
の
マ
タ
ニ
テ
ィ

l

用
に
」

な
ど
と
多
様
な
注
文
が
舞
い
込
ん

で
お
り
、
気
に
入
っ
て
複
数
購
入

す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

「
着
脱
し
や
す
い
形
で
、
退
院

後
は
ルl
ム
ウ
エ
ア
と
し
て
も
使

え
ま
す」
と
井
上
さ
ん。

女
性
用
の
フ
リl
サ
イ
ズ
で1

着
9
5
0
0

円
。

ハ
ピ
ロ
ゼ
の
ホ

ー
ム
ペl
ジ
で
販
売。
高
知
と
さ

み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ロ

月
2

日
、
高
知
市
農
人
町
の
サ
ウ

ス
ブ
リl
ズ
ホ
テ
ル
で
開
く
チ
ャ

リ
テ
ィ
l

イ
ベ
ン
ト
で
も
展
示
販

売
す
る。

ロ
同
知
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
間
日
(
月
)

患者パワー

「
患
者
が
病
院
に
来
な
い
の
は
、
発
作
が
な

い
た
め
と
医
師
は
考
え
る

。

実
は
、
発
作
が
ひ

ど
す
ぎ
る
時
は
病
院
に
行
け
な
い
ん
で
す
」

こ
う
話
す
の
は
大
阪
大
の
山
本
ベ
パ
リ

1

ア

ン
教
授。
は
れ
や
む
く
み
が
全
身
に
出
る
発
作

を
繰
り
返
し
、
の
ど
が
は
れ
る
と
命
の
危
険
も

あ
る
難
病
「
遺
伝
性
血
管
性
浮
腫
」
の
患
者
会

の
理
事
長
で
も
あ
る
。

医
師
と
患
者
で
は、
病
気
の
と
ら
え
方
が
異

な
る
が
、
医
学
研
究
は
医
師
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
き
た。
医
学
の
知
識
は
な
く
て
も
、
自
分

の
症
状
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
っ
て
い
る
患
者

が
研
究
に
参
加
す
れ
ば
、
治
療
法
開
発
の
あ
り

方
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い

。

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、
山
本
さ
ん
も
加
わ

る
大
阪
大
の
グ
ル
ー
プ
は
、
難
病
患
者
が
症
状

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
告
し
て
研
究
に
活
用
す

る
サ
イ
ト
を
作
っ
た

。

米
国
で
は
、
初
年
以
上
前
か
ら
難
病
の
子
ど

も
を
も
っ
親
が
患
者
団
体
を
作
り
、
血
液
や
病

歴
を
集
め
、
病
気
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
異
常

を
突
き
止
め
る
研
究
を
推
進
し
た

。

寄
付
を
集

め
、
研
究
資
金
を
提
供
す
る
患
者
団
体
も
あ

る
。

研
究
者
や
製
薬
会
社
の
都
合
で
は
な
く

、

患
者
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
や
技
術
を
求
め
て

研
究
現
場
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

。(編
集
委
員
)

瀬川茂子夕べに考える

朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
同
日
(
水
)
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糖原病患者やその予備群のための料理を考える「第5回チャレンジ!

糖尿病いきいきレシピコンテスト」で、滋賀県立大人間文化学部生活栄

養学科3年の室岡響さん (21)が初の最優秀に輝いた。同学科の森祐加

理さん (20)も審査員特別賞に選ば才L、 2人は「健康的な料理を家族に

食べさせてあげたい」と喜ぶ。

県
立
大
・
室
岡
さ
ん

初
の
最
優
秀

滋賀県立大の室岡さんが考案した糖原病患者向け
レシピ「特別な自のイタリアンディナー」

患
者
や
専
門
医
で
つ
く
る

日
本
糖
尿
病
協
会
(
墓
京
都
)

が
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
を

対
象
に
毎
年
開
い
て
お
り
、

今
回
は
全
国
か
ら24
1

件

の
応
募
が
あ
っ
た
。
レ
シ
ピ

は
、
1

食
6
0
0
J
m
m程
度

で
炭
水
化
物
の
比
率
な
ど
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ

と
が
条
件
。

書
類
選
考
と
叩
月
に
京
都

光
華
女
子
大
(
京
都
市
右
京

区
)
で
あ
っ
た
実
技
審
査
を

経
て
、
室
岡
さ
ん
の
「
特
別

な
日
の
イ
タ
リ
ア
ン
デ
ィ
ナ

ー
」
と
題
し
た5
品
が
最
優

秀
と
な
っ
た
。
中
で
も
デ
ザ

ー
ト
と
し
て
、
炭
水
化
物
か

患
者
・

家
族
支
援

丁字越のラスクなど 5品
森さんも審査員特別賞

パ
ン
よ
り
少
な
い
丁
字
盤
を

揚
げ
た
ラ
ス
ク
が
、
審
査
員

の
栄
養
士
ら
か
ら
斬
新
と
評

価
さ
れ
た
。
自
身
も
栄
養
士

を
目
指
し
て
い
る
宰
商
さ
ん

は
「
多
く
の
人
に
食
べ
て
も

ら
う
機
会
が
少
な
か
っ
た
の

で
自
信
に
な
っ
た
」
と
喜
ぷ
。

森
さ
ん
は
、
油
を
使
わ
ず

に
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
た

「
揚
げ
な
い
サ
バ
の
竜
田
揚

げ
」
な
ど6
品
を
考
案。
「糖

尿
病
の
父
に
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
。
苦
し
ま
れ
て
い
る

患
者
の
手
助
け
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

受
賞
レ
シ
ピ
は
、
同
会
の

会
報
な
ど
を
通
じ
て
患
者
ら

に
公
開
さ
れ
る
。
(
葦
原
裕
)

都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
初
日
(
火
)

-
ロ
小
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宇
乞
h

批
蹴
刊
抑

制
川
附

'
t
w

入

I
ν

組
正
酌

L
E園
田
困
圃
よ
人

桝
一明

田
奇一れ

拙
鵬一打

移
植
医
療

く
学
べ
る
教
材
が
中
心

。

部
長
の
吉
田
怜
未
さ
ん
(2

年
)
は
「小
さ
い
頃
か
ら
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、

大
人
に
な
っ
た
ら
臓
器
提
供
を
す
る
、
し
な
い
の
意
思

表
示
を
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る

。

羽
田
に
富
山
市

内
で
開
か
れ
た
県
内
病
院
の
院
内
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
i

連
絡
会
で
活
動
を
報
告
し
た

。

(社
会
部
次
長
・
荒
木
佑
子

)

臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
富
山
国

際
大
付
属
高
校
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
が

、

子

ど
も
向
け
教
材
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

デ
ジ
タ

ル
機
器
を
活
用
し
、
人
体
や
移
植
医
療
を
分
か
り
ゃ
す

とめ

国
際
大
付
属
高
生

子
ど
も
向
け
教
材
開
発

圏
内
で
臓
器
移
植
を
待
つ
人
は

約
1

万
4
千
人。

内
閣
府
の2
0

1
7

年
度
の
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
臓
器
提
供
の
意
思
を
運
転
免

許
証
な
ど
に
記
し
て
い
る
人
は
ロ

・
7
匁
に
と
ど
ま
る。

臓
器
移
植

法
改
正
で
叩
年
か
ら
家
族
の
承
諾

で
臓
器
提
供
が
可
能
に
な
っ
た が

、
意
思
表
示
が
な
い
場
合
、
家

族
が
本
人
の
意
思
を
尊
重
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部

で
は
、U
年
に
県
内
で
開
か
れ
た

臓
器
移
植
推
進
国
民
大
会
を
き
っ

か
け
に
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

率
を
高
め
る
た
め
の
研
究
活
動
を

行
っ
て
い
る

。

子
ど
も
向
け
教
材
の
開
発
は
、

本
年
度
か
ら
本
格
化
さ
せ
た

。

タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
臓
器
の
イ
ラ
ス

ト
に
か
ざ
す
と
圏
内
で
移
植
を
待

つ
人
数
が
浮
か
び
、
国
旗
に
か
ざ

す
と
各
国
の
臓
器
移
植
数
が
映
し

出
さ
れ
る
教
材
な
ど
を
開
発

。

他
の
先
進
国
と
比
べ
、
日
本
は
移
植

数
が
少
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る。

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作

っ
た
臓
器
の
模
型
が
入
っ
た
カ
プ

セ
ル
自
動
販
売
機「ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ

」
も
考
案。

楽
し
み
な
が
ら
臓

器
に
つ
い
て
家
族
と
一
緒
に
学
べ

る
よ
う
工
夫
し
た
。

教
材
は
、
県
移
植
推
進
財
団
が

初
日
、
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
で
開

い
た
県
内
包
病
院
の
院
内
移
植
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
M人
が
参
加
す

る
連
絡
会
で
紹
介
し
た

。

富
山
赤

土
子
病
院
の
院
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l

、
中
田
愛
子
さ
ん
は
「知
識

と
技
術
を
重
ね
て
広
め
る
力
が
す

ご
い
」
と
感
心
し
て
い
た

。

同
部
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ

ー
の
馬
場
成
美
さ
ん
(1
年
)
に

「
同
じ
病
気
の
人
の
助
け
に
L

3

歳
で
白
血
病
を
患
い
、
骨
髄
移
植
で
命
を
取
り
と
め
た
山
岡
虹
太
く
ん

(
6
)
H京
都
市

北
区
日
の
家
族
が
、
同
じ
病
気
で
苦
し
む
人
た
ち
の
助
け
に
な
り
た
い
と
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
兄
の
青
登
さ
ん
(
凶
)
は
中
学
の
部
活
仲
間
と
共
に
、
タ
ス
キ
で

パ
ン
ク
をP
R
す
る
活
動
を
始
め
た
。
「
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
人
が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
。

思
い
が
誰
か
に
届
く
こ
と
を
願
い
、
奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

(
報
道
部
森
警
官
)

ば
、
移
植
ま
で
た
ど
り
着
く
可

能
性
は
低
い
。
時
間
の
猶
予
が

な
か
っ
た
た
め
、
型
が
完
全
に

は
一
致
し
な
い
父
智
志
さ
ん

(
ω
)の
造
血
幹
細
胞
が
移
植

さ
れ
た
。

手
術
は
無
事
成
功
レ
、
虹
太 よ

る
と、

臓
器
移
植
に「怖
い」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
は
多

い
と
い
う。
「
身
近
な
も
の
だ
と

伝
え
た
い。

知
識
が
な
い
と
意
思

表
示
に
は
つ
な
が
ら
な
い

。

家
族

で
話
し
合
う
機
会
が
必
要
だ
と
思

う
」
と
話
し
た。

開
発
し
た
教
材
は
、
病
院
な
ど

に
置
い
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

を
視
野
に
改
良
を
加
え
て
い
く

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
日
(
水
)

で
4

分
の1
、
非
血
縁
者
だ
と

数
百1
準
刀
分
のL

兄
弟2

人
も
検
査
を
受
け
た
が
型
が
合

わ
な
か
っ
た。
ド
ナ
l

候
補
が

1

人
だ
と
聞
い
た
と
き
の
つ
ら

さ
を
思
い
起
こ
し
、
紗
恵
子
さ

ん
は
ブ
ロ
グ
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
バ
ン
ク
登

録
を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。青

登
さ
ん
も
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
、
タ
ス
キ
で
P
R

す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

所

属
す
る
西
賀
茂
中
(
北
区
)
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
遠
征
試

合
で
身
に
つ
け
よF
?と
顧
問
や

78 



骨髄移植で命取

医療と安全管理総集版 2019 年 2 号

白血病の弟

日
常
生
活
一
変

虹
太
く
ん
が
患
っ
た
の
は
、

血
液
を
つ
く
る
細
闘
が
が
ん
化

し
て
急
速
に
増
殖
す
る「急
性

骨
髄
性
白
血
病
」
。

風
邪
の
症

状
が1
週
間
以
上
続
き
、
異
変

を
強
く
感
じ
取
っ
た
母
紗
恵
子

さ
ん
(ぬ
)
が
何
軒
も
病
院
を

回
っ
て
血
液
検
査
で
判
明
し

た
。

直
後
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、

厳
し
い
抗
が
ん
剤
治
療
。

5

人

家
族
の
日
常
は
一
変
し
た
。

虹
太
く
ん
は
小
さ
な
体
で
抗

思っていたより登録簡単

が
ん
剤
の
副
作
用
に
耐
え
、
骨

髄
液
を
採
取
す
る
つ
ら
い
検
査

を
毎
月
の
よ
う
に
受
け
た
。

紗

恵
子
さ
ん
は
病
院
で
泊
ま
り
込

み
の
看
病
を
続
け
、
当
時
小
学

生
だ
っ
た
長
男
青
登
さ
ん
と
次

男
惰
矢
く
ん
(ロ
)
に
と
っ
て

は
母
親
の
い
な
い
生
唱
が
突
然

始
ま
っ
た。
兄
弟2
人
だ
け
で

宅
配
の
晩
ご
は
ん
を
食
べ
る
日

も
あ
っ
た
と
い
う。

虹
太
く
ん
は
約
半
年
の
治
療

で
退
院
で
き
た
が
、
わ
ず
か
2

カ
月
後
、
最
も
恐
れ
て
い
た
再

「
骨
髄
パ
ン
ク
登
録
」
と

聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

方
法
が
わ
か
ら
ず
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
人
も
多
い
の
で

は
。

記
者
が
実
際
に
体
験
し

て
み
る
と
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
簡
単
で
驚
い
た
。

バ
ン
ク
登
録
は
全
国
各
地

発
か
判
明。
治
療
の
選
択
肢
が

骨
髄
移
植
だ
け
と
な
り
、
移
植

に
向
け
て
再
ひ
抗
が
ん
型
間
療

が
始
ま
っ
た。
当
初
は
抗
が
ん

剤
が
効
か
ず
、
命
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た

。

そ

こ
で
医
師
が
最
後
の
望
み
と
し

て
投
与
し
た
薬
が
効
き
、
移
植

へ
の
希
望
が
つ
な
が
っ
た
と
い

F
つ
。だ

が
、
肝
心
の
骨
髄
パ
ン
ク

で
白
血
球
のH
L
A
剖
一
が
合
致

し
た
候
補
者
は
、
た
っ
た
の
1

人
だ
っ
た。
人
数
が
少
な
け
れ

く
ん
は4
歳
の
夏
に
自
宅
へ
戻

っ
た。
も
し
次
に
再
発
し
て
も

骨
髄
移
植
は
で
き
な
い
た
め
、

家
族
に
と
っ
て
は
不
安
と
恐
怖

の
日
々
が
続
い
た
。

そ
し
て
2

年
が
た
つ
た
今
、
よ
う
や
く
穏

や
か
な
日
常
を
取
り
戻
せ
た
と

い
う
。タ

ス
キ
で

P
R

闘
病
を
通
じ
て
家
族
が
痛
感

し
た
の
は
、
ド
ナ
ー
を
見
つ
け

る
こ
と
の
難
し
さ
だ
。

H
L
A

型
が
一
致
す
る
確
率
は
血
縁
者

で
登
録
が
完
了
し
、
痛
み
や
相
万
人
登
録
閑
人
移
植
待
つ

体
へ
の
負
担
ほ
ほ
ぼ
感
じ
な

一

か
っ
た。
そ
の
後
に
献
血
も一

日
本
骨
髄
パ
ン
ク
に
よ
る
と
、
骨
髄
提
供
者
と
し
て
全

し
た
た
め
ω
分
ほ
ど
時
間
を一
国
で
約ω
万
人
、
京
都
府
内
で
1

万
9
0
5
1

人
、
滋
賀

要
し
た
が
、
バ
ン
ク
登
録
の
県
内
で
5
4
0
8

人
が
登
録
し
て
い
る
。

パ
ン
ク
を
通
じ

み
だ
と
日
分
程
度
で
済
む
と

一

て
移
植
を
受
け
た
人
は
2

万
2
5
0
8

人
で
、
移
植
を
待

い
う
。

…

つ
人
は4
0
4
9

人
い
る
(い
ず
れ
も
叩
月
末
時
息。

実
際
に
ド
ナl
候
補
に
選…

登
録
が
で
き
る
の
はm
i
M
歳
。

全
国
の
献
血
ルl
ム

…
な
ど
に
窓
口
が
あ
る
。

患
者
と
白
血
球
のHL
A
型
が
合

記
者
体
験

致
し
て
候
補
者
に
な
る
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
連
絡

ば
れ
た
と
き
、
仕
事
や
子
育
が
あ
り
、
健
康
や
家
庭
の
都
合
で
断
る
こ
と
も
可
能

。

正

て
を
休
ん
で
骨
髄
提
供
に
臨

一

式
に
ド
ナ
ー
に
な
れ
ば
3

泊
4

日
ほ
ど
の
入
院
に
な
り
、

め
る
か
は
正
直
わ
か
ら
な

一
全
身
麻
酔
で
腰
の
骨
に
針
を
刺
し
、
造
血
幹
細
胞
を
採
取

い
。

そ
れ
は
声
が
掛
か
っ
た一
す
る
。

同
パ
ン
ク
に
よ
る
と
術
後
の
痛
み
に
は
個
人
差
が

と
き
に
真
剣
に
考
え
れ
ば
い

一

あ
る
が
、
軽
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
と
い
う

。

い
問
題
な
の
で
、
軽
い
気
持一

近
年
は
亨
禽
翻
度
も
充
実
し
て
お
り
、
府
で
は
提
供
者

ち
で
も
、
ま
ず
は
登
録
し
て一
に
対
し
、
通
院
や
入
院
1

日
に
つ
き
2

万
円
(上
限
U
万

み
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

.

円
)
を
給
付
し
て
い
る。
提
供
は
匿
名
で
行
い
、
提
供
後

な
い
だ
ろ
う
か。

1

年
内
に2
固
ま
で
手
紙
が
白
す
こ
と
が
可
能

。

の
献
血
ルl
ム
や
保
健
所
な

ど
で
随
時
受
け
付
け
て
い

る
。

記
者
が
訪
れ
た
京
都
市

主
京
区
の
「献
血
ルl
ム
四

条
」
で
は
、
パ
ン
ク
の
基
礎

知
識
を
説
明
す
る
し
お
り
を

読
ん
だ
後
、
登
録
申
込
書
を

記
入
し
、
簡
単
な
問
診
を
受

け
た
。

2

ミ
お
仰の
み
の
採
血

移
植
医
療

部
員
に
相談
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
仲
間
か
三
緒
に
や
ろ
う
」

と
手
を
上
げ
て
く
れ
た
。

青
登

さ
ん
と
は
小
学
校
か
ら
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
チl
ム
メ
イ
ト
だ

っ
た
中
葎
も
多
く
、
病
と
闘
う

一
家
を
見
守
り
、
家
族
ぐ
る
み

で
支
え
て
く
れ
た
仲
間
だ
と
い

Fつ
。遠

征
で
は
黄
色
の
タ
ス
キ
を

見
て
話
し
か
け
て
く
れ
る
人
も

多
く
、
そ
の
た
び
に
闘
病
経
験

や
パ
ン
ク
登
録
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
る
と
い
う。
青
登
さ
ん

は
「移
植
が
で
き
ず
亡
く
な
る

人
も
い
る。
タ
ス
キ
を
見
て
一

瞬
で
も
パ
ン
ク
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら」
と
願
い
を
込

め
る
。

小
学
校
に
入
っ
た
虹
太
く
ん

は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
始

め
、
ヲ
ロ
の
選
手
に
な
り
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

紗
恵

子
さ
ん
は
「も
う
あ
か
ん
、
命

が
助
か
ら
な
い
と
思
う
こ
と
が

何
度
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
骨
髄

移
植
で
元
気
に
な
っ
て
く
れ

た
。

望
む
人
全
員
が
移
植
で
き

る
よ
う
、
ド
ナl
登
録
者
が
増

え
て
く
れ
た
ら
」
と
切
に
願
っ

て
い
る。京

都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
包
日
(
木)
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「
ゲ
ノ
ム
編
集
で
双
誕
生
」・と
中
国
科
学
者

中
国
の
科
学
者
が
人
の
受
精
卵
を
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
を
使
っ
て
改
李υ
、
双
子
を
誕
生
さ
せ
た
と

主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
世
界
の
科
学
者
か
ら

厳
し
い
批
判
が
集
ま
っ
て
い
る
。

安
全
性
や
妥
当

性
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

主
張
通
り
子
が
生
ま
れ
て
い
た
場
合
、
軍
何
に

も
わ
た
っ
て
子
孫
に
悪
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
だ。
倫
理
規
定
を
無
視
し
た
「
人
体
世
議
」

に
対
し
て
一
般
の
人
の
厳
し
い
買
が
浸
か
れ
、
研

究
全
体
の
停
滞
を
招
く
愛
雲
あ
る
。

倫理規定無視、安全性に疑問

圏
内
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
代
理
出
産
を
社
会
的
に
認
め

査調院病大東

チ
l

ム
が
ま
と
め、
米
科
学
誌

「プ
ロ
ス
ワ
ン
」

(電
子
版
)

代
理
出
産

「

容
認
」却
w
m

「出
自

知
る
権
利
あ
る
」
必
%

医
療
倫
理

本
当
で
あ
れ
ば
倫
理
的
に
問
題
が
応
用
す
る
動
き
も
出
て
き
た

。

あ
る。
子
がH
I
V
感
染
の
リ
ス
し
か
し
、
精
子
や
卵
子
、
受

国
際
会
議
に
出
席
し
た
石
井
哲
ク
に
直
面
す
る
と
は
限
ら
な

い
の
精
卵
の
よ
う
な
生
殖
細
胞
を
改

也
・
北
海
道
大
教
担(芸
搭
理
に
、
親
に
誤
っ
た
譲
を
持
た
せ
変
す
る
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て

き
の
話
生
ま
れ
た
と
す
る
双
た
ま
ま
同
事
官
取
得
し
た
の
で
は
影
饗
が
続
く
恐
れ
が
あ
る

。

ま

子
の
画
像
は
示
さ
れ
ず
、
発
表
を
な
い
か

。

一
研
究
者
の
問
題
で
ま

p
v
=

安
易
に
利
用
を
認
め
る
と
、

聞
い
て
も
不
明
な
点
が
残
り
、
信
な
く
、
各
国
で
規
制
や
議
論
が

必
f

じ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

。

要
な
時
期
を
迎
え
た
と
思
う
。

親
の
好
み
で
目
の
色
や
背
の
高

l
i
-
-
s
i
g
i
l
-
E

さ
を
決
定
す
る
な
ど
、
デ
ザ
イ

雇
学
的
必
要
性
は
あ
っ
た
い。

「
ゲ
ノ
ム
編
集
で
子
ど
も
ナ
l

ベ
ビl
の
誕
生
に
発
展
し

の
か
」
「
生
ま
れ
て
き
た
子
に
を
得
る
危
険
性
は
世
界
で
朝

、

識
か
ね
な
い

。

こ
の
た
め
世
界
の

対
す
る
責
任
は
誰
が
と
る
?
」

。

さ
れ
て
い
る。
世
代
を
超
え
た
科
書
は
慎
重
に
こ
の
技
術
の

香
港
の
ゲ
ノ
ム
編
集
に
関
す
る
影
響
に
つ
い
て
ど
う
や
っ
て
責
使
い
方
を
議
論

。

他
に
治
療
の

国
際
会
議
で
お
目
、
南
方
科
技
任
を
持
つ
の
か
」
と
疑
問
を
投
手
段
が
な
い
場
合
の
み
適
切
な

大
の
賀
建
歪
副
教
授
が
双
子
の
げ
か
け
る
。

子
が
生
ま
れ
た
病
規
制
や
監
視
の
下
で
実
施
を
容

誕
生
に
関
す
る
経
緯
を
報
告
す
院
な
ど
は
明
確
に
一
示
さ
れ
て
お
認
す
る
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る

る
と
、
参
加
者
ら
は
次
々
と
非
ら
ず
、
宮
擦
に
ゲ
ノ
ム
編
集
か
が
、
現
時
点
で
は
、
子
を
誕
生

難
の
声
を
上
げ
た。

f
pわ
れ
た
か
ど
う
か
は
謎
の
ま
さ
せ
る
研
究
は
行
う
べ
き
で
な

会
場
に
は
研
究
者
や
メ
デ
ィ
ま
だ
。

い
と
い
う
の
が
世
界
の
コ
ン
セ

ア
関
係
者
ら
数
百
人
が
詰
め
か
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
生
物
の
遺
ン
サ
ス
だ

。

け
た
。

賀
氏
は
両
親
へ
の
説
明
伝
子
を
狙
い
通
り
に
改
変
で
き
欧
米
で
は
、
子
の
出
産
に
つ

な
ど
適
切
な
手
続
き
を
経
た
と
る
技
術
。

2
0
1
2

年
に
こ
の
な
が
る
研
究
を
禁
止
す
る
法
律

説
明
し
「
こ
の
研
究
に
誇
り
を
技
術
の
一
種
「
ク
リ
ス
パ

l

・
キ
が
施
行
さ
れ
て
い
る
国
が
多

持
っ
て
い
る
」
と
弾
調
し
た
。

ヤ
ス
9

」
と
い
う
方
法
が
開
発
い
。

日
本
で
も
お
目
、
文
部
科
学

し
か
し
会
議
に
参
加
し
た
因
さ
れ
て
か
ら
は
簡
単
に
で
き
る
省
と
厚
生
労
働
省
の
専
門
家
会

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
な
り
、
家
畜
や
植
物
の
議
が
、
生
殖
補
助
医
療
目
的
の

阿
久
津
英
憲
・
生
殖
医
療
研
究
品
質
改
良
な
ど
、
急
速
に
利
用
基
礎
研
究
に
限
っ
て
容
認
し
、

部
長
は
「
シ
ョ
ッ
ク
だ。
信
じ
が
広
が
っ
た。
さ
ら
に
遺
伝
子
人
や
動
物
の
子
宮
に
戻
す
こ
と

た
く
な
い
」
と
驚
き
を
隠
さ
な
疾
患
や
難
病
、
が
ん
な
ど
、
人
へ
を
禁
止
す
る
指
針
を
正
式
に
決

各
国
で
議
論
が
必
要

夫
婦
以
外
の
卵
子
や
精
子
な
ど

を
用
い
た
生殖
補
助
医
療
に
関

す
る
法
規
制
が
な
い
。

日
本
産

科
婦
人
科
学
会
の
自
主
ルー
ル

で
代
理
出
産
を
禁
じ
て
い
る

が
、

希
望
し
て
渡
航
す
る
カ
ッ

プ
ル
も
目
立
つ。

を
行
い
、

m
i

印
歳
の
男女
計

2
5

0
0

人
が
回
答
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

病
気
な
ど

で
子
宮
が
な
い
妻
の
代
理
出
産

を

「認
め
る
べ
き
だ」
は
刊
・

9

%
に
上
り、

「認
め
る
べ
き

で
は
な
い
」
の剖
・
8

%
を
大

認
め
る
べ
きだ
と
し
た
。

生
殖
補
助
医
療
で
生
まれ
た

子
の
遺
伝
上
の親
を
知
る
「出

自
を
知
る
権
利
」
で
は
、

特
-

3
%
が
「知
る
権
利
が
あ
る
」

と
し
、

「知
ら
せ
る
べ
き
で
は

な
い
」
は
却
・
4
%
だ
っ
た。

定
し
た。
中
国
で
も
、
子
宮
に
戻

す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

賀
氏
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(H
I
V
)
へ
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
、
受
精
卵
の
中
の
特
定

の
遺
伝
子
が
働
か
な
い
よ
う
に

改
変
し
た
と
説
明。
父
親
はH

I
V
に
感
染
し
て
い
た
と
主
張

し
て
い
る
。

し
か
し
、
感
染
を

防
ぐ
に
は
、
別
の
方
法
が
あ
り
、

医
学
的
な
正
当
性
に
も
疑
問
の

声
が
上
が
る。

国
の
専
門
{
受
口
議
で
座
長
を

務
め
た
石
原
理
・
埼
玉
医
大
教

授
は
今
回
の
騒
動
に
つ
い
て

「
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
有

効
性
が
明
確
に
分
か
ら
な
い
方

法
を
現
時
点
で
用
い
る
の
は
、

許
容
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
」

と
非
難
し
た。

(香
港
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
墓
京

共
同
)

〈共
同
通
信
〉

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
四
日
(
木
)

也
講
師
は
「
生
殖
医
療
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
な
い
人
が
多

い
た
め
だ
ろ
う
。

情
報
提
供

や
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

社

会
的
に
合
意
で
き
る
ルl
ル
作

り
に
つ
な
げ
て
ほし
い
」
と
話

す
。
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る
べ
き
だ
と
す
る
人
が4
割
に

上
っ
た
と
す
る
調
査
結
果
を
、

東
京
大
病
院
女
性
外
科
の
研
究

に
1

日
発
表
す
る
。

日
本
に
は
第
三
者
の
女
性
に

産
ん
で
も
ら
う
代
理
出
産
や
、

島大病院カルテ不適切閲覧
出雲市の殺人事件被害者が運ばれ 院に広がり、再発防止に向け関係者

た島根大医学部付属病院(出雲市塩 は 「教育しかない」と口をそろえる。
治町)で、電子カルテの不適切閲覧 一方、遺伝子情報などカルテ内容の

が発覚した問題は、興味本位の閲覧 高度化を踏まえ、より踏み込んだ対

をしないというモラルの欠如が最大 応の必要性を指摘する声もある。
の要因だ。 波紋は山陰両県の総合病 (取材班〉

問
題
を
受
け
、
島
根
大
病
院

が
凶
日
に
開
い
た
内
部
研
修
会

の
初
会
合。
医
師
や
看
護
師
、

医
学
部
教
職
員
ら8
2
5

人
を

前
に
井
川
幹
夫
病
院
長
は
「ご

家
族
に
迷
惑
を
か
け
申
し
訳
な

い
」
と
あ
ら
た
め
て
謝
罪
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ1
ム
を
設
け

て
再
発
を
防
ぐ
と
奮
っ
た
。

同
病
院
は2
0
0
6

年
に
電

子
カ
ル
テ
を
導
入。
付
与
さ
れ

た
I
D

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
う

と
一
部
の
患
者
を
除
き
、
パ
ソ

コ
ン
で
カ
ル
テ
を
見
ら
れ
る
。

今
回
、
業
務
外
で
閲
覧
し
た

と
申
告
し
た
の
は
船
人。
9

割

近
い
白
人
が
医
師
と
研
修
医
、

看
護
師
と
い
う
根
幹
の
職
種
だ

っ
た
こ
と
が
、
問
題
の
根
深
さ

を
物
語
る。

シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
も
皆
無

で
は
な
い。
例
え
ば
島
根
県
立

中
央
病
院
(
岡
市
姫
原4
丁
目
)

で
は
、
一
つ
の
電
子
カ
ル
テ
を

複
数
の
人
が
閲
覧
し
た
場
合
、

他
の
誰
が
見
た
か
が
画
面
に
表

チ
ー

ム
は
生
殖
補
助
医
療
の

意
識
を
探
る
た
め
、2
0
1
4

年
2

月
に
ウ
ェ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト

き
く
上
回
っ
た。
不
妊
に
悩
ん

だ
経
験
の
あ
る
人
で
は
、
男
性

関
・

8
%
、
女
性
日
・
7
%
が

ほ
ぼ
全
て
の
設
問
で
「分
か

ら
な
い
」
と
答
え
る
人
が3
割

を
超
え
た
。
チ
ー
ム
の
平
田
哲

==置=r• • 2宜士L
也.

示
さ
れ
る。
シ
ス
テ
ム
管
理
者

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
現
場
で
「
相
互
監
視
」
を

行
う
の
が
狙
い
だ。

島
根
大
病
院
に
は
同
様
の
仕

組
み
が
な
い
た
め
、
再
発
防
止

の
一
環
で
「
本
当
に
見
る
必
要

が
あ
る
か
」
と
問
い
か
け
る
画

化
し
た
が
、
他
病
院
で
も
「
(
医

師
が
)
業
務
外
で
の
ぞ
く
乙
と

は
あ
る
」
と
明
か
す
関
係
者
も

い
る
。

再
発
防
止
に
重
き
を
置
く
あ

ま
り
、
迅
速
で
的
確
な
治
療
を

行
う
た
め
に
情
報
を
共
有
す
る

電
子
カ
ル
テ
の
機
能
を
損
な
う

--
区
事
務
部
の
藤
元
高
徳
総
務
課

長
は
「
患
者
の
容
態
が
急
変
し

た
場
合
、他
の
受
診
科
の
医
師

や
看
護
師
が
見
ち
れ
な
い
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
話
し
、

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
は
考
え
て

い
な
い
と
い
う。

松
江
赤
十
字
病
院
(
松
江
市

綱
合
病
隈
利
便
損
な
う
制
限
否
定
的

わ
け
に
も
い
か
な
い。

実
際
、
強
制
的
な
閲
覧
制
限

に
は
、
総
合
病
院
の
担
当
者
の

多
く
は
否
定
的
だ。
鳥
取
大
医

対
応
は
難
し
い。
島
根
大
病
学
部
付
属
病
院
(
米
子
市
西
町
)

院
は
短
時
聞
に
大
人
数
の
閲
覧
は
、
島
根
大
病
院
と
同
じ
教
育

が
集
中
し
た
た
め
問
題
が
表
面
機
関
の
役
割
も
担
う
。

米
子
地

1

人
が
島
根
大
病
院
に
搬
送
さ

れ
、
自
己
申
告
で
船
人
の
医
療

関
係
者
が
業
務
と
は
関
係
な
い

の
に
被
害
者
の
電
子
カ
ル
テ
を

閲
覧
し
た。

同
大
は
病
院
内
の

調
査
委
員
会
で
精
査
し
、
処
分

を
行
う
方
針。

面
を
出
す
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改

修
を
検
討
す
る。

当
た
り
前
対
応
徹
底

ク
リ
ッ
ク

電
子
力
ル
テ
不
適
切
閲覧
問

題

今
月
5

日
、
出
雲
市
知
井

宮
町
の
住
宅
で
女
性2
人
が
殺

害
さ
れ
た
事
件
で
、
被
害
者
の

医
療
倫
理

母
衣
町
)
の
三
代
和
史
医
療
情

報
管
理
課
長
も
「
患
者
に
関
わ

る
ス
タ
ッ
フ
は
常
に
変
わ
る。

電
子
カ
ル
テ
を
閲
覧
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
を
そ
の
都
度
変
え
る
と

と
は
難
し
い
」
と
言
い
切
る。

教
育
や
研
修
を
重
ね
て
一
人
一

人
の
モ
ラ
ル
を
高
め
る
と
い

う
、
当
た
り
前
の
対
応
を
徹
底

す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
の
が

関
係
者
の
一
致
し
た
認
識
だ
。

厳
格
管
理
が
必
要
に

し
か
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
盛

号士

釘E

官
冗(
東京
)
・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
1

日

(木
)

り
込
ま
れ
る
情
報
は
、
高
度
化

が
見
込
ま
れ
る。
例
え
ば
個
人

の
遺
伝
子
情
報
は
最
も
厳
格
な

管
理
が
求
め
ら
れ
る。

が
ん
治
療
で
遺
伝
子
情
報
を

解
析
し
て
精
度
を
上
げ
る
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療」
を
目
玉
に
掲

げ
る
島
根
大
病
院
で
は
、
事
件

直
前
の
1

目
、
遺
伝
子
情
報
な

ど
の
核
心
部
分
を
一
般
の
カ
ル

テ
と
分
け
て
保
存
し
、
限
ら
れ

た
人
員
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う

に
す
る
よ
う
取
り
決
め
た。
矢

先
に
不
祥
事
が
起
き
た。

不
適
切
閲
覧
の
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
信
州
大
医
学
部
付

属
病
院
(
長
野
県
松
本
市
)
の

浜
野
英
明
医
療
情
報
部
長
は

「
ど
ん
な
仕
組
み
を
作
っ
て
も

防
ぎ
き
れ
な
い。
遺
伝
子
情
報

な
ど
が
カ
ル
テ
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
職
員
聞
で
も
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
よ
う
な
仕

組
み
に
す
る
必
要
が
あ
る
時
代

に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

山
陰
中
央
新
報
・
朝刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
臼(水
)
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地域で支える精神疾患
精
神
医
療
や
福
祉
に
携
わ
る
医
師
や
ソ

1

シ
ャ
ル
ワl
カ
l

、
当
事
者
ら
県
内
外
の
6

人
が
、
精
神
疾
患
の
当
事

者
ら
の
相
談
に
応
じ
る
任
意
団
体
「
精
神
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
」
を

2
0
1
9

年
度
に
も
設
立
し
よ
う
と
計
画
し
て

い
る
。
精
神
疾
患
で
は
入
院
が
長
期
に
及
ん
だ
り
、
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
に
難
し
さ
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
当
事

者
ら
を
支
援
す
る
目
的
。

ロ
月
2

日
は
「
こ
れ
か
ら
の
精
神
福
祉
を
考
え
る
集
い

」
を
松
杢
巾
中
央
公
民
館(
Mウ

イ
ン
グ
)
で
開
き
、
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
る
と
い
う

。

入
院
の
長
期
化
課
題
相
談
受
け
退
院
支
援
も

集
い
を
主
催
す
る
会
代
表
の

封
鎖
幸
政
さ
ん
(
臼

)日
諏
訪
郡

富
士
見
町り
は
ソ
l

シ
ャ
ル
ワ1

カ
!
と
し
て
当
事
者
ら
の
支
援

や
、
グ
ル
ー
プ
ホ1
ム
の
運
営
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
た。

東
ハ
全Cん
に
よ
る
と
、
日
本
は

先
進
諸
国
に
比
べ
、
入
院
が
長
期

化
す
る
こ
と
が
多
く
、
使
う
薬
物

の
量
や
種
類
も
多
い
。

地
域
で
暮

ら
す
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
l

ム
も

足
り
な
い
と
い
う。
当
事
者
が
退

院
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た

り
、
家
族
以
外
の
面
会
が
制
限
さ

れ
る
病
院
が
あ
っ
た
り
し
、
「
社

会
と
の
関
係
が
切
ら
れ
る
」
と
話

す
。セ

ン
タ
ー
の
計
画
で
は
、
家
族

や
本
人
の
相
談
に
応
じ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
病
院
や
家
族
に
働

き
掛
け
て
退
院
を
支
援
す
る

。

退

院
後
、
住
む
場
所
を
契
約
す
る

際
に
必
要
に
な
る
遺
書
官
保
証
人
に 来月 2 日松本で「考える集い」

な
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
い

，
っ。県

内
の
当
事
者
や
支
援
者
、
家

族
ら
で
つ
く
る
「
県
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
長
野
市
)

で
副
代
表
を
務
め
る
山
本
悦
夫
さ

ん
(肝
)
H長
野
市H
は
「
任
意
団

体
が
単
独
で
外
部
か
ら
の
相
談
を

受
け
、
病
院
に
働
き
掛
け
る
と
い

う
の
は
他
に
な
い
と
思
う
。

セ
ン

タ
ー
が
で
き
れ
ば
、
利
用
し
た
い

と
思
う
人
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
」
と
し
て
い
る
。

ロ
月2
日
の
集
い
で
は
、
東
谷

さ
ん
が
日
本
の
精
神
医
療
の
課
題

に
つ
い
て
講
演
し
、
参
加
者
と
意

見
を
交
わ
す
。
で
き
る
だ
け
薬
に

頼
ら
ず
、
対
話
を
通
じ
て
症
状
を

軽
減
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の

治
療
法
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
」
を
紹
介
す
る
映
画
も
上
映

。

入
院
経
験
が
あ
る
当
事
者
の
話
を

聞
く
至
疋
だ。

東
谷
さ
ん
は3
年
前
、
定
年
を

機
に
富
士
見
町
に
移
住
。

東
谷
さ

ん
は
「
人
生
で
何
ら
か
の
精
神
疾

患
に
か
か
る
人
は
多
い。病
気に

な
る
と
、
入
院
を
勧
め
ら
れ
る
が
、

本
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
状
況
も

あ
る
」
と
抱
寝
間

。

「
『
病
院
か
ら

地
域
へ
』
の
流
れ
を
後
押
し
し
た

い
」
と
、
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。集

い
は
午
後2
時
か
ら。
智
将

代
3
0
0

円
。

問
い
合
わ
せ
は
東

谷
さ
ん
(宮
0
9
0

・
8
8
1
8

・

8
2
6
8
)へ。

信
濃
毎
日

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
日
月
M
日
(
水
) 精

神
医
療

4 割医師の説明 「不十分」

精
神
疾
患
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
の
4

割
は
、
精
神
科
医
や

心
療
内
科
医
ら
担
当
医
の
説
明
が
不
十
分
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
、

精
神
科
医
ら
で
つ
く
る
研
究
チ
l

ム
の
大
規
模
調
査
で
分
か
っ
た
。
精

神
科
を
担
当
す
る
医
師
の
態
度
に
つ
い
て
、
患
者
側
に
尋
ね
る
調
査
は

珍
し
く
、
日
本
精
神
神
経
学
会
の
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

精
神
疾
患
患
者

調
査
は
、
全
国
の
患
者
団
体
な

ど
を
通
じ
て
患
者
と
家
族
の
計
1

万
8
0
0
0

人
に
郵
送
で
質
問
用

紙
を
送
っ
た
。
有
効
回
答
は
6
2

0
2

人
(
患
者2
6
8
3

人
、
家

族
3
5
1
9

人
)
。

医
師
の
診
察
時
の
態
度
に
対
す

る
患
者
の
評
価
は
、
「
早
く
診
察

を
切
り
上
げ
よ
う
と
す
る
雰
囲
気

が
あ
る
」
但
%
、
「
病
名
や
薬
に

つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
い
」
釘

%
、
「
回
復
の
見
通
し
に
つ
い
て

納
得
で
き
る
説
明
が
な
い
」
お
%

ー
ー
な
ど
、
十
分
な
説
明
が
な
い

こ
と
へ
の
不
満
が
目
立
っ
た
。

一
方
で
、
「
専
門
家
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
い
る
」
邸
%
、
「
親
し
み

ゃ
す
い
雰
囲
気
」
邸
%
、
「
頼
り
が

い
が
あ
る
」
幻
%
な
ど
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
項
目
も
あ
っ
た
。

調
査
を
行
っ
た
「
や
き
つ
ベ
の
径

診
療
所
」
(静
岡
県
焼
津
市
)
の
精

神
科
医
、
夏
苅
都
子
さ
ん
は
「
精
神

疾
患
の
治
療
に
は
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
。
医
師
は
患

者
と
の
接
し
方
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

調
査
結
果
は
、
小
冊
子
に
し
て
全

国
の
精
神
科
病
院
な
ど
に
配
布
す
る

予
定
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2

0
1
8

年
刊
月
げ
日
(
土
)
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やまがた
ニュース

ル
ー
ル
順
守
再
発
防
止
に

鶴
岡
市
消
防
本
部
(長
谷
川
幸
吉

消
防
長
)
で7
月
、
急
病
人
搬
送
の

出
動
指
令
が
救
急
隊
に
届
か
ず
現
場

到
着
が6
分
遅
れ
る
問
題
が
発
生
し

た
。

事
態
を
重
く
見
た
岡
本
部
は
現

行
の
規
定
を
見
直
し
、
外
部
に
出
向

す
る
際
、
車
載
無
線
機
が
あ
る
車
両

に
必
9

人
を
残
す
よ
う
義
務
付
け
た

ほ
か
、
出
動
指
令
が
出
て
か
ら
受
信

を
確
認
す
る
ま
で
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
新
た
に
作
成
し
た
。

人
命
に
大

き
く
関
わ
る
こ
と
だ
け
に
、
再
発
防

止
に
向
け
て
ルi
ル
順
守
の
徹
底
を

求
め
た
い。

岡
本
部
に
よ
る
と
、
問
題
は7
月

に
藤
島
分
署
近
く
の
保
育
園
で
起
き

た
。

園
児
と
職
員
約1
2
0

人
を
対

象
に
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ

列
車
貰
4

人
が
指
導
に
出
向。
屋

外
へ
の
避
難
誘
導
を
想
定
し
て
い
た

-三AJJZ唱・--隆一一三・.... ~、4・・・・眉. "ζ措置
f~， l .. 同i岨-‘

鶴岡支社

川口御生

安
全
安
心
へ
力
発
揮
し
て

が
、
悪
天
候
で
屋
内
へ
の
避
難
に
変

更
し
た
。

そ
の
際
、
参
加
人
数
の
都

合
上
、
避
難
場
所
をl
カ
所
増
や
し

た
た
め
、
避
難
者
の
行
動
を
確
認
す

る
入
手
が
足
り
な
く
な
り
、
車
両
に

残
る
予
定
の
署
員
も
指
導
に
当
た
っ

た
。通

信
指
令
課
は
隊
員
か
ら
の
応
答

が
な
く
、
救
急
車
備
え
付
け
の
器
情

電
話
に
連
絡
し
て
も
出
な
か
っ
た
た

め
、
保
育
園
に
電
話
を
か
け
て
出
動

を
命
じ
た。
搬
送
さ
れ
た
加
代
女
性

は
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
が
、
医
師
の

診
断
な
ど
か
ら
遅
れ
に
よ
る
影
響
は

な
い
と
し
て
い
る
。

隊
員
は
分
署
周
辺
で
以
前
か
ら
電

波
の
受
信
状
態
が
悪
い
こ
と
を
把

握
し
て
い
た
た
め
、
保
育
園
で
の
訓

練
開
始
前
に
電
波
状
況
を
確
認
し

て
お
り
、
そ
の
際
は
異
常
が
な
か
っ

た
。

鶴
岡
市
消
防
署
の
渡
部
徹
消

防
署
長
は
「
電
波
状
況
は
少
し
の
移

動
で
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
す
る
。

実
際
に
訓
練
中
、11
9

番
通
報
が

あ
り
、
同
課
が
急
病
人
の
搬
送
指

令
を
出
し
た
が
、
翠
情
無
線
機
に
よ

る
指
令
の
窒
信
は
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
。

事
案
を
受
け
、
市
は9
月
、
市
と

岡
本
部
の
職
員
日
人
で
つ
く
る
再
発

防
止
策
の
検
討
委
員
会
を
設
置
。

発

生
原
因
と
し
てマ
車
両
に
人
を
残
さ

な
か
っ
た
マ
通
信
指
令
課
で
出
動
指

令
が
分
署
員
に
伝
わ
っ
た
か
を
速
や

か
に
確
認
し
な
い
ま
ま
、
他
の
指
令

業
務
な
ど
を
継
続
し
たマ署
長
通
知

の
順
守
徹
民ε
通
信
規
定
の
適
切
な

見
直
し
が不
十
分
ー
の
3

点
を
挙
げ

た
。こ

の
V
2っ
署
長
通
知
は
、
通
信
指

令
課
か
ら
の
指
令
を
確
実
に
受
信
す

る
た
め
、
外
部
に
出
向
し
た
際
は
車

両
に
人
を
残
す
こ
と
を
求
め
、19

9
0

年
と
2
0
0
8

年
に
2

回
出
さ

れ
て
い
た。
た
だ
渡
部
消
防
署
長
は

「
こ
れ
ま
で
は
あ
く
ま
で
『
原
則
』

だ
っ
た
た
め
、
強
制
力
が
な
く
署
員

に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
認
識

の
甘
さ
を
認
め
た。

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
通
信
指

令
課
は
出
動
指
令
を
出
し
た
際
、

5

秒
以
内
に
隊
員
か
ら
の
応
答
を
確
認

す
る
と
し
た
ほ
か
、
隊
員
は
出
向
先

で
随
時
無
線
の
電
波
状
況
を
確
認
す

る
よ
う
明
記
し
た。

日
月
4

日
の
定
例
記
麦
寛
で
、

救
急
医
療

長
谷
川
消
防
長
は
関
係
職
員7
人

の
処
分
を
発
表。
同
2

日
付
で
消
防

署
長
を
訓
告
、
分
署
長
と
通
信
零

課
長
を
文
書
厳
重
注
意
、
出
動
隊
員

3

人
と
通
信
指
令
課
員
2

人
を
口

頭
厳
重
注
意
と
し
た
。

皆
川
治
鶴
岡

市
長
は
「
通
知
が
徹
属
さ
れ
て
お
ら

ず
、
基
本
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い

た
。

委
員
会
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
な
る
よ

う
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

た
。現

在
、
岡
本
部
で
は
分
署
ご
と
の

職
員
研
修
も
計
画
し
て
い
る
。

ル
ー

ル
の
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
定
期

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

カ

病
気
や
け
が
、
災
害
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
時
、
真
っ
先
に
助
け
を
求
め

る
消
防
は
、
市
民
に
と
っ
て
頼
れ
る

存
在
だ
。

-
分
l

秒
を
争
う
人
命
救

助
の
現
場
で
は
、少
し
の
遅
れ
が
命

取
り
に
な
り
か
ね
な
い。
い
ま
一
度

人
の
命
を
守
る
と
い
う
基
本
に
立
ち

返
り
、
安
全
安
心
の
地
域
社
会
の
担

い
手
と
し
て
、
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
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医
師
の
長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
、
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が

患
者
の
意
識
改
革
だ
。

厚
生
労
働
省
は
叩
月
、
「
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
」
を
考
え
、
広
め
る
た
め
の
懇
談
会
を
初
め
て
設
置
し
た

。

正
当
な
理

由
な
く
診
療
を
拒
め
な
い
「
応
召
義
務
」
が
あ
る
医
師
の
働
き
方
改
革
に

は
、
不
要
不
急
の
受
診
を
減
ら
す
な
ど
、
患
者
側
の
理
解
が
鍵
を
握
る

。

「
上
手
な
医
療
の
か
か
り
方
」

医
師
の
働
き
方
改
革

「
救
急
医
療
の
維
持
は
ぎ
り
ぎ

り
で
す
」。

叩
月
中
旬、

厚
労
省

で
あ
っ
た
第2
回
懇
談
会。
東
京

女
子
医
大
東
医
療
セ
ン
タ
ー
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
後
期
研
修
中
の

赤
星
昂
己
医
師
は
訴
え
た

。

救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8

人
の

医
師
が3
6
5

日

M
時
間
態
勢
で

患
者
を
診
て
い
る

。

赤
星
さ
ん
の

場
合
、
週
の
勤
務
時
聞
が
1
0
0

時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
完
全

な
休
日
は
月
に2
日
程
度。

連
続

M
時
間
以
上
働
い
て
も
仮
眠
や
食

事
が
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
る

。
あ
る
日
の
夜
間
当
直。

日
中
は

印
人
以
上
を
診
て
、
救
急
車
4
台

を
受
け
入
れ
た
。

夜
間
も
m
i
m

分
お
き
に
急
患
に
対
応
し
た

。

明

け
方
に
交
通
事
故
で
右
腕
を
負
傷

し
た
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
き
た

際
、
右
と
左
を
間
違
え
て
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
を
依
頼
し
そ
う
に
な
っ

た

らとか
、F

不急、を減らす

E翻薗圃霧難輯圏睡

か
」
と
、
過
労
に
よ
る
医
療
ミ
ス

へ
の
不
安
を
に
じ
ま
せ
た

。

赤
星
さ
ん
は
「
時
間
外
受
診
は

患
者
も
医
師
も
お
互
い
に
損
で

す
」
と
続
げ
た

。

受
診
料
は
割
り

増
し
で
、
由
選
定
検
査
は
で
き
な

い
。

薬
も
数
日
分
し
か
処
方
で
き

ず
、
疲
弊
し
た
医
師
が
診
る
可
能

性
も
あ
る。

「
救
急
医
療
を
安
全

な
も
の
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
」

、ーー

医
師
の
疲
弊
に
よ
っ
て
地
域
医

療
が
崩
壊
す
る
|。

そ
ん
な
危
機

的
状
況
を
、
市
民
の
意
識
改
革
で

変
え
た
ケl
ス
が
あ
る。

宮
崎
県

延
岡
市
で
は2
0
0
2

年
以
降
、

県
立
延
岡
病
院
で
医
師
の
退
職
が

目
立
ち
始
め
、
診
療
科
の
閉
鎖
が

相
次
い
だ。

夜
間
・

休
日
の
急
患

が
叩
年
あ
ま
り
で
約3
倍
に
増
え

子どもの急芯病気やけがについて医師や
看護師が熊料で相談に応じる。全国で利
用可能だが、時間需は各県で異なる。

救急電話相談 r#7 1 1 9J 

救急車を呼ぶべきかどうかの相談や適切
芯医療機関を案内。 東京都や福岡県など
9都府県と4市で導入。

小児救急電話相談 r#8000J

間
外
受
診
を
控
え
る
こ
と
な
ど
を

呼
び
掛
け
た。

署
名
は1
カ
月
で

人
口
約
問
万
人
(
当
時
)
を
超
え

る
約
日
万
筆
が
集
ま
っ
た

。

市
は
「
地
域
医
療
を
守
る
条
例
」

を
全
国
で
初
め
て
制
定
し
、
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
、
適
正
な
受
診

ー
な
ど
を
市
民
の
責
務
と
し
て
明

記
し
た。

同
時
に、
不
安
を
解
消

す
る
た
め、

医
師
や
看
護
師
に
よ

る
「
救
急
医
療
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設

置
し、

受
診
の
必
要
性
を
相
談
で

き
る
よ
う
に
し
た。

こ
の
結
果、

時
間
外
受
診
は
ピl
ク
時
か
ら
半

減
し
た
と
い
う。

市
地
域
医
療
対
策
室
の
吉
田
昌

史
総
括
主
任
は
「
市
民
に
よ
る
啓

発
で
危
機
感
が
広
が
り
、
医
療
は

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
限
り
の
あ

る
資
源
だ
と
伝
わ
っ
た

。

地
域
医

療
を
守
る
こ
と
が
自
分
ご
と
に
な

り
、
行
動
に
つ
な
が
っ
た
」
と
説

救
急
医
療

消防庁の無料アブリ。 症状を選択する
と、緊急度を判定。 結果に基づき、 119
番や医療機関検索ができる。

日本小児科学会監修。 生後 1 カ月~6歳
を対象に、症状に応じて受診の目安を提
示する。

全国版救急受診アブリ rQ助J

ウェブサイト「こどもの救急J

も
の
病
気
に
つ
い
て
知
ら
な
い
か

ら
で
す
」

m
月
、
東
京
都
杉
並
区
の
子
育

て
支
援
施
設
に
集
ま
っ
た
母
親
約

却
人
に
、
森
さ
く
ら
さ
ん
(
釘
)

は
語
り
か
け
た。

一
般
社
団
法
人

「
知
ろ
う
小
児
医
療
守
ろ
う
子
ど

も
達
の
会
」
の
副
代
表

。

町
年
か

ら
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
に
子
ど

も
の
病
気
を
学
ぶ
講
座
を
開
い
て

お
り
、
約5
千
人
が
受
講
し
た

。

き
っ
か
け
は
、
代
表
の
阿
真
京

子
さ
ん
(
叫
)
が
友
人
の
小
児
科
医

か
ら
「
寝
な
い
でM
時
間
働
き
続

け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
飛
行
機
に
子

供
た
ち
を
乗
せ
た
い
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
メl
ル
を
受
け
取
っ

た
こ
と

。

休
日
や
夜
間
の
救
急
外

来
に
来
る
小
児
患
者
の
9

割
以
上

が
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者

だ

「
子
ど
も
に
安
全
な
医
療
を
受 佐久医師会 (長野県) 作成。 子どもが病

気やけがをしたときの対処法を症状別に
紹介。 救急車を呼ぶ目安や家庭での応急
処置も解説。

無料アプリ「教えて!ドクターj

受診抑制の心配も質維持のため

び
、
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
大
切
」
と
阿
真
さ
ん

。

会
が

協
力
し
て
作
っ
た
受
診
の
目
安
を

示
す
冊
子
を
乳
児
健
診
で
手
渡
し

た
と
こ
ろ
、
急
患
が
大
き
く
減
っ

た
胃
治
体
も
あ
る

。

厚
労
省
は
ロ
月
、
懇
談
会
の
議

論
を
と
り
ま
と
め
る

。

今
後
は
上

手
な
医
療
の
か
か
り
方
を
広
め
る

ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
を
つ
く
る
ほ
か

、

小
児
救
急
電
話
相
談
「
#
8
0
0

0

」
な
ど
の
周
知
徹
底
、
働
く
人
が

診
療
時
間
内
に
受
診
で
き
る
よ
う

に
企
業
に
協
力
を
求
め
る
ー
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
る
方
針
だ

。

た
だ

、

こ
う
し
た
動
き
に
懸
念

の
声
も
あ
る。

「
日
本
難
病・疾

病
団
体
協
議
会
」
の
代
表
理
事
で

、

躍
原
病
患
者
の
森
幸
子
さ
ん
(
関
)

は
「
受
診
抑
制
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
啓
発
の
方
法
を
工
夫
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る

。

難
病
の
診

断
は
難
し
く
、
森
さ
ん
も
診
断
ま

で
4
年
か
か
り
、
病
院
を
転
々
と

し
た

。
森
さ
ん
は
「
秩
序
を
守
っ
た
受

診
姿
勢
は
大
切
だ
が

、

症
状
が
急

変
し
や
す
く、

時
間
外
受
診
が
欠

か
せ
な
い
人、

大
き
な
病
院
で
な

け
れ
ば
診
断
が
つ
か
な
い
人
も
い

る
。

患
者
に
配
慮
し
た
視
点
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た

。

(
新
西
ま
し
ほ
)
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「
夜間
受
診
し
た
日
人
中
日
人

は
風
邪
や
下
痢
症
状
だ
っ
た

。

本

当
に
夜
間
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か。

左
右
を
取
り違
え
そ

う
に
な
っ
た
の
は
単
純
ミ
ス
な
の

不要
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
っ
た

。

ω
年
、
自
治
会
や
商
工
会
議
所

が
中
心
と
な
り
、
署名
活
動
を
ス

タ
ー
ト

。

県
に
医
師
の
補
充
を
求

め
た
上
で
、
市
民
に
は
安
易
な
時

通報受け駆け付けたが・.. 

救
急

消防本部の見解心肺蘇生拒否
匂箆3
救急隊は医療機関ヘ迅
速に搬送することが求
められており、心肺蘇
生をしながら医療機関
ヘ搬送

-E・':iUJ~凶~I'・

県で統一した検証が必要

C翠B
救急隊員による死亡診
断が不可能なため、拒
否されても心筋蘇生の
必要性を説明し、同意
後に搬送

範B
今後、 事案が泡えてく
るのであれば、議論し
た後に活動指針に盛り
込むことが必要

望む「自宅で、最期を」

明
す
る。, 

け
さ
せ
る
た
め
に
も
、不
要
不
急

な
受
診
は
避
け
た
い。

時
間
外
に

受
診
す
る
の
は
親
た
ち
が不
安
だ

か
ら
。

救
急
に
か
か
る
べ
き
時
と
、

家
で
様
子
を
見
て
い
い
時
を
学

言 「
な 突
る 然
のの
は 高

差禁
り 幅宮
前 吐と

。 で

子
ど 不

「
蘇
生
措
置
は
し
な
い
で
ほ

し
い
」
。1
1
9

番
通
報
を
受

け
て
自
宅
に
駆
け
付
け
た
富
士

五
湖
消
防
本
部
の
救
急
隊
員

は
、
家
族
か
ら
こ
う
告
げ
ら
れ

た
。

措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
、

患
者
は
亡
く
な
る
可
能
性
も
あ

っ
た
。

隊
員
は
家
族
を
説
得。

了
承
を
得
た
上
で
、
心
肺
蘇
生
を

実
施
し
な
が
ら
病
院
に
搬
送
し

た
。各

消
防
本
部
に
よ
る
と
、
今
年
、

心
肺
蘇
生
を
拒
否
さ
れ
た
ケ
l

ス

は
富
士
五
湖
で1
件
。

甲
府
地
区

も
あ
っ
た
が
、
件
数
は
集
計
し
て

い
な
い。
口
年
に
は
富
士
五
湖
6

件
、
都
留
市1
件
。

件
数
は
集
計

し
て
い
な
い
が
、
甲
府
地
区
も
あ

っ
た
と
い
う。
こ
の
ほ
か
の
消
防

本
部
は
「
な
か
っ
た
」
な
ど
と
四

位P
レ
た。

全
国
で
は
総
務
省
消
防
庁
が
凶

年
に
初
め
て
空
諾
し
た
実
態
調
査

で
、
回
答
の
あ
っ
た
半
数
以
上
の

消
防
本
部
で
蘇
生
拒
賓
が
あ
り
、

少
な
く
と
も
約2
千
件
に
上
っ

た
。富

士
五
湖
、
都
留
市
、
甲
府
地

区
の
3

消
防
本
部
に
よ
る
と
、

心
肺
蘇
生
を
拒
否
し
た
の
は
患

者
の
家
族
で
、
救
急
隊
員
に
対

し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
な
ど
を
し
な
い
よ
う
求
め

た
。

た
だ
、
蘇
生
措
置
を
取
ら

な
か
っ
た
ケ
l

ス
は
な
く
、
救

「

園
、
県
が
統
一

心
肺
蘇
生
を
拒
否
さ
れ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
、
山
梨
県
内
の

叩
消
防
本
部
は
山
梨
日
日
新
聞
の

取
材
に
対
し
、
い
ず
れ
も
方
針
を

決
め
て
い
な
い
と
回
答
。

担
雪
者

か
ら
は
「
国
や
県
が
統
一
し
た
方

針
を
一
示
す
べ
き
だ
」
と
の
指
摘
が

相
次
い
だ。

峡
北
の
担
主
著
は
「
高
齢
化
な

ど
で
蘇
生
拒
否
の
ケl
ス
は
今

後
、
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
」
と

推
測
。
「国
が
指
針
を
定
め
る
べ

き
だ
」(上
野
原
市)、
「県
で
統

一
し
た
検
証
が
必
要
だ
」
(南
ア

ル
プ
ス
市)
な
ど
、
国
や
県
が
主

導
し
て
対
応
を
検
討
す
る
よ
う
求

救
急
医
療

医療の

急
隊
は
家
族
の
了
承
を
得
て
、

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
を
し
な
が
ら
病
院
に
搬
送

し
て
い
た
。

家
族
ら
が
納
得
し

な
い
場
合
は
、
救
急
指
導
医
師

な
ど
に
連
絡
し
、
指
導
や
助
言
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
v
つ
。

患
者
の
多
く
は
終
末
期
と
み
ら

れ
、
「
自
宅
で
の
最
期
」
を
望
む

指
針
を
」

め
る
声
が
目
立
っ
た
。

総
務
省
消
防
庁
が
全
国
の
消
防

本
部
を
対
象
に
行
っ
た
実
態
調
査

で
は
、
半
数
以
上
の
消
防
本
部
が

拒
否
さ
れ
た
場
合
の
対
応
を
決
め

て
い
な
い
と
回
答
。

消
防
庁
は
来

年
1

月
ま
で
に
対
座
刀
針
を
ま
と

め
る
と
し
て
い
る。

県
内
の
消
防
本
部
は
、
医
師
や

消
防
関
係
者
り
で
つ
く
る
「
県
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
」
で
救
急
活
動
の
活
動
方
針
を

決
め
て
い
る。
同
協
議
会
は
消
防

庁
が
示
す
対
応
方
針
を
踏
ま
-
へ

検
討
す
る
考
え
だ
。

事
審
周
を
務
め
る
県
消
防
保
安

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
四
日
(
月
)

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
蘇
生

拒
否
の
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

患
者
が
蘇
生
拒
否
の
意
思
を

示
し
な
が
ら
、
家
族
が
救
急
車
を

要
請
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
あ
る

消
防
本
部
の
担
主
著
は「ど
う
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
気
が
動
転
し
た
り
し
て
要
請

し
た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
推

測
し
た。

県
内
消
防
本
部

課
の
担
当
者
は
「生
死
に
関
わ

る
問
題
な
の
で
慎
重
に
判
断
し
、

拙
速
に
決
め
な
い
よ
う
に
し
た

い
。

国
の
判
断
も
見
な
が
ら
県

の
対
応
を
考
え
た
い
」
と
し
て
い

る
。

〈小
池
直
輝
、
山
本
就
己
〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
旧
日
(
火
)
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ま
ゴ
」
五
」
ミ

2
3

亡
、
・
丙

一

翼
乏
一
L
J
Z
E本
ι
と
く
嘉
一

救
急
隊
員
が
患
者
の
家
族
か
ら
心
肺
蘇
生
を
拒
否
さ
れ
る
ケ

l

ス
が
、
山
梨
県
内
で
相
次
い
で
い
る

。

山
梨
日
日
新
聞
が
県
内
叩

消
防
本
部
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
1
7

年
は3
消
防
本
部
で

少
な
く
と
も7
件
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
甲
府
地
区
と
富
士

五
湖
で
同
様
の
ケl
ス
が
あ
っ
た。
「自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」

と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る

。

人
命
救
助
と
患
者
の
意
思
の
ど
ち
ら
を
尊
重
す
る

べ
き
な
の
か
、

相
次
ぐ
蘇
生
拒
否
を
受
け
、
総
務
省
消
防
庁
は
対
応
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
た。
〈

小
型
直
輝
、
山
本
就
己
〉

ン
国
る
る
や

コ
、
れ
れ
県

ル
く
さ
さ

力
な
否
定
う

イ
は
要
拒
想
な
き

デ
で
必

、
と
る
べ

メ
会
が
に
る
れ
す

h
F

県
議
針
景
え
入
示

司
や
協
指
背
僧
け
を

芸
部
ル
る
'
を
が
受
針

語
本
一
め
羽
化
ス
を
指

E

防
口
定
詰
齢

一
否
が

-
消
卜
が

g

高
ケ
拒
国
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けがや急病で救急車を呼ぶかどうか迷ったときの相談ダイヤルi#7 1l9J

の普及が進んでいない。常駐の医師や看護師らが対応し、緊急性が低けれ

ば医療機関を案内する仕組みで、高齢社会を背景に救急車の出動件数の増

加に歯止めをかけようと導入された。人件費の問題などから 24時間の相談

態勢を整えるのが難しく、 9都府県と 4地域にとどまる。専門家は知名度

の向上も課題に挙げる。

「
吐
き
気
は
あ
り
ま
す
か
。

歩
く
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」

叩
月
下
旬
、#
7
1
1
9

に

剖
時
間
態
勢
で
対
応
す
る
大
阪

市
の
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お

お
さ
か
」
。
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ

タ
ー
を
前
に
、
相
談
員
の
男
性

が
腹
痛
を
訴
え
る
利
用
者
か
ら

症
状
を
聞
き
出
し
、
病
院
を
案

内
し
て
い
た
。

総
務
省
は2
0
0
9

年
、
東

京
消
防
庁
の
先
行
事
例
を
も
と

に
#
7
1
1
9

を
導
入
。
大
阪

市
が
周
年
に
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
市
内
を
対
象
に
始
め
、
叩
年

実施 宮城県、 茨城県、 埼玉県、 東京都、新

潟県、 大阪府、 奈良県、 鳥取県、福岡

県

一部地域で実施 ①札幌市周辺、石狩市、新篠崩す、当

別町、栗山町、島牧村(し、ずれも北海

道) 、 ②横浜市、③和歌山県田辺市、

岡県上富田町、 ④神戸市

他の番号で実施 山形県、 栃木県、千葉県、香川県

救急相談ダイヤルi#7119J を利用できる自治体 00月 1 日時点)

7119導入# 
人材の壁

採用 9都府県・4地域看護師不足・
救
急
医
療

患
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
の
急
病
の
際
、
医
療
機
関
の
受
診
が
必

…
…
め
に
は
、
医
療
の
か
か
り
方
に
関
す
る
要
か
ど
う
か
な
ど
を
相
談
で
き
る
「
小

:
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。
児
救
急
電
話
相
談

(#
8
0
0
0

)
」

厚
生
労
働
省
は
叩
月
、
有
識
者
で
つ
の
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
の
、
有
識
者

山
く
る
懇
談
会
で
適
切
な
医
療
機
関
の
受
か
ら
は
認
知
度
に
課
題
が
あ
る
と
の
指

…
…診
方
法
の
議
論
を
始
め
た
。
夜
間
や
休
摘
が
出
た
。

…
…
臼
の
受
診
を
減
ら
し
た
り
、
大
病
院
へ
厚
労
省
の
担
当
者
は
「
上
手
な
医
療

一
の
患
者
の
集
中
を
緩
和
さ
せ
た
り
し
の
か
か
り
方
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、
受

…
…
て
、
長
時
間
勤
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
診
が
必
要
な
患
者
の
勤
務
時
間
を
会
社

…
る
医
師
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
の
が
狙
が
柔
軟
に
運
用
し
た
り
、
市
民
に
向
け

…
…
い
だ
。
た
医
療
機
関
の
情
報
提
供
の
工
夫
な
ど

懇
談
会
で
厚
労
省
側
は
「
患
者
が
医
企
業
や
自
治
体
の
協
力
が
不
可
欠
」
と

…
…
療
機
関
を
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
を
判
指
摘
。
懇
談
会
は
年
内
に
も
上
手
な
医

…
…
断
す
る
の
は
難
し
い
」
と
説
明
。

#
7

療
の
か
か
り
方
の
意
見
を
ま
と
め
、
啓

…
・11
9

の
ほ
か
、
夜
間
や
休
日
の
子
供
発
方
法
な
ど
も
話
し
合
う
予
定
だ
。

の
効
果
が
出
て
い
る
」
と
み
る
。
が
救
急
車
を
呼
ぶ
か
医
療
機
関
欧
米
で
は
救
急
車
を
有
料
と

#
7
1
1
9

は
大
都
市
を
中
を
受
診
す
る
か
相
談
に
応
じ
て
す
る
国
も
多
く

、

一
定
の
抑
止

心
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
い
る
。
た
だ
夜
間
の
受
付
は
午
力
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

o

m
年
叩
月
時点
で
宮
城、

茨
城
、
後
日
時
ま
で
。
い
ず
れ#
7
1

例
え
ば
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

埼
玉
、
東
京
、
新
潟
、
大
阪
、1
9

に
移
行
し
た
い
考
え
だ
約
3
0

0

J
か
か
る
。
日
本
で

奈
良、

鳥
取
、
福
岡
の9
都
府
が

、
県
の
担当
者
は
「
人
件
費
も
有
料化
を
検
討
し
た
こ
と
が

県
と
、
横
浜
市
や
神
戸
市
な
ど
の
問
題
で
、
朝
ま
で
看
護
師
を
あ
る
が
、
総
務
省
消
防
庁
は
慎

4

地
域
に
と
ど
ま
る。
一
定
の
常
駐
さ
せ
る
の
は
す
ぐに
は
難

重
な
姿
勢
だ
。

効
果
が
み
ら
れ
る
自
治
体
も
あ
し
い
」
と
し
て
い
る
。
杏
林
大
の
山
口
芳
裕
教
授

る
の
に
全
国
に
広
が
ら
な
い
の
#
7
1
1
9

の
番
号
は
都
道
(
救
急
医
学
)
は
#
7
1
1
9

は
な
ぜ
か。

府
県
に1
つ
だ
け
割
り
当
て
ら
に
つ
い
て
「
医
療
提
供
者
側
の

そ
の
大
き
な
要
因
が
相
談
員
れ
る
た
め
、
地
域
限
定
の
導
入
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
と
し

の
確
保
の
難
し
さ
だ
。
総
務
省
で
は
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
て
は
有
効
だ
が
、
救
急
車
の
出

は
原
則
、M
時
間
3
6
5

日
で
そ
の
例
が
横
浜
市
。
岡
市
を
動
件
数
を
抑
え
る
た
め
に
協
力

医
師
や
看
護
師
ら
の
相
談
対
応
除
く
神
奈
川
県
内
の
自
治
体
か
を
仰
ぐ
形
で
広
ま
っ
て
お
り
、

を
求
め
て
い
る
。
ら

#
7

1
1

9

に
か
け
る
と
、
利
用
者
側
の
利
点
が
分
か
り
に

愛
知
県
は
救
急
時
に
医
療
機
横
浜
市
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
く
い
」
と
指
摘
。
ま
だ
認
知
度

闘
を
案
内
す
る
電
話
窓
口
を
泊
る
。
岡
市
以
外
の
場
合
、
現
地
が
低
い
と
し
て
「
救
急
車
の
利

時
間
態
勢
で
設
け
て
い
る
が
、
の
医
療
機
関
の
情
報
が
十
分
に
用
率
が
高
い
高
齢
者
や
乳
幼
児

医
師
や
看
護
師
は
常
駐
し
て
い
な
く
、11
9

番
に
か
け
直
す
を
持
つ
子
育
て
世
帯
へ
の
周
知

な
い
。
県
はω
年
に
半
年
問
、
ょ
う
案
内
す
る
こ
と
も
あ
る

。

を
徹
底
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

#
7
1
1
9

を
試
験
導入
し
た

こ
の
た
め
県
と
横
浜
市
な
ど
そ
の
上
で
、
全国
へ
の
普
及

が
、
採
用
に
は
至
ら
な
か
っ
た
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
を
図
る
た
め
に
は
「

#
7
1
1

不要不急の受診減ヘ

窓口の認知度向上課題
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末
か
ら
府
内
の
全
市
町
村
と
共

同
運
営
で
全
域
に
窓
口
を
拡
大

し
た
。

げ
年
の
着
信
は
お
万
3

2
5
2

件
。

2

分
に
1

回
は
電

話
が
鳴
っ
て
い
る
計
算
だ
。

高
齢
者
が
増
え
る
中
、
不
急

の
救急
出
動
を
抑
制
す
る
の
が

狙
い。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る

と
、
げ
年
の
救急
車
の
出
動
件

数
(
速
報
値
)
は
前
年
比
日
万

2

千
件
(
2
%
)増
の
6
3
4

はるか洋上を航行する船舶内で重傷者や

重病人が発生したら一。海上保安庁の巡視
船や航空機などで医師や看護師が現場に急
行し、応急措置を施しながら病院まで救急
搬送する制度が世界で唯一、日本にある。

漁師や船員、乗客ら数多くの命を救ってき

た洋上救急制度を担う関係機関が連携した
研修訓練に密着した。 (三木崇)

洋
上
救
急
制
度
は
1
9

8
5

年

叩
月
の
事
業
開
始
か
ら2
0
1
8

年
3

月
末
ま
で
の
お
年
聞
に8
8

2

件
の
救
助
要
請
が
あ
り
医
師・

看
護
師
1

6
7
3

人
、
巡
視
船
艇

6
0
1

隻
、
航
空
機1
0
6
9

機

が
出
動
。
傷
病
者9
1
5

人
に
医 万

2

千
件
と
8
年
連
続
で
過
去

書
室
更
新
。

搬
送
者
の
う
ち

軽
症
が
必
・5
%
と
半
数
近
く

を
占
め
る。

利
用
者
は
判
断
が
難
し
い
症

状
を
相談
で
き
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
利
点

が
あ
る。
大
阪
の
場
合
、
相談

員
は
元消
防
隊
員
ら
が
務
め
、

出
血
や
打
撲
な
ど
様
々
な
症
状

に
応
じ
た
判
断
基
準
を
も
と

に
、
利
用
者
の
緊
急
度
を
判
定

。

医
師
や
看
護
師
も
常
駐
し
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
看
護
師
が

直
接
相
談
を
受
け
た
り
、
医
師

が
看
護
師
に
助
言
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る。

げ
年
の
着
信
件
数
の
う
ち
、

実
際
に
救
急
車
が
出
動
し
た
の

は
4
8
9
1

件
(
2
%
)で
、

大
阪
市
消
防
局
の
担
当
者
は

「
救
急
出
動
の
抑
制
に
は

一定

療
活
動
が
行
わ
れ
た。

事
業
主
体
の
日
本
水
難
救
済
会

(
墓
京
都
千
代
田
区
)
に
よ
る
と
、

洋
上
救
急
の
発
生
海
域
は
沖
ノ
鳥

島
や
硫
黄
島
、
小
笠
原
諸
島
沖
の

本
州
南
方
海
域
が
最
も
多
い。
次

い
で
東
シ
ナ
海
、
本
州
東
方
海
域

、

日
本
海
の
順
。
距
離
別
で
は
全
体

の
l

割
が
日
本
か
ら
千
日
ィ(
1
6

0
9
J
M
)以
遠
に
出
動
し
た。

洋
上
救
急
に
携
わ
る
医
師
や
看

護
師
は
数
日
に
わ
た
っ
て
慣
れ
な

い
巡
視
船
に
乗
り
組
み
、
厳
し
い

自
然
条
件
に
よ
る
揺
れ
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
騒
音
な
ど
悪
条
件
の
な

か
で
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
に
な

る
。訓

練
は
医
師
ら
に
巡
視
船
や
ヘ

リ
に
搭
乗
し
て
、
治
療
現
場
の
状

況
を
事
前
に
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
全
国
で
実
施
し
て
い
る。
第
3

管
区
海
上
保
安
本
部
(
横
浜
)
と

船員の命支え洋上救急

経
緯
が
あ
る。

県
の
担
当
者
は

「医
師
、
看
護
師
を
配
備
す
れ

ば
人
件
費
が
大
き
く
膨
ら
む

。

費
用
に
対
し
て
軽
症
者
搬
送
の

抑
止
効
果
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
」
と
説
明
す
る。

M
時
間
で
は
な
く
夜
間
な
ど

に
限
っ
て
類
似
の
相談ダ
イ
ヤ

ル
を
設
け
て
い
る
県
も
あ
る

。

打
年
か
ら
「#
7
0
0
9

」
を

導
入
し
た
千
葉
県
は
、
看
護
師

医師や

の
緊
急
度
判
定
を全
県
で
運
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
は
「地
域
独

自
の
番
号
で
は
な
く
、
全
国
で

医
療
相
談
が
で
き
る
よ
う#7

1
1
9

を
広
げ
た
い
」
と
の
立

場
。

ω
年
か
ら
新
規
の
立
ち
上

げ
に
対
し
補
助金
を
出
し
、
げ

年
に
は
導
入
し
た
自
治
体
の
職

員
を
派
遣
し
、
運嘗
方
法
を
説

明
す
る
取
り
組
み
も
始
め
た
。

9

の
相
談
を
健
康
全
般
に
広

げ
、
利
用
者
の
メ
リッ
ト
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
検
討
に

値
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。

(
中
川
竹
美
、
高
橋
彩
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1

8

年
刊
月
四
日

(月
)

医
師
ら
巡
視
船
と
ヘ
リ
で

急
行

日
本
水
難
救
済
会
の
合
同
訓
練
は

叩
月
、
巡
視
船
「
い
ず
」
の
船
内

で
行
わ
れ
、
関
東
地
区
の
協
力
医

療
機
関
で
勤
務
す
る
医
師・
看
護

師
ら
お
人
が
参
加。
墓
京
湾
を
航

行
中
に
医
務
室
な
ど
を
視
察
し
た

後
、
へ
リ
甲
板
か
ら
羽
田
航
空
基

地
所
属
の
「
ス
ー
パ
ー
ピ
ュ
ー
マ

2
2
5

」
に
搭
乗
し
た。

全
長
日
・

5
M
で
速
力
1

5
0

吋
で
航
行
で
き
る
能
力
を
持
つ
大

型
ヘ
リ
に
、
東
海
大
学
医
学
部
付

属
病
院
の
看
護
師
中
嶋
康
広
さ
ん

は
「
普
段
運
用
し
て
い
る
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
よ
り
も
機
内
は
広
く
、
機

体
は
安
定
し
て
い
る
」
と
驚
い
た

様
子
。

大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
か
ら
吹
き
下

救
急
匡
療

ろ
す
風
が
強
い。
若
い
海
上
保
安

官
は
ヘ
リ
甲
板
で
搭
乗
待
ち
の
看

護
師
ら
に
「
小
さ
な
ゴ
ミ
が
飛
ぶ

こ
と
が
あ
る
の
で
目
を
守
っ
て
」

「
海
が
荒
れ
て
船
が
揺
れ
る
と
足

元
が
不
安
定
に
な
る
の
で
注
意

を
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た。

初
め
て
訓
練
に
参
加
し
た
同
病

院
の
医
師
武
田
道
寛
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
出
動
す
る
機
会
が
あ
り
得

る
の
で
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
た

い
」
。3
管
警
備
救
難
部
長
の
川

越
功
一
さ
ん
は
「
は
る
か
洋
上
で

船
員
た
ち
が
絶
望
し
て
い
る
状
況

で
待
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
活

用
す
れ
ば
医
師
ら
が
駆
け
付
け
て

く
れ
る
安
心
感
が
あ
る。
生
き
る

望
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
こ
の

制
度
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
た。

日
本
水
難
救
済
会
常
務
理
事
の

加
賀
谷
尚
之
さ
ん
は
「
四
方
を
海

に
固
ま
れ
、
海
の
恩
恵
を
受
け
て

き
た
わ
が
国
に
欠
か
せ
な
い
洋
上

救
急
制
度
に
理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

神
奈
川
新

聞
・
朝
刊

2
0
1

8

年
刊
月

四
日

(
月
)
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で
、
が
ん
に
な
る
人
を
減

ら
す
効
果
が
確
認
で
き
た

の
が
理
由。
本
年
度
内
に

指
針
を
改
訂
す
る。

H
P
V
検
査
は
、
公
的

検
診
と
し
て
全
国
の
自
治

る
と
の
指
針
案
を
ま
と
め
体
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い

た
。

主
に
海
外
の
研
究
る
細
胞
診
検
査
に
比
べ
て

子
宮
が
ん
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

国
立
セ
ン
タ
ー
推
奨
指
針

案

軍
V
「か
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
は
泊
日
ま
で
に
、
子
宮

頚
が
ん
検
診
と
し
て
、
が

ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
l

マ
ウ
イ
ル
ス
(H

P
V
)
に
感
染
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
べ
るHP

V
検
査
を
新
た
に
推
奨
す

子宮顕がん検診

5 

特 子宮頚部の総胞を採取し、
がんを引き起こすHP Vの

徴 有無を調べる

ウ
マ

:士と作業療法士を養成する専門
沢リハビリテーションアカデミ

沢市)が、馬と音楽を組み合わせ

リの確立を目指している。 全国で

試みで、視聴覚に働き掛けて高齢

| 知機能を改善させる。 引退後の競
第二の居場所を提供する狙いもあ

(押川恵理子)

| 金沢の専門学校

" 。
ズ
ー
ム

子
宮
頚
がん

子
宮
の
入

り
口
部
分
に
当
た
る
子
宮
頚

部
に
で
き
る
が
ん。
日
本
で

は
年
に
約
1

万
人
が
か
か

り
、
約
3

千
人
が
死
亡
す

る
。

加
齢
と
と
も
に
増
え
る

他
の
が
ん
と
違
い
、
日
代
以

下
の
比
較
的
若
い
世
代
に
も

多
く
発
症
す
る。
性
交
渉
で

感
染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ ウ

イ
ル
ス
(H
P
V
)
が
引

き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。

大
抵
は
免
疫
がH
P

V
が
排
除
す
る
が
、
感
染
が

続
く
と
が
ん
に
な
る
可
能
性

が
高
ま
る。
感
染
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
費
用

も
助
成
さ
れ
る
が
、
厚
生
労

働
省
は
副
作
用
の
訴
え
が
相

次
い
だ
こ
と
を
受
け
て
接
種

勧
奨
を
中
止
し
て
い
る
。

手
拍
子

J
R

金
沢
駅
近
く
の
緑
地
で

馬
が
歩
み
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
が

専
門
の
医
師
で
声
楽
家
の
北
山

吉
明
さ
ん
(
七一)
が
歌
っ
て
い

た
。

歩
み
に
よ
っ
て
ワ
ル
ツ
や

タ
ン
ゴ
な
ど
曲
を
変
え
る。

歩

く
「
常
歩
」
は
四
拍
子
、
や
や

速
く
走
る
「
駒
現
」
は
三
拍

子
。約

四
十
人
の
生
徒
が
患
者
の

「
体
験
」
と
し
て
、
馬
の
動
き れ

合
い
や
音
楽
を
楽
し
み
、
体

を
動
か
す
こ
と
で
、
高
齢
者
の

脳
機
能
を
保
つ
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る。
馬

の
動
き
で
「
視
覚
」
、
音
楽
で

「
聴
覚
」
、
手
拍
子
で
「
運
動

に
関
わ
る
脳
の
部
位
」
を
、
活

性
化
さ
せ
る
と
い
う。

加
藤
謙
一
校
長
(
五
七
)
は
「
二

つ
以
上
の
動
作
を
行
う
た
め
、

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
の
で 予

防
医
療

回
数
が
少
な
く
て
済
む
と

い
う
利
点
が
あ
る
。

欧
米

で
は
既
に
導
入
し
て
い
る

国
が
多
く
、
厚
生
労
働
省

は
公
的
検
診
の
対
象
に
加

え
る
か
ど
う
か
、
専
門
家

会
合
で
議
論
す
る
方
針
。

H
P
V
検
査
は
、
子
宮

頚
部
の
細
胞
を
採
取
し
、

H
P
V
の
有
無
を
調
べ
る

検
査。
感
染
が
分
か
っ
た

人
に
定
期
的
に
検
査
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
に

な
る
前
の
段
階
の
病
変
を

見
つ
け
て
取
り
除
き
ゃ
す

く
な
り
、
結
果
的
に
が
ん

患
者
を
減
ら
せ
る
と
期
待

さ
れ
る。

研
究
チl
ム
は
、
H
P

(
雄
、
五
歳
)
を
リ
ハ
ビ
リ
用

に
調
教
し
て
き
た。

今
後
は
高
次
脳
機
能
障
害
を

改
善
さ
せ
る
効
果
を
検
証
す

る
。

脳
を
損
傷
し
、
記
憶
力
低

下
や
性
格
の
変
化
を
起
こ
す
高

次
脳
機
能
障
害
の
患
者
は
、
厚

生
労
働
省
の
二
ハ
年
の
推
計

で
、
全
国
で
三
十
二
万
人
い

る
。ホ

ー
ス
セ
ラ
ピl
に
詳
し
い

東
京
農
業
大
の
川
嶋
舟
准
教
授

(動
物
介
在
療
法
学
)
は
「
馬

と
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
る
リ
ハ

ビ
リ
は
、
自
分
の
動
作
と
視
覚

V
検
査
の
効
果
を
調
べ
た

国
内
外
の
研
究
成
果
を
分

析
。

細
胞
の
異
常
の
有
無

を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
細
胞

診
検
査
と
比
較
し
た
結

果
、
が
ん
を
減
ら
す
効
果

が
同
等
の
レ
ベ
ル
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

細
胞

診
と
H
P
V
の
併
用
検
査

で
も
同
等
だ
っ
た
。

細
胞
診
は、

公
的
検
診

で
は
初
歳
以
上
の
女
性
が

対
象
で2
年
に1
回
受
け

る
必
要
が
あ
る
の
に
対

し
、
H
P
V
検
査
は
叩1

ω
歳
を
想
疋
し
て
お
り
、

検
査
間
隔
は5
年
に1
回

と
少
な
い。

た
だ
H
P
V
検
査
は
、

馬再活躍の場にも

誤
っ
て
陽
性
と
判
定
し
て

し
ま
う
例
が
多
い
上
に
、

感
染
が
確
定
し
て
も
免
疫

機
能
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス

が
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。

こ
の
た
め
精
密
検
査

な
ど
を
怠
る
ケ1
ス
が
増

え
る
懸
念
が
あ
る
。

同
研

究
セ
ン
タ
ー
の
中
山
富
雄

検
診
研
究
部
長
は「受
診

者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の

性
質
を
理
解
し
て
も
ら
う

と
同
時
に
、
経
過
観
察
の

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

だ
」
と
話
し
て
い
る。

〈共
同
通
信
〉

高
知
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月

呂
田

(日
)

A
)
に
よ
る
と
、
毎
年、
七
千

頭
前
後
の
競
走
馬
が
生
産
さ
れ

る
が
、
長
く
活
躍
で
き
る
馬
は

一
握
り
だ。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
多
く
は
気

性
が
激
し
く
、
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

に
適
さ
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ

る
が
、
同
校
常
務
理
事
の
山
本

博
昭
さ
ん
(
六
る
は
「
馬
と
触
れ

合
え
る
場
を
各
地
に
つ
く
れ
る

よ
う
に
、
一
石
を
投
じ
た
い
」

と
話
し
て
い
る。
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理学療

学校「金

一J (金
たリハピ
も新しい

者らの認

走馬に、

るという

を
見
な
が
ら
、
歌
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
と
っ
た。

北
山
さ
ん
は
、
「
馬
と
の
触

は
」
と
話
す。

二
O
二
ハ
年
か

ら
始
め
、
乗
馬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
教
員
が
学
校
の
馬

ノ、

ヒ
リ
効
果
検
証

リ
ノ、

ビ
リ

栄
養
面
か
ら
支
援

巨
樹
の
会
と
D
S
M

リハビリや介護施設を手がける一般社団法人巨樹の会

グループ(佐賀県武雄市〉は、オランダの化学品大手DS

Mとリハビリ患者向けの栄養支援サービスで協業する。

2019年から傘下病院で実証研究に入る。 脳疾患などでリ

ハビリ中の患者の機能改善に効果が期待される栄養素を

活用。早期回復につながる栄養プログラム開発などを目

指す。

巨
樹
の
会
は
全
国
で
約
加

カ
所
の
病
院
や
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
学
校
な
ど
を
運
営
し
て

い
る
。

実
証
研
究
を
始
め
る

原
宿
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
(
東
京
・
渋
谷
)
は
約

3
3
0

の
病
床
が
あ
り
、
年

間
延
べ
約
四
万
人
が
利
用
し

て
い
る。

傘
下
の
施
設
で
は

理
学
療
法
土
な
ど
を
配
置
し

た
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供。
患
者
の
在
宅

復
帰
率
を
高
め
て
い
る
。

D
S
M
は
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

の
栄
養
元
素
に
加
え
、
コ
エ

ン
ザ
イ
ム
や
ル
テ
イ
ン
な
ど

機
能
食
品
に
使
う
各
種
素
材

を
製
造
・

開
発
す
る
世
界
大

手
。

最
近
で
は
栄
養
素
材
を

使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
力

脳梗塞患者ら対象に実証研究

早期回復ヘプログラム
を
入
れ
て
い
る
が
、
病
院
と

直
接
組
ん
で
栄
養
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
乗
り
出
す
の
は
世
界

で
初
め
て
と
い
う

。

両
社
は
凶
年
か
ら
、
原
宿

情
報
を
合
わ
せ
る
訓
練
に
な
る

の
で
、
脳
の
い
ろ
ん
な
機
能
を

活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
語
る。

一
方
、
定
着
す
れ
ば
引
退
し

た
競
走
馬
の
活
用
に
も
つ
な
が

る
。

日
本
中
央
競
馬
会(
J
R

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

(
東
京・
渋
谷
)
で
、m
i

m
人
程
度
の
入
院
患
者
向
け

に
栄
養
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実

証
研
究
を
始
め
る
。

対
象
と

な
る
疾
患
は
脳
梗
塞
、
大
腿

部
骨
折
、
肺炎
な
ど
だ。

D
S
M
が
世
界
中
で
集
め

た
知
見
を
提
供
し
、
巨
樹
の

会
と
共
同
で
栄
養
プ
ロ
グ
ラ

主な栄養素と期待される効果

ビタミンA 視覚や粘膜細胞などの機能維持

ビタミン D 歯や骨の形成、筋肉機能の維持

ビタミン E 心改血善管系疾患リスクの低減、肥満の

ビタミン K 血液の凝固、骨の代謝

葉酸 血液細胞の形成、骨髄の成長促進

ルテイン 加齢黄斑変性や白内障の予防

予
防
医
療

引退競争

ム
を
開
発
す
る
。
通
常
の
病

院
食
に
加
え
、
サ
プ
リ
〆
ン

ト
な
ど
の
形
で
提
供
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
骨
折
患
者
が
ビ

タ
ミ
ン
D

を
十
分
に
摂
取
す

る
と
機
能
回
復
が
早
ま
る
と

の
研
究
デ
ー
タ
が
あ
る
。

こ

の
ほ
か
、
骨
粗
し
よ
う
症
や

骨
軟
化
症
、
認
知
症
や
が
ん

予
防
に
ビ
タ
ミ
ンD
が
有
効

と
の
研
究
デl
タ
も
あ
る
。

ビ
タ
ミ
ン
B
を
オ
メ
ガ3
脂

肪
酸
と
一
緒
に
摂
取
す
る
と

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
の
進
行

を
遅
ら
せ
ら
れ
る
と
の
実
験

結
果
も
出
て
い
る。

患
者
に
と
っ
て
は
、
リ
ハ

ビ
リ
と
組
み
合
わ
せ
た
栄
養

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
で
、
身
体
機
能
の
早
期
回

復
が
期
待
で
き
る。

手
術
後

な
ど
の
回
復
期
に
お
い
て
は

最
初
の1
1
2

カ
月
に
適
切

な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と

が
機
能
回
復
を
左
右
す
る
と

さ
れ
る
。

中
日
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
5

日
(
月
)

D
S
M
は
日
本
で
は1
9

9
0

年
に
現
地
法
人
を
設
立

し
、
食
品
や
医
療
向
け
の
栄

養
素
や
、
自
動
車
や
電
子
機

器
向
げ
の
高
機
能
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
を
販
売
し
て
い
る
。

今

回
の
協
業
に
よ
っ
て
医
療
や

リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で
の
素
材

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
商

品
開
発
に
つ
な
げ
る

。

国
は
リ
ハ
ビ
リ
関
連
病
院

に
対
し
、
患
者
の
機
能
回
復

に
応
じ
て
評
価
す
る
仕
組
み

を
導
入
し
て
い
る。
巨
樹
の

会
の
取
り
組
み
が
実
績
を
上

げ
れ
ば
、
病
院
と
患
者
の
双

方
に
メ
リッ
ト
が
あ
る
リ
ハ

ビ
リ
の
支
援
モ
デ
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

(
指
宿
伸
一
郎
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
四
日
(
火
)
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Ewm盟E冨亙霊霊園
兵庫県圏内初調査

兵
庫
県
が
二o
=
ニ
年
に
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を

施
行
し
た
後
、
神
戸
市
で
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
患

者
発
生
数
が
叩
%
以
上
減
少
し
て
い
た
こ
と
が
、
県

立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
県
健
康
増
進
課
の
研

究
で
分
か
っ
た。
条
例
と
疾
病
の
発
生
状
況
と
の
関

係
を
解
明
し
た
研
究
は
、
日
本
で
は
初
め
て
。

東
京

五
輪
を
前
に
、
受
動
喫
煙
対
策
を
強
化
す
る
改
正
健

康
増
進
法
が
七
月
に
成
立
し
た
ば
か
り
だ
が
、
東
京

都
や
千
葉
市
で
は
よ
り
厳
し
い
条
例
が
成
立
し
て
い

る
。

今
回
の
研
究
成
果
は
「脱
た
ば
こ
社
会」
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
そ
う
だ。(

石
井
紀
代
美
、
片
山
夏
子
)

学
校
な
ど
の
屋
外
の
敷
地
も

禁
煙
と
し
た
点
で
神
奈
川
県
よ

り
も
厳
し
い
が
、
飲
食
店
を
原

則
禁
煙
と
す
る
東
京
都
の
条
例

や
改
正
健
康
増
進
法
に
比
べ
る

と
甘
い。
そ
れ
で
も
、
条
例
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
研
究
が
発
表
さ
れ
た。

兵
庫
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
師
ら
は
条
例
施
行

前
の
一
二
年
度
か
ら
、
施
行
後

の
一
四
年
度
ま
で
の
三
年
間
、

神
戸
、
尼
崎
、
芦
屋
な
ど
十
市

兵
庫
県
は
二
O
一
三
年
四

月
、
神
奈
川
県
に
次
ぎ
、
全
国

で
二
例
目
と
な
る
受
動
喫
煙
防

止
条
例
を
施
行
し
た。

影
響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も

を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学

校
、
高
校
に
つ
い
て
は
建
物
内

も
屋
外
の
敷
地
も
禁
煙。
官
公

庁
や
病
院
な
ど
は
建
物
内
を
禁

煙
に
し
た。

一
方
、
デ
パ
ー
ト

や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
は
施
行

後
、
当
面
は
分
煙
可
と
し
た
。

内
に
あ
る
循
環
器
系
の
救
急
対

応
が
で
き
る
三
十
三
病
院
を
調

査
。
喫
煙
と
因
果
関
係
が
あ
る

急
性
冠
症
候
群
(
A
C
S
)の

発
生
件
数
を
調
べ
た。

A
C
S
と
は
、
血
管
内
に
脂

質
が
沈
着
す
る
な
ど
し
て
血
管

が
詰
ま
る
た
め
に
起
き
る
急
性

心
筋
梗
塞
、
不
安
定
狭
心
症
な

ど
の
総
称。
発
症
し
た
人
は
、

胸
に
強
い
痛
み
が
出
る
た
め
、

病
院
に
緊
急
搬
送
さ
れ
、
人
数

や
住
所
を
把
握
で
き
る
。

研
究

で
は
、
条
例
施
行
前
後
の
患
者

数
を
比
べ
た。

例
群
移
町

一

条
候
推
同

一
悶

止
症
の
神

一
明

防
冠
数

4
-

煙
性
者

一
一

眼
急
患

一
昨

動
の

一
的

受
後

一
計

県
前

一

華
-
寸

一

兵
衛

一括
一
一E

0

1

0

 

o
u
o
 

n
M七
υ
Q
M

800 

700 
0 予

防
医
療

2年後

結
果
は
、
県
全
体
で
は
変
化

が
見
ら
れ
な
か
っ
た。
だ
が
、

明
ら
か
に
地
域
差
が
あ
り
、
神

戸
市
で
施
行
前
と
施
行
二
年
目

を
比
較
す
る
と
、
患
者
数
が
一

割
以
上
減
っ
て
い
た。

一
方
、

残
り
の
九
市
で
は
、
逆
に
増
加

し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

。

そ
の
理
由
を
解
明
す
る
た

め
、
神
戸
市
と
、
最
も
効
果
が

薄
か
っ
た
尼
崎
市
を
対
象
に
、

両
市
内
の
飲
食
店
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施。

条
例
を
認
識
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
神
戸
市
の
回・
1

%
に
対

し
、
尼
崎
市
は
必・
5
%
に
と

ど
ま
っ
た
。

全
面
禁
煙
を
し
て

い
る
店
も
、
神
戸
市
の
訂・7

%
に
対
し
、
尼
崎
市
は
日・
4

%
。
こ
れ
ら
か
ら
「
神
戸
市
で

A
C
S
が
減
少
し
た
の
は
、
条

例
が
徹
底
さ
れ
た
結
果
と
思
わ

れ
る
」
と
結
論
付
け
た
。

一
連
の
研
究
は
今
年
六
月
、

日
本
循
環
器
学
会
の
学
会
誌
で

発
表
さ
れ
た。
研
究
の
中
心
と

続行 1 年後施行前

徹
底
な
ら
効
果
大
き
く

「制定だけではダメ j裏付け
な
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
藤
原
久

義
名
誉
院
長
は
「
敵
米
で
は
、

飲
食
店
の
室
内
を
全
面
禁
煙
に

し
た
場
合
、
A
C
S

は
減
る

が
、
全
面
禁
煙
に
し
な
い
場
合

は
有
意
差
が
出
な
い
と
い
う
研

究
が
あ
り
、
今
回
の
結
果
は
そ

れ
と
一
致
す
る。
条
例
を
徹
底

す
れ
ば
効
果
が
あ
る
が
、
制
定

し
た
だ
け
で
は
ダ
メ
と
い
う
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
た
」
と
語
る
。

一
方
、
よ
り
厳
し
い
健
康
増

進
法
や
都
条
例
も
、
飲
食
店
で

喫
煙
室
で
の
喫
煙
を
認
め
て
い

る
。

藤
原
氏
は
「
欧
米
か
ら
見

る
と
至
歪
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。

世
界
保
健
機
関(
W

H
O
)
や
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
(
I
O
C
)が
日
本
に

要
望
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま

で
も
例
外
な
き
全
面
禁
煙
だ
」

と
強
調
す
る
。

「
日
本
の
場

合
、
喫
煙
は
マ
ナl
の
問
題
と

と
ら
え
る
人
が
多
い
。

し
か

し
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者

数
は
年
間
一
万
五
千
人
、
能
動

喫
煙
に
よ
る
死
者
は
年
間
十
二

万
1

十
三
万
人
に
上
る
と
い
う

推
計
が
あ
る。
重
大
な
健
康
問

題
と
し
て
考
え
る
べ
き
だ
」
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改
正
健
康
増
進
法
が
成
立
し

た
今
年
、
各
自
治
体
で
競
う
よ

う
に
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定

の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る。

東
京
都
で
は
六
月
、
従
業
員

の
い
る
飲
食
店
を
原
則
禁
煙
と

す
る
条
例
が
成
立。
国
の
法
律

で
は
、
資
本
金
五
千
万
円
以
下

で
客
席
面
積
が
百
平
方M
以
下

の
既
存
店
で
は
喫
煙
可
能
と
し

た
が
、
都
は
喫
煙
専
用
室
は
設

け
ら
れ
る
が
、
客
席
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
原
則
禁
止
と
、
よ
り

厳
し
い。

九
月
に
成
立
し
た
千
葉
市
の

条
例
も
都
と
同
様
、
従
業
員
が

い
る
飲
食
店
は
客
席
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
、
原
則
禁
煙
。

市
町

村
で
は
初
め
て
罰
則
も
設
け

た
。

た
だ
し
、
風
営
法
が
適
用

さ
れ
る
パl
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な

ど
は
「
努
力
義
務
」
と
な
っ

た
。

静
岡
県
が
十
月
に
成
立
さ

せ
た
条
例
は
ほ
ぼ
国
の
法
律
と

同
等
だ
が
、
禁
煙
の
飲
食
店
に

「
禁
煙
」
表
示
を
義
務
付
け

た
。

奈
良
県
生
駒
市
は
、
次
々
と

独
自
の
ル1
ル
を
打
ち
立
て
て

い
る
。

昨
年
十
月
に
、
歩
き
た

ば
こ
を
市
内
全
域
で
禁
じ
る
条

例
を
施
行
。

同
月
「
職
員
は
喫

「
脱
た
ば..--
、e

社
会
」

煙
後
四
十
五
分
間
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
使
用
禁
止
」
と
し
た。

今
年
四
月
、
昼
休
み
以
外
の
勤

務
時
間
内
は
職
員
は
全
面
禁
煙

に
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
の
使
途
に
受
動
喫
煙
防

止
対
策
を
加
え
る
と
発
表
。

六

月
か
ら
は
近
鉄
生
駒
駅
周
辺
で

歩
き
た
ば
こ
を
し
、
勧
告
や
命

令
で
も
改
善
し
な
い
場
合
は
、

過
料
二
万
円
が
科
さ
れ
る
。

大
阪
府
も
二O
二
五
年
国
際

博
覧
会
(
万
博
)
誘
致
を
に
ら

み
、
九
月
か
ら
医
療
専
門
家
や

弁
護
士
、
商
工
会
議
所
な
ど
関

係
者
の
懇
話
会
を
開
き
、
独
自

の
条
例
制
定
の
検
討
を
進
め

る
。

ま
た
東
京
都
や
神
奈
川
県

な
ど
九
都
県
市
は
本
年
度
、
受

動
喫
煙
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

用
の
ロ
ゴ
マl
ク
を
作
成。

ポ

ス
タ
ー
も
新
た
に
作
り
直
し
、

連
携
し
て
啓
発
を
進
め
て
い

る
。

こ
う
し
た
潮
流
の
中
、
兵
庫

県
も
条
例
の
見
直
し
に
着
手
し

条例困より厳しく|千葉市||東京|

て
お
り
、
岡
県
の
有
識
者
会
議

は
、
新
た
に
子
ど
も
が
同
乗
す

る
自
家
用
車
内
で
の
全
面
禁
煙

を
罰
則
付
き
で
義
務
付
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る。

海
外
で

は
、
子
ど
も
が
同
乗
時
の
車
内

で
の
喫
煙
を
罰
則
付
き
で
禁
じ

る
ケ
l

ス
は
既
に
あ
る
が
、
圏

内
で
は
東
京
都
が
今
年
四
月
に

施
行
し
た
「
子
ど
も
を
受
動
喫

煙
か
ら
守
る
条
例
」
で
努
力
義

務
と
し
た
も
の
の
、
罰
則
は
な

い
。

実
現
す
れ
ば
兵
庫
県
が
全

国
初
と
な
る
。

受
動
喫
煙
対
策
強
化
の
機
運

が
盛
り
上
が
る
中
、
先
に
紹
介

し
た
兵
庫
県
の
研
究
は
ど
ん
な

意
味
を
持
つ
の
か。

産
業
医
科
大
の
大
和
浩
教
授

(
禁
煙
対
策
)
は
「
こ
れ
ま
で

条
例
や
法
律
が
で
き
て
、
心
臓

病
な
ど
が
減
っ
た
と
い
う
研
究

論
文
は
海
外
の
も
の
だ
け
だ
っ

た
。

兵
庫
県
の
研
究
で
、
海
外

の
人
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人

で
も
同
様
だ
と
分
か
っ
た
こ
と

|兵庫|子ども乗車時には罰則検討

予
防
医
療

J¥ 

風

は
大
き
い
」
と
語
る。

そ
の
上

で
、
法
律
や
条
例
に
「
例
外
」

が
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る。

大
和
教
授
に
よ
る
と
、
世
界

の
国
や
地
域
三
十
カ
所
以
上
の

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
法
律
や

条
例
施
行
後
の
心
臓
疾
患
な
ど

の
増
減
に
つ
い
て
調
べ
た
四
十

五
件
の
研
究
を
解
析
し
た
結

果
、
禁
煙
範
囲
が
広
い
ほ
ど
心

臓
や
脳
の
疾
患
の
減
少
率
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う。

生
活
に
関
わ
る
公
共
の
場
で
あ

る
職
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
居
酒

屋
・

パ
ー
が
す
べ
て
禁
煙
だ
っ

た
場
合
、
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど

が
日
%
、
そ
の
他
の
心
臓
病
が

お
%
も
減
少
し
た
と
い
う。

大
和
教
授
は
「
日
本
で
は
生

活
習
慣
病
に
よ
る
死
因
の
ト
ッ

プ
が
喫
煙
で
あ
り
、
そ
の
四
分

の
一
を
循
環
器
系
の
疾
患
が
占

め
る
。

兵
庫
県
の
現
在
の
条
例

は
、
必
ず
し
も
公
共
空
間
の
全

面
禁
煙
を
徹
底
し
た
内
容
と
は

言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
もA
C

S

の
減
少
に
大
き
な
効
果
が
み

ら
れ
た
」
と
評
価
す
る。

そ
の

う
え
で
、
「
脱
た
ば
こ
社
会
」

に
向
け
て
訴
え
る。

「
屋
内
の

閉
鎖
空
間
で
の
喫
煙
を
完
全
に

禁
止
す
れ
ば
、
海
外
の
よ
う
に

疾
患
が
四
割
減
に
も
な
る
成
果

が
期
待
で
き
る。
だ
か
ら
、
今

後
は
例
外
や
抜
け
道
の
な
い
全

面
禁
煙
を
実
現
す
る
条
例
や
法

律
が
必
要
だ
」

兵
庫
県
の
研
究
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
喫
煙
は
マ
ナ
ー

の
是
非
で
は
な
く
、
健
康
問

題
だ
。

受
動
喫
煙
が
原
因
で

毎
年
一
万
五
千
人
が
死
亡
し

て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
能
動

喫
煙
に
な
る
と
、
毎
年
の
死

者
は
十
万
人
以
上
に
上
る
と

い
う
。

労
働
人
口
減
少
が
問

題
な
ら
、
外
国
人
労
働
者
を

増
や
す
前
に
、
喫
煙
者
を
減

ら
す
べ
き
で
は。

(
典
)

東

京
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
間
山
日
(
木
)
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医
薬
品

大
分
大
学
医
学
部
発
の
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
第

2

号
と
し
て
「
エ
ポ
メ
ッ
ド
」
(
大
分
市
、

加
納
裕
久
社
長
)
が
発
足
し
、
肱
艇
が
ん
の
治
療
薬
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

が
ん
増
殖
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
す
る
研
究
の
中
で
、
が
ん
細
胞
を
崩
壊
さ
せ
る

ペ
プ
チ
ド
(
タ
ン
パ
ク
質
)

の
働
き
を
動
物
実
験
で
確
認
。

2
0
1
9

年
春
ご
ろ
か
ら
臨
床
試
験
の
準
備
を
始
め
る

。

効
果

を
確
認
で
き
れ
ば
、
大
手
製
薬
会
社
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
提
供
し
、
そ
の
後
の
開
発
が
進
む

。

勝
臓
が
ん
治
療
薬
開
発

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
第1
号
の

大
分
大
学
先
端
医
学
研
究
所

(
岡
市、
同
社
長)
や
個
人
投

資
家
な
ど
が
出
資
し
、
今
年
2

月
に
エ
ポ
メ
ッ
ド
社
を
設
立

し
た
。

創
業
聞
も
な
い
企
業
に

投
資
し
た
個
人
投
資
家
を
優

遇
す
る
エ
ン
ゼ
ル
税
制
の
要
件

を
満
た
す
確
認
書
を、
県
が
県

内
で
初
め
て
同
社
に
交
付
し

た
。

エ
ポ
メ
ッ
ド
の
小
路
弘
付
取

締
役
に
よ
る
と
、
今
回
の
技
術

「
先
用
後
利
」

は
同
社
研
究
員
で
、
元
近
畿
大

医
学
部
教
授
の
安
田
佳
子
氏
の

約
加
年
間
に
わ
た
る
研
究
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

研
究
に
よ
る
と
、
赤
血
球
づ

く
り
を
促
す
因
子
「
エ
リ
ス
ロ

ポ
イ
エ
チ
ン
」
の
受
容
体
は
、

が
ん
細
胞
の
表
面
に
は
通
常

細
胞
に
比
べ
最
大5
0
0

倍
存

在
す
る
。

安
田
氏
は
、
が
ん
細

砲
が
因
子
を
利
用
し
て
酸
素
を

効
率
的
に
使
い
増
殖
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た。
人
の
子

普
及
進
む

富
山
発
祥
の「置
き
薬」
が
ア
フ
リ
カ
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

。

贋
貫
堂
(富
山
市
梅
沢
町)

の
支
援
を
受
げ
る
N
P
O
法
人
が
東
部
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
配
置
薬
事
業
を
展
開

。

農
村
部
で
は
イ
ン

フ
ラ
が
不
十
分
で
病
院
や
薬
局
に
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
置
き
薬
の
利
便
性
が
受
け
入
れ
ら

れ
つ
つ
あ
る。
「
先
用
後
利」
H

図
H

の
精
神
が
海
を
越
え
、
発
展
途
上
国
の
医
療
を
支
え
て
い
る

。

(
経
済
部・
池
亀
慶
輔)

宮
頚
が
ん
細
胞
を
移
植
し
た

マ
ウ
ス
に
、
因
子
の
受
容
を
阻

害
す
る
ペ
プ
チ
ド
を
投
与
す
る

と
が
ん
細
胞
が
崩
壊
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
日
年
に
発
表
し

た
。大

分
大
学
宕
隔
医
学
研
窓
附

の
役
員
を
務
め
る
小
路
氏
と
安

田
氏
が
知
り
合
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
が
ん
治
療
薬
開
発

に
特
化
し
た
エ
ポ
メ
ッ
ド
社
の

設
立
に
つ
な
が
っ
た。
臨
床
試

験
や
薬
と
し
て
使
う
に
は
ペ
プ

も臨床準備来春に「エボ
メッド」

汀
刈
l

」

エ
ポ
メ
ッ
ド
社
に
よ
る

一
γ

一
と
、
騨
臓
が
ん
治
療
薬
の

「

い
し

世
界
の
市
場
規
模
は20

2
5

年
ま
で
に
約5
千
億
円
に
達
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る。

チ
ド
を
低
分
子
化
す
る
な
ど
の

改
良
が
必
要
で
、
同
研
究
所
の

独
自
技
術
も
活
用
し
て
研
究
を

進
め
て
い
る。
治
療
の
難
し
い

豚
臓
が
ん
を
は
じ
め
、
将
来
は

さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
治
療
へ
の
活

用
を
目
指
す。

同
社
は
「
が
ん
の
根
治
治
療

を
目
指
せ
る
可
能
性
を
追
求
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。

県
庁
で
会
社
設
立
の
報
告
を

受
け
た
広
瀬
勝
貞
知
事
は
「
本

当
に
楽
し
み
な
夢
の
あ
る
話
。

応
援
し
た
い
」
と
激
励
し
た。

(
渡
辺
大
祐
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
6

日
(
火
)

緩和

ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(
H
D
)傘
下
の
ク
ラ

シ
エ
製
薬
は
、
加
齢
に
伴
い
運
動
機
能
や
活
力
が
低
下

し
た

「
フ
レ
イ
ル
」
(
虚
弱
)
の
高
齢
者
に
漢
方
薬
を
処

方
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
漢
方
薬
は
筋
力

や
意
欲
の
低
下
を
完
全
に
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、
進
行

を
抑
制
し
た
り
健
康
状
態
に
戻
し
た
り
で
き
る

。

フ
レ

イ
ル
に
有
効
な
西
洋
薬
は
現
段
階
で
存
在
せ
ず
、
医
師

に
漢
方
の
活
用
を
勧
め
、
高
齢
者
に
啓
発
す
る

。
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虞
貫
堂
が
N
P
O

支
援

配
置
薬
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
ア
フ
リ
メ
デ
ィ
コ(東

京
)
。

2
0
1
6

年
5

月
に
農
村

部
で
活
動
を
始
め
た

。

得
意
先
は

今
年2
月
に
1

0
0

世
帯
を
超

え
、
現
在13
0
世
帯
と
増
え
続

け
て
い
る。

2

年
後
を
め
ど
に
3

0
0

世
帯
へ
の
配
置
を
目
指
す

。

活
動
エ
リ
ア
は
道
路
が
未
舗
装

で
電
気
や
上
下
水
道
も
整
備
さ
れ

て
い
な
い。

最
寄
り
の
医
療
機
関

ま
で
徒
歩
で1
時
間
以
上
か
か

る
。

利
用
者
に
は「具
合
が
悪
い

時
に
す
ぐ
に
使
え
て
便
利

」
と
好

評
だ。

農
業
を
営
む
も
の
の
収
入

が
不
安
定
な
住
民
が
多
く
「使
っ

た
分
だ
け
支
払
え
ば
よ
い
の
は
あ

探
l
A

?
⑨

先
用
後
利
消
費
者
の
家
庭
に

薬
を
置
い
て
も
ら
い
、
使
用
し
た

分
だ
け
の
代
金
を
後
に
回
収
す
る

仕
組
み。
「
用
を
先
に
利
を
後
に

し
、
医
療
の
仁
恵
に
浴
び
せ
ざ
る

寒
村
へ
き
地
に
ま
で
、
広
く
救
療

の
志
を
貫
通
せ
よ
」
と
い
う
富
山

藩
2

代
藩
主・
前
田
正
甫
(
ま
さ

と
し
)
の
訓
示
が
出
典
と
さ
れ
る
。

創
業
し
た
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま

で
受
け
継
が
れ
る
越
中
売
薬
の
基

本
理
念
と
な
っ
て
い
る

。

り
が
た
い」
と
経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
評
価
す
る
声
も
あ
る

。

代
表
理
事
で
薬
剤
師
の
町
井
恵

理
さ
ん(却
)
H東
京日
は
組
織
発

足
前
の
臼
年
か
ら
麗
貫
堂
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
。

町
井
さ
ん
ら

メ
ン
バ
ー
が
県
内
を
た
び
た
び
訪

れ
、
得
意
先
開
拓
に
同
行
し
て
顧

客
獲
得
や
事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
で
い
る
。

現
地
で
は
、
解
熱
鎮
痛
薬
や
下

痢
止
め
な
ど
叩
種
類
程
度
の
薬
を

箱
に
入
れ
家
庭
に
置
い
て
も
ら

う
。

各
村
で
看
護
師
資
格
を
持
つ

住
民1
人
が
代
金
を
回
収
し
薬
を

補
充
す
る。

配
置
薬
業
を
現
代
に

マ
ッ
チ
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
訪
問
時
に
薬
箱
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、
画
像
認
識
技

術
で
使
用
量
を
把
揮
し
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
実
験
も
行
う

。

町
井
さ
ん
は
モ
ン
ゴ
ル
や
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
タ
イ
で
の
導
入
事
例
を

挙
げ
「タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も
実
績
を

つ
く
り
、
政
府
に
置
き
薬
の
普
及

を
働
き
掛
け
た
い
」
と
話
し
た。

北
日
本
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
2

日
(
金
)

漢布でyレ」レイ
フ
レ
イ
ル
は
病
名
で
は
な

く
、
要
介
護
に
な
る
手
前
の

「
未
病
」
の
状
態
の
こ
と

。

体
重
の
減
少
や
筋
力
の
低
下

な
ど
身
体
的
な
原
因
、
認
知

症
や
う
つ
な
ど
精
神
的
な
原

因
、
引
き
こ
も
り
な
ど
社
会

的
な
原
因
で
起
こ
る
。

ク
ラ
シ
エ
製
薬
は
疲
労
倦

怠
(
け
ん
た
い
)
や
食
欲
不

振
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
る

「
人
参
養
栄
湯
(
に
ん
じ
ん

よ
う
え
い
と
う
)
」
を
フ
レ

イ
ル
の
治
療
へ
の
使
用
を
目

指
す
。
人
参
聾
栄
湯
は
物
忘

れ
を
改善
す
る
オ
ン
ジ
と
い

う
薬
草
成
分
を
含
む
。

オ
ン
ジ
は
認
知
症
の
治
療

や
予
防
に
医
学
的
な
効
果
は

な
い
が
、
フ
レ
イ
ル
段
階
で

起
こ
る
物
忘
れ
に
有
効
だ
と

い
う
。

認
知
症
な
ど
で
要
介

護
の
状
態
に
陥
る
前
に
、
高

齢
者
を
健
康
状
態
に
戻
し
、

健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
。

体
重
の
減
少
、
疲
労
感
、

運
動
量
の
減
少
、
歩{包
埠
度

の
減
退
、
握
力
の
低
下
の
5

項
目
の
う
ち3
つ
以
上
が
当

ラシエ、医師に活用提案ク

て
は
ま
る
と
、
フ
レ
イ
ル
の

可
能
性
が
あ
る。
正
式
な
診

断
に
は
握
力
の
計
測
な
ど
が

必
要
だ
が
、
歩
く
様
子
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
空
け
ら
れ
る

か
な
ど
を
医
師
が
確
認
し
、

漢
方
の
処
方
を
決
め
る
。

ク
ラ
シ
エ
は
漢
方
の
医
療

用
医
薬
品
の
フ
レ
イ
ル
治
療

へ
の
普
及
を
目
指
す
。
2
0

1
6

年
に
立
ち
上
げ
た
フ
レ

イ
ル
漢
方
薬
理
研
究
会
で
、

漢
方
を
専
門
と
し
な
い
医
師

に
も
活
用
を
勧
め
ら
れ
る
よ

う
研
究
を重
ね
、
成
果
を
広

め
る
。

同
時
に
、
患
者
に
啓

発
す
る
た
め
リ
ー
フ
レット

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
、
高
齢

者
に
フ
レ
イ
ル
の
症
状
に
つ

い
て
の
周
知
を
進
め
る
。

同
社
は
漢
方
の
一
般
用
医

薬
品
(
O
T
C
)で圏
内
の

約
4

割
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
。

将
来
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
l

シ
ョ
ン
(
自
主
服
薬
)
で
の

活
用
も
提
案
し
た
い
考
え
。

フ
「
i認

知
症
や
体
重
減
少
に
よ
る
活
力
低
下

医
薬
品

日
経
流
通
新
聞MJ
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
9

日
(
金
)
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医
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政
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厚賓E

告岨
R艮
ノ、、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
鉱
大
に
向
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
企
業
の
従
業
員
が
加
入
す
る

公
的
医
療
保
険
(
健
康
保
険
)
に
つ
い
て
、
保
険
を
使
え
る
扶
養
家
族
を
日
本
国
内
に
住
む
人

に
限
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。
海
外
に
住
む
家
族
も
保
険
を
使
え
る
今
の
制
度
の
ま
ま
だ

と
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
に
伴
い
国
の
医
療
費
負
担
が
膨
ら
む
と
の
懸
念
に
対
応
す
る
た
め

だ
。

来
年
の
通
常
国
会
へ
の
健
康
保
険
法
改
正
案
の
提
出
を
め
ざ
す

。

厚
労
省
検
討
日
本
居
住
原
則
に

外
国
人
労
働
者
増

企
業
な
ど
に
勤
め
る
人
は
国

籍
に
関
係
な
く
、
健
康
保
険
組

合
や
協
会
け
ん
ぼ
が
運
営
す
る

被
用
者
保
険
に
加
入
し
、
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
を
支
払

う
。

被
保
険
者
の
配
偶
者
、
両

親
や
祖
父
母
、
子
ど
も
、
孫
ら

は
被
保
険
者
の
仕
送
り
で
生
計

を
立
て
て
い
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
せ
ば
、
海
外
在
住
で
別
居

で
も
保
険
が
適
用
さ
れ
る
。

被

保
険
者
が
外
国
人
で
も
日
本
人

で
も
、
海
外
に
住
む
扶
養
家
族

が
来
日
し
て
治
療
を
受
け
た
場

合
の
自
己
負
担
は
原
則3
割
で

済
む。

海
外
で
治
療
を
受
け
た

時
は
、
一
度
全
額
を
自
分
で
支 払

い
、
保
険
適
用
分
に
つ
い
て

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る
「
海

外
療
養
費
制
度
」
が
使
え
る
。

厚
労
省
は
昨
年
度
約
必
兆
円

の
医
療
費
の
う
ち、
外
国
人
の

ヘ
対
策

扶
養
家
族
に
い
く
ら
か
か
っ
た

か
は
把
握
し
て
い
な
い。

だ

が
、
自
民
党
内
な
ど
に
は
以
前

か
ら
制
度
見
直
し
を
求
め
る
声

が
あ
り
、
新
在
留
資
格「特
定

技
能
」
を
来
年4
月
か
ら
導
入

す
る
た
め
の
出
入
国
管
理
法
改

正
案
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に

声
は
強
ま
っ
た。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

同
省
は
保
険
適
用
と
な
る
扶
養

家
族
を
絞
り
込
む
必
要
が
あ
る

と
判
断
。
国
籍
を
問
わ
ず
、

「
日
本
居
住
」
を
要
件
と
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

焦
点
は
、
保
険
適
用
を
認
め

る
「
例
外」
を
ど
う
定
め
る
か

だ
。

子
ど
も
の
海
外
留
学
や
家

族
そ
ろ
っ
て
の
海
外
駐
在
時
は

認
め
る
方
向。

駐
在
後
に
家
族

法務省方針

永
住
要
件
に
算
入
せ
ず

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

拡
大
の
た
め
に
在
留
資
格
が
新

設
予
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
法
務
省
が
永
住
許
可
の
ガ イ

ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
方
針
を

固
め
た
こ
と
が、

関
係
者
の
話

で
分
か
っ
た。
現
在
は
永
住
権

を
取
得
す
る
た
め
に
は
日
本
に 日

年
以
上
暮
ら
し
、
こ
の
う
ち

5

年
以
上
は
「
就
労
資
格」な

ど
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
技
能
実
習
生
や
、
新 だ

け
が
海
外
に
残
っ
た
場
合
に

ど
こ
ま
で
認
め
る
か
な
ど
は
、

今
後
の
議
論
と
な
る。

同
省
は

海
外
事
例
も
参
考
に
、
広
く
加

入
者
が
保
険
料
の
支
払
い
に
納

得
す
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、

詳
細
を
詰
め
る。

た
だ
、
家
族
帯
聞
が
認
め
ら

れ
な
い
技
能
実
習
生
や
特
定
技

能
1

号
の
外
国
人
に
と
っ
て
、

子
ど
も
の
海
外
留
学
な
ど
は
そ

も
そ
も
起
こ
り
得
な
い
ケ
ー

ス
。

同
じ
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
て
も
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
不
公
平
が
生
じ
る。

中
央
大
の
新
田
秀
樹
教
授

(
社
会
保
障
法
)
は
、
「
公
的

医
療
保
険
は
加
入
者
の
国
籍
を

間
わ
ず
、
平
等
で
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。

運
用
上
で
実
質
的
に

日
本
人
と
外
国
人
に
差
が
出
る

の
で
あ
れ
ば
問
題
だ。

不
合
理

な
差
別
に
な
ら
な
い
よ
う
丁
寧

に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

指
摘
す
る。
(

西
村圭
史
)

た
に
創
設
予
定
の
「
特
定
技
能

1

号
」
で
滞
在
し
て
い
る
聞
は

こ
の
5

年
に
含
め
な
い
な
ど
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る

。

よ
り
技
能
が
熟
練
し
た
外
国

人
を
対
象
と
す
る
「
特
定
技
能

2

号
」
は
、
就
労
資
格
と
み
な
す

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

た
だ
、

特
定
技
能
の
在
留
資
格
は
人
手

不
足
が
前
提
で
、
不
足
が
解
消 し

た
場
合
に
は
在
留
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
る。

就
労
資
格
と

認
め
る
揚
合
で
も、
こ
う
し
た

特
性
を
踏
ま
え
る
方
向
だ

。

出
入
国
管
理
法
は
、
永
住
権

を
取
得
す
る
た
め
に①素
行
が

善
良
②
独
立
の
生
計
を
営
む
に

足
り
る
資
産
や
技
能
が
あ
る
③

永
住
が
日
本
の
利
益
に
合
す
る

ー
ー
の
条
件
を
課
し
て
い
る

。

法
務
省
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ
い

て
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る

。

滞
在
期
間
の
規
定
は③
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
決
め

て
い
る
。
(

浦
野
直
樹
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日
(
水)

回目ri副主歪百五回附~
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薬
害
第
三
者
が
監
視

厚
労
省
方
針
設
置
提
言
か
ら
8

年

薬
害
を
防
ぐ
た
め
に
8
年
前

に
設
置
が
提
言
さ
れ
て
い
た
医

薬
品
行
政
の
第
三
者
監
視
組
織

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
8

日
、
省
内
に
審
議
会
と
し
て
新

設
す
る
方
針
を
決
め
た。
医
薬

品
の
担
当
部
署
と
切
り
離
し

て
、
省
全
体
の
行
政
を
総
括
す

る
大
臣
官
房
に
事
務
局
を
設
け

る
。

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出

予
定
の
医
薬
品
医
療
機
器
法
の

改
正
案
に
盛
り
込
む
。

厚
労
省
が
こ
の
日
の
専
門
家

消
費
増
税
に
対
応

初
診
料
引
き
上
げ

厚
生
労
働
省
は
幻
日
、
消
費

税
率
が
来
年
叩
月
に
叩
%
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
初
診
料

の
診
療
報
酬
に
増
税
分
を
上
乗

せ
す
る
方
針
を
中
央
社
会
保
険

会
合
に
提
案
し
、
大
筋
で
了
承

さ
れ
た。

組
織
の
目
的
は
、
医

薬
品
な
ど
の
行
政
の
透
明
性
を

高
め
、
重
い
副
作
用
の
発
生
や

車
砲
を
防
ぐ
こ
と

。

安
全
対
策

の
状
視
を
監
視
、
評
価
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
厚
労
相
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー

は
m
人
程
度
で
、
薬
害
被
害
者

や
医
師
、
薬
学
の
専
門
家
ら
が

想
定
さ
れ
て
い
る。

第
三
者
組
織
を
め
ぐ
っ
て

医
療
協
議
会
(
厚
労
相
の
諮
問

機
関
)
の
分
科
会
に
示
し
、
大

筋
で
了
承
さ
れ
た
。
再
診
料
や

入
院
基
本
料
な
ど
の
診
療
報
酬

も
増
額
す
る
。
具
体
的
な
内
容

は
今
後
、
調
整
す
る。

保
険
医
療
機
関
の
医
療
費
は

非
課
税
で
、
医
療
機
関
が
機
器 は

、
薬
害
肝
炎
事
件
の
検
証
と

再
発
防
止
を
検
討
す
る
委
員
会

が
2
0
1
0
年
に
設
置
を
提

一
言
。

圏
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
も

サ
リ
ド
マ
イ
ド
や
ス
モ
ン
、
薬

害
エ
イ
ズ
な
ど
の
事
件
が
起
き

て
お
り
、
薬
害
の
発
生
や
拡
大

を
未
然
に
防
ぐ
新
た
な
組
織
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た

。

民
主
党
政
権
だ
っ
た
凶
年
、

当
時
の
長
妻
昭
厚
労
相
が
新
設

を
約
束
し
た
が
、
頓
挫。

そ
の

後
も
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

国
側
と
薬
害
肝
炎
全
国
原
告
団

と
の
間
で
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
協
議
が
続
い
て
い
た。

今

回
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

組
織
の
運
営
方
法
や
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
原
告

な
ど
を
仕
入
れ
る
際
に
負
担
す

る
消
費
税
を
医
療
費
に
転
嫁
で

き
な
い
た
め
、

診
療
報
酬
を
増

額
し
て
補
充
す
る
。

初
診
料
の
診
療
報
酬
は
現
在

の
2
8
2
0
円
か
ら
数
十
円
程

度
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し。

患
者
は
こ
の
う
ち
、
1
1
3
割

団
と
詰
め
る
方
針
と
い
う
。

厚
労
省
専
門
家
会
合
の
メ
ン

バ
ー
で
、
全
国
薬
害
被
摺
靖
国

体
連
絡
協
議
会
の
花
井
十
伍
代

表
世
話
人
は
「
厚
労
省
内
の
部

局
の
枠
を
超
え
て
、
薬
害
問
題

に
対
応
で
き
る
組
織
に
で
き
る

か
が
肝
心
だ
」
と
話
す
。

会
合

で
は
別
の
委
員
か
ら
も
「
形
だ

け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
実
効
性
を

求
め
る
意
見
が
出
た

。

(姫
野
直
行
、
阿
部
彰
芳)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
9

日
(
金
)

を
負
担
し
て
い
る。
2
0
1
4

年
に
消
費
税
率
が
8
%
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
際
も
、
初
診
料
は

1
2
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
た。

号士

ii7i! 

古
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
泣
日
(
木
)

医
療
行
政

妊
婦
加
算
対
象
明
確
化
ヘ

厚
労
省
、
「
妊
婦
税
」
批
判
受
け

厚
生
労
働
省
は
、
妊
婦
が
医
3
0
円
、
再
診
で
約
1
1
0
円

療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
負
担
の
負
担
が
増
え
た
。
コ
ン
タ
ク

す
る
「
妊
婦
加
算
」
に
つ
い
て
、
ト
レ
ン
ズ
を
作
る
た
め
に
眼
科

加
算
対
象
の
ルl
ル
を
明
確
化
を
受
診
し
た
場
合
や
、
診
察
後

す
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。
に
妊
婦
と
知
っ
て
加
算
さ
れ

現
在
は
全
て
の
診
療
科
で
加
算
る
事
例
も
あ
る
と
さ
れ
、
ィ

が
可
能
で
、
妊
娠
中
の
女
性
な
ン
タ
i

ネ
ッ
ト
上
で
は
「
妊

ど
か
ら
不
満
の
声
が
出
て
い
婦
税
だ
」
な
ど
の
指
摘
が
出

た
。
年
内
に
具
体
策
を
ま
と
め
、
て
い
た
。

医
療
機
関
に
周
知
す
る
方
針
厚
労
省
は
不
適
切
な
算
定

だ
。
が
さ
れ
な
い
よ
う
、
中
央
社

妊
婦
加
算
は
2
0
1
8
年
度
会
保
険
医
療
協
議
会
(
厚
労
相

の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
の
諮
問
機
関
)
で
の
議
論
を
経

た
。
胎
児
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
加
算
対
象
を
明
確
に
す
る
考

た
検
査
方
法
や
薬
の
処
方
を
慎
え
だ
。

重
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
丁
寧

な
診
療
を
促
す
の
が
目
的
だ
。

一
方
で
、
妊
婦
は
自
己
負
担

が
3
割
の
場
合
、
初
診
で
約
2

吾士

ii7i! 

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
四
日
(
木
)
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「
夜
寒
も
一
人
眠
れ
ぬ

と
き
は
眠
ら
ず
に」(
石
田

波
郷
)。
小
学
校
2

年
の

頃
、
盲
腸
(
虫
垂
炎
)
に
な

っ
た。
尿
意
が
止
ま
ら
ず
、

お
腹
が
猛
烈
に
痛
く
な
っ

て
、
気
づ
い
た
ら
盲
腸
が

破
裂
し
て
腹
膜
炎
に
な
っ

て
い
た。
緊
急
手
術
と
な

っ
た
が
、
盲
腸
が
い
っ
た

い
何
な
の
か
理
解
で
き
ず
、

豆豆 ‘ 
日一一谷口

こ
の
学
問
の
流
れ
の
ひ

と
つ
が
医
療
人
類
学
で
あ

る
。

病
気
を
「
疾
患
」
で

な
く
「
病
い
」
と
み
る
と
、

世
界
に
は
摩
詞
不
思
議
な

「病
い
」
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
わ
か
る。
文
化

人
類
学
で
は
、
自
分
た
ち

の
社
会
特
性
を
他
と
比
較

す
る
こ
と
で
朗
ら
か
に
し

て
い
く。
現
代
と
ち
が
う

医
療
人
類
学
と
地
域
医
療

て
頻
尿
は
珍
し
く
、
診
断

が
遅
れ
腹
膜
炎
に
な
っ
た

一
例。
術
後
に
腹
膜
炎
の

感
染
が
長
引
い
た
か
」
と

い
う
記
載
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
。こ

の
違
い
は
い
っ
た
い

何
だ
ろ
う
か。
医
学
の
回

線
は
、
ど
の
臓
器
に
ど
ん

な
原
因
で
障
害
が
お
こ
っ

た
の
か
、
人
間
の
身
体
を

透
視
す
る
よ
う
な
視
点
で

と
に
か
く
不
安
だ
っ
た
。

当
時
の
記
憶
は
、
病
室

の
窓
か
ら
見
え
る
冬
曇
り

の
空
と
、
霞
が
バ
ラ
バ

ラ
と
瓦
屋
根
を
た
た
く

音
、
心
配
そ
う
な
母
の
顔
、

一
人
の
夜
の
寂
し
さ
な
ど

だ
。

退
院
し
た
と
き
は
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

こ
れ
を
医
師
目
線
で
と
ら

え
る
と
、
「
虫
垂
炎
と
し

鳥取大学医学部地域医療学講座教授

「で
は
、
服
を
め
く
っ
て
腰
を
出

し
て
く
だ
さ
い
」
。
薬
局
の
若
い
男

性
薬
剤
師
は
別
室
に
案
内
し
て
そ
う

言
う
と
、
封
を
切
っ
た
ば
か
り
の
真

新
し
い
注
射
針
を
私
の
右
腰
に
刺
し

た
。

一
体
ど
う
な
る
の
か
と
不
安
が

よ
ぎ
っ
た
が
、
最
初
に
ぴ
り
っ
と
感

じ
た
痛
み
は
す
ぐ
に
消
え
、
「う
ま

分
析
す
る。
病
気
は
「疾

患
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
に

抽
象
化
さ
れ
る
。

し
か
し
、

病
気
に
か
か
っ
た
個
人
に

と
っ
て
、
そ
の
病
気
は
「疾

患
」
以
上
の
も
の
、
つ
ま

り

「病
い
と
い
う
経
験」

で
も
あ
る。

こ
の
よ
う
に
、
病
気
を

医
学
的
視
点
だ
け
で
な
く

「
経
験
・
意
味
」
か
ら
も

と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
が

医
療
人
類
学
で
あ
る
。

人

類
学
は
も
と
も
と
人
間
の

起
源
を
探
る
学
問
だ
が
、

レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
ら

の
文
化
人
類
学
が
注
目
を

集
め
た。
原
始
社
会
は
未

熟
な
文
化
し
か
持
た
ぬ
と

い
う
先
入
観
を
く
つ
が
え

し
、
独
自
の
構
造
と
世
界

観
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た。

が
よ
く
訪
れ
る
と
い
う
病
院
に
行
っ

た
。

冒
頭
の
注
射
は
、
医
師
が
出
し

て
く
れ
た
処
方
筆
を
持
っ
て
訪
れ
た

薬
局
で
の
一
幕

だ
。

面
白
か
っ
た

の
は
周
囲
の
人

た
ち
の
H

診
断
H

受けた注射

菜
、
仏

」
義州

‘
ぷ注
血叶が
肋此

意
見
・
社
説

文
化
圏
、
た
と
え
ば
、
過

去
の
時
代
と
の
比
較
も
利

用
す
る。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
モl
ス

は
明
治
初
期
に
大
森
貝
塚

を
発
見
し
た
人
だ
が
、
「日

本
そ
の
日
そ
の
日」
に
当

時
の
日
本
人
の
姿
を
活
写

し
て
い
る。
「
日
本
人
は

何
と
礼
儀
正
し
く
、
清
潔

で
、
つ
つ
ま
し
い
人
た
ち

で
あ
ろ
う
か。
米
国
の
ス

ラ
ム
と
墓
尽
の
貧
し
い
区

域
を
比
べ
て
み
た
ま
え
、

そ
の
違
い
に
驚
樽
す
る」

と
書
い
て
い
る
。

彼
が
も
し
現
代
の
日
本

人
を
見
た
ら
何
と
い
う
だ

ろ
う
か。
わ
ず
か1
5
0

年
間
で
日
本
の
文
化
は
大

き
く
変
化
し
た
の
だ
。

病

気
も
同
様
で
あ
る
。

結
核
、

ハ
ン
セ
ン
病
、
癌
な
ど
、

病
気
の
推
移
と
と
も
に
病

い
の
体
験
も
変
化
し
て
い

る
。

私
が
体
験
し
た「虫

垂
炎
(盲
腸
)」
は
、
何

と
も
い
え
な
い
哀
切
で
寂

し
い
不
安
な
時
間
と
し
て

記
憶
の
中
に
あ
る
。

そ
れ

は
「虫
垂
炎
に
伴
う
腹
膜

炎
」
と
い
う
一
言
で
は
す

ま
せ
ら
れ
な
い
リ
ア
ル
で

具
体
的
な
経
験
で
あ
る
。

「病
い
の
経
験」
を
理
解

で
食
べ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る

上
、
飼
育
の
環
境
に
問
題
が
あ
る
と

い
う
の
だ
。

エ
ジ
プ
ト
の
お
札
は
手

あ
か
な
ど
で
汚
れ
た
も
の
が
多
い
た

め
、
あ
る
邦
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら

は

「お
札
を
数
え
た
後
は
手
を
洗
っ

た
ほ
う
が
い
い」
と
助
言
さ
れ
た
。

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
患
部
に
薬

師
の
見
立
て
と
い
い
、
薬
剤
師
の
手

慣
れ
た
注
射
と
い
い
、
エ
ジ
プ
ト
の

医
療
を
ち
ょ
っ
と
見
直
し
た
。

も
っ

と
早
く
病
院
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と

思
う
。

(佐
藤
貫
生
)

す
る
こ
と
な
し
に
、
患
者

に
と
っ
て
の
病
気
の
真
の

意
味
は
理
解
で
き
な
い
だ

ろ
う。医

療
人
類
学
は
こ
の

「病
い
と
い
う
経
験
の
意

味
」
を
知
る
手
が
か
り
に

な
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

最
近
の
医
学
教
育
指
導
要

綱
で
、
医
療
人
類
学
は
教

え
る
べ
き
分
野
の
一
つ
と

な
っ
た。
鳥
大
医
学
部
で

も
、
地
域
医
療
体
験
実
習

の
中
で
医
療
人
類
学
の
視

点
を
学
べ
る
よ
う
に
、
試

み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る。

こ
れ
か
ら
の
医
学

生
は
、
病
気
を
多
面
的
に

と
ら
え
る
姿
勢
を
学
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

(
米
子
市
)
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い
も
ん
だ
」
と
思
わ
ず
感
心
し
た。

左
手
に
で
き
た
炎
症
が
右
手
に
も

広
が
っ
て
治
ら
な
い
の
で
、
9

月
に

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
の
外
国
人

擦と安全管理総集版 2019 年 2号

最
近
、
製
薬
会
社
か
ら
研

究
者
の
見
学
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す。
自
分
た
ち
が
開
発

に
携
わ
っ
た
薬
を
実
際
に
利

用
す
る
が
ん
の
患
者
さ
ん
の

様
子
を
知
り
、
今
後
の
開
発

に
い
か
す
た
め
だ
そ
う
で

す
。そ

の
際
、
私
か
ら
「
手
足
の

し
び
れ
や
む
く
み
、
脱
毛
な

ど
の
副
作
用
は
、
『
家
事
や
仕

事
に
強
く
影響
す
る
の
に
、

周
囲
に
つ
ら
さ
を
理
解
し
て

も
ら
い
に
く
く
て
困
っ
て
い

る
』と
、
よ
く
相
談
を
受
け
ま

す
」
と
話
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の

研
究
者
が
「
し
び
れ
な
ど
は

『
軽
微
な
副
作
用
』
と
理
解

し
て
い
て
、
強
く
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
」
と驚き
、
「
も

っ
と
工
夫
で
き
な
い
か
根
気

強
く
研
究
し
ま
す
」
と
言
っ

て
帰
っ
て
行
か
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た

調
査
(
2
0
1
3年
静
岡
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
)
で
、
約

半
数
の
患
者
さ
ん
が
治
療
に

薬局で

だ
。

支
局
の
ス

タ
ッ
フ
は
、

「豚
肉
を
食
べ
て
い
る

の
が
原
因
で
は
な
い
か」と
い
っ
た
。

豚
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
コl
ラ
ン

生
き
づ
ら
さ

と つなぐ)区~m
坂本はと恵
国立がん研究センター東病院 がん相談統括専門職

を
塗
り
、
し
ば
し
ば
通
院
し
て
経
過

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、炎

症
の
広
が
り
は
収
ま
っ
た
気
が
す

る
。

疾
病
の
名
前
は
伏
せ
る
が
、
医

皆
で
解
決

関
連
し
た
副
作
用
や
後
遺
症

に
悩
ん
だ
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

中
で
も
、
む
く
み
や
し

び
れ
と
い
っ
た
抗
が
ん
剤
の

副
作
用
が
悩
み
の
上
位
に
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す。

確
か
に
、
し
び
れ
や
む
く

み
は
医
学
的
に
は
軽
微
な
副

作
用
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

治療に関連する悩み(上位10項目)
による副作用 (むくみ ・ 痛み

ん
。

し
か
し
、
仕
事
の
作
業

効
率
の
低
下
な
ど
に
直
結

し
、
そ
の
こ
と
を
契
機
に
自

信
の
翌
失
な
ど
精
神
的
な
つ

ら
さ
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
も

少
な
く
な
く
、
「
社
会
で
生

き
る
」
と
い
う
意
味
で
は
見

過
ご
せ
な
い
副
作
用
と
い
え

ま
す
。

現
在
、
看護
師
な
ど
に
よ

※静岡県立がんセンター(がん体験者の悩みや
負但に臆する実態調資/ 2013)

意
見

・

社
説

る
爪
や
肌
の
ケ
ア
方
法
の
助

言
や
、
脱
毛
時
の
眉
毛
の
描

き
方
な
ど
の
助
言
を
行
う
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
が

徐
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。ま

た
、
秋
田
や
山
形
、
神

奈
川
な
ど
の
一
部
の
自
治
体

が
、
が
ん
患
者
さ
ん
を
対
象

と
し
た
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ

(か
っ
ち
)
や
、
胸
部
補
整

異
の
購
入
費
助
成
制
度
を
始

め
る
な
ど
、
外
見
ケ
ア
に
関

し
て
は
体
制
整
備
が
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨

年
m
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「第
3

期
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
」
で
は
、
「
が
ん
患

者
を
含
め
た
国
民
が
、
が
ん

を
知
り
、
が
ん
の
克
服
を
目

指
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
が
ん
患
者
へ
の
偏

見
、
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
へ
の
対
応
を
、
患
者
団
体

や
関
連
学
会
な
ど
が
協
力
・

産
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日
(
火
)

連
携
し
な
が
ち
支
援
す
る
体

制
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

「
治
療
を
契
機
に
生
じ
た

社
会
で
の
生
き
づ
ら
さ
は
、

社
会
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て

解
決
す
る
」。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
、
が
ん
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
が
何

を
体
験
す
る
の
か
、
誰
も
が

我
が
事
と
し
て
捉
え
、
理
解

を
深
め
る
乙
と
、
領
域
や
立

場
を
越
え
て
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
知
恵
を
絞
る
こ
と

が
第

一歩
で
す|
|
。

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
そ

ん
な
風
土
が
実
現
す
る
日
が

や
っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す。

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
8

年
間
月
3

日
(
水
)



る
。H

P

は
日
本
語
と
英
語

で
表
記。
4

月
の
国
際
シ

ン
ポ
の
抄
録
や
動
画
も
掲

載
す
る。
事
務
局
長
に
就

団
体
に
は
、
同
病
院
がモい
た

同
病
院
の
蓮
田
健
副

デ
ル
に
す
る
ド
イ
ツ
の
団
院
長
は
「
各
国
の
預
け
ら

体
を
は
じ
め
、
南
ア
フ
リ
れ
た
子
ど
も
や
親
の
実
情

カ
や
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
を
知
っ
て
も
ら
い
、
取
り

な
ど
凶
カ
国
の
設
置
者
組
み
の
必
要
性
を
理
解
し

ら
が
参
加。
事
務
局
は
同
て
ほ
し
い」
と
話
し
て
い

病
院
に
置
く。
当
面
は
情
る
。
(

林
田
賢
一
郎)

報
発
信
や
交
流
を
続
け
、

将
来
的
に
は
相
互
訪
問
や

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
を
見
据
え
て
い

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
国
際
団
体

医療と安全管理総集版 2019

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
引
日
(
水)

ゆ
り
か
ご
日
年
の
記
録
本
に

慈
恵
病
院
(
熊
本
市
西
区
)

の
蓮
田
太
二
理
事
長
(
位
)

が
、
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子

ど
も
を
匿
名
で
も
預
か
る

「こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご

(
赤ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト)
」
を

設
置
す
る
ま
で
の
経
緯
や
、

日
年
間
の
対
応
実
例
な
ど
を

記
録
し
た
著
曹「ゆ
り
か
ご

に
そ
っ
と」
を
出
版
し
た
。

同
病
院
は2
0
0
7

年
5

月
、
敷地
内
に
「ゆ
り
か
ご
」

を
設
置
。
圏
内
唯
一
の
施
設

で
、
四
年3
月
ま
で
に1
3

7

人
の
子
ど
も
が
預
げ
ら
れ

ら
れ
た。
蓮
田
理
事
長
は「預

け
ら
れ
る
一
番
の
理
由
は
貧

困
。

お
金
が
な
く
て
熊
本
に

慈恵病院の蓮田太ニ・理事長

「預けられる理由考えて」
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
妊
婦

も
い
る
。

各
県
に1
カ
所
は

必
要
で
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
考
え
て
ほ
し
い」と
話
す。

本
著
で
は
「ゆ
り
か
ご
」

に
預
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
実
態
か
ら
、
電
話
相
談
か

ら
特
別
養
子
縁
組
に
至
っ
た

例
ま
で
、
同
病
院
が
か
か
わ

っ
た
ロ
ケl
ス
を
紹
介。
い

っ
た
ん
「ゆ
り
か
ご
」
を
訪

れ
た
後
、
育
て
る
覚
悟
を
し

た
家
族
ら
の
心
の
変他
な

ど
、
本
人
が
特
定
さ
れ
な
い

範
囲
で
記
述
し
た。

今
年
4

月
に
熊
本
市
で
開

い
た
、
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
に

関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
記
述。
相
談
機
関
に
は
実

名
を
明
か
し
、
医
療
機
関
で

は
匿
名
で
出
産
す
る
内
密
出

産
制
度
と
併
せ
た
海
外
の
仕

組
み
も
紹
介
し
、
圏
内
へ
の

導
入
を
提
言
し
て
い
る
。

内
密
出
産
は
同
病
院
が
検

討
を
進
め
て
お
り
、蓮
田
理

事
長
は

「
一
人
一
人
が幸
せ

に
な
る
社
会
に
す
る
た
め
、

問
題
提
起
し
た
い
」と
話
し

て
い
る。

方
丈
社
、1
5
1

2

円
。
(
林
田
賢
一
郎
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
自
(
金)

医
療
ニ
ュ
ー
ス乳

児
虐
待
の
逮
捕

法
医
学
決
め
手
に

ズヨーフ

約
四
年
前
に
乳
児
に
暴
行
を
加
え

て
死
亡
さ
せ
た
疑
い
で
、
当
時
義
理

の
父
親
だ
っ
た
男
(
位
)
が
警
視
庁

に
逮
捕
さ
れ
た。
男
は
事
故だ
っ
た

と
主
張
し
て
見
極
め
は
難
航
し
た

が
、
虐
待
へ
の
対
応
を
重
ね
る
こ
と

で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
法
医
学
の
知
見

が
逮
捕
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

生
後
日
カ
月
だ
っ
た
女
児
は20

0

6

年
四
月
初
日
に
意
識
不
明
で
病

院
に
搬
送
さ
れ
約
2

カ
月
後
に
硬
膜

下
血
腫
に
基
づ
く
気
管
支
肺
炎
で
死

亡
し
た
。
母
親
は
外
出
中
で
当
時
同

居
し
て
い
た
男
が1
1
9

番
し
た。

司
法
解
剖
で
頭
蓋
骨
の
骨
折
な
ど

が
判
明
し
た
が
、
男
は
警
視
庁
に

「
(
女
児
は
)
コ
タ
ツ
か
ら
落
ち
た
」

と
説
明。
ロ
年
に事
情
を
聴
い
た
際

も
同
じ
主
張
を
繰
り
返
し、
同
庁
は

事
件
性
を
判
断
で
き
な
い
ま
ま
で
い

叩
力
国
参
加
慈
恵
病
院
呼
び
掛
け

親
が
育
て
ら
れ
な
い
赤
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(H

ち
ゃ
ん
を
預
か
る「赤
ち
p
)
を
聞
く
。

ゃ
ん
ポ
ス
ト」
の
設
置
者
同
病
院
は
今
年
4

月
、

や
研
究
者
ら
が
国
境
を
超
日
カ
国
の
設
置
者
ら
が
参

え
て
情
報
交
換
や
交
流
を
加
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

図
る
国
際
団
体
が
発
足
し
ム
を
岡
市
で
開
催
。

情
報

た
。

圏
内
で
唯
一
の
ポ
ス
交
換
を
続
け
、
浮
か
ん
だ

ト

「こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
各
国
共
通
の
課
題
解
決
に

か
ご
」
を
運
営
す
る
慈
恵
つ
な
げ
よ
う
と
、
団
体設

病
院
(
熊
本
市
西
区
)
が
立
を
発
案
し
た
。

呼
び
掛
け
たo
m
日
に
は

1

日
に
発
足
し
た
国
際

虐待などによるストレスで
絢腺は縮む

12年前に発生義父の主張覆す
た
。同

年3
月
、
未
解
決
事
件
(
コ
ー

ル
ド
ケl
ス
)
を
扱
う
捜
査1
課
の

「
特
命
捜
査
対
策
室
」
が

3

度
目
の

捜
査
に
着
手
。
複
数
の
法
医
学
者
か

ら
、
女
児
の
頭
部
の
外
傷
は
「
コ
タ

ツ
か
ら
落
ち
る
よ
り
も
強
い
衝
撃
が

な
け
れ
ば
起
き
な
い
」
と
の
見
解
を

得
た
。

さ
ら
に
女
児
の
解
剖
資
料
に
は

「
胸
腺
」
が
萎
縮
し
て
い
た

と
曹
か

れ
て
い
た
。
胸
腺
は
免
疫
機
能
に
関

わ
る
臓
器
で
、
栄
養
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
受
け
る
と
萎
縮
す
る
。

虐
待
死
し
た
子
供
の
半
数
近
く
で

胸
腺
が
萎
縮
し
て
い
た
と
い
う
の

は
、
法
医
学
で
最
近
分
か
っ
て
き
た

知
貝
だ
。
同
年3月
に
両
親
か
ら
虐

待
を
受
け
て
死
亡
し
た
東
京
都
目
黒

区
の
女
児
(
当
時5
)
も
、
胸
腺
が

同
年
代
の
平
均
の5
分
の
ー
ほ
ど
に

縮
ん
で
い
た。

児
童
虐
待
に
詳
し
い
杏
林
大
の
佐

藤
喜
宣
名
沓
教
授
(
法
医
学
)
は

、

虐
待
事
件
が
増え
る
な
か
で
解
剖
デ

ー
タ
の
蓄
積
が
進
み
、
外
傷
や
臓
器

の
異
変
に
つ
い
て
「
日
常
生
活
で
起

こ
り
え
る
も
の
と
、
虐
待
が
考
え
ら

れ
る
も
の
を
見
分
け
る
ボ
ー
ダ

ー

ラ

イ
ン
が
で
き
つ
つ
あ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
刊
は
日
(
月
)
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次世代影響尽きぬ不安

の
成
長)
と
の
「差
異
」
が

あ
る
か
を
統
計
的
に
探
る
。

手
帳
の
デl
タ
収
集
は
、
子

世
代
、
孫
世
代
そ
れ
ぞ
れ
各

師
(犯
)
。4
年
前
に
五
島
中
1
0
0

人
分
を
目
標
と
し
て

央
病
院
で
被
害
者
の
声
を
聞
い
る

。

い
た
の
が
き
っ
か
け
だった
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
血
中

ダ
イ
オ
キシ
ン
類
は
、
母
濃
度
が
高
い
母
親
か
ら
生
ま

体
から
胎
盤
や
母
乳
を
通
じ
れ
た
子
は
低
体
重
の
傾
向
と

子
に
移
行
す
る
と
の
研
究
報
の
報
告
も
あ
り
「
研
究
で
(
一

告
が
あ
る
が
、診
断
基
準設
般
的
な
人
と
の)
差
が
あ
る

定
を
担
う
全
国
油
症
治
療
研
と
分
か
れ
ば
若
い
世
代
へ
の

究
班
は
「
次
世
代
被
害
は
医
予
防
的
検
査
や
治
療
に
つ
な

学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
な
げ
ら
れ
る。
差
が
な
い
なら

い
」
と
の
立
場
。

こ
の
た
め
不
安
や
偏
見
を
取
り
除
け

次
世
代
の大
半
は
未
認
定。

る
」

と
意
義
を
語
る。

親
と
同
様
の
症
状
で
も
補
償
母
子
手
帳
が
捨
てられ
て

や
医
療
費
支
給
を
受
け
ら
れ
し
ま
え
ば
貴
重
な
デ
ー
タ
は

な
い
。
失

わ
れ
る。

「
研
究
記
録
を

小
屋
松
医
師
は
、
幻
年
3

残
し
、

次
の
世
代
の
医
療
者

月
末
ま
で
に
県
内
の
認
定
患
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

」
。

者
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
小
屋
松
医
師
は
そ
う
話
す

。

世
代
、
孫
世
代
の
母
子
手
帳

(
三代
直
矢)

か
ら
、
出
生
時
や1
カ
月
1

3

歳
の
定
期
健
診
時
の
体

重
、
身
長
、
心
理
検
査
結
果

な
ど
の
デ
l

タ
を
集
め
、

一

般
的
な
発
達
発
育(心
や
体

長
大
医
師
母
子
手
帳
で
実
態
把
握

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
が19
6
8

年
叩
月

に
発
覚
し
て
印
年
。

被
害
者
が
多
い
五
島

市
で
は
げ
目
、
犠
牲
者
を
追
悼
し
教
訓
を

考
え
る
記
念
行
事「
油
症
の
経
験
を
未
来

に
つ
なぐ
集
い
」

を
開
く
。

被
害
者
が
現

在
望
ん
で
い
る
の
は
子
や
孫
ら
次
世
代
の

救
済
制
度
な
ど
だ
が
、
国
や
原
因
企
業
の

動
き
は
依
然
鈍
い
。
集
い
で
は
こ
れ
ら
の

問
題
も
議
論
さ
れ
る。一方
、
母
子
手
帳

の
記
録
か
ら
次
世
代
の
健
康
実
態
を
探
る

長
崎
大
の
研
究
者
ら
の
調
査
が
新
た
に
始

ま
っ
て
い
る。

子
や
孫
に
影
響
が
あ
る
の
症
状
が
あ
っ
た

。

2
0
1
0

で
はl

。

被
害
者
は
、
原
因
年
に
や
っ
と
油
症
認
定
さ
れ

物
質
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
た
岩
村
さ
ん
は
、
わ
が
子

2

る
健
康
被
害
の
世
代
を
超
え
人
に
自
ら
の
症
状
や次
世
代

た
連
鎖
に
不
安
を
抱
え
て
い
被
害
の
可
能
性
を
明
か
し

る
。

五
島
市
奈
留
町
の
認
定
た

。

次
男
は
昨
年
初
め
て
油

患
者
、
岩
村
定
子
さ
ん(印
)
症
検
診
を
受
け
た
が
未
認

も
そ
の

一人
。

印
歳
の
こ
ろ
、
定。

子
ど
も
が
い
る
長
女
は

奈
留
島
で
汚
染
油
を
摂
取
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
。
「
ダ

4

年
後
に
結
婚
し
、M
歳
で
イ
オ
キ
シ
ン
が
体
に
残
る
私

授
か
っ
た
長
男
は
唇
が
裂
から
生
ま
れ
た
子
や
孫
に
何

け
、
虹
門
は
閉
じ
、
心
臓
に
の
影
響
も
な
い
と
は
思
え
な

も
重
い
障
害
が
あ
り
、
生
後
い」。
岩
村
さ
ん
は
不
安
を

4

カ
月
で
亡く
な
っ
た。

そ
募
ら
せ
る。

の
後
、
次
男
と
長
女
が
誕
生

。

こ
う
し
た
被
害
者
の
思
い

「
五
体
満
足
で
生
ま
れ
て
く

に
接
し
、7
月
か
ら
新
た
な

れ
て
、
ほ
っ
と
し
た
」
調
査
を
始
め
た
の
が
、
長
崎

た
だ
次
男
と
長
女
は
幼
い
大
大
学
院
地
域
医
療
学
分
野

頃
、
歯
茎
の
色
素
沈
着
や
疲
客
員
研
究
員
で
、
県
上
五
島

れ
や
す
さ
な
ど
油
症
を
疑
う
病
院
小
児
科
の
小
屋
松
淳
医

教
訓
継
承
き
ょ
う
五
島
で
記
念
行
事

医
療
ニ
ュ
ー
ス

J¥ 

長

崎

新
聞
・
朝
刊

2

0
1

8

年
刊
月
げ
日

(
土
)
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神
戸
大
過
疎
地
出
身
を
優
遇

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
金
)

医
療
ニ
ュ
ー
ス

過疎出身優遇

「
若
手
、
来
て
く
れ
な
い
」
地
域
病
院

「
制
度
の
趣
旨
、
説
明
を
」
専
門
家
ら

過
疎
地
を
抱
え
る
地
域
の
出

…
身
者
に
有
利
な
配
点
を
す
る
な

…
ど
、
推
薦
入
試
の
地
域
特
別
枠

一
で
不
適
切
な
配
点
が
明
ら
か
に

一
な
っ
た
神
戸
大
医
学
部
。

受
験

一
生
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
こ

…
と
に
批
判
が
集
ま
る
一
方
、
過

…
疎
地
で
の
医
師
不
足
が
深
刻
化

…
す
る
中
、
国
や
自
衿
旦
役
貼
奨
学

一
金
と
合
わ
せ
た
「
地
域
枠
入
管

日
自
体
は
推
進
し
て
い
る
。

専
門

…
家
は
「
尾
原
の
経
緯
を
明
ら
か

…
に
し
た
上
で
、
募
集
要
項
に
記

…
載
す
る
な
ど
入
試
の
方
向
性
を

一
一
示
す
べ
き
だ
」
と
す
る

。

多
可
赤
十
字
病
院
(
兵
庫
県

…
多
可
町
)
の
松
浦
尊
麿
名
誉
院

…
長
は
「m
i
初
代
の
常
勤
医
は

…
ゼ
ロ
。

医
師
の
平
均
年
齢
は
回

日
歳
を
優
に
超
え
る
」
と
明
か
し
、

「
指
導
体
制
や
設
備
は
都
市
部 の

病
院
が
圧
倒
的
に
整
っ
て
いP
O
法
人
医
療
ガ
パ
ナ
ン
ス
研

る
。

若
手
は
な
か
な
か
来
て
く
究
所
の
上
昌
広
理
事
長
も
「
お

れ
な
い
」
と
訴
え
る。

点
の
加
点
は
非
常
に
大
き
な
差

県
内
の
叩
万
人
当
た
り
医
師
だ
」
と
批
判
す
る

。

数
は
、
神
戸
地
域
の30
4

人
地
域
枠
入
試
を
議
論
し
た
厚

に
対
し
、
西
播
磨
は15
9

・
生
労
働
省
の
検
討
会
委
員
で
、

3

人
。

阪
神
北
や
丹
波
、
東
播
全
日
本
病
院
協
会
の
神
野
正
博

磨
も
2
0
0

人
を
切
る。
県
は
、
副
会
長
は
「
地
域
ご
と
に
配
点

入
試
に
地
域
特
別
枠
が
あ
る
神
す
る
な
ら
公
開
は
当
然
吃
か
、

戸
大
な
ど5
大
学
で
、
卒
業
後
出
身
地
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な

9

年
間
を
県
内
医
療
機
関
で
勤
く
、
面
接
で
地
域
医
療
に
対
す

務
す
れ
ば
、
返
済
が
免
除
さ
れ
る
思
い
の
強
さ
を
見
極
め
る
な

る
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
導
ど
、
受
験
生
に
分
か
り
ゃ
す
い

入
。

辺
地
へ
の
定
着
率
は
今
年
入
試
に
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

5

月
時
点
で
引
・7
%
と
「
一

(広
畑
千
春
、
大
盛
周
平)

定
の
効
果
は
あ
る
」
と
い
う
。

だ
が
、
柴
山
昌
芦
支
部
費
子

相
は
「
受
験
生
に
明
ら
か
に
し

な
い
ま
ま
居
住
地
で
差
別
す
る

合
理
性
を
、
現
時
点
で
は
説
明

で
き
て
い
な
い
」
と
指
摘
。

N

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
金
)

医
学
部
特
別
枠
入
試
募
集
要
項
明
記
せ
ず

神
戸
大
は
幻
目
、
兵
庫
県
在
と
の
配
点
は
凶
年
度
入
試
か
ら
を
期
待
す
る
』
な
ど
の
文
言
か

住
者
ら
が
受
験
で
き
る
医
学
部
実
施
。

年
度
に
よ
っ
て
点
数
は
ら
説
明
で
き
て
い
る
と
思
っ
て

推
薦
入
試
の
地
域
特
別
枠
で
、
異
な
り
、
日
年
度
入
試
は

1
2

い
た
」
と
釈
明。
凶
年
度
入
試

募
集
要
項
に
明
記
し
な
い
ま
ま0
0

点
満
点
中
、
書
類
審
査
ー
で
は
地
域
ご
と
の
配
点
は
実
施

受
験
生
の
出
身
地
域
ご
と
に
最0
0

点
の
-
2り
但
馬
・
西
播
磨
し
な
い
と
い
う
。

大
お
点
を
段
階
的
に
配
点
し
て
お
点
マ
北
播
磨
・
丹
波
・
淡
路
神
戸
大
は
岡
田
、
弁
墾
ム
や

い
た
、
と
発
表
し
た
。

2
0
1
m
点
マ
阪
神
北
・
東
播
磨
・
中
他
学
部
の
教
員
ら
4

人
に
よ
る

5
1

日
年
度
入
試
で
、
県
内
の
播
磨
叩
点
マ
神
戸
・
阪
神
南O

調
査
委
員
会
を
設
置。
地
域
ご

医
師
や
公
的
病
院
、
病
床
数
が
点
ー
を
配
点
し
て
い
た

。

墓
尽
と
の
配
点
が
始
ま
っ
た
経
緯
、

不
足
し
て
い
る
地
域
に
重
点
的
医
科
大
の
入
試
不
正
問
題
を
受
情
報
共
有
の
範
囲
な
ど
を
調
べ

に
配
点
し
た
と
い
う
。

一
連
の
け
、
凶
月
に
行
わ
れ
た
文
部
科
る
。

追
加
合
格
者
が
出
る
可
能

医
学
部
不
正
入
試
問
題
で
、
不
学
省
の
訪
問
調
査
で
判
明
し
慢
が
あ
り
、
本
来
必
要
な
か
っ

適
切
な
事
例
が
国
立
大
で
明
ら
た
。

た
金
銭
的
な
負
担
な
ど
も
補
償

か
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
。

地
域
特
別
枠
の
定
員
は
各
年
す
る
方
針
で
、
藤
井
静
副
学
長

地
域
特
別
枠
は
、
過
疎
地
の
度
叩
人
で
、
日
i
m
年
度
入
試
は
「
受
験
生
に
深
く
お
わ
び
す

医
師
不
足
解
消
を
目
的
に
叩
年
で
は
計
白
人
が
受
験
し
、

ω
人
る
」
と
陳
謝
し
た。

度
入
試
か
ら
導
入。
県
内
の
高
が
合
格
し
た。
(

広
畑
平
春)

校
な
ど
の
在
学
・
卒
業
生
か
、
募
集
要
項
に
明
記
し
な
か
っ

本
人
か
保
護
者
が
県
内
に
3

年
た
理
由
に
つ
い
て
、
記
者
会
見

以
上
続
け
て
住
ん
で
い
る
人
が
し
た
横
崎
宏
・
医
学
部
医
学
科

受
験
で
き
る。

長
は
「
要
項
中
の
『
地
域
に
定

神
戸
大
に
よ
る
と
、
地
域
ご
着
す
る
意
志
を
持
つ
人
の
入
学

100 



性
別
・
年
齢
で
差

「
不
適
切」

医
学
部
入
試
で
規
範

全
国
会
議

ョ医学部入試の規範の
ポイント

-性別や浪人年数 (年齢) を
理由に合格基準に差を設け
ることは不適切

-内部進学枠や同窓生子弟枠
などは、入試要項に人数や
選抜方法などの明記が必要

と安全管理総集版 2019年 2号

東
京
医
科
大
(東
京
)
に
よ

る
不
正
入
試
問
題
を
受
け
、
医

学
部
を
持
つ
全
国
の
大
学
で
作

る

「全
国
医
学
部
長
病
院
長
会

議
」
は
回
目
、
性
別
や
浪
人
年

数
な
ど
に
よ
っ
て
合
否
判
定
に

差
を
つ
け
る
こ
と
を
不
適
切
だ

と
す
る
、
医
学
部
入
試
の
規
範

を
発
表
し
た
。
来
春
の
入
試
か

ら
適
用
し
、
規
範
を
守
ら
な
い

大
学
は
除
名
を
含
め
た
処
分
の

対
象
と
す
る。

規
範
で
は
、
医
学
部
入
試
の

適
否
は
①
国
民
か
ら
見
て
公
平

で
あ
る
こ
と
②
良
い
医
療
人
に

な
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と -学長や入試委員長など特定

の個人の判断で合否判定す
るのは不正あるいは不適切

-推薦入試、学士編入、帰国
子女の粋を採用するには、
要項に試験内容の明記が必
要警

-地域特は、性別で合否判定
に差をつけることは不適切
だが、年齢などその仰の要
件による線引きは重要項に明
記すれば可

ー
ー
の
2

点
で
判
断
す
べ
き
だ

と
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
受

験
生
の
性
別
や
浪
人
年
数
、
年

齢
で
一
律
に
合
否
の
判
定
基
準

に
差
を
つ
け
る
こ
と
や
得
点
操

作
を
行
う
こ
と
は
不
適
切
だ
と

断
定
し
、
「
決
し
て
許
容
さ
れ

な
い
」
と
指
摘
し
た
。

例
外
と
し
て
、
地
方
の
医
師

確
保
を
目
的
に
一
定
期
間
、
地

元
で
働
く
こ
と
を
義
務
づ
け
た

地
域
枠
は
、
自
治
体
側
が
若
い

医
師
を
求
め
る
ケl
ス
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
入
試
要
項
に
明
記

し
た
上
で
年
齢
に
よ
り
線
引
き

ず
る
こ
と
を
認
め
た
。
同
窓
生

不
正
な
入
試

早
期
公
表
を

喝
L'
a今
回
の
規
範
は
、
医
学

F
E

部
の
入
試
で
性
別
や
混

入
回
数
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ

と
を
大
学
側
が
自
ら
初
め
て
明

確
に
禁
じ
た
も
の
で
、
意
義
は

大
き
い
。

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、

複
数
の
大
学
で
不
正
な
入
試
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
が
、
自
ら
公
表
し
た
の

は
昭
和
大
(
東
京
)
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

文
科
省
か
ら
女
子

と
2

浪
以
上
の
男
子
を
不
利
に

扱
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
順
天
堂
大
(
同)
は
第
三
者

委
員
会
を
設
置
し
て
検
証
し
て

お
り
、
規
範
に
基
づ
い
て
適
否

を
判
断
す
る
方
針
だ。

規
範
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

他
の
大
学
で
も
検
証
が
進
む
と

み
ら
れ
る
。

た
だ
、
規
範
に
違

反
し
て
い
て
も
外
部
が
チ
ェ
ツ ク

す
る
仕
組
み
は
な
く
、
実
効

性
の
担
保
に
課
題
が
残
る
。

医
学
部
の
一
般
入
試
の
出
願

は
、
ロ
月
1

日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。

受
験
生
は
不
正
が
あ
っ

た
大
学
を
知
ら
な
い
ま
ま
受
験

校
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

混
乱
し
て
い
る。
規
範
に
抵
触

す
る
入
試
を
行
っ
て
い
た
大
学

は
、
早
期
に
自
ら
公
表
す
べ
き

だ
。
(教
育
部
小
林
雄
一
)
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東
京
医
大

追
加
合
格
の
説
明
会

東
京
医
科
大
に
よ
る
不
正
入

試
問
題
で
、
同
大
は
回
目
、
今

年
と
昨
年
の
医
学
部
入
試
で
追

加
合
格
の
対
象
と
な
っ
た
計
1

0
1

人
の
受
験
生
に
向
け
た
非

公
開
の
説
明
会
を
開
い
た
。

同

大
が
追
加
合
格
者
の
上
限
を
成

績
上
位
か
ら
白
人
と
し
た
こ
と

や
補
償
に
つ
い
て
の
質
問
が
相

次
ぎ
、
説
明
会
は3
時
間
近
く

に
及
ん
だ。

同
大
や
関
係
者
に
よ
る
と
、

説
明
会
で
は
林
由
起
子
学
長
ら

が
謝
罪
し
た
上
で
、
追
加
合
格

者
に
は
来
年4
月
の
入
学
を
認

め
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た。

受
験
生
側
か
ら
は
「
希
望
者

全
員
の
入
学
を
認
め
る
べ
き

だ
」
と
の
意
見
や
、
入
学
し
た

場
合
も
補
償
対
象
に
な
る
の
か

医
療
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
の
質
問
が
出
た
。

既
に
別

の
大
学
に
入
学
し
た
受
験
生
が

新
た
に
東
京
医
科
大
に
入
学
し

た
場
合
、
入
学
金
や
授
業
料
を

二
重
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
た

め
で
、
「経
済
的
負
担
が
大
き

す
ぎ
て
入
学
し
た
く
て
も
で
き

な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
訴
え
も

あ
っ
た
と
い
う
。

同
大
は
、
補
償
に
つ
い
て
は

第
三
者
委
員
会
の
調
査
結
果
を

受
け
て
決
め
る
と
し
て
お
り
、

こ
の
日
も
説
明
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

吾士

iVi: 

売
(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
行
日
(
土
)
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久
留
米
大
病
院
医
療
ミ
ス

手
術
後
措
置
脳
に
後
遺
症
の
可
能
性

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
空
気
を

誤
送
す
る
事
故
が
全
国
で
発

生
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は事

前
に
ポ
ン
プ
機
能
を
確
認
す
る

よ
う
定
め
て
い
る
。

今
回
の
事

故
に
つ
い
て
、
外
部
医
師
ら

を
招
い
た
医
療
事
故
調
査
委
員

会
は
医
師
ら
が
確
認
を
怠
っ
た

こ
と
な
ど
が
原
因
と
結
論
付
け

た
同
病
院
は9
月
に
ホ
1

ム
ペ

ー
ジ
上
に
「
医
療事
故
の
公
表

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
文書を

掲
載
し
、事
故
の
概
要
を
公
表

し
た

。

西
日
本
新
聞
の
取
材
に

八
木
実
病
院
長
名
で
「
病
院全

体
で
改
善
に
取
り
組
む
」
と
す

る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た。

(
萱
島
佐
和
子
)

福
岡
県
久
留
米
市
の
久
留
米

大
病
院
で5
月
、
初
代
男
性
の

心
臓
弁
の
機
能
回
復
手
術
の

際
、
医
師
が
人
工
心
肺
装
置
の

操
作
を
誤
り
、
大
動
脈
内
に
空

気
を
送
り
こ
む
医
療
ミ
ス
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た

。

男
性

は
低
酸
素
脳
症
で
入
院
中
。

手

足
に
ま
ひ
が
あ
り
、
高
次
脳
機

能
障
害
が
残
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

病
院
は
ミ
ス
を
認
め
、

男
性
と
家
族
に
謝
罪
し
た
。

西
日
本
新
聞
が
情
報
公
開
請

求
で
入
手
し
た
医
療
事
故
報
告

書
な
ど
に
よ
る
と
、
男
性
が5

月
日
日
に
受
け
た
心
臓
弁
の
手

術
自
体
は
成
功
し
た
が
、
人工

心
肺
装
置
を
取
り
外
す
際
に
血

管
内
に
入
っ
た
空
気
を
吸
引
す

る
ポ
ン
プ
を
逆
方
向
に
つ
な
い

だ
た
め
、
空
気
を
送
り
込
む
結

果
と
な
っ
た。
約
制
秒
間
に
わ

た
り
多
量
の
空
気
が
血
管
に
混

入
し
て
脳
内
の
血
流
が
妨
げ
ら

れ
、
酸
素
が行
き
渡
ら
ず
脳
の

萎
縮
が
起
き
た
と
い
う

。

人
工
心
肺
装
置
を
巡
っ
て

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7
日
(
水
)

医
療
事
故
・
訴
訟

カ
ル
テ
・
医
師
証
言
な
く
和
解

愛
知
C

型
肝
炎
訴
訟
患
者
側
「
画
期
的
」

原
告
代
理
人
の
北
村
明
美
弁
は
約
初
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

護
士
は
「
画
期
的
だ
。

夫
が
投
と
い
う

。

与
を
証
一
言
F
υた
ほ
か
、
当
時
の
女
性
の
担
軍
医
3

人
の
う
ち

医
療
現
場
で
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン2
人
は
既
に
死
亡
、1
人
か
ら

が
止
血
剤
と
し
て
使
わ
れ
る
の
も
証
言
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

。

が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
も
認
定
訴
訟
で
は
、
女
性
の
夫
(
別
)
が

の
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
「
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
の
小
さ
い

か
」
と
評
価
し
て
い
る
。

瓶
を
覚
え
て
い
る
」
と
述
べ
た

。

カ
ル
テ
の
な
い
患
者
ら
約
7

道
内
で
は
、
カ
ル
テ
が
な
い

5
0

人
が
墓
京
や
札
幌
な
ど
7

な
ど
の
理
由
で
国
の
救
済
を
受

地
裁
で
集
団
提
訴
し
て
い
る
け
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
ら
が
日

が
、
国
側
は
訴
訟
で
担
当
医
ら
年
日
月
、
札
幌
地
裁
に
集
団
訴

の
証
言
を
求
め
て
お
り
、
和
解
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

今
年
5

C
型
肝
炎
に
な
っ
た
の
は
血

液
製
剤
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
投

与
さ
れ
た
の
が
原
因
と
し
て
、

愛
知
県
の
女
性
の
遺
族
が
国
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
は
U

目
、
名
古
屋
地
裁
(
末
吉
幹
和
裁

判
長
)
で
給
付
金4
千
万
円
の

支
払
い
で
和
解
し
た。
薬
害
C

型
肝
炎
救
済
法
で
の
給
付
対
象

は
、
カ
ル
テ
や
医
師
の
証
言
で

投
与
を
立
証
で
き
た
患
者
ら
。

女
性
の
カ
ル
テ
は
な
く
、
医
療

関
係
者
の
証
言
も
な
か
っ
た
。

日霊
赤赤
責辛
任患

結
解読
決訟
金

唐
津
赤
十
字
病
院
に
入
院

中
、
転
倒
し
て
左
目
を
失
明
し

た
の
は
病
院
側
の
過
失
と
し

て
、
唐
津
市
のω
代
男
性
が
日

本
赤
+
生J社
に
約2
4
4
0

万

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
佐
賀

地
裁
(
達
野
ゆ
き
裁
判
長)の

訴
訟
はU
日
、
和
解
が
成
立
し た

。

病
院
側
が
一
定
の
責
任
を

認
め
、
解
決
金
を
支
払
う
こ
と

で
和
解
し
た。
星
ロ
側
の
弁
護

士
が
明
ら
か
に
し
た
。

金
額
は

非
公
表。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
男
性

は
入
院
中
だ
っ
た20
1
6

年

ω
月
、
看
護
師
が
ベ
ッ
ド
シ
l

同
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
。

左
慢
性
硬
膜
下
血
腫
と
診
断
さ

れ
、
た
ま
っ
た
血
腫
を
排
出
す

る
手
術
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ツ
を
交
換
す
る
問
、
転
倒
防
止

の
措
置
が
な
い
ま
ま
椅
子
に
座

ら
さ
れ
た。
男
性
は
貧
血
で
失

神
し
て
転
倒
、
左
目
を
失
明
し

た
と
し
て
い
る
。

今
年3
月
2

日
に
提
訴
し
、
同
日
日
に
が
ん

で
亡
く
な
っ
た。

原
告
側
の
弁
護
士
に
よ
る

と
、
原
告
が
主
張
す
る
後
遺
障

害
に
よ
る
遺
失
利
益
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、「金
額

は
納
得
の
い
く
も
の
だ
っ
た
」

精
密
検
査
の
た
め
入
院
中
、
気

管
支
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
。

同
日
夕
方
、
病
室
で
倒
れ
、
そ

の
後
意
識
が
回
復
し
た
が
、
再

月
ま
で
に
、
帯
広
市
の
女
性
ら

3

人
に
つ
い
て
和
解
が
成
立
し

た
。

こ
の
世
情
広
市
の
女
性
は
、

カ
ル
テ
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

医
療
機
関
の
看
護
師
ら
が
血
液

製
剤
の
投
与
を
証
言
し
た
。

一

方
、
同
じ
集
団
訴
訟
で
は
今
年

4

月
に
医
師
の
具
体
的
な
証
言

な
ど
が
な
く
、
投
与
の
事
実
が

認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
3

人
の

訴
え
が
退
け
ら
れ
て
い
る
。

〈
共
同
通
信
〉

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
木
)

な
ど
と
し
て
和
解
し
た
と
い

う
。

唐
津
赤
本
T病
院
は
「管

理
不
十
分
で
男
性
に
障
害
を
残

す
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
こ
と

は
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
」
と
コ

メ
ン
ト
し
、
「二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
塗
思
喚
起
に
努
め
る
」
と
話

し
た
。

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
日
日
(
木
)

で
、
救
命
で
き
た
可
能
性
が
あ

る
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。

県

病
側
は
責
任
を
認
め
て
遺
族
側

に
謝
罪。
白
壁
頁
保
険
の
基
準
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青
森
市
の
県
立
中
央
病
院

(藤
野
安
弘
院
長
)
で20
1

7

年
2

月
、
硬
膜
下
血
腫
治
療

の
手
術
を
受
け
た
男
性
(
九
)
H

青
森
市H
の
脳
を
誤
っ
て
損
傷

さ
せ
、
体
の
一
部
に
後
遺
症
を

生
じ
さ
せ
る
医
療
ミ
ス
が
あ
っ

た
こ
と
が
四
日
、
同
病
院
へ
の

計
測
万
円
賠
償
ヘ

取
材
で
分
か
っ
た。
ま
た
、
口

年
8

月
に
検
査
入
院
し
た
女
性

H

岡
市
、
当
時(叩
)日
の
治
療

で
、
他
の
医
師
の
応
援
を
受
け

て
い
れ
ば
、
救
命
で
き
た
可
能

性
の
あ
っ
た
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た。

県
病

県
病
は
今
年
目
月
、
男
性
本

人
や
、
女
性
の
遺
族
と
和
解
し

て
お
り
、
損
害
賠
償
金
と
し
て

計
3
9
0
0

万
円
余
り
を
支
払

う
議
案
を
幻
自
に
開
会
す
る
定

例
県
議
会
に
提
案
す
る

。

県
病
に
よ
る
と
、
男
性
は
汀

年
2

月
日
目
、
自
宅
で
倒
れ
、

姫
路
の
広
畑
病
院
ホ
ル
マ
リ
ン
誤
投
与

住ヨ|

E!!E!司l

邑田|
医ヨ|
t司|

容疑で県警

姫
路
市
広
畑
区
の
製
鉄
記
念

広
畑
病
院
の
医
師
ら
が
2
0
1

5

年
、
内
視
鏡
検
査
の
際
に
精

製
水
と
誤
っ
て
ホ
ル
マ
リ
ン
液

を
投
与
し
た
事
件
で
、
兵
庫
県

嘗
捜
査1
課
と
網
干
署
は
、
当

時
叩
代
の
男
性
患
者
に
ホ
ル
マ

リ
ン
液
を
誤
っ
て
投
与
し
た
業

務
上
過
失
致
傷
の
疑
い
で
、
同

病
院
の
男
性
医
師
と
臨
床
工
学

技
士
を
週
内
に
も
書
類
送
検
す

る
方
針
を
固
め
た。
捜
査
関
係

者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

病
院
や
男
性
の
弁
護
士
ら
に

よ
る
と
、
男
性
医
師
ら
は
日
年 7

月
幻
日
、
超
音
波
内
視
鏡
検

査
を
受
け
た
姫
路
市
の
当
時
初

代
の
男
性
に
対
し
、
発
か
ん
性

物
質
を
含
む
劇
物
の
ホ
ル
マ
リ

ン
液
を
十
二
指
腸
に
注
入
。
男

性
は
幅
吐
や
下
血
症
状
に
見
舞

わ
れ
、
一
時
入
院
し
、
現
在
も

体
の
し
び
れ
な
ど
の
後
遺
症
が

あ
る
と
い
う
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
臨

床
工
学
技
士
が
精
製
水
と
誤
っ

て
ホ
ル
マ
リ
ン
液
を
病
院
内
の

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
準
備
。

男

性
医
師
は
中
身
を
確
認
す
る
注

意
義
務
を
怠
り
、
注
射
器
に
薬 液

を
入
れ
て
患
者
に
投
与
し
て

い
た
と
い
う
。

同
病
院
で
は
凶
年7
月
、
内

視
鎖
検
査
を
受
け
た
日
人
の
患

者
に
対
し
、
ホ
ル
マ
リ
ン
液
を

誤
程
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
判
明
。
男
性
以
外
に

は
健
康
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
男
性
は
、
こ
の

男
性
医
師
に
対
す
る
業
務
上
過

失
傷
害
容
疑
の
告
訴
状
を
網
干

署
に
提
出
し
て
い
た
。

神
戸
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
初
日
(
火
)

ろ
、
ド
リ
ル
状
の
医
療
器
具
の

先
端
が
頭
蓋
骨
を
貫
通
し
、
脳

を
損
傷
さ
せ
て
体
の
一
部
に
ま

ひ
が
残
っ
た
ほ
か
、
時
折
言
葉

が
出
な
く
な
る
障
害
が
生
じ

た
。

県
病
は
当
初
か
ら
ミ
ス
を
認

め
、
患
者
側
に
謝
罪
。

約
1
5

0
2

万
円
を
支
払
う
こ
と
で
男

性
と
和
解
が
成
立
し
た
。

女
性
は
口
年8
月
紅
白
、
肺

が
ん
の
疑
い
が
あ
り
同
病
院
に び

「胸
が
痛
い
」と
訴
え
、
翌
朝
、

血
気
胸
に
よ
り
心
肺
停
止
と
な

っ
た。
心
拍
は
再
開
し
た
が
、

回
復
に
至
ら
ず
、
日
月
泊
目
、
多

臓
器
不
全
に
よ
り
死
亡
し
た
。

県
病
は
「予
期
せ
ぬ
死
亡」

と
し
て
、
外
部
の
専
門
家
を
交

え
た
医
療
事
故
調
査
委
員
会
を

開
催
。
「
検
査
そ
の
も
の
に
は

問
題
な
く
、
血
気
胸
も
予
見
困

難
だ
っ
た
一
方
、
他
の
医
師
に

診
療
応
援
を
依
頼
す
る
こ
と

手
術
ミ
ス
で
人
工
厄
門
に

つ
が
る
総
合
病
院
胸
万
円
賠
償
ヘ

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
は

泊
目
、
五
所
川
原
市
の
つ
が
る

総
合
病
院
で2
0
1
7

年
日

月
、
つ
が
る
市
の
初
代
男
性
が

内
視
鏡
に
よ
る
大
腸
ポ
リ
l

プ

の
切
除
手
術
を
受
け
た
際
、
担

当
医
が
腸
を
傷
つ
け
る
ミ
ス
が

あ
り
、
人
工
庇
門
が
必
要
に
な

る
後
遺
症
が
残
っ
た
と
発
表
し

た
。

広
域
連
合
は
過
失
を
認
め
、

患
者
側
に
賠
償
金1
2
5
0

万

円
を
支
払
う
方
針

。

同
日
の
広
域
連
合
定
例
議
会

医
療
事
故
・
訴
訟

で
、
広
域
連
合
長
の
佐
々
木
孝

昌
五
所
川
原
市
長
が
損
害
賠
償

に
関
す
る
議
案
を
提
案
し
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

。

広
域
連
合
や
同
病
院
に
よ
る

と
、
ポ
リl
プ
を
切
除
す
る「コ

ー
ル
ド
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
!」と

い
う
手
術
の
際
、
担
当
医
が
誤

っ
て
手
術
器
具
で
腸
壁
を
傷
つ

け
た
た
め
、
患
者
は
腹
腔
内
出

血
に
よ
る
腹
膜
炎
を
発
症
。

壊

死
し
た
左
結
腸
の
切
除
や
、
人

工
匠
門
を
つ
く
る
な
ど
の
治
療 を

参
考
に
、
遺
族3人
に
対
し

て
計
約2
4
0
2

万
円
を
支
払

う
こ
と
で
和
解
し
た

。

(兼
平
昌
寛)

東
奥
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
加
日
(
火
)

を
強
い
ら
れ
た。

手
術
時
の
対
応
を
検
証
し
た

結
果
、
病
院
は
「無
理
に
切
除

す
る
必
要
の
な
い
ポ
リl
プ
だ

っ
た」
(
同
病
院
管
理
課)
な

ど
と
し
て
、
過
失
を
認
め
て
男

性
に
謝
罪。
今
年
目
月
に
和
解

し
た
。

広
域
連
合
の
鎌
田
和
贋

病
院
運
営
局
長
は
、
取
材
に
「患

者
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
再
発
防
止
に
努
め

た
い
」
と
述
べ
た。

(都
築
理)

東
奥
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
泣
日
(
木
)

103 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

検
査
結
果
を
過
小
評
価

八
戸
市
民
病
院
が
謝
罪

男
性
死
亡
の
医
療
事
故

八
戸
市
立
市
民
病
院
に
交
通

事
故
で
入
院
し
て
い
た
初
代
男

性
が
死
亡
し
た
医
療
事
故
で
、

同
病
院
事
務
局
は
泊
目
、
検
査

結
果
を
過
小
評
価
し
た
と
し
て

一
定
の
過
失
を
認
め
、
市
議
会 民

生
協
議
会
で
謝
罪
し
た
。

損

害
賠
償
額
は2
2
0
0

万
円

で
、
関
連
議
案
を
ロ
月
定
例
市

議
会
に
提
出
す
る
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
男
性
は

2
0
1

6

年
日
月4
日
、
軽
自

動
車
で
の
自
損
事
故
に
よ
り
同

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
搬

送
さ
れ
入
院
し
、2
日
後
、
容

体
が
急
変
し
て
出
血
性
シ
ヨ
ツ

体
内
に
ガ
l

ゼ
沼
年
放
置

新
潟
市
民
病
院
手術
ミ
ス
、
謝
罪

新
潟
市
民
病
院
(
新
潟
市
中
か
ら
、
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
は
し

央
区
)
は
剖
日
、20
0
0

年
な
か
っ
た

。
手
術
前
に
準
備
し

に
手
術
を
し
た
新
潟
市
の
叩
た
ガ
l

ゼ
の
枚
数
を
数
え
間
違

代
女
性
の
体
内
に
ガ
l

ゼ
1

え
て
、
1

枚
多
か
っ
た
可
能
性

枚
を
置
き
忘
れ
、
凶
年
間
放
が

高
い
と
い
う
。

置
す
る
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
例

年
以
降
は
、全
て
の
手
術

発
表
し
た
。

女
性
は
日
月
に
ガ
後
に
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
で
確

l

ゼ
の
摘
出
手
術
を
受
げ
た

。

同
病
院
は
女
性
と家
族
に
謝
罪

し
た

。
同
病
院
に
よ
る
と
、
ガ
l

ゼ

は
縦
初
号
、
横
初号
ほ
ど
。
今

年
叩
月
に
女
性
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

断
層
撮
影
装置
(C
T
)

検
査
を
受
付
た
際
、
下
腹
部
に

腫
癌
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、

日
月
に
摘
出
し
た
と
こ
ろ
ガl

胃
の
内
視
鏡
検
査

ω
代
女
性
死
な
す

県
立
十
日
町
病
院

査の 2
で 90 0 県
、代 1 立
誤女 7 十
つ性 年 日
云の 6 町
静胃月病
脈のに院

り内十は
癌均見日 21
を鏡町日
つ検市

ク
で
死
亡
し
た。
現
在
遺
族
側

と
示
談
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

遺
族
側
か
ら
今
年3
月
に
損

害
賠
償
請
求
が
あ
り
、
院
内
で

処
置
の
是
非
を
検
討
し
た
が
見

解
が
割
れ
た
た
め
、
外
部
の
医

療
関
係
者2
人
に
意
見
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
病
院
側

に
一
定
の
過
失
が
あ
り
、
手
術

な
ど
で
出
血
予
防
措
置
を
取
っ

認
し
て
い
る。
片
柳
憲
雄
院
長

は
「
患
者
と
家
族
に
心
か
ら

お
わ
び
申
し
上
げ
る
。

あ
ら
た

め
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

徹
底
し
、
再
発
防
止
に
努
め

る
」
と
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し

た
。同

病
院
で
は
近
年
、
術
後m

i
M
年
間
ガl
ゼ
を
体
内
に置

き
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
閃
年
と

仰
年
に
判
明
し
て
い
る
。

が
生
検
の
た
め
静
脈
癌
を讐

で
つ
ま
ん
だ
と
こ
ろ
、
出
血
多

量
で
死
亡
し
た。

同
病
院
は
日
年
に
女
性
を
検

査
し
て
胃
の
静
脈癌
を
確
認
し

て
い
た
が
、電
子
カ
ル
テ
に
は

当
時
手
術
し
た
胸
部
し
か
情
報

が
保
存
さ
れ
ず
、主
治
医
が
気

付
か
な
か
っ
た。

医
療
事
故

・

訴
訟

て
い
れ
ば
救
命
の
確
率
を
上
げ

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
るー
と
の

意
見
だ
っ
た。

同
病
院
は
再
発
防
止
策
と
し

て
、
医
師
の
勤
務
シ
フ
ト
を
見

直
し
、
よ
り
多
く
の
人
数
で
検

査
結
果
を
精
査
で
き
る
体
制
を

つ
く
っ
た。
今
明
秀
院
長
は
「
さ

ら
に
安
全
で
良
質
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様 方

の
信
頼
回
復
に
努
め
る
」
な

ど
と
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し

た
。

(新
村
菜
穂)

東
奥
田
報
・

朝
刊

2
0
1

8
年
刊
月

包
日
(
木
)

診
療
不
備
で
右
脚
切
断

お
い
ら
せ
病
院
棚
万
円
支
払
い
ヘ

病
院
の
磯
嶋
欝
防
長
は
、
和
解

方
針
の
理
由
に
つ
い
て
、「町

の
病
院
で
で
き
る
治
療
に
は
限

界
が
あ
る
と
判
断
し
、
早
急
に

八
戸
市
民
病
院
に
搬
送
す
る

べ
き
だ
っ
た。
第
三
者
の
医
師

か
ら
も
意
見
を
聞
き
、
そ
う
結

論
付
け
た
」
と
取
材
に
答
え

た
小
向
博
明・
病
院
事
務
長
は

議
場
で
「脚
を
救
え
る
時
間
内

に
適
切
な
治
療
を
実
施
で
き
な

お
い
ら
せ
町
は
辺
目
、
国
保

お
い
ら
せ
病
院
で
緊
急診療
体

制
と
術
後
の
診
療
管
理
に
不
備

が
あ
り
患
者
の
右
脚
を
切
断
す

る
事
態
を
招
い
た
と
し
て
、
賠

償
金
2
8
0
0

万
円
を
支
払
う

和
解
協
議
に
応
じ
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
た。

ロ
月
の
定
例
会

に
賠
償
金
支
払
い
の
議
案
を
提

出
す
る。

町
議
会
議
員
全
員
協
議
会
で

説
明
し
た。
町
に
よ
る
と
、
2
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ゼ
だ
っ
た。

置
き
忘
れ
に
よ
る

健
康
被
害
は
な
か
っ
た
。

女
性
は
∞
年
に
同
病
院
で
手

術
を
受
げ
た
以
外
に
下
腹
部
の

手
術
歴
が
な
い
こ
と
か
ら
、
置

き
忘
れ
と
判
明
し
た
。
術
後
は

良
好
で
、
既
に
退
院
し
た
。

同
病
院
は
当
時
、
手
術
前
後

の
ガ
l

ゼ
の
枚
数
が
一
致
し
な

い
場
合
に
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
で

確
認
し
て
い
た
。
女
性
の
手
術

で
は
ガl
ゼ
の
枚
数
は
手
術
前

後
で
一
致
し
て
い
た
こ
と
な
ど

事故調報告書

か
み
死
亡
さ
せ
る
医
療
事
故
が

あ
っ
た
と
発
表
し
た
。
十
日
町

簡
裁
で
民
事
調
停
が
成
立
す
る

見
通
し
と
な
り
、
県
は
約
1
2

0
0

万
円
の
翠
賠
償
を
支
払

う
た
め
の
議
案
を
県
議
会
ロ
月

定
例
会
に
提
出
す
る
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
女
性
は

重
度
の
貧
血
で
入
院
。
主
治
医

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

装
置
(
C
T
)検
査
の
報
告書

を
確
認
し
な
い
ま
ま
内
視
鏡
検

査
を
指
示
し
、
検
査
し
た
医
師

群
大
病
院
C
T

診
断
ミ
ス

画
像
確
認

群
馬
大
医
学
部
附
属
病
院

(前
橋
市)
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影(C
T
)
の
診
断

報
告
書
を
医
師
が
取
り
違
え
、

そ
の
後
患
者
が
死
亡
し
た
事
故

で
、
外
部
委
員
を入れ
た
医
療

事
故
調
査
委
員
会(事
故
調
)

が
ま
と
め
た
報
告
書
の
概
要
が

お
目
、
分
か
っ
た

。

事
故
後
に

病
院
が
実
施
し
た
対
策
に
一
定

の
評
価
を
す
る一方
、
画
像
診

断
結
果
の
確
認
不
足
は
事
故
後

今
年
8

月
に
調
停
手
続
き
が

始
ま
り
、
女
性
の
遺
族
が
調

停
案
に
同
意
す
る
意
思
を示

し
た
。
吉
嶺
文
俊
院
長
は「死

亡
と
い
う
結
果
を
招
き
、
患

者
と
家
族
に
お
わ
び
申
し
上

げ
る
。

再
発
防
止
に
努
め
た

い
」
と
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
。新

潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
泣
日
(
木
)

改
善
求
め
る

も
起
き
て
い
る
と
し
て
、
さ
ら

な
る
改
善
を求
め
て
い
る。

事
故
は2
0
1
6

年
7

月
、

呼
吸
器
外
科
の
医
師
が
初
代
男

性
患
者
を
診
察
し
た
際
に
発

生
。

電
子
カ
ル
テ
に
あ
っ
た
患

者
の
l

年
前
の
C
T

報
告
書

を
、
当
日
作
成
さ
れ
た
も
の
と

誤
認
し
た。

新
し
い
報
告
書
は

胆
管
が
ん
の
可
能
性
が
あ
る
異

常
を
指
摘
し
た
が
確
認
さ
れ

ず
、
男
性
は
げ
年
叩
月
に
死
亡 し

た
。

病
院
は今
年
3

月
、
事

故
を
公
表
し
た。

病
院
ホ
ー
ムペ
l

ジ
に
掲
載

さ
れ
た
事
故
調
査
報
告
書
の

概
要
に
よ
る
と
、
病
院
は
4
月

か
ら
、
画
像
診
断
で「
緊
急
」

「準
緊
急」
の
結
果
が
出
た
場

合
に
分
か
り
ゃ
すく
表
示
し
た

り
、
画
像
診
断
医
か
ら
主
治

医
へ
電
話
連
絡
し
た
り
し
て
、

見
落
と
し
を
防ぐ
対
策
を
実

施
し
て
い
る。

4

月
か
ら
約3

カ
月
間
で
準
緊
急
の
事
例
が
1

1
3

件
あ
り
、
こ
の
う
ち8
件

は
検
査
か
、
り
2

週
間
後
も
未
読

だ
っ
た。

事
故
調
は
対
策
が
確認
漏
れ

防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し

つ
つ
、
依
然
と
し
て
未
読
の
報

告
書
が
存
在
す
る
こ
と
や
、


年
前
の
報
告
書
を
誤っ
て
参
照

し
て
い
た
事
例
も
あ
る
と
指

摘
。

医
師
へ
の
啓
発
継
続
と
、

閲
覧
手
順
の
改
善
が
必
要
と
し

て
い
る

。上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
白
日
(
土
)

0
1
4

年
2

月
、
同
病
院
で
手

術
を
受
け
入
院
中
の
患
者
の
容

体
が
急
変
し
た
が
、
主
治
医
や

他
の
外
糾
医
と
連
絡
が
取
れ
る

ま
で2
時
間
か
か
っ
た。
ま
た
、

患
者
の
両
脚
に
血
栓
症
が
発
症

し
て
か
ら
八
戸
市
民
病
院
に
転

院
搬
送
す
る
ま
で6
時
間
以
上

か
か
っ
た。

患
者
側
が
凶
年3
月
、
町
側

に
損
害
賠
笠
間
求
書
を
送
付

。

双
方
が
弁
護
士
を
通
じ
協
議
を

重
ね
て
き
た。
国
保
お
い
ら
せ

旧
波
田
総
合
病
院
の
医
療
事
故

松
本
市
湖
万
円

支
払
う
和
解
案

手
術
受
け
た
女
性
と

松
本
市
の
旧
波
田
総
合
病
院

(市
立
病
院)
で
2
0
1
2

年
、

子
宮
筋
腫
の
市
外
のω代
女
性
の

正
常
な
子
暴
部
の
一
部
を
摘
出

し
た
医
療
事
故
に
つ
い
て
、
市
は

お
目
、
女
性
に50
0

万
円
を
支

払
っ
て
和
解
す
る
内
容
の
議
案
を

市
議
会
ロ
月
定
例
会
に
提
出
す
る

と
明
ら
か
に
し
た。

市
病
院
局
に
よ
る
と
、
女
性
は

医
療
事
故
・
訴
訟

か
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
す

る
。

後
遺
障
害
と
精
神
的
負
担

に
対
し
謝
罪
申
し
上
げ
る
」
と

述
べ
た。

(寺
沢
龍
哉)

東
奥
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
金
)

同
病
院
で
開
腹
し
て
筋
腫
を
取
り

除
く
手
術
を
受
け
た
が
、
担
雪
し

た
男
性
医
師
が
正
常
な
子
宮
頚
部

の
一
部
も
摘
出
し
て
い
た
。

同
病

院
は
子
宮
を
別
の
角
度
か
ら
見
る

な
ど
し
て
い
れ
ば
避
け
ら
れ
た
可

能
性
が
あ
っ
た
と
し
、
女
性
側
に

謝
罪
し
た
上
で
、
妊
娠
に
向
け
た

支
援
を
続
け
て
い
た
。

女
性
側
か

ら
子
ど
も
を
望
ま
な
い
意
思
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
4

月

に
金
銭
面
で
の
和
解
に
向
け
た
協

議
を
始
め
て
い
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
訂
日
(
火
)
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肺
が
ん
検
診
見
落
と
し
で
杉
並
区

画
像
判
定
体
制
見
直
し

杉
並
区
の
肺
が
ん
検
診
で
河

北
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
が
ん
を

見
落
と
し
四
十
代
女
性
が
死
亡

し
た
問
題
で
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
検
診
画
像
を
再
調
査
し
て

「
要
精
密
検
査
」
と
さ
れ
た
四

十
四
人
の
う
ち
、
二
人
が
肺
が

ん
と
診
断
さ
れ
、
三
人
が
肺
が

ん
の
疑
い
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
っ
た。
学
識
者
で
つ
く

る
外
部
検
証
委
員
会
は
「
検診

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、

よ
り
早
い
診
断
が
可
能
だ
っ

た
」
と
最
終
答
申。
区
も
画
像

の
判
定
体
制
を
見
直
す。

今
年
七
月
に
問
題
が
発
覚

後
、
区
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
対

し
、
過
去
に
区
の
検
診
を
受
け

た
人
の
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
の
再

調
査
を
要
請。

四
十
四
人
は
、

い
っ
た
ん
は
「
異
常
な
し
」
な

ど
と
さ
れ
な
が
ら
再
調
査
で

「要
精
密
検
査
」
と
な
っ
た。

肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
二
人

は
い
ず
れ
も
七
十
代
の
男
性
。

一
人
は
、
今
年
三
月
に
別
の
病

院
で
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い

た
。

も
う
一
人
は
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
運
営
す
る
河
北
医
療
財
団

に
謝
罪
と
慰
謝
料
の
支
払
い
を

求
め
て
い
る。

2014年7月 1 40代女性がクリニックで職場の
健診を受け、 肺の異常陰影を見
落とされ「異常なし」と判定

15年7月 | 女性が職場の健診で「異常なし」
と判定される

18年 1 月 | 女性が区の肺がん検診で「異常
なし」と判定される

でがんと診断される5月

6 

7月

い
難
い
状
況
だ
っ
た
」
と
断
じ

た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
第
三
者

に
よ
る
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る

と
し
て
、

「ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し

て
の
見
解
は
検
証
後
に
公表
す

る
」
と
説
明。

が
ん
と
診
断
さ

れ
た
二
人
に
つ
い
て
「
個
別
の

患
者
に
つ
い
て
は
コ
メ
ン
ト
を

差
し
控
え
る
」
と
し
た
。

最
終
答
申
は
、
区
と
検
診
委

託
先
の
医
師
会
に
検
診
体
制
を

検
証
す
る
仕
組
み
が
な
かっ
た

こ
と
も
指
摘
し
た。

区
は
こ
れ
ま
で
、
画
像
の
判

定
を
病
院
内
で
完
結
さ
せ
る
制

J¥ 

同クリニツクと区、区医師会が、
女性のがん見落としを公表。 区
がクリニックに検診画像の再調
査を要請し、 44人が「要精密検
査」と判定される

ーーー・ーーーーーーー 8 局1雇示半議詮-E会ー者モラ三とる長i-蔀強
証等委員会を設置

ーーーーーーー・ーー 11肩1蚕員会ー示註疋議総蚕中7瓦λ-ゐ
うち、 2 人が肺がん、 3 人が肺
がん疑いと判明

し
た
後
、
医
師
会
が
二
次
判
定

す
る
方
針
を
示
し
た。
判
定
す

る
医
師
の
要
件
を
明
確
化
し
、

読
影
の
勉
強
会
を
開
く
な
ど
人

材
の
養
成
に
も
取
り
組
む
と
し

た
。答

申
を
受
け
て
十
五
日
に
会

見
し
た
田
中
良
区
長
は
「
答
申

を
起
点
に
質
の
高
い
肺
が
ん
検

診
を
安
定
的
に
実
施
し
て
い

く
」
と
述
べ
た。

(山
田
祐
一
郎
、
渡
辺
聖
子)
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ド主渋 a・・ 震同初任
おま喪佐哩応はレの況議く
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「異常なし」の理由
2

日
連
続
で
夜
間
急
患
ヘ
。

週
明
け
に
は

内
視
鏡
検
査
を
受
け
た。
そ
れ
で
も
や
は

り

「異
常
な
し
」
。
楽
観
的
な
性
格
な
が

ら
、
父
の
死
因
が
臨
艇
が
ん
だ
っ
た
こ
と

も
頭
を
よ
ぎ
っ
た。

今
月
初
め
、
激
痛
時
の
検
査
デ
!
タ
が

あ
る
大
学
病
院
で
消
化
器
専
門
医
を
受

診
。

同
じ
く

「異
常
な
し
」
だ
っ
た
が
、

納
得
感
が
違
っ
た。
推
察
だ
が
痛
み
は
胃

の
急
激
な
収
縮!
と
の
見
立
て
が
出
て
、

医
師
は
「自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
『異
常

な
し
』
と
し
か
出
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と

率
直
に
、
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。

実
際
に
異
常
が
な
く
と
も
、
そ
の
背
景

説
明
に
こ
そ
納
得
感
が
あ
る
。

記
者
の
み

な
ら
ず
、
重
要
な
の
は
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

(今
村
義
丈)

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
日
(
日
)

賠訴訟と原告の思い
が
起
こ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ
っ

た
」
と
無
念
さ
を
に
じ
ま
せ
た。

2

件
の
裁
判
は
い
ず
れ
も
病
院
側
に
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

民
法
の
「金
銭
賠
償
の
原
則」
に
よ
り
、

精
神
白
直
痛
も
金
銭
で
償
い
を
求
め
る
し

か
手
が
な
い
か
ら
だ。
た
と
え
謝
罪
を
望

ん
で
も
、
名
誉
設
損
に
対
す
る
謝
罪
広
告

を
除
き
、
謝
罪
を
命
じ
る
判
決
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

裁
判
の
取
材
を
し
て
い
る
と
、
原
告
側

か
ら
「
お
金
が
目
的
だ
と
思
わ
れ
た
く
な

い
」
と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る。
切
々

た
る
思
い
の
代
わ
り
に
翠
屠
償
を
求
め

る
。

民
事
裁
判
の
一
側
酉
だ。

(報
道
部
・

小
林
大
輔
)
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答
申
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
検

診
体
制
に
つ
い
て
、
放
射
線
の

専
門
医
を
区
の
検
診
業
務
か
ら

外
す
な
ど
「
適
正
と
は
到
底
言 度

を
一
部
で
実
施
し
て
い
た。

こ
れ
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化

の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
廃
止

し
、
医
療
機
関
が
一
次
判
定
を

医
療
事
故
で
家
族
を
失
っ
た
人
た
ち
が
、

街
頭
で
の
署
名
活
動
を
始
め
て
ま
る
叩
年
に

な
る
。
先
日
、
東
京
都
内
で
の
1
0
6

回
目

の
活
動
に
は
国
人
が
参
加
し
、
チ
ラ
シ
を
配

っ
て
再
発
防
止
を
訴
え
た
。

事
故
を
う
や
む
や
に
し
な
い
公
的
な
仕
組

み
は
あ
る
。
「
医
療
事
故
調
査
制
度
」
で
、

予
期
せ
ぬ
事
態
で
患
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

医
療
機
関
に
対
し
て
原
因
究
明
と
第
三
者
機

関
へ
の
報
告
を
義
務
付
け
る
。
3

年
前
に
始

ま
っ
た
が
、
遺
族
が
今
も
活
動
す
る
の
は
報

告
件
数
が
少
な
過
ぎ
る
か
ら
だ
。

厚
生
労
働

総
意
当
初
、
年1
3
0
0
5
2
0
0
0

件
と

筆
ム
医
療
の
安
全

-
d
t
i

想
定
し
た
が
、
約3
8
0

件
に
と
ど
ま
る
。

「
事
故
」
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
権
限
は

病
院
側
に
あ
る。
人
口
1
0
0

万
人
当
た
り

の
報
告
件
数
を
見
る
と
、
都
道
府
県
に
よ
っ

て
叩
倍
以
上
の
聞
き
が
あ
る
。
再
発
防
止
に

つ
な
げ
よ
う
と
積
極
的
に
報
告
す
る
地
域
や

病
院
が
あ
る
一
方
、
調
査
を
負
担
に
感
じ
死

因
を
「
合
併
症
」
と
す
る
な
ど
、
事
故
が
隠

さ
れ
る
ケl
ス
も
あ
る
と
遺
族
は
見
る
。

当
事
者
任
せ
の
判
断
や
調
査
に
は
限
界
が

あ
る
。
患
者
の
命
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
は

医
療
界
や
社
会
の
責
務
。
制
度
の
見
直
し
が

必
要
だ
。

【桐
野
耕
一】

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
8

年
日
月
幻
日
(
水
)

は

「お
願
い
だ
か
ら
助
け
て
、
と
い
う
の

が
最
期
の
言
葉
だ
っ
た
」
と
目
を
赤
く
し

た
。

余
命
告
知
が
な
い
ま
ま
乳
が
ん
で
世

を
去
っ
た
日
歳
女
性
の
夫
は
「
本
人
も
何

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
時
日
(
金
)

損

豊
胸
手
術
合
併
症
相
次
ぐ

美
容
学
会
ジ
ェ
ル
注
入
自
粛
要
請
ヘ

日
本
美
容
外
科
学
会
は
幻

目
、
美
容
目
的
で
ジ
ェ
ル
状
の

充
填
剤
を
胸
に
注
入
す
る
豊

胸
手
術
で
、
胸
に
塊
が
で
き
る

な
ど
の
合
併
症
が
相
次
い
で
い

る
と
す
る
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。

同
学
会
はl
年
以
内
を
目

標
に
、
同
様
の
手
術
を
控
え
る

よ
う
医
師
た
ち
に
求
め
る
指
針

を
作
る
方
針。

調
査
対
象
は
、
化
学
物
質
を

水
に
溶
か
し
た
ジ
ェ
ル
や
、
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど
を
胸
に
注

射
す
る
保
険
適
用
外
の
手
術。

同
学
会
に
よ
る
と
、
昨
年
行

わ
れ
た
約1
万
件
の
豊
胸
手
術

の
う
ち
約
5

割
を
占
め
て
い

た
。

調
査
は
今
年6
1
7

月
、
会

員
の
医
師
ら3
8
7
4

人
に
対

し
て
行
わ
れ
た。
回
答
し
た1

3
2

人
中
η
人
に
、
こ
の
手
術

大
分
合
同
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
同
日
(
水
)

に
よ
る
合
併
症
の
診
察
経
験
が

あ
っ
た
。

1
0
8

例
あ
っ
た
合

併
症
例
の
内
訳
は
、
胸
に
塊
が

で
き
た
ケ
l

ス
が
特
件
と
最
多

で
、
雑
菌
へ
の
感
染
がM
件
、

皮
膚
に
凹
凸
が
で
き
て
い
た
例

が
9

件
と
続
い
た。

同
学
会
の
大
慈
弥
裕
之
理
事

長
は
「リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は

明
切
っ
か
で
、
手
術
の
自
粛
を
求

め
た
い
」
と
話
し
た。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
水
)

【ジュネープ共同】世界保健機関 CWH Q)
は12日、世界的に乱用や過剰摂取が問題になっ
ている抗生物質(抗菌薬) の使用量に関する初
の報告書を発表した。 65カ国 ・ 地域の調査で、
2015-16年に1000人当たりの 1 日使用量 CDD
D)が最も多かったのはモンゴルの64.41、最
少はアフリカ・プルンジの4 .44で14 . 5倍の差が
あった。
WHOでは大きな格差が生じていることにつ
いて、過剰摂取の問題が明らかな一方で「多く
の人の命を救う抗生物質を十分に利用できてい
ない国もある」と指摘した。

日本の1000人当たりのDDDは14 . 19。 今回
最も多くの46カ国 ・ 地域が調査に参加した欧州
地域の平均値の17.9より少なかった。
細菌感染症に劇的な効果をもたらした抗生物
質は、第2次大戦後、世界的に普及。 しかし近
年、過剰摂取が原因とみられる薬剤耐性菌が出
現し、ほとんどの抗生物質が効かない多剤耐性
菌が公衆衛生上の重大な脅威となっている。
調査結果には、過剰摂取が指摘される米国や
中国は含まれていない。

抗生物質使用量

格差は14.5倍に
WHO 65ヵ国・地域調査

医
療
安
全

(共同通信)
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何
年
以

降
入
力
ミ
ス
目
立
つ
医療評価
機構調査

医
療
安
全

0歳最多、過去に死亡も

子供に投与する薬剤に関連する匡療事故

件50 

40 

子
供
へ
の
薬
誤
投
与
協
件

子
供
へ
の
薬
剤
の
投
与
で
、
処
方
す
る
量
を
間
違
え

る
な
ど
の
医
療
事
故
が20
1
5

年
か
ら
の3
年
半
で

計
1
3
6

件
あ
っ
た
こ
と
が
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。

同
年
は1
1
6

月
だ
け
で
訂

件
が
報
告
さ
れ
た。
子
供
は
誤
投
与
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
、
専
門
家
は
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
る。

日
年1
月
か
ら
運
用
が
始

ま
っ
た
医
療
事
故
調
査
制
度

に
基
づ
い
て
報
告
さ
れ
た
件

数
を
集
計
し
た
。
法
令
に
基

づ
き
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ て

い
る
大
学
病
院
や
国
立
病

院
機
構
の
病
院
な
ど
は
旧
年

6

月
末
時
点
で
2
7
6

施

設
。
各
医
療
機
関
か
ら
報
告

さ
れ
た
事
故
の
う
ち
、
0
1

は
歳
の
子
供
へ
の
薬
剤
誤
投

与
は
年m
i
m
件
程
度
で
、

同
年6
月
ま
で
に
計1
3
6

件
に
達
し
た
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
最
多

は
0

歳
の
白
件
(
組
%
)

。

1

歳
は
国
件
で
、
年
齢
が
上

が
る
に
つ
れ
て
患
者
が
減
る

傾
向
に
あ
っ
た
。診療
斜
別

で
は
小
児
糾
が
幻
件
で
小
児

外
斜
(
四
件
)
、
心
臓
血
管

外
斜
(
8件
)
、
麻
酔
糾(
7

件
)
な
ど
が
続
い
た
。

薬
剤
の
種
類
で
は
注
射
薬

が
節
件
、
内
服
薬
が
羽
件
、

外
用
薬
が1
件
。
注
射
薬
は

内
服
薬
な
ど
に
比
べ
誤
投
与

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
明
ら
か
に
な
り
や
す

い
た
め
と
み
ら
れ
る
。

ミ
ス
の
内
容
は
、
医
師
が

カ
ル
テ
に記
入
する
際
に
投

与
量
の
小
数
点
の
位
置
を
間

違
え
る
と
い
っ
た
「
入
力
間

違
い
」
や
処
方
量
の
指
示
を

間
違
え
る
な
ど
の
「
処
方・

指
示
」
が
目
立
っ
た。
問
機

構
は
投
与
す
る
前
に
数
値
の

チ
ェ
ッ

ク
を
徹
底
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る。

子
供
へ
の
薬
剤
誤
投
与
を

巡
っ
て
は
は
年
、
東
京
都
内

30 

20 

18 2015年 16 17 
(注)臼本医療被能評価織摘まとめ

10 

。

の
大
学
病
院
で2
歳
男
児
が

麻
酔
薬
の
大
量
投
与
後
に
死

亡
す
る事
故
が
あ
っ
た。

今
回
の
集
計
で
は
患
者
の

被
害
の
程
度
ま
で
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
評
価

p
-
B
C
G
ワ
ク
チ
ン
結
核
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
通
称
。
開
発

見

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
の
宣
別
に
ち
な
む

。

乳
幼
児
期
に
接
種

す
る
と
、
結
核
の
発
症
や
、
重
い
髄
膜
炎
な
ど
を
予
防
で
き
、
効
果
は

m

i

日
年
ほ
ど
続
く
と
さ
れ
る

。

日
本
で
は1
歳
未
満
の
乳
児
が
定
期
接
種

の
対
象
で
、
生
後
5
1
8

カ
月
で
の1
回
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る

。

乾

燥
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
、
使
用
前
に
生
理
食
塩
液
の
溶
剤
に
溶
か
し
腕
の
皮

膚
に
塗
り
、
上
か
ら
独
特
の
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
な
注
射
針
を
押
し
つ
け
て

接
種
す
る
。

B
C
G

ワ
ク
チ
ン
の

溶
剤
か
ら
ヒ
素
検
出

出
荷
停
止

厚
労
省
3

ヵ

月
公
表
せ
ず

子
ど
も
の
結
核
予
防
の
た
め
乳
ご
く
微
量
で
、
こ
の
量
以
下
な

児
を
対
象
に
接
種
し
て
い
る
B
C

ら
ば
一
生
の
問、
毎
日
注
射
し
て
れ
る
有
識
者
の
会
合
で
報
告
す
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
圏
内
で
は

G
ワ
ク
チ
ン
を
溶
か
す
た
め
の
生
も
健
康
に
悪
影
響
が
出
な
い
と
さ
る
。
「
安
全
性
に
問
題
は
な
く
、
同
社
だ
け
が
供
給
。

1

歳
未
満
の

理
食
塩
液
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
基
れ
る
国
際
的
な
許
容
量
の
数
十
分
他
に
代
替
品
が
な
い
こ
と
か
ら
回
乳
児
が
定
期
接
種
の
対
象
と
な
っ

準
を
超
え
る
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
、
の
ー
だ
っ
た
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
収
は
せ
ず
、
す
ぐ
に
は
公
表
し
な
て
お
り
、
毎
年

1
0
0

万
人
近
く

製
準
来
者
の
日
本
ピ
l

シ
1
ジ
l

安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
い
う

。

か
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

が
接
種
し
て
い
る
。
停
止
後
も
出

製
造
(
墓
京
)
が8
月
か
ら
ワ
ク
食
塩
液
を
入
れ
る
ガ
ラ
ス
製
の
容
厚
労
省
に
よ
る
と
、

8

月
9

日
荷
済
み
の
も
の
が
流
通
し
て
お

チ
ン
と
共
に
出
荷
を
停
止
し
て
い
器
か
ら
ヒ
素
が
溶
け
出
し
た
の
が
に
食
塩
液
の
基
準
の

0

・
1

酬
を
り
、
基
準
値
超
え
の
ワ
ク
チ
ン
が

機
構
は
死
亡
を
含
む
深
刻
な

事
例
も
あ
っ
た
と
み
て
い

る
。

評
価
機
構
の
担
当
者
は

「
医療
事
故
を
報
告
す
る
意

識
が
医
療
現
場
で
高
ま
り
、

実
態
が
少
し
ずつ表
に
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
分

析
。
「
小
児
は
成
人
に
比
べ

健
康
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
。
今
後も
注
意
喚
起
を
続

け
た
い
」
と
話
し
た

。

日
本
経
済
新
聞
・夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
9

臼
(金
)

原
因
を
調
べ
る
と
、
食
塩
液
を

容
器
に
入
れ
、
加
熱
し
て
封
じ
込

め
る
工
程
で
ヒ
素
が
溶
け
出
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

容
器
を
別

の
製
品
に
す
る
と
基
準
を
超
え
る

ヒ
素
は
検
出
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

通
常
、
容
器
に
入
れ
る
前
の
食
塩

液
を
検
葦
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い

Fつ
。

〈
共同
通
信
〉
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る
こ
と
が2
目
、
厚
生
労
働
省
へ

の
取
材
で
分
か
っ
た
。
厚
労
省
は

問
題
発
覚
か
ら
約3
カ
月
間
、
事

実
を
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
。

原
因
で
、
日
月
中
に
別
の
容
器
に
超
え
る
0

・

m
m
の
ヒ
素
が
検
出
接
種
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

取
り
換
え
て
出
荷
が
再
開
さ
れ
る
さ
れ
た
と
の
報
告
が
ピ

l

シ
1

ジ
る
。
新
し
い
製
品
で
の
出
荷
が
再

貝
込
み。

ー
製
造
か
ら
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
関
す
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
は
不
足
し

厚
労
省
は
、
今
月5日
に
聞
か
出
荷
を
停
止
し
た
。

な
い
見
込
み。

最
近
、
休
み
の
た
び
に
生
後
半

年
近
く
の
長
女
を
小
児
科
に
連
れ

て
い
っ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
病

気
で
は
な
く
、
予
防
接
種
を
受
け

さ
せ
る
た
め
だ
。
B
型
肝
炎
、
ヒ

プ
、
四
種
混
合
と
続
い
た
。
長
女

も
通
う2
D
に
注
射
を
打
つ
の
を

感
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
直
前
に
大

泣
き
す
る
。
か
わ
い
そ
う
な
気
も『ゴ

す
る
が
、
怖
い
病
気
か
ら
守
る
た
め
、
心
を
鬼
石
一

に
し
て
体
を
押
さ
え
つ
け
る
。

一
ロ
一

叩
月
末
に
は
結
核
予
防
の
B
C
G

を
受
け
さ
古
一

せ
た
。
そ
の
数
日
後
、
ワ
ク
チ
ン
を
溶
か
す
溶
一
時
一

液
か
ら
華
値
を
上
回
る
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
Z
一

と
報
道
さ
れ
た
。
『
川
一

予
防
接
種
は
リ
ス
ク
を
伴
う
ワ
ク
チ
ン
を
投

一
一
円
一

与
す
る
案
。
「
安
全
荏
に
問
題
な
い
」
と
言
百
一

う
な
ら
、
何
の
た
め
の
基
準
な
の
か
。
知
っ
て
互

い
れ
ば
受
け
さ
せ
な
か
っ
た
。

3

カ
月
前
に
報
士
亘

告
を
受
け
た
の
に
、
公
表
し
な
か
っ
た
厚
生
労

士
偲
一

働
省
の
対
応
に
も
憤
り
を
覚
え
る
。
「
L

厚
労
省
の
正
面
玄
関
前
に
は
「
誓
い
の
碑
」

が
建
つ
。
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
の
反
省
か
ら
設
け

ら
れ
、
「
医
薬
品
の
安
全
性
・
有
効
性
の
確
保

に
最
善
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
」
と
銘
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
薬
害
で
大
勢
の

犠
牲
者
を
出
し
た
歴
史
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

(
山
口
和
也
)

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
誤
投
与

南
相
馬
市
発
表
健
康
へ
の
影
響
な
し

南
相
馬
市
は
二
十
日
、

市
内
の
子
ど
も
が
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
べ
き

年
齢
で
は
な
い
の
に
、
栢

馬
郡
医
師
会
所
属
の
医
療

機
関
で
誤
っ
て
投
与
さ
れ

た
と
発
表
し
た
。
現
時
点

で
健
康
に
影
響
は
な
い

が
、
投
与
さ
れ
た
十
九
日

か
ら
副
反
応
の
出
る
と
さ

れ
る
七
日
間
は
経
過
観
察

す
る
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
確
実
な
免
疫
を
つ
け

る
た
め
二
期
に
分
け
て
投

与
す
る
。
市
は
子
ど
も
の

性
別
と
年
齢
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
が
今
回
、
誤

っ
て
投
与
さ
れ
た
子
ど
も

は
二
期
目
の
接
種
年
齢
で

あ
る
九5
十
歳
に
達
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。

誤
投
与
さ
れ
た
子
ど
も は

十
九
日
午
前
、
当
該
医

療
機
関
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
だ
け
を

受
け
る
予
定
だ
っ
た
。
一

緒
に
訪
れ
た
き
ょ
う
だ
い

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
日

本
脳
炎
両
方
の
予
防
接
種

を
希
望
し
て
い
た
。

医
師
は
誤
投
与
さ
れ
た

子
ど
も
に
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
注
射
し
た
後
、

二
本
田
を
注
射
し
よ
う
と

し
た
。
保
護
者
か
ら
「
乙

の
子
は
二
本
目
は
不
要
で

す
」
と
指
摘
を
受
け
、
誤

投
与
に
気
付
い
た
。
市
に

よ
る
と
子
ど
も
は
二
十
日

も
健
康
状
態
に
変
化
は
な

い
と
い
う
。

福
島
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
幻
自
(
水
)

医
療
安
全

内
閣
官
房

薬
剤
耐
性
対
策
で

神
大
病
院
を
表
彰

院
内
で
抗
菌
薬
デl
タ
共
有

薬
剤
耐
性
対
策
の
普
及
や
啓

発
を
目
的
に
肉
同
宣
房
な
ど
が

昨
年
創
設
し
た
「
薬
剤
耐
性
対

策
普
及
啓
発
活
動
表
彰
」
で
こ

の
ほ
ど
、
神
戸
大
病
院
(
神
戸

市
中
央
区
)
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
l

ム
が
優
良
事
例
の
一
つ
に

選
ば
れ
「
応
援
大
使
賞
」
を
受

7

た
。

薬
剤
耐
性
は
、
薬
の
不
適
切

な
使
用
な
ど
に
よ
り
病
原
体
が

変
化
し
、
抗
菌
薬
(
抗
生
物
き

が
効
き
に
く
く
な
る
状
態
。
対

策
を
施
さ
な
い
と2
0
5
0

年

に
世
界
で
年
商1
千
万
人
が
死

亡
す
る
と
の
予
測
も
あ
る
。2

回
目
の
今
年
は
前
件
の
応
募
が

あ
り
、
6

件
が
優
良
事
例
に
選

ば
れ
た
。

受
賞
し
た
神
戸
大
病
院
の 信

濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
3

日
(
土
)

「
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
」
は
、
叩
年

か
ら
医
師
や
薬
剤
師
、
検
査
技

師
な
ど
多
職
種
が
定
期
的
に
会

合
を
開
き
、
院
内
全
て
の
抗
菌

薬
の
使
用
デl
タ
を
共
有
。
投

与
の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

医
師
に
指
導
し
た
り
、
薬
の
採

用
を
取
り
や
め
た
り
し
て
い

る
。兵

庫
県
内
の
他
病
院
の
薬
剤

師
ら
の
研
修
も
同
院
で
実
施

し
、
地
域
全
立
体
で
普
及
に
努
め

て
き
た
点
も
評
価
さ
れ
た
。

(
大
盛
周
平
)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日
(
水
)

109 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

EF司|

幽|
民I
ZZZ| 

国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
検
査
に
使
う
た

め
に
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
危
険
な
病
原

凡
又
体
を
輸
入
す
る
考
え
を
示
し
た

。

海
外
で
危

語
険
な
感
染
症
の
流
行
が
相
次
ぐ
こ
と
が
背
景

t
u
に
あ
り
、
東
京
五
輪・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

4

よ
る
訪
日
客
増
加
で
国
内
で
も
リ
ス
ク
は
高

1
」
ま
る
と
厚
生
労
働
省
は
危
機
感
を
募
ら
せ

c
u
る
。

た
だ
受
け
入
れ
先
の
地
元
住
民
に
は
「
ウ

ロ
u
イ
ル
ス
が
外
部
に
漏
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
不
安
も
根
強
い

。

理
解
を

得
る
た
め
に
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る

。

東
京
都
武
蔵
村
山
市
の
感
染

研
村
山
庁
舎
で
日
日
に
聞
か
れ

た
地
元
住
民
の
参
加
す
る
協
議

会
。

感
染
研
か
ら
の
唐
突
な
提

案
に
、
住
民
か
ら
「
説
明
が
不

十
分
で
、
不
安
で
た
ま
ら
な
い

。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
か
ら
納
得
し

ろ
と
い
う
話
で
は
な
い
」
と
戸

惑
い
の
声
が
上
が
っ
た

。

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
最

も
危
険
な
病
原
体
を
扱
う
に

は
、
高
度
な
漏
出
防
止
対
策
を

1981年 ー国立感染症研究所
村山庁舎に施設が
完成

2015年 ~BSL4施設に指定
18年 '検査に使うウイルス

輸入意向を提示

地元説明会・施設見学
厚労相の訪問芯ど
地元と調整

面~IIIJk.主潮~‘園

想
定
さ
れ
る
検
査
体
制
強
化
の
流
れ

施
し
た
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
!
う
要
望

。

B
S
L
4
施
設
の
み

レ
ベ
ル
(
B
S
L
)
4の
施
設
で
認
め
ら
れ
る
最
も
危
険
な
病

が
必
要。

海
外
に
は
建
設
中
を
原
体
を
扱
う
こ
と
は
な
く
、


含
め
少
な
く
と
も
臼
施
設
あ
段
階
下
のB
S
L
3

施
設
と
し

る
。

緊
急
時
の
検
査
の
他
、
ワ
て
エ
ボ
ラ
よ
り
も
危
険
性
が
低

ク
チ
ン
や
治
療
法
の
開
発
な
ど
い
と
さ
れ
る
病
原
体
の
み
を
使

の
役
目
も
担
う。

っ
て
研
究
を
行
っ
て
き
た

。

国
内
で
は
村
山
庁
舎
の
施
設

マ
越
境

が
1
9
8
1

年
に
完
成
し
た。

だ
が
地
元
へ
の
説
明
が
不
十
分
こ
の
数
十
年
で
感
染
症
を
巡

で
問
辺
に
は
学
校
や
住
宅
地
も
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た

。

あ
り
、
市
が
実
験
を
し
な
い
よ
交
通
網
の
発
達
で
、
か
つ
て
ア

医
療
安
全

20年 ー東京五輪・
パラリンピック

フ
リ
カ
や
南
米
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
が
国
境

を
越
え
る
こ
と
が
増
え
た
。

動

物
特
有
の
ウ
イ
ル
ス
が
人
へ
の

感
染
性
を
獲
得
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
(
S
A
R
S
)と

い
っ
た
新
興
感
染
症
も
発
生

。

感
染
症
対
策
は
各
国
の
重
要
課

題
と
な
っ
た。

一
方
、
日
本
人
が
危
険
な
病

原
体
を
使
っ
て
薬
や
検
査
法
を

開
発
す
る
の
は
難
し
く
な
っ

た
。

こ
れ
ま
で
は
海
外
のBS

L
4

施
設
を
使
え
た
が
、
2
0

0
1

年
の
米
中
枢
同
時
テ
ロ

後
、
バ
イ
オ
テ
ロ
へ
の
懸
念
か

ら
、
自
国
の
研
究
者
以
外
の
施

設
利
用
を
制
限
す
る
動
き
が
強

ま
っ
た
た
め
だ。

マ
矛
盾

「
国
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
B
S
L
4

は
必
要
」
と
の
声

が
研
究
者
間
で
強
ま
る
中
、
は

年
に
決
定
的
な
出
来
事
が
起
き

た
。

西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し

た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
大
流
行

だ
。

疑
い
例
も
含
め2
万
人
以

上
が
感
染
し1
万
人
以
上
が
死

亡
。

圏
内
で
も
海
外
か
ら
感
染

の
疑
い
の
あ
る
人
が
入
国
す
る ケ

ー
ス
が
相
次
い
だ。

村
山
庁
舎
は
当
時
、
疑
わ
れ

た
人
の
感
染
の
有
無
を
調
べ
る

役
割
を
担
っ
た
が
、BS
L
4

で
は
な
い
た
め
詳
細
な
検
査
が

で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
が
露

呈
。

危
機
感
を
抱
い
た
厚
労
省

は
地
元
へ
の
説
明
会
を
繰
り
返

し
、
日
年
に
業
務
を
診
断
や
治

療
に
特
化
す
る
こ
と
な
ど
を
条

件
に
武
蔵
村
山
市
とBS
L
4

で
の
稼
働
で
合
意
し
た

。

こ
れ

と
は
別
に
長
崎
大
で
も
研
究
目

的
の
B
S
L
4
施
設
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
感
染
研
で
は

、

市
と
の

合
意
後
も
病
原
体
そ
の
も
の
は

保
有
し
な
い
状
態
が
続
く

。

厚

労
省
は
、
海
外
の
施
設
も
住
宅

地
に
隣
接
し
、
過
去
に
漏
え
い

事
故
は
な
い
こ
と
を
強
調

。

担

当
者
は
「
地
元
の
同
意
が
輸
入

の
条
件。

し
っ
か
P
説
明
し
、

根
気
強
く
話
し
合
い
た
い
」
と

し
て
お
り
、
今
後
は
地
元
向
け

の
説
明
会
や
施
設
見
学
会
を
聞

く
予
定
だ。

長
崎
の
市
民
団
体

「
反
対
」

長
崎
大
に
対
し
て
バ
イ
オ
セ

ー
フ
テ
ィ
l

レ
ベ
ル
(
B
S
L
)

4
の
施
設
の
情
報
開
示
を
求
め

る
訴
え
を
、
長
崎
地
裁
に
起
こ

し
た
市
民
団
体
「BS
L
4
施

設
計
画
の
差
し
止
め
を
求
め
る

会
」
の
木
須
博
行
さ
ん
(
旬
)
日

長
崎
大
名誉
教
授H
は
、

東
京

都
武
蔵
村
山
市
の
同
種
施
設
に

危
険
な
ウ
イ
ル
ス
の
輸
入
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
患
者
が
い
な
い
状
祝
で
も
、

研
究
名
目
で
危
険
な
ウ
イ
ル
ス

が
圏
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
存
在 し

続
げ
る
こ
と
に
な
る
」
と
懸

念
。

「
長
崎
大
の
施
設
に
も
こ

う
し
た
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
が
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
目
に
見
え

て
お
り
、
住
宅
地
へ
の
施
設
設

置
に
反
対
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

(
徳
増
瑛
子
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
沼
目
(
日
)
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帯
広
市
内
の
総
合
病
院
が

、

感
染
症
が
流
行
す
る
冬
季
の
面
会
制
限
を
強
化
し
て
い
る

。

院
内
感
染
を

防
ぐ
に
は
外
部
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
の
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
見
舞
客
ら
が
「
な
ぜ
会

わ
せ
な
い
ん
だ
」
と
看
護
師
に
声
を
荒
ら
げ
る
ケ

l

ス
も
後
を
絶
た
な
い
。

こ
の
た
め
、
帯
広
厚
生
病
院

は
新
病
院
で
、
患
者
と
家
族
の
み
が
入
院
病
棟
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
し
た

。

帯
広
協
会
病
院
は
見
回

り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
に
理
解
を
求
め
て
い
る

。

市
内
病
院

市
内
で
協
力
体
制
を
取
っ
て
面
会

制
限
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
帯
広

厚
生
病
院
、
帯
広
協
会
病
院
、
帯
広

第
一
病
院
、
北
斗
病
院
。

こ
れ
ま
で

入
院
病
棟
は
暗
黙
の
了
解
で
自
由
に

出
入
り
で
き
る
ケ1
ス
も
あ
っ
た

が
、
2
0
1
4

年
ご
ろ
か
ら
各
医
療

機
関
が
対
策
を
強
化
。

毎
年
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
発
生
す
る
秋

口
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
家
族
以

帯
広
厚
生
病
院
は
新
病
院
へ
の

移
転
に
合
わ
せ
、
4
1
9

階
の

入
院
病
糠
へ
の
出
入
り
を
患
者

と
家
族
の
み
に
制
限
し
た

感
染
防
止
策
で

外
の
面
会
を
控
え
る
よ
う
、
患
者
に

呼
び
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

会
え
ず
激
高
も

さ
ら
に
、
現
在
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
院
内
感
染
が
発
生
し
た
り
、
さ

ら
に
院
内
感
染
が
多
発
し
た
り
し
た

場
合
に
は
家
族
で
も
面
会
禁
止
に
す

る
基
準
も
設
け
て
い
る
。

帯
広
協
会

病
院
の
山
下
車
矢
院
内
感
染
対
策
室

長
は
「
最
悪
の
場
合
、
病
院
が
外
来

診
療
を
休
止
す
るH病
棟
閉
鎖μ
を

行
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
」
と
徹

照
的
な
感
染
対
策
を
説
明
す
る
。

家族にだけ鍵/見回りを強化
医
療
安
全

た
だ
、
現
段
階
で
は
対
策
の
意
義

が
十
分
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
病
院

と
見
舞
い
に
来
た
人
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
も
起
き
て
い
る
。

昨
冬
、
帯
広
協

会
病
院
で
は
、
道
東
の
他
地
域
か
ら

親
族
に
会
い
に
来
たω代
男
性
が
面

会
制
限
に
響
問。
応
対
し
た
看
護
師

が
男
性
に
罵
倒
さ
れ
、
心
身
に
不
調

を
来
す
ケl
ス
も
発
生
し
た。

市
内
の
総
合
病
院
関
係
者
に
よ
る

と
「
そ
れ
は
氷
山
の
一
角
。

院
内
の

出
入
り
を
比
較
的
自
由
に
し
て
き
た

影
響
は
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
モ
ン

ス
タ
ー
ク
レl
マ
ー
の
よ
う
に
病
院

職
員
を
怒
鳴
り
つ
け
る
見
舞
客
は
数

多
く
い
る
」
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
対
応
に
苦
慮
し
て
き
た

帯
広
厚
生
病
院
は
、
新
病
院
へ
の
移

転
に
合
わ
せ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l

対
策
を
強
化。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
病

棟
入
り
口
の
ド
ア
に
認
証
盤
を
設
置

し
、
認
証
カl
ド
を
使
わ
な
け
れ
ば

入
院
病
棟
(4
1
9

階
)
と
外
部
を

行
き
来
で
き
な
い
よ
う
に
し
た

。

カ

ー
ド
は
原
則
、
患
者
本
人
と
家
族
の

み
に
鍵
を
渡
さ
れ
、
家
族
以
外
の
面

会
、
見
舞
い
は
家
族
の
同
伴
が
必
要

と
な
っ
て
い
る。

ー
割
は
制
限
対
象

一
方
、
帯
広
協
会
病
院
は
昨
年
ロ

月
、
3

日
間
に
わ
た
っ
て
院
内
の
利

用
状
況
を
調
査。
面
会
の
受
け
付
け

を
せ
ず
に
院
内
に
入
っ
て
い
る
面
会

客
が1
日
当
た
り
1
0
0

人
程
度
、

そ
の
F
2っ
家
族
以
外
が
約
印
人
い
る

と
い
う
現
状
を
把
握
し
た
。

さ
ら
に

日
人
の
う
ち
叩
人
は
、
本
来
な
ら
面

会
制
限
の
対
象
と
な
る
状
況
に
あ
っ

た
。

こ
れ
に
対
し
、
面
会
制
限
へ
の
理

解
を
求
め
る
張
り
紙
だ
け
で
な
く
、

見
回
り
ゃ
一
部
ド
ア
の
施
錠
な
ど
で

対
策
を
強
化
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
見
舞
客
が
面
会
制
限
の
趣

旨
を
説
明
し
て
も
受
け
付
け
な
い
よ

う
な
ケl
ス
に
関
し
て
は
、
利
用
者

の
認
識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
解
決
し

な
い
の
が
実
情
だ
。

感
染
対
策
の
指

揮
を
執
る
士
邑
一
郎
副
院
長
は
「
現

在
は
入
院
期
間
も
短
く
な
っ
て
い

る
。

院
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む

リ
ス
ク
も
踏
ま
え
、
患
者
の
こ
と
を

本
当
に
思
う
な
ら
、
家
族
以
外
の
お

見
舞
い
は
控
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

理
解
を
求
め
て
い
る。
(奥
野
秀
康)

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
8

年
刊
月
お
日
(
日
)

1
 

1
 

1
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サリドマイド奇形化回避析不可能
か
つ
て
手
足
が
奇
形
の
子
が
生
ま
れ
る
薬
害
を
招
い

た
化
合
物
サ
リ
ド
マ
イ
ド
が
、
体
内
で
奇
形
化
を
起
こ

さ
な
い
仕
組
み
を
解
明
し
た
と
、
名
古
屋
工
業
大
の
柴

田
哲
男
教
授
(
フ
ッ
素
化
学
)
の
グ
ル
ー
プ
が
二
十

日
、
英
科
学
誌
電
子
版
に
発
表
し
た
。

安
全
な
医
薬
品

開
発
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る。
(
安
福
晋
一
郎)

サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
は
、
右
手
と
左

手
の
関
係
の
よ
う
な
対
称
の
構
造
を

持
つ
分
子
(
鏡
像
異
性
体
)
が
あ
り
、

通
常
は
こ
の
二
つ
が
結
合
し
た
状
態

に
あ
る
。

「
右
手
型
」
だ
け
を
投
与

し
て
も
奇
形
は
起
き
ず
、
「
左
手

型
」
で
奇
形
が
起
き
た
た
め
、
左
手

型
が
薬
害
の
原
因
だ
っ
た
こ
と
が
一

九
七
0
年
代
、
海
外
の
研
究
者
の
動

物
実
験
で
判
明
し
て
い
る。

し
か
し
九
0
年
代
、
人
の
体
内
に

右
手
型
だ
け
を
投
与
し
て
も
、
一
部

医
薬
品
の
安
全

が
左
手
型
に
変
化
し
、
混
在
し
た
状

態
に
な
る
と
の
研
究
結
果
が
出
た
。

右
手
型
だ
け
投
与
し
て
も
奇
形
が
起

き
る
可
能
性
が
否
定
で
き
ず
、
医
薬

品
開
発
は
進
ま
な
か
っ
た。

柴
田
教
授
ら
は
、
体
内
で
右
手
型

か
ら
左
手
型
へ
の
変
化
が
起
こ
る
た

び
、
誕
生
し
た
左
手
型
が
、
従
来
か

ら
あ
る
右
手
型
と
結
合
し
た
上
で
体

内
圃
サ
リ
ド
マ
イ
ド

1
9
5
0

年
代

閉
L

に
鎮
痛
剤
と
し
て
販
売
さ
れ
、
特
に

妊
婦
の
つ
わ
り
を
軽
減
す
る
薬
と
し
て
利
用

が
広
が
っ
た。
手
足
に
重
い
障
害
の
あ
る
新

生
児
が
生
ま
れ
、
位
年
に
圏
内
で
販
売
が
停

止
さ
れ
た
が
、
約1
0
0
0

人
の
薬
害
が
発

生
し
た。
そ
の
後
、
多
発
性
骨
髄
腫
の
治
療

薬
と
し
て
再
び
使
用
を
認
可
さ
れ
た
が
、
妊

婦
に
投
与
し
な
い
な
ど
使
用
条
件
が
定
め
ら

れ
て
い
る。

名工大が実験医薬品開発に期待

9

月
6

日
の
胆
振
東
部
地
震
と
全
域
停
電
(
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)
で
、
慢
性
腎
不
全
患
者
に
人
工
透
析

を
提
供
す
る
道
内
の
医
療
機
関
は
、
ど
ん
な
困
難
に
直
面
し
た
の
か
ー

。

北
海
道
透
析
医
会
、
札
幌
市
透

析
医
会
、
北
海
道
透
析
療
法
学
会
が
全
道
の
透
析
医
療
機
関
を
対
象
に
行
っ
た
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

が
、
今
月
日
日
に
札
幌
で
聞
か
れ
た
第
似
回
北
海
壇
透
析
療
法
学
会
掌
術
集
会
で
報
告
さ
れ
た
。
当
時
の

医
療
現
場
の
状
況
や
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た

。

(
編
集
委
員
岩
本
進
)

胆
振
東
部
地
震

く

h
hレ
を
守
る H

札
幌
)
が
報t
p
uた。

道
が
把
握
す
る
道
内26
7

の
透
析
医
療
機
関
が
対
象
で
、

2
0
9

施
設
が
郵
送
で
回
答
し

者
の
約8
割
に
当
た
る。

「
被
害
が
あ
っ
た
」
と
し
た

の
は
2
0
1

施
設
。

最
多
が
「
停

電
」
で2
0
0

施
設。
次
い
で

外
に
排
出
さ
れ
、
結
合
か
ら
漏
れ
た

右
手
型
の
み
が
血
液
に
吸
収
さ
れ
る

と
の
仮
説
を
た
て
た。
証
明
で
き
れ

ば
、
危
険
な
左
手
型
は
体
外
に
出
る

た
め
、
右
手
型
を
活
用
し
た
医
薬
品

は
安
全
だ
と
裏
付
け
ら
れ
る。

実
験
で
は
、
人
の
血
液
の
環
境
に

近
い
溶
液
に
、
右
手
型
の
サ
リ
ド
マ

イ
ド
を
入
れ
て
変
化
を
観
察。
右
手

型
だ
け
の
分
子
と
左
右
結
合
型
の
分

子
の
二
種
類
が
で
き
、
左
右
結
合
型

の
分
子
は
溶
け
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。今

後
は
、
動
物
実
験
で
も
原
理
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
に
な
る。
柴
田
教
授
は
「
順
調
に

進
め
ば
、
安
全
な
サ
リ
ド
マ
イ
ド
医

薬
品
開
発
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ

た
。

-1回!~fi草画臨調圃
可 A

左右が結合した
サリドマイド
(奇形性あり)

右手型サリドマイドが奇形化を
回避するしくみ

体内で徐々に
右手型の一部が
左手型に変化

右手型
(奇形性なし)
のサリドマイド

中
日
新
聞
・
朝
刊

間
(
最
長
臼
・5
時
間
)
、
電

話
が
同μ
・
0

時
間
(
同
似
・

5

時
間
)
、
断
水
が
同
お
・
6

時
間
(
苅
・5
時
間
)
だ
っ
た。

透
析
や
通
院
が
不
可
能
と
な

っ
た
た
め
、
「
他
院
に
串
箸
の

透
析
を
依
頼
し
た
」
の
は
、
こ

の
設
問
に
回
答
し
た20
7

施

設
の
う
ち
日
施
設
(
鈎
%
)
だ

っ
た
。
地
震
当
日
の6
日
は
、

ω
施
設
が
患
者
計8
6
0

人
の

透
析
を
他
院
に
依
頼
。

7

日
の

依
頼
人
数
は
さ
ら
に
増
え
、mA

れ
た
施
設
の
中
に
は
、
通
常
は

1

人
で
4
1
5

時
間
程
度
か
か

る
透
析
の
時
間
を
短
縮
し
、
1

日
に
機
器
を6
回
稼
働
さ
せ
る

な
ど
し
て
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
治
療
を
続
け
た
施
設
も
あ

っ
た
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
も

燃
料
の
備
蓄
は
十
分
と
は
言
え

ず
、
最
低
で
叩
・5時
間
分
、

最
長
で
必
時
間
分
と
ぱ
ら
つ
き

が
あ
っ
た。
前
野
会
長
は
「
長

期
の
停
電
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、

E図面I岡1閣安'ÃZ量~~
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7 割が透全域停電

重重
(析

長霊
会堂
内司 = 
院の
副前
院野
長七手

相
川一設

一

刀
一嶋
一

受
一α
一

修
品
百
戸
』
一

俳
一洛
一

透

一回
一k

の
j
l

a

-
-
'
E
4

冒
E

設

6

日
強
か
か
院

m
m

他

9月
6日

|グラフ①|他院へ患者の透析を依頼

i 回答207施設 |

40施設860人

50施設1021 人

た
(
病
院
郎
、
診
療
所
1
2
3

。

回
答
率
河
%
)
。
回
答
し
た
施

設
で
透
析
を
受
け
る
患
者
は
推

計
1

万
3
3
6
5

人
で
、
全
道

に
約
1

万
6

平
人
い
る
透
析
患

「
電
話
不
通
」
が
卯
施
設
、
「
断

水
」
が
幻
施
設
、
「
施
設
倒
壊
」

が
8

施
設
ー
の
順
だ
っ
た
(
複

数
回
答
)。
復
旧
に
要
し
た
時

間
は
、
停
電
が
平
均
幻
・
9

時

通信手段の確保求める声も
装穫の設慣状況臣室芝宣自家発

自家発電がない
6筋設(5%

i 診療所85施設 !

自家発電
はあるが
透析は不可能

70施設
(580/0) 

| 病院120施設 |

施
設
で1
1
0
0

人
に
。8
日

は
6

施
設
で2
0
6

人
だ
っ
た

け
グ
ラ
フ
①H
。

一
方
、
「
他
の
医
療
機
関
か

ら
透
析
患
者
を
受
け
入
れ
た
」

医
療
機
関
は
、
図
鑑
P
レ
た2
0

6

施
設
の
2
り
臼
施
設
(
初
%
)

あ
っ
た
。
6
R
が
却
施
設
で
患

者
は
計
6
1
3

人
。
7

日
は
日

施
設
で1
0
2
1

人
を
受
け
入

れ
た。
8

日
は
U
施
設
で2
7

4

人
だ
っ
たH
同
H
。

自
家
発
電
装
置
の
有
無
も
尋

ね
た
。

回
答
し
た2
0
5

施
設

中
、
自
家
発
電
装
置
を
備
え
、

透
析
が
可
能
な
の
は
日
施
設

(
却
%
)
に
と
ど
ま
っ
た
。
装

置
は
あ
る
も
の
の
、
「
最
低
限

(
の
容
量
)
で
透
析
は
で
き
な

い
」
が
乃
施
設
(
ぬ
%
)
、
装

置
が
「
な
い
」
は
侃
施
設
(
お

%
)
で
、
全
体
の7
割
が
停
電

に
な
る
と
透
析
が
不
可
能
な
状

態
だ
っ
たH
グ
ラ
フ
②H
。

自
家
発
電
で
患
者
を
受
け
入

不
安
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
施
設

の
8

割
程
度
が
災
害
時
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
備
え
、
約
半
数
が
緊

急
時
の
串
箸
と
の
連
絡
方
法
を

事
前
に
決
め
て
い
た
。

連
絡
方
法
で
最
多
が
電
話

(
聾
情
と
固
定
)
で
刊
%
。
患

者
宅
へ
の
訪
問
や
、
災
害
時
の

伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
も

あ
っ
た
。

直
接
来
院
し
た
患
者

も
辺
%
い
た。

各
医
療
機
関
が
指
摘
し
た
課

題
で
は
「
電
話
不
通
時
の
通
信

手
段
の
確
保
が
不
可
欠
」
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
情
報
遮
断

時
に
備
え
た
施
設
や
患
者
の
行

動
の
取
り
決
め
が
大
切
に
な

る
」
な
ど
が
多
か
っ
た
。

前
野
会
長
は
「
今
後
、
情
報

伝
達
障
害
に
強
い
災
害
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
施
設
用
と

患
者
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
報
告

を
締
め
く
く
っ
た。

(人)

1000 800 600 400 200 0 0 200 400 600 800 1∞o 

※それぞれ回答した施設数が異なり、アンケートに未回答の施設もあり、両者の人数は一致しない

14施設274人

78 

88 

28施設1100人

6施設206人

難
病
「
自
助
は
限
界
」

地
域
で
暮
ら
す
難
病
患
者
や
家
族
を
支
え
る

「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
方
法
亭
}
検

討
す
る
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
研
究
大

会
が
札
幌
市
内
で
聞
か
れ
、
胆
振
東
部
地
震
を

踏
ま
え
、
緊
急
時
へ
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

A
E

今
月3
、

4

の
両
日
、
全
国
か
ら
約
2
0
0

人

扶
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
基
調
講
演
で
は
、
医

4
a
J

ほ
く
り
ょ
う

研
療
ガ
ス
製
造
の
北
良
(
岩
手
県
北
上
市
)
の
笠

」
井
健
社
長
が
、
自
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
う
人

ン
を
守
る
停
電
通
知
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
、
「
自
助

Y
に
は
限
界
が
あ
る
。
難
病
の
人
が
地
域
で
生
活

防
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

札
北
海
毒
薬
連
の
増
田
靖
子
代
表
理
事
は
地

震
後
、
「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
や
難
病
患
者

に
、
支
援
の
手
が
十
分
に
届
か
な
い
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
」
と
訴
え
た
。
深
瀬
和
文
理
事

は
本
年
度
、
会
員
を
対
象
に
生
活
実
態
調
査
を

行
い
、
災
害
時
の
困
り
ご
と
や
必
要
な
支
援
を

提
言
し
た
い
と
し
た
。

沖
縄
、
広
島
両
県
の
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
か
ら
は
、
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
う

災
害
に
備
え
る

人
の
災
害
時
対
応
も
報
告
さ
れ
た
。

研
究
会
は2
0
0
3

年
、
北
海
道
難
病
連
を

中
心
に
発
足
し
た
。
大
会
は
全
国
各
地
で
年
に

2

回
聞
か
れ
、
今
回
が
初
回
目
。
(
阿
部
里
子
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
水
)
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三是正
反乞
る
傾q
OJ  
dむ、
耳豆
白勺
竺r
てF

A記長
重要

胆振東部地震

釧
路
赤
十
字
病
院
職
員
医
療
活
動
を
報
告

胆
振
東
部
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
胆
振
管
内
厚
真

町
や
安
平
町
で
救
護
活
動
や
被
災
者
の
心
理
的
な
ケ
ア
に
当

た
っ
て
い
た
釧
路
赤
十
字
病
院
の
職
員
に
よ
る
活
動
報
告
会

が
ロ
目
、
同
病
院
で
聞
か
れ
た
。

市
内
の
医
療
関
係
職
員1

0
6

人
が
参
加
、
被
災
地
に
お
け
る
医
療
活
動
の
在
り
方
や

今
後
の
課
題
を
共
有
し
た。
(

三
村
淳
)

同
病
院
で
は9
月
6

日
の
地

震
発
生
直
後
か
ら
、
医
師
や
看

護
師
ら
延
べ
却
人
を
現
地
へ
派

遣
。
け
が
の
治
療
や
避
難
所
の

衛
生
管
理
な
ど
を
実
施
。
こ
の

日
は
金
古
裕
之
外
科
部
長
、
医

療
技
術
部
の
倉
重
諭
史
臨
床
工

学
課
長
、
看
護
部
の
野
宮
理
江

看
護
師
長
、
同
部
で
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
指
導
員
の
佐
藤
な
お
み
看

護
師
長
の4
人
が
報
告
し
た
。

救
護
班
と
し
て
現
地
で
医
療

活
動
に
当
た
っ
た
野
宮
師
長

は
、
情
報
の
な
い
中
で
動
く
こ

と
の
不
安
を
語
り
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
何
度
も
重
ね
た
こ
と

や
、
救
護
車
内
の
設
備
や
物
資

な
ど
の
理
解
が
不
十
分
で
用
意

さ
れ
た
食
料
品
を
使
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
反
省
を

述
べ
た。

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
」
と
し

て
厚
真
町
な
ど
で
活
動
し
た
佐

藤
師
長
は
、
被
災
者
を
支
え
る

側
の
自
治
体
職
員
ら
へ
の
心
理

的
ケ
ア
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

被
災
者
支
援
に
注
力
す
る
あ
ま

り
、
医
療
関
係
者
の
過
労
や
心

理
的
ス
ト
レ
ス
が
増
え
る
傾
向

に
あ
る
と
指
摘
し
、
「
な
ん
で

も
話
し
合
え
る
椙
棒
を
持
ち
、

自
分
の
限
界
を
知
っ
て
ぺ1
ス

を
守
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
倉
重
課
長
は
釧
路
、

根
室
管
内
で
の
停
電
対
応
と
し

て
、
人
工
透
析
を
行
う
医
療
機

関
が
災
害
時
に
備
え
て
作
成
し

た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
初
め

て
利
用
し
、
透
析
患
者
の
受
け

入
れ
態
勢
を
確
認
し
合
っ
た
事

例
な
ど
を
紹
介
し
た。

釧
路
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
時
日
(
金
)

災
害
に
備
え
る

生
活
再
建
ヘ

倉敷市真備町地区出身で、災害看護や公衆衛生が専門の神原朕子

・ 高知県立大大学院教授 (41)が、西日本豪雨被災者に向け、母子手

l慣をモデルにした生活記録冊子を作った。 タイトルは 「これから手

帳」。 自身や家族の医療機関の受診結果、生活上の困り事などをカ

レンダー形式で書き込める仕様で、 9 、 10日に市内の避難所や仮設

住宅で無料配布する。(安部晃将)

「
手
帳
」
使
っ
て

受診結果や困り事記入

神
原
教
授
は
豪
雨
時
、

同
町
市
場
の
実
家
に
帰
省

中
。

被
災
を
免
れ
た
こ
と

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
近
く
の
避
難
所
で
活
動

し
た。
そ
の
際
、
看
護
師

や
保
健
師
が
入
れ
替
わ
る

た
び
に
体
調
や
服
用
薬
を

一か
ら
聞
か
れ
、
戸
惑
う

被
災
者
の
姿
を
み
て
記
録

ツ
ー
ル
の
必
要
性
を
感
じ

た
と
い
う。

住
所
、
氏
名
、
家
族
構

成
や
避
難
所
で
の
診
断
結

果
を
記
入
す
る
一
覧
と
と

も
に
書
き
込
み
が
で
き
る

7
、

8

月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
載
せ
た
「い
ま
か
ら
手

帳
」
を
避
難
所
で
配
布

。

「頭
の
中
が
整
理
で
き
た
」

「9
月
以
降
の
分
も
欲
し

い
」
と
好
評
だ
っ
た
た
め

続
編
と
し
て「こ
れ
か
ら

手
帳」
を
用
意
し
た。

B
5

判
的ω汗
で
、
構
成

は
お
お
む
ね
前
作
を
踏

襲
。

豪
雨
か
ら
約1
年
の

来
年6
月
ま
で
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
掲
載
し「イ
ン
フ

あす配布真備出身~ ,- ~ 
神原教授作成さょっ 、

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
受

け
ま
し
た
か」
(
日
月
)
、

「誰
か
と
今
年
を
振
り
返
り
、

語
り
合
う
時
間
を
持
ち
ま
し

ょ
う
」
(
ロ
月
)
な
ど
、
心

身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
時

季
に
応
じ
た
注
意
点
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
添
え
た
。

資
金
繰

り
が
行
き
詰
ま
っ
た
際
に
住

宅
ロl
ン
の
減
免
が
受
け
ら

れ
る
制
度
な
ど
の
概
要
も
追

加
し
た。

知
人
の
美
術
大
教
授
や
弁

護
士
の
協
力
で
編
集
を
進

め
、
2

千
部
を
作
成

。

神
原

教
授
は
自
身
が
運
営
す
る
情

報
サ
イ
ト「ま
び
ケ
ア」
で

も
近
く
冊
子
の
デ
l

タ
を
公

開
す
る
予
定
で「2
年
、3

年
後
の
人
生設
計
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、生
活の
歩

み
を
丁
寧
に
記
録
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

る
。

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
9

日
(
金
)
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災
害
医
療
に
客
船

と安全管理総集版 2019年 2号

「阪神大震災で患者移送経験生かす」

大
規
模
災
害
時
に
民
間
船
を
医
療
に
活
用
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
災
害
関
連
死
の

防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
学
識
経
験
者
や
船
会
社
幹
部
ら
が
専
門
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
日
日
午
後
に
神
戸
市
内
で
初
会
合
を
開
く

。

災
害
時
の
移
送
や
避
難
所
に
船
を
活

用
す
る
た
め
全
国
初
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
目
指
す

。

関
係
者
は
「阪
神
大
震

災
で
被
災
者
を
客
船
で
移
送
し
た
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る。
(林
信
登
)

専
門
委
発
足
神
戸
で
初
会
合

平
成
7

年
1

月
の
阪
神
大
震

災
で
は
、
建
物
の
倒
壊
や
道
路

の
陥
没
で
陸
路
が
寸
断
さ
れ
、

病
院
の
機
能
が
停
止。
多
く
の

負
傷
者
や
患
者
ら
が
十
分
な
治

療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た。
避

難
所
で
は
ト
イ
レ
や
着
替
え
な

ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
問
題
化

し
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
要
因
の

災
害
関
連
死
は9
0
0

人
以
上

に
の
ぼ
っ
た
。

当
時
、
陸
路
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、
神
戸
|

大
阪
間
で
は
客

船
が
臨
時
運
航
さ
れ
、
透
析
患

者
ら
の
移
送
な
ど
に
当
た
っ

た
。

た
だ
、
当
時
移
送
を
経
験

し
た
神
戸
港
の
ク
ル
ー
ズ
船

「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
船
長
で
、

運
航
会
社
の
三
石
孝
副
社
長

(日
)は
「大
半
は
大
型
船
の
た

め
着
岸
で
き
る
場
所
が
限
ら

れ
、
調
達
で
き
る
船
も
少
な
か

っ
た
」
と
指
摘。
移
送
先
で
患

者
を
受
け
入
れ
る
病
院
が
見
つ

か
ら
ず
、
船
内
に
も
治
療
設
備

が
な
い
た
め
、
症
状
が
悪
化
す

る
ケ
!
ス
も
あ
っ
た
と
い
う。

ﾗ 

ﾗ 

当
時
神
戸
商
船
大
教
授
だ
っ

た
井
上
欣
三・
神
戸
大
名
誉
教

授
ら
は
震
災
後
の7
年
9

月
、

災
害
医
療
に
船
を
活
用
す
る

「災
害
時
医
療
支
援
船
構
想」

を
提
唱
。

医
療
関
係
者
ら
と

連
携
し
て
患
者
の
海
上
移
送

訓
練
を
実
施
し
、
幻
年
以
降
は

国
土
交
通
省
な
ど
と
も
協
力

- 大型船を千人規模の避
難所として活用し、避難
者の身体・精神的ストレ
スなどを軽減

@E由民悶
・小型船やフエリーなど
の民間船も動員

115 (編集の都合上、写真を割愛しております〕

- 港に数十隻を用意し 、
負傷者や患者を各地の
病院に移送

・ 船内で透析患者らの治
療を実現

じ
H
1
己
日
L
l

占
有
ふ

1
2

按

想定されるガイドラインの
主なポイント

し
、
医
療
機
能
を
備
え
た
避

難
所
船
の
研
究
を
進
め
て
き

た
。た

だ
、
大
規
模
災
害
で
民
間

船
を
医
療
や
避
難
所
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
全
国
共
通
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
判
断
。

医

療
関
係
者
や三
石
氏
ら
船
会
社

幹
部
ら
と
と
も
に「災
害
時
支

援
船
活
用
委
員
会」
を
立
ち
上

げ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
た
。

ﾗ 

ﾗ 

井
上
氏
に
よ
る
と
、
船
の①

輸
送
機
能②
宿
泊
機
能③
生
活

イ
ン
フ
ラ
機
能ー
を
生
か
し
、

医
療
を
含
む
被
災
者
支
援
の

運
用
手
順
を
確
立
さ
せ
る
こ

災
害
に
備
え
る

と
が
目
標。
具
体
的
に
は
、
小

型
船
も
合
め
た
数
十
隻
で
の

患
者
移
送
や
、
千
人
規
模
の
被

災
者
を
船
に
収
容
す
る
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
想
定
す

る
。国

や
自
治
体
に
も
案
を
示

し
、
来
年
度
中
の
完
成
を
目
指

す
と
い
う
。

井
上
氏
は
「船
と

医
療
の
連
携
は
被
災
者
に
と
っ

て
不
可
欠。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
協
議
を
進
め
た
い」と
強

調
。

三
石
氏
も
「被
災
者
の
た

め
に
役
立
つ
こ
と
は
、
業
界
に

と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と
だ」
と

話
し
て
い
る
。

産

経
(
大
阪
)・
夕
刊

2
0
1
8

年
刊
月
目
日
(
木
)
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機関奮闘

七亙蓮 司

災
害
に
備
え
る

原
子
力
災
害
に
備
え
よ
う
と
、
日
本
赤
十
字
社
は

4
目
、

水
戸
市
見
川
町の
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
で
、
原
子
力
事
業

所
で
の
事
故
を
想
定
し
た
救
護
訓
練
を
行
っ
た

。

原
子
力
災

害
の
対
応
訓
練
は
初
め
て
。

県
や
市
町
村
、
防
災
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
避
難
所
で
の
応
急
処
置
や
被
ば
く
医
療

の
対
応
な
ど
を
確
認
し
た
。

戸水日
赤
が
原
子
力
災
害
訓
練

訓
練
は
、
原
子
力
災
害
時
の
救
護

活
動
の
知
識
習
得
と
技
術
向上が
狙

い
。

日
赤
本
社
と
本
県
を
含
む
1

都

8

県
の
支
部
、
隣
接
す
る
福
島
県
支

部
の
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
県
、
消

防
な
ど
関
係
機
関
か
ら
約
3
0
0

人

が
参
加。
同
日
午
前
、
県
内
の
原
子

力
事
業
所
で
火
災
が
発
生
し
、
作
業

員
が
汚
染
・

負
傷
、
放
射
性
物
質
が

施
設
外
に
放
出
さ
れ
た
と
の
想
定
で

行
わ
れ
た。

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
九
州

。

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議(
J
C
J
)の
全
国
交
流
集
会
が
叩
月
日

i
n
日
に
熊
本
、
大
分
両
県
で
開
か
れ
、
全
国
の
記
者
が
、
住
民
の
命
を

守
る
被
災
地
域
の
病
院
や
診
療
所
の
現
状
を
取
材
し
た
。
施
設
復
旧
の

負
担
が
か
さ
む
ほ
か
、
人
口
流
出
な
ど
で
患
者
が
減
る
な
ど
厳
し
い
環

境
の
中
、
奮
闘
す
る
地
域
医
療
の
現
場
を
報
告
す
る
。
(
阿
部
里
子
)

医
師
、
看
護
師
、
放
射
線
技
師
ら

計
6

人
一
組
で
医
療
チ
ー
ム
を
編

成
。

避
難
所
を
設
置
し
、
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
で
近
隣
住
民
の
汚
染

の
有
無
を
確
認
し
た
ほ
か
、
健
康
診

断
や
応
急
処
置
、
心
の
ケ
ア
を
施
し

た
。

緊
急
被
ば
く
医
療
処
置
訓
練
で

は
、
防
護
服
の
着
脱
や
被
ば
く
患
者

の
受
け
入
れ
、
汚
染
検
査
な
ど
を
実

施
。

救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
放
射

性
物
質
の
汚
染
状
況
を
測
定
器
で
確

く
v ら i 震
を l 裏
守閣
る l 展

人
口
減
や
復
旧
費

・
・
・
経
営
環
境
厳
し
く

認
し
た
ほ
か
、
除
染
作
業
、
や
け
ど

の
治
療
に
当
た
っ
た
。

処
置
室
は
終

始
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
、
汚
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
細
心
の
注
意
を
払
い
、

一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
作
業
が
進

め
ら
れ
た。

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の
丸
山
嘉
一

国
内
医
療
救
護
部
長
は
「
訓
練
の
成

果
を
持
ち
帰
り
、
体
制
を
検
証
し
、

万
一
の
備
え
に
し
て
ほ
し
い」と
話

し
た
。

日
赤
県
支
部
の
田
中
豊
明
事

務
局
長
は「原
子
力
災
害
時
の
対
応
、

連
携
に
つ
い
て
多
く
を
学
ん
だ

。

今

後
の
活
動
に
生
か
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

(朝
倉
洋)

茨
城
新

聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月
5

日
(
月
)

中
田
さ
ん
は
、
患
者
の
中
に
は

在
宅
で
暮
ら
す
の
が
難
し
い
高
齢

者
が
多
い
と
説
明
。
「
職
員
全
体

で
患
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
送
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
、
対
応
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。地

震
後
、
地
域
の
人
口
は
減
少

。

病
院
に
近
い
東
海
大
阿
蘇
キ
ャ
ン

パ
ス
(
現
阿
蘇
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
)

着
す
る
と
、
隣
に
あ
る
自
宅
に
裏

山
か
ら
約
初
刊
ン

の
泥
が
流
れ
込
ん

で
い
た
。

m
万
円
持
ち
出
し

翌
日
午
前6
時
ご
ろ
か
ら
看
護

師
と
2

人
で
、
点
滴
や
傷
の
縫
合

な
ど
の
処
置
に
対
応
。
診
察
を
終

え
た
後
は
深
夜
ま
で
避
難
所
印
カ

所
を
回
り、

住
民
の
体
調
を
見
守
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「
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
る

と
い
う
自
負
が
あ
る。
今
は
、
耐

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
だ
と

思
っ
て
い
る
」。
熊
本
県
南
阿
蘇

村
で
唯
一
、
入
院
施
設
を
持
つ
民

間
病
院
、
阿
蘇
立
野
病
院
の
上
村

晋
一
医
長
は
語
っ
た。

全
職
員
削
人
解
雇

同
病
院
は2
0
1
6

年
4

月
の

熊
本
地
震
で
病
棟3
棟
が
損
壊
し

た
。
病
院
が
あ
る
立
野
地
区
と
村

中
心
部
を
結
ぶ
阿
蘇
大
橋
が
崩
落

分県

し
て
孤
立
し
た
ほ
か
、
病
院
の
裏

山
の
一
部
が
余
震
や
大
雨
で
崩
れ

る
恐
れ
も
あ
り
、
地
震
直
後
に
病

院
を
閉
鎖。
入
院
患
者
約
叩
人
は

県
内
の
医
療
機
関
に
転
院
し
、
正

職
員
約1
4
0

人
は
全
員
解
雇
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た。

地
震
か
ら
約1
年
半
後
の
口
年

9

月
か
ら
外
来
診
療
や
入
院
患
者

受
け
入
れ
を
段
階
的
に
始
め
、
今

年
1

月
に
全
面
再
開
に
こ
ぎ
つ
け

た
。

た
だ
、
地
震
後
に
地
域
を
離

れ
る
人
も
お
り
、
正
職
員
は
約
初 人

と
地
震
前
の
半
数
。

看
護
師
が

確
保
で
き
な
い
た
め
病
床
数
も
ほ

ぼ
半
減
の
必
床。
施
設
復
旧
費
に

加
え
、
患
者
数
の
減
少
で
経
営
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

同
病
院
で
は
、
道
内
の
霊
師

も
活
躍
し
て
い
た。
小
樽
市
の
看

護
師
中
田
麻
里
さ
ん
(
お
)
は
熊
本

県
な
ど
が
募
集
す
る
「
く
ま
も
と

復
興
応
援
ナl
ス
」
に
登
録
し
、

胆
振
東
部
地
震
発
生
の
4

目
前
の

9

月
2

日
か
ら
、
日
月
末
ま
で
の

予
定
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

園 熊本地震 201問月14日 (前震) と悶 (本

震) に発生し、いずれも震度7を観測した。 熊本、

大分両県で関連死を含め270人以上が犠牲になった。 熊

本県内外の仮設住宅などでは今年9月末現在、約2万 5

千人が仮住まいを余儀なくされている。

九州北部豪雨 2017年7月 5-6 日の記録的な大雨で

川があふ才弘福岡、大分両県で40人が亡くなり、 2人が

行方不明となった。大量の土砂や流木が住宅に流れ込み、

計約1400棟の家屋が全半壊となった。 福岡県を中心に千

人以上が仮設住宅などで生活を続けている。

で
も
、
近
隣
に
下
宿
し
て
い
た
学

生
約
8
0
0

人
が
転
居
し
た。
地

域
復
興
の
道
の
り
は
厳
し
い
。

上

村
院
長
は
「
県
内
の
公
立
病
院
に

は
数
百
億
円
も
の
支
援
が
出
た

が
、
民
間
は
誰
も
助
け
て
く
れ
な

い
。

そ
れ
で
も
前
向
き
に
や
る
だ

け
」
と
語
る。

忘
れ
ら
れ
る
不
安

「
各
地
で
立
て
続
け
に
災
害
が

起
き
、
こ
の
地
域
の
被
害
は
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
」。
大
分
県
日

田
市
の
医
師
井
上
一
郎
さ
ん
(
日
)

は
訴
え
る。

井
上
さ
ん
は
福
岡
県
と
の
県
境

に
あ
る
集
落
で1
0
0

年
以
上
続

く
病
院
「
井
上
鶴
川
堂
」
の
4

代

目
院
長。
口
年
7

月
の
九
州
北
部

豪
雨
の
時
は
、
日
中
は
週
1

回
診

療
に
訪
れ
る
福
岡
県
東
峰
村
の

「
宝
珠
山
診
療
所
」
に
い
た
。

車

で
急
い
で
病
院
に
戻
る
と
、
自
の

前
を
流
れ
る
川
は
氾
濫
寸
前
。

職

員
を
帰
宅
さ
せ
、
午
後7
時
す
ぎ

に
妻
や
子
供
が
い
る
福
岡
の
自
宅

に
戻
っ
た
が
、1
時
間
後
、
再
び

車
で
病
院
ヘ
向
か
っ
た。

「
ほ
か

に
医
者
が
い
な
い
」
と
説
得
し
て

自
衛
隊
の
誘
導
で
移
動
。

途
中
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
食
料

を
買
い
込
ん
で
未
明
に
病
院
に
到

災
害
に
備
え
る

っ
た
。

薬
を
求
め
る
住
民
に
代
わ

っ
て
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
確
認

し
、
5

日
間
で
約2
0
0

人
に
薬

を
手
渡
し
た。
た
だ
、
薬
を
求
め

る
人
が
殺
到
し
て
会
計
処
理
が
で

き
ず
薬
代
を
受
け
取
れ
ず
、
約
1

1
0

万
円
が
持
ち
出
し
と
な
っ

た
。井

上
院
長
は
、
現
在
、
隣
り
合

う
東
峰
村
を
含
め
約
別
件
の
訪
問

診
療
も
担
っ
て
い
る
。

病
院
が
あ

る
大
鶴
地
区
の
人
口
は
、
井
上
院

長
が
病
院
を
継
い
だ
日
年
前
の
半

分
以
下
の1
6
0
0

人
ほ
ど。
豪

雨
の
後
、
診
療
に
向
か
う
道
は
木

が
倒
れ
か
か
る
な
ど
爪
痕
が
そ
の

ま
ま
残
る。
患
者
数
は
豪
雨
前
よ

り
さ
ら
に
印
人
ほ
ど
減
り
、
病
院

の
収
益
は
下
が
り
続
け
て
い
る
。

井
上
院
長
は
東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
福
島
県
で
も
、
地

域
医
療
に
尽
力
し
た
医
師
が
病
院

の
経
営
難
で
辞
め
る
事
例
が
あ
っ

た
と
し
た
上
で
「
医
師
と
し
て
の

意
地
で
診
療
所
は
存
続
さ
せ
た

い
。

後
悔
は
し
た
く
な
い」と
語

っ
た。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
3

日
(
土)
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日本の歴史がスタートしました。 l 少部散発…刊切ーシリーズ観者限定本

JNSE ・読み比べシリーズ
月刊切抜き速報@シリーズと連動し、テーマ別に編集。 朝日 ・産経.8経・毎日 ・読売の全国紙に加え、
北海道から沖縄までのブロ ッ ク紙 ・ 地方紙、専門紙、合計85紙より、局面の「今」 をタイムリーに
まとめて発行します。 月刊切抜き速報@シリーズとあわせることで、より深く読み比べできます。

KS ・月刊切抜き速報.シリーズと併せて読みたいオススメの

JNSE・読み比べシリーズ
0単冊販売/随時発行 O既刊販売中! お求め・詳細は弊社ホ ムページヘ。

各JNSEのテーマの憲新記事につきましては、各別冊元の月刊切抜き速報@シリーズをご覧くだ古い。

なぜ!児童虐待遇告最多 3 万 7000 件。 全国の新聞報道から、新しい施策のヒントに!児童虐待・児童福祉報道の主要包事を収録!

| シリーズ第 9弾子どもの虐待記事読み比べ⑨ | 
毎年増え続ける児童虐待
2018 年 1 - 6 月 、警察の児童相談所への児童虐待通告件

数は過去最多の 3 万 7000 件.その年、その年に起乙る児

童虐待は、どの新聞社も社会問題として大きく取り上げてい

ます.

さまざまな視点から児童虐待に関する「今J を娼み、「乙

れからJ を考えるため、全国 85 紙すべてをくまなく丁寧に

チェ ッ ク、 1 冊の本としてまとめました.

全国で行われる「日本子ども虐待防止学会J に合わせて、
毎年発刊し、シリーズ第9弾となりま した.

- 記事掲載期間/ 2017/ 10/6-2018/ 10/ 15

e A4判 152 頁本体 2.315 円+税

・ 2018 年 11 月 22 日発刊

・ 月刊切簸き速報 I!\) r保育と幼児教育版J ßIj冊

・ 収録コンテンツ

調査データ / しつけと虐待 / 児童相談所司法・

警察のいま / 医療機関の取り組み / 内密出産の

是非 / 児童義援施設ー社会的養護の施設のいま /

退所後支援の取り組み /里親特別養子縁組の
いま /:社説論説 / 連載

E璽冨軍IliM'Z冒頭軍事害慣習図

月刊切銭き速報" r福祉ニュース高齢福祉自副知l冊

・ 記事縄裁期間/ 2015/2/ 14-2018/2/23

・ A4判 120 頁本体 2.000 円+税
e 2018 年 4 月 12 日発刊

E璽璽盟豆冨霊童居室軍翠置
月刊切簸き速報.. r医療と安全管理総集版j 別冊

・ 記事縄載期間/ 2011 /3/25-201217/24 

・ A4 fJJ 72 頁本体 1.528 円+税
・ 2013年 1 月 1 日発刊

-E逗E亙亙雇謹孟童書i盃霊園・

月刊切簸き速報. r福祉ニュース高齢福祉編JßIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 12- 2017/3/ 12

・ A4判 120 頁本体 2.000 円+税
・ 20 17 年 4 月 14 日発刊

E , )11-': 宮署票割~置

月刊切篠き速報8 r福祉ニュース障害福祉編JßIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/2/24- 2018/9/ 15

・ A4~自IJ 96 頁本体 1 .800 円 +税

・ 2018 年 10 月 1 7 日発刊
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月刊切抜き速報.. r福祉ニュース高齢福祉編UJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 16- 2016/5/20

・ A4判 120頁本体 2.000 円+税

・ 2016 年 7 月 11 日発刊

園田閉罰百震覇軍事割=ti

月刊切鍍き速報. r健康りてらしいJßIJ冊

・ 記事掲載期間/ 1 99617/20 -20 1 8/6/26 
・ A4判 120頁本体 2.000 円+税
・ 2018 年 7 月 26 日発刊

「新聞・朝刊1 面コラム」と 「社説・論説」を総集 1 +PLUS KSで魅力UPl ... ・!!~~堕ι一

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ司詰制一一
。 講話の知恵袋に 。 就活に

。 受験小論文対策に 。 待合室に

毎年発行!!-
1 年を締めくくり、新年の流れを掴む 日本の祝日から 「過去J r今J rこれから」 を読む

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

大晦日&元日版

新聞コラム読み比べ 22645益男版

月刊切按き速報.. r教育版J ßIJ冊

e A5 申IJ 128 頁

. 本体 1.158 円+税

・ 2019 年 1 月 18 日発刊予定 -コラムニストの着眼点や地域性豊かな年末年始の

情景を読み比べ!表現力・文章カの向上にも役立

つ 1 冊です。

私たち日本人は 「大晦日と元日」 に特別な思いが

ありますが、 各新聞社の報道にも特別感があります。

大晦日と元日という特別な 2 B閣の 「新聞 ・ 朝刊

1 函コラム」 と 「社説・論説」 を揺り 、 その年の時

代背景を表現した文章をお楽しみいただけます。

社説・論説読み比べ 22日簿類版

月刊切tJ;:き速報. r教育版j別冊

e A4判 160 頁

. 本体 2.778 円+税

・ 2019 年 1 月 18 日発刊予定
・・・・・・.. 

各新聞社の主張や見方などを読み比べ l 大晦日

と元日という局面を新たな展望と幅広い視点から

ご覧いただけます。

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

日本の祝日版
日本の祝日から厳選して総集し、各新聞社の 「新聞 ・

朝刊 1 面コラムJ と 「キ益見 ・ 給説J から “ 祝日 a 報道
の読み比べをお楽しみいただける特別本です。

「成人の日J r憲法記念日J rこどもの日J の3つの祝

日を年毎に読み比べる楽しみをお届けいたします。

月刊切抜き速報@ シリーズと併せてお読みいただく
ととでさらに魅力 UP!

JNSE. ðfCみ比べシリーズについての詳しい内容・最新情報は l http://…叩 nihon-mic.co.jp/ 乙1 I ニホンミック NihonoMiと
CREATIVE FARM GROUP 



日本の新聞女女女新しい魅力、提案します。
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